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カウントダウンスタート


真新しい制服に身を包み、屋敷の玄関ホールに繋つながる階段をゆっくりと下りていく。


とうとう今日は入学式だ。


これから三月末までの一年間が、『きゅんきゅんらぶすくーる』のゲーム本編。


ヒロインは攻略対象、サポートキャラ、ライバルキャラなどさまざまな人物と出会い、交流をしながら一年間を過ごして、最終的に誰かと結ばれたり結ばれなかったりする……が、その攻略対象たちは今現在、狂いが生じている。


レイド・ノクターは弟に狂い、エリクは私を「ご主人」などと呼ぶ。ゲームでは犬猿の仲のはずのロベルト・ワイズはなんだか友好的に接してくるし、正常なのはジェシー先生しかいない。


こんな状況で学園入学となってしまった私の目標はただ三つだ。一家使用人離散、投獄死罪デッドエンドの回避をしつつ、エリクとレイド・ノクターの狂いを正す。


ミスティアの死罪の決定打は学園の放火だけれど、その日私がなにもしなくても突然学園が燃える可能性もある。婚約だって解消できていないのだ。ゲームの強制力が働き、レイド・ノクターとゲームの主人公であるヒロインの幸せに邪魔だからと、私に容疑がかけられるかもしれない。


そして婚約の解消すらままならない以上、ゲームでミスティアの放火トリガーとなったヒロインと関わらないことが大切だ。


ヒロインと仲良くなれば投獄死罪の道から離れそうな気もするけれど、前世時代からコミュ力が低く妹の存在により孤独死を免れていた私には厳しい。関わらないのが無難だ。


だから私は表では傍観しつつ、裏でヒロインと攻略対象たちの恋愛イベントが円滑に進むようサポートする。


レイド・ノクターとエリクの狂いは、きっと彼らがヒロインと恋をすることで改善されるだろう。二人に好きな女の子ができれば、レイド・ノクターの弟だけに注がれている関心がヒロインに分散されるだろうし、「ごっご遊び、そろそろ卒業しよう」とエリクも思うはずだ。


だからこそ私は留学や休学をせず、ストーリーを殺伐とさせ盛り上げる悪役ではなく、潤滑に進めるモブとして学園生活を送る。使用人や家族の身を守るため本当は休学したいけれど、二人の人生を狂わした責任は取らなければいけない。


さっそく今日はレイド・ノクターとヒロインの出会いイベント──入学式だ。気を引き締めなければ。


「ミスティア様」


顔を上げると、大広間に使用人の皆が整列をしていた。一番手前には両親の姿もあり、その隣にはメロがいる。


「入学おめでとう。いってらっしゃい、ミスティア」


「嫌なことがあったら、すぐに帰ってきていいからね」


母と父が私の肩に触れる。メロは「おめでとうございます」と花が咲くように笑った。ほかの使用人の皆も続き「おめでとうございます」と微笑む。


「ありがとうございます。では、行ってきます」


私は、絶対にこの平和な光景を守る。そう固く誓って、屋敷を出たのだった。






馬車が停まっている屋敷の正門へと駆け足で向かっていく。ただでさえ今日はレイド・ノクターとヒロインの出会いイベントにぶつからないよう、通常より早い時間に出発してほしいとお願いしたのだ。御者のソルさんを待たせてはいけない。


「おはようございます」


正門に到着すると、パーティーの送迎をするための正装に身を包んだソルさんが馬車の陰から顔を出していた。彼はどことなく暗い顔をして、馬車の中を指で示す。不思議に思いながら扉を開いて、私は愕然がくぜんとした。


「え……」


赤と黒を基調としたアーレン家の馬車の中。見慣れた……見慣れ切った人物が、光に反射する金の髪を揺らし、透き通るような青い瞳をこちらに向けている。


どうして、私の馬車にレイド・ノクターが乗っている？


「ミスティ……」


私は静かに扉を閉じた。


もしかしたら、これは幻覚かもしれない。深呼吸をしてもう一度開くと、やはり彼はいた。


「おはよう、ミスティア。扉を閉じてしまうなんて酷ひどいな」


「お、おはようございます……。ごめんなさい」


「せっかくの入学式だから一緒に登校しようと思って、来ちゃった」


そう言って朗ほがらかに笑うレイド・ノクターに眩暈めまいを覚えた。


今日の入学式──出会いイベントは、なんとなくこの五年の間にぼんやり……とは思い出すことができた。たしか登校してきたヒロインが校門の前で転びそうになり、レイド・ノクターが抱き留めるというものだ。ミスティアはヒロインを抱き留めた彼の後ろから、「約束していたのに、置いていくなんて酷いですわ」と現れる。


なのになぜ彼は、白昼堂々アーレン家の、置き去りにするミスティアの馬車に乗っているんだ。


……いや、もう来てしまったのだ。原因を考えていても仕方がない。私は今までレイド・ノクターの「来ちゃった」を許し続けていた。でも、今日だけは許すわけにいかない。投獄死罪一家使用人離散がかかっているのだ。


「あの、すみません私今日は荷物が多くて、降りていただけ……」


「僕、馬車を帰したんだ。アーレン家の馬車に乗るからと言って」


「でしたらお呼びしましょうか……？」


「今から馬車を呼ぶとなると、僕は遅刻かな」


レイド・ノクターは困ったように私を見た。馬車を置いてきた彼の行動の意図がまったく理解できないが、そんな彼を置いていくのは、惨むごい。……しかし、ここで屈するわけにはいかない。デッドエンドから逃れるためにここはきっぱり断る。レイド・ノクターに屈しない。今年の目標はこれだ。


私は、レイド・ノクターに屈さな……、


「入学式に、新入生代表で挨拶あいさつがあるのにな」


屈した。






「今日はこんなに綺麗に晴れてよかったね。一昨日までずっと大雨だったのに」


学園へと走る馬車の中、私の隣にはレイド・ノクターが座っていた。


可能ならば、一人で悠々ゆうゆう自適に馬車に揺られたかったが、彼を遅刻させ、出会いのイベントを壊してしまったら今後のイベントに影響が出てしまう。断腸の思いで譲歩してご乗車いただいた。


でも、このままだと非常にまずい。攻略対象と悪役令嬢が一緒に登校なんて、ゲームにはないことだ。


今までの、「まぁ仕方ない」「本編がはじまったらなんとかする」「ヒロインに頑張ってもらおう」は通用しない。


こうなったら手段はひとつだ。学園に入った瞬間、レイド・ノクターを撒まく。彼は門に置いていく。持久走で、「一緒に走ろうね」と約束しておきながら、途中で走り去る裏切者が如く残酷に置いていく。


そうすればヒロインとレイド・ノクターのイベントにうっかり出くわすことはないし、彼が遅刻し恋愛イベントの崩壊、弟狂いが深刻化、手遅れになんてこともない。


ただ一つ問題なのは、ミスティアの屋敷にレイド・ノクターが来てしまい、ミスティアを置いてきたゲームの彼の学園到着時刻とは異なってしまっているということだ。


出会いイベントの時ヒロインの周囲は人で賑にぎわっていたけれど、今の時間は学園に到着するには早すぎる。


イベントを妨害しないためには校門の前でヒロインが現れるのを待ち、タイミングを合わせて彼を撒くしかない。


シビアすぎる、コマンド入力ミスで即死するボス戦。一歩間違えれば鉢合わせだ。なぜ入学早々こんな緊張感を味わわなければならないんだ。


緊張した面持ちで窓を見やると、ゲームのオープニングで流れた景色が窓に映った。


入学への期待ではなく、将来の不安で胸が苦しい。


手のひらを握りしめていると、車窓に一瞬、桃色ポニーテールが横切った。


「あああああああああああああ!?」


「ミスティア？」


レイド・ノクターが驚愕の目で私を見る。私が彼の前で絶叫したのは、ノクターの屋敷で釣りたての鮮魚の如く暴れて以降一度もない。


窓に張り付き確認すると、姿は小さくなってしまっているものの、はっきりとわかった。


「ひ、ひ、ヒロイン……！」


「え？」


間違いなくあの桃色ポニーテールはヒロインだ。


落ち着かなければ。今日からは絶対に失敗できない。ずれた登校時間を修正し、レイド・ノクターとヒロインの出会いイベントを発生させ、私は校舎に逃げなければ。


私は景色を観察し、現在地から学園に着くまでの時間と、ヒロインが徒歩で学園に到着する時間を計算していく。


だいたい、十五分くらいだ。


レイド・ノクターとヒロインを会わせるためには、彼を十五分間足留めして、絶妙なタイミングで私だけ降車しなければいけない。


どうするか考えている間にも、馬車は速度を落としていく。見覚えのある校門、そして校舎が視界に入る。足が震えてくるけれど、ここで不安に押しつぶされるわけにはいかない。


「あ、あの」


さっそく馬車を降りようとするレイド・ノクターに声をかける。彼は不思議そうに振り返った。


「どうしたの？」


「れ、れれれ、レイド様、入学式を前に、お、お、お話しませんか？」


「……え？」


レイド・ノクターは警戒心を露あらわにした。まるで五年前、ノクターの屋敷で暴れ倒した時を再現するかのようだ。


「お、お話を、したいのです」


「わかった」


私の意を酌くんでくれたのか、案外彼はすんなり座ってくれた。


問題はここからだ。十五分間引き留める話題を考えなければならない……のだが、彼と話すことがなにもない。


「も、もうすぐ入学式ですね」


「そうだね」


「れ、れ、レイド様は目標はありますか、入学にあたっての」


「まずは新入生代表の挨拶の成功、かな」


思い返せばヒロインは出会いイベントでレイド・ノクターと遭遇した後、入学式で彼が壇上に立つ姿を見て名前を認識していた。


なにか、応援するような言葉をかけたほうがいいのだろうか。でも私が「頑張ってください」と言ったところで、彼の頑張りには関係ないしそもそも求めていないだろう。


「でも、お疲れ様も適切じゃないし……がんばってくださいは……」


「え」


「い、い、いやなんでもないです！　忘れてください！」


まずい、全部口から出ていた。唯一の救いは「レイド・ノクター」と彼の名前を発していないところだけだ。慌てる私を見て彼は怪訝けげんそうにした後「……そろそろ行こうか？」と立ち上がった。


窓の外を確認すると、ヒロインの姿がある。たぶん、あと三十秒ほど耐えればタイミングはばっちりのはずだ。


「いや、もう少し、……ははは」


横目で窓の外を気にしていると、ちょうど校門前を行きかう人々の波が収まった。私は御者のソルさんにお礼を言い、レイド・ノクターに頭を下げるとすぐさま馬車から飛び出す。


「えっ、ミスティア？」


呼びかけに振り返ることなく、私は校門に面した道に目を向ける。ヒロインの姿が見えた。タイミングは完璧だ。


走ったら目立つ、早歩きでも大分目立つけれど気にしていられない。ゴールである校舎へ一直線に向かう。


道は人で賑わうものの、みんなこちらを振り返っては私を避けてくれた。感謝をしながら地面を蹴っていく。正直後ろが気になって仕方がないけど、怪談よろしく危機迫る道で振り返ったら最後、待っているのは地獄だ。


あと六歩ほどで昇降口。五歩、四歩、三、二、一と、飛び移るようにして校舎の中へと入った。何度も浅い呼吸を繰り返してしまうものの、歩いていた時の重圧に比べれば全然苦しくない。


今頃出会いイベントが始まっているだろう。ああ、良かった。これで大丈夫だ。後は……。


「置いていくなんて酷いな」


後ろから投げかけられた声に、返しかけていた踵きびすが止まる。なぜミスティアの台詞が聞こえるのだろう。


おそるおそる振り返って、私は絶句した。


「れ、い、どさ、ま」


私の背後に立つ、レイド・ノクター。彼は涼やかに私の前を通り過ぎると、「どうしたの？　ホールはこの先だよ」と、私の荷物を優雅に取り去った。


「こうすれば、君が先に行くことはないでしょう？」


所作が優雅なだけで立派なひったくりだ。「大丈夫ですから」とさりげなく取り返そうとしてもびくともしない。この間彼の弟と遊んでいたら「君の腕は簡単に折れそうだね」と脅迫してきたくらいだ。力の差が段違いである。


周りには私たちを避けるように人だかりができていて、一刻も早くここを立ち去りたいのに、荷物を人質にとられて逃げられない。


「あの。お気遣いなく……」


「ううん。僕のことは気にしなくていいよ」


「いやいや……」


しばらく攻防を続け、私はふと気づいた。


レイド・ノクターがここにいるということは、ヒロインが転倒しかける寸前に彼女を抱き留める相手がいないということだ。


転ぶ人間を抱き留める人間がいるから負傷者がでない。それが、抱き留める人間がいなくなってしまったら──。


ヒロインは、校門で転倒してしまう。


急いで校門へ顔を向けると、ヒロインは門のところ──ではなく、既に昇降口で周りを見渡しているところだった。空色の瞳とばっちり目が合い、恐怖で後ずさる。


「あの……、きゃっ」


なぜかヒロインはこちらに向かおうとして、男子生徒とぶつかった。こちらに倒れこんでくる彼女に私は反射的に手を伸ばしかけるも、寸前で彼女は別の男子生徒に支えられる。


「エリク……」


転ぶヒロインを、すらりとした男子生徒──エリク・ハイムが抱き留めていた。


目の前の光景を唖然として見つめていると、彼は素早くヒロインを立たせ、私に向かって「おはようご主人！　今日は入学式だね！」と柔らかく微笑んだ。


このままここにいたら、絶対まずい。


「はい。おはようございます……それでは、失礼しますっ」


私はレイド・ノクターの持つ鞄を素早く奪うと、入学式が行われるホールへ駆け出したのだった。






始まる前は波乱だらけだったけれど、入学式はなんの問題もなく過ぎた。


磨かれた床を踏みしめるたびに、キュッと音が鳴る。私は足を滑らせないよう注意しながら、先生の指示に従って自分のクラスへ向かっていた。


人波に沿って教室を目指し辿り着くと、黒板には座席表が貼られている。席順はすべてゲームと同じ席順らしい。


レイド・ノクターは窓側最後列。ヒロインは当然その隣だ。一方私は廊下側の最後列。さりげなく窓側の様子を窺うと、既にレイド・ノクターは着席してヒロインと言葉を交わしていた。


エリクに更生してもらう上で、エリクとヒロインの出会いイベントを私は懸念していた。彼とヒロインの出会いは、ミスティアがヒロインを苛いじめなければ始まらないからだ。


入学して一週間が経ったころ。「レイド・ノクターに抱き留められたから」「レイド・ノクターにお礼を言ったから」「親しそうにしていたから」などと言ってミスティアはヒロインに詰め寄り水をかけ、突き飛ばす。そこにエリクが助けに入るのだ。


私はヒロインに水なんてかけたくないから悩みの種だった。今回エリクがヒロインを抱き留めたことは良かったのかもしれない。


レイド・ノクターとヒロインの出会いイベントは失敗に終わったけれど、今は仲良く話をしているし。


安堵して視線を前に向けると、こちらに顔を向ける女子生徒と目が合った。彼女はたしかゲームでミスティアの取り巻きだった三人組の一人だ。名前は知らない。


たしかミスティアは入学一週間後に、仲間を引き連れヒロインに詰め寄っていた。もしかしたらこうして目が合った時、ミスティアが話しかけて仲良くなっていたのかもしれない。


でも、私はミスティアと性格も違うし、社交的ではない。彼女たちは私とは仲良くしたいと思わないはずだ。


ふと窓側に視線を戻すと、レイド・ノクターはヒロインとの会話を終えていた。彼は本を読み、ヒロインは不安そうに机に視線を落としている。本を読まないで、早く隣にいる女の子に話しかけてほしい。そして弟狂いを治してほしい。一刻も早く。


しかしここで観察を続け、「ミスティアがヒロインとレイド・ノクターを見ていた」と噂になるのもいけない。机のしみでも数えようと下を向けば、そこは一片の汚れもなく輝きを放っていた。


なんとなく机に手をのせ触っていると、横から突如腕が伸び、がしりと手首を掴まれる。


あ、駄目だ、死んだ。


覚悟しながら振り返ると魍魎もうりょうではなくエリクだった。


「来ちゃった」


小声で囁ささやいたエリクは、しゃがんで気配を消しつつ、こちらの手を掴んでいる。「来ちゃった」が流行っているのか。もしそうならば、そんな流行は廃れてほしい。切実に。


私の座席が廊下側最後列なことが幸いし、周囲はエリクの存在に気づいていない。けれど遠方の席のロベルト・ワイズだけは、不思議そうにこちらを見ていた。


私は慌ててエリクを押し出し、廊下の外へ出る。


「なっ、なんでここにいるんですか」


「ご主人に会いに来たからに決まってるでしょ？」


だから今朝、昇降口のところに彼は居たのか。彼のおかげでヒロインは転ばず、ものすごく助かったし、感謝してもしきれないけれど、まずはここから立ち去ってもらわなければ。


不審者ではないがエリクは二年生、今日はお休みのはずだ。それに、各学年の教室は階ごとに分けられており、一年生は校舎二階、二年生は三階、三年生は四階で、不要な出入りは禁じられている。


「あの、大変申し訳ないのですが、帰っていただいても……」


「なんで敬語？　二人きりだよ」


「学内での上下関係はとても大事、ということで」


「……むぅ」


エリクは納得できないといった様子だけど、ここが学園である以上、エリクは先輩で、私は後輩。人が見ているかもしれない中敬語は崩せない。新入生に舐なめられているとエリクに悪評が立つかもしれないし。


「そうだ、あのね、きょう……」


エリクが言いかけて、廊下の先を睨にらむ。視線を追うとジェシー先生がやってきていた。


「まーた邪魔が入っちゃったなぁ……。ごめん、ご主人、また後で！」


ご主人呼びは治っていないけれど、ヒロインとは出会ったばかり。きっとこれからだろう。彼はご主人呼びを治し、更生し幸せになる……はずだ。エリクを見送り教室に戻ると、ちょうど先生も黒板側の扉から教室に入ってきた。


攻略対象たちの中で唯一、変わらなかった希望の星、ジェシー先生。彼は緊張した面持ちで、こちらに顔を向けた。念のため会釈をすれば、頷うなずきが返ってくる。


「じゃあさっそく学園の説明を始めるぞ」


ジェシー先生は教卓に立ち、挨拶と自己紹介もそこそこに冊子を配り始める。回ってきたのは、「学園について」と書かれているシンプルなものだ。


先生の話を聞いて、忘れているかもしれないイベントを思い出さなければ。


一言一句聞き逃すまいとペンを握り先生の方を見ると、ばっちりと目が合った。また冊子に目を向け、先生の話を聞きながらとりあえず気になったところをメモしていく。


またなにかに見られているような気がして顔を上げると、先生と目が合った。


なんだ、気のせいかとまた下を向く。まだ見られている気がする。顔を上げる、ジェシー先生と目が合う。


さっきからジェシー先生は、ずっとこちらを見ている。手元にあるプリントをまったく見ずに、ひたすらこちらに顔を向けて読み上げている。


もしかして、寝ていると思われている？　目が合っているからそれはないか。ふと振り返ると、校長先生らしき人が私の後ろで教室の様子を窺っていた。


おそらく、新入生の教室を巡回しているのだろう。


ジェシー先生は校長先生を見ていたのか。一瞬、自分が見られているのでは、なんて勘違いをしてしまった。


私は少し脱力しながら冊子に視線を落とし、ペンを走らせたのだった。






「えっと、私の家は主に国の罪人を管理し取りまとめることをしていて、父は一応、その総責任者として働いており……」


黒板の前に立ち、はきはきと自分について話す令嬢を見つめる。ジェシー先生の学園説明会が終わり始まったのは、クラス全員の自己紹介だ。


ヒロインのモノローグでは、レイド・ノクターの出会いイベント後、入学式の帰り道で、（入学式……貴族の人たちってすごいな、驚いちゃった）からの暗転、一週間後の日付を表すカレンダーイラストがカットイン、エリクのイベントに移行していたから、自己紹介をするなんて想定外だ。


緊張で気持ちが悪い。一対一ならまだしも、集団、そして同世代を前に自己紹介なんて苦痛でしかない。


「じゃあ、よろしくお願いしまーす」


今度は名前や趣味を言い終わった窓際二列目の男子生徒が、軽い調子で自己紹介を終え着席する。


唯一の救いは、一人ひとり黒板の前に立ち、名前、趣味、今後の抱負について述べる普通の自己紹介であるということだ。


たいてい学園での自己紹介の場合、誰から始めるか、教室最前列両端、最後列両端の熾烈な四つどもえの争い、もしくは、出席番号最初と最後の一騎打ちが行われるけれど、今回それは起きなかった。


なぜならば、レイド・ノクターが新入生代表を担ったということで一番手に指名されたからだ。


そして彼が一番手に回ったことで、席順により私が最後に決定してしまった。


「ええっと」


気が滅入り俯うつむいていると、凛りんとした声が響いた。


ヒロインが黒板の前に立っていた。色素が薄くふわふわの桃髪は空気を纏まとって揺れている。まっすぐと前を見据える瞳は、夏の空を模したかのような美しい色だ。白い肌、小さい鼻、林檎のように赤い唇。このきゅんらぶの、まごうことなき、ヒロイン様である。


「えっと……、アリス・ハーツパールと申します」


アリス・ハーツパール……、初期設定とされている名前だ。公式サイトでは横に『名前変更可』と書かれている。


性格はたしか、とても優しく大らかな性格で、芯が強く、どんな困難にも立ち向かい、諦めない粘り強さがある……と書かれていた。


平民である彼女は本来この学園に入学することはありえない。しかし彼女の両親が前校長と知り合いで、「学園に、新しい風が必要だ」と入学することになった設定だ。


そのあたりはかなり曖昧あいまいにされていたが、彼女が入学してこない限り物語は始まらないし、仕方のないことだろう。


前校長なのは、今年度私たちが入学した代で校長が変わっているからだ。なんらかの因縁により前校長に対し複雑な思いを抱いている現校長は彼女の存在も気に入らず、ミスティアの嫌がらせを黙認する。


新旧校長の因縁についてはゲーム上明かされていないが、たしかに校長が変わっていないと設定上推薦で入学した生徒を苛めるミスティアが野放しであることに矛盾が出てきてしまう。


苛めをしている生徒が野に放たれていること自体おかしいのだが……ともかく、彼女はある意味、この学園に連れてこられた存在だ。


「えええっと、皆さんと、な、仲良くできたら……いいなと思ってます、よろしくお願いします……！」


一礼し、彼女──アリスは自分の席につく。趣味などの素性のくだりをすっかり聞き逃してしまった。


「どこの家？　ハーツパール？」


「聞いたことない……」


アリスの自己紹介を聞いた生徒たちは、口々に彼女の素性について憶測を立て始める。一方の彼女は着席し、彼女の隣の列へと順番が移っていく。しばらくして、怜悧れいりそうな顔立ちの男子生徒が立ちあがった。


さらさらの栗色の髪。やや長めの前髪から覗かせる濃紫の瞳。それを縁取る銀フレームの眼鏡。


「ロベルト・ワイズ。趣味は特になし」


冷たい声色に教室の中の空気が委縮した。きゅんらぶの攻略対象である彼は、厳しい家庭に育ち、力を抜くことを許されなかった。


よって普通に生きている人間でも、堕落し怠なまけているように見えてしまう。ある意味家柄というものに最も囚われている人物だ。


それでなのか、ロベルト・ワイズとヒロインのストーリーは夢！　身分差！　の二つで構成されている。


ロベルト・ワイズの夢、それは、立派な当主になることであるが、同時に医師への憧れも持っている。


病弱な妹を持ち、治してあげたいと思っている彼の憧れを、両親は許さなかった。


二十年ほど前まで、この世界において医師という職業の地位は比較的低いものであったらしい。


ワイズ伯爵はくしゃくと夫人はいまだ昔の価値観で医師という職業を見ていることで、彼は当主になるため勉学に励む一方、夢を捨てきれず医学の勉強も内密に励み、努力を続けながら日々葛藤しているのだ。


しかしヒロイン──アリスとの出会いをきっかけに、医学への道と当主の両立を前向きに考えるも、彼女との関係が両親に知られ、猛烈な反対を受け、身分差に思い悩むのだ。


ゲームでの設定を思い浮かべながら今まさに自己紹介を終えたロベルト・ワイズを眺めていると、彼はこちらに視線を向け、ふっと笑って会釈してきた。私は慌てて会釈をし返す。


彼はその高潔さゆえに、ミスティアのことを嫌っていた。にもかかわらず、なぜミスティアに好意的なのだろうか。入学者説明会の場で、彼は「誇りに思う」なんて私に言っていた。関わったこともないのに、解せない。


考え込んでいると、ガタン、と椅子を引く音が近くで聞こえてきた。いつの間にか目の前の席の生徒まで順番が回ってきている。


慌てて自己紹介の文言を考えている間に、目の前の生徒は自己紹介を済ませ着席した。急いで立ち上がり黒板の前へ向かうと、生徒の視線がこちらに集中する。


私は静かに息を吸って、手のひらを握りしめた。


「ミスティア・アーレンと申します。趣味は……散歩です。これから一年間、よろしくお願いいたします」


ミスティアは、どんなふうに自己紹介したんだろう。「レイド様は私の婚約者ですの！」とか「私の婚約者はレイド様ですわ！」とか言ってそうだ。いやどっちも同じか。


自分の席に戻ると、それまで端に寄っていたジェシー先生が教卓の前に立った。


「全員の自己紹介も終わったことだし、次は各委員会の委員の選出だ。……まずは学級長から決める」


学級長は、レイド・ノクターで確定だろう。そういう設定だったし。自己紹介の緊張も解けてきて肩の力を抜いていると、やはり先生は彼に声をかけていた。


「学級長だが、レイド・ノクターにやってもらいたいと考えている。どうだ？」


「はい、頑張ります」


「ありがとう。よし、では次に体育祭委員を……」


どこからか拍手が聞こえ、私もそれに続く。学級長の決定もそこそこに、また次の委員決めが始まった。私は特に入りたい委員もない。ただ見守りに徹していると特に滞りもなく終了し、「じゃあ今日は解散だ」とジェシー先生は教室から退出していった。


周囲も帰り支度を始め、各々退出を始めていく。


とりあえず嵐は去ったし、今日は帰って寝て明日に備えよう。


冊子とペンケースを鞄にしまい、椅子から立ち上がったその時。何者かに、とんとん、と肩を叩かれる。


「じゃあ、帰ろうかミスティア」


嵐、全然過ぎ去っていなかった。まだ越えなきゃいけない山も、谷もあったことをすっかり忘れていた。


振り返りたくない気持ちと、振り返らなければ死ぬという気持ちがせめぎ合い、ぎこちなく背後を見やる。やっぱり私の後ろには、絵本から飛び出してきた王子様、レイド・ノクターがほほ笑み立っていたのだった。






貴族学園に入学し、二日目。


私は学園で定められている登校時間よりずっと早い朝、学園の門をくぐっていた。ヒロインはよく遅刻をしていたし、鉢合わせなんてしたら目も当てられない。やはり彼女とは、出会わないに限る。


それにしても昨日は大変だった。レイド・ノクターと帰ることとなっただけでも大変なのに、校舎から出るところで、突然「ミスティア、あれ見てよ」と変な無邪気さを出し、彼は私の腕と肩を思い切り引いたのだ。


挙句そこにはなにもなく「おかしいな、綺麗な花が咲いているように見えたんだけど」と幻覚の症状を訴えだした。一緒に馬車に乗り、彼をノクターの屋敷に送り届けるとザルドくんがいて、一緒に遊ぶことになってしまったし、抵抗して屋敷に戻りたい旨を伝えればアーレン家で遊ぶことになり、三人でごっこ遊びをすることになった。


普段私がザルドくんと絡むと確実に機嫌が最悪になるレイド・ノクターは、なぜか遊びに意欲的で小道具まで取り出してきて、それはそれは恐ろしく、普段彼と接さないメロも警戒するほどだった。


見送りまでしていたし、昨日のレイド・ノクターはおかしかったのだと思う。


しかし、今日は気持ちを切り替えなければならない。


二日目である今日は、学力テストだ。


下駄箱で靴を脱ぎ、上履きに履き替える。中世と近世のごった煮世界観といえど、この学園では上履きを使うことが規則とされている。


こういうところは日本式なのかと自分の教室に入ると、私は違和感を覚え足を止めた。


私の席に何者かが座っている。


不審者──という単語が頭をかすめた。でも、制服を着ている。一瞬教室を間違えたのかと確認したものの、私の在籍するクラスだった。


とりあえず、声をかけよう。


「おはようございます」


明るい声を発するよう努めると、私の席に座っていた男子生徒がこちらを振り返った。黒髪から覗く金の瞳はいかにも好青年の眼差しで、爽さわやかさを感じさせる。


「あ、お、おはようございます」


戸惑っている様子だけど挨拶を返してくれたし、会釈までしてくれた。「俺に構うな」とか「俺の座った席が俺の席なんだよ！」タイプでは無さそうだ。良かった。


「あの、そこの座席……間違えてたり、しませんか？」


慎重に問いかけると、男子生徒は首を傾げた。辺りをきょろきょろ見渡して目を瞬かせたかと思えば、ガタンッと椅子の音を立てて、こちらに顔を向ける。


「ここ、Ｆクラスですよね？」


助けてと言わんばかりの表情だけど、現実は残酷だ。彼は教室を間違えている。その残酷な真実を伝えなければならない。


「ここ、Ａクラスです」


ロッカーには「Ａ１」など、クラス番号がふられている。指すと、「あああああ」と、男子生徒が呻き、うなだれた。唯一の救いは、その目撃者が一人だけということくらいしかない。


「す、すみません。失礼しましたぁっ」


男子生徒はぺこぺこと頭を下げながら、教室を後にする。私は心の中で、彼が今日について心に傷を負わないよう祈った。


それにしても、今日はなんでもない日。昨日と一転、イベントのない日だ。


なんでもない日。なんてすばらしいんだろう。私は自分以外誰もいない教室を見ながら大きく伸びをしたのだった。






心に深い傷を負った男子生徒を見送った私は、テスト勉強をしようと教科書やノートを広げ、黙々と机に向かっていた。


今日は午前授業。テストが終われば帰宅だ。家に帰ったら、メロと答え合わせしよう。


脱線した思考を挟みつつ勉強を進めていくと、やがて教室には登校してきた生徒が増え、賑やかになってきた。


黒板の上に設置されている時計は朝のホームルーム開始二十分前を示し、先生たちも廊下を行き交っている。


また数式を解く作業に戻ると、私のノートに影がさした。


「ミスティア、おはよう」


我がクラスの学級長で、新入生の挨拶をし、さらには自己紹介で爽やかな王子様という印象を見事に残し、瞬く間にスクールカーストトップに君臨したレイド・ノクターが、私の席の前に立っている。


クラスは自然と彼に注目し、私にも流れ弾の視線が刺さった。


その目は好奇の目、というより純粋な疑問の目だ。現在私と彼の婚約は、両家、そして両家使用人とエリクしか知らない。


ゲームでのミスティアとレイド・ノクターの「婚約」という事実は、学園にこれでもかと周知されていたけれど、解消を前提としていた私は彼と約束をしたのだ。


学園にいる間は、婚約の事実を発表しないと。


よって現在私たちの婚約を知らないクラスメイトたちは、なぜ彼が私に話しかけているのか疑問に思っているのだ。


「おはようございます」


そしてさようなら。と付け足したい。さりげなくアリスが教室にいないか確認していると、彼は私のノートに触れた。


「テスト勉強？　僕もしようかな……ねえ、一緒にしたら邪魔？」


はい、邪魔ですなんて言えるわけがない。「あはは……」とぎこちない愛想笑いを浮かべながら視線を落としていく。


私の座席は最後列扉側。アリスが教室に来たとき、私の近くの扉から入室する可能性が高い。アリスとレイド・ノクターは面識ができていた。礼儀正しいと公式サイトに書かれる彼女のことだ。挨拶しないはずがない。


アリス、レイド・ノクター、私。この三人が一堂に会する機会は、私にとって死の機会だ。滅びの大三角形。なんとしてでも避けなければ。


「でも、座席が」


呟つぶやくと、彼が険しい顔になった。私を睨んでいるのかと思ったけど、私の背後を睨んでいる。怖いことに変わりはない。誰かおぶさっているとか言われたらどうしよう。おそるおそる後ろを振り返ると、扉のそばにエリクが立っていた。


「エリ……は、ハイム先輩？」


「おはよー、ご主人」


扉の前に立つエリクが私に笑顔で手を振った、が、おそらくレイド・ノクターが視界に入ったのだろう。人懐っこくて、優しい目つきが一転、虚無と化した。一方のレイド・ノクターも、エリクに絶対零度の視線を送っている。


どうしたものかと考えている間にエリクは教室に入ってきて、私の机の前に立った。同時にレイド・ノクターが口を開く。


「おはようございますハイム先輩。ここは一年生の教室ですけど、なんの御用ですか？」


「僕はご主人に用があるんだ」


一年生の、と、どうされましたという部分を強調するレイド・ノクター。その瞳は憎悪に満ちている。彼の怒りを滲にじませた声は幾度となく聞いてきたけど、今日は雰囲気が段違いだ。エリクはといえば、レイド・ノクターなど眼中にないと言わんばかりに私の腕を引こうとする。


「ちょっと出ない？　話があるんだ」


「ハイム先輩、ミスティアは僕とテスト勉強をするんですよ」


私の腕を掴むエリクの手をレイド・ノクターが振り払おうとする。しかしエリクはさらりとかわした。


この光景見覚えがある。綱引きにされるやつだ。


「ふぅん、じゃあご主人には僕が教えてあげるよ、きっと彼女も、僕の方がいいだろうし」


エリクが私に笑いかける。この会話前にもなかっただろうか。レイド・ノクターは私もろとも睨みはじめた。


「どういう意味ですか？」


「そのままの意味だけど？」


ぎすぎすした空気が辺り一帯を支配する。軋きしむ効果音すら聞こえそうだ。誰か助けてほしい。


「あの」


助けてと願ったと同時に美しい声が聞こえる。幻聴かと振り向けば、そこにはアリスが佇んでいた。


誰でもいいと言った。しかしこんな結果は望んでない。愕然としているとアリスは私の隣に立ち、エリクに声をかけた。


「お話し中すみません、あの、昨日、門の前で助けてくださった方ですよね……？」


「ああ、あの時の」


「はい！　あの時はありがとうございました。助かりました！」


そう言ってアリスがぺこりとエリクに礼をする。礼儀正しいいい子だ。


でも今はそんなことに感心している暇は無い。一刻も早くこの場から立ち去らなければ。


「ごめんなさい、お話の邪魔してしまって」


アリスは私に対して申し訳なさそうに頭を下げた。私は絶対遠目から見て暴行したと間違えられないよう、体勢を引き気味にして「いいえ」と首を横に振る。


「ああ、アリス嬢はハイム先輩の知り合いだったんだね」


レイド・ノクターは驚いたような様子だ。なんとなく、嬉しそうに見えて違和感を覚える。


「はい！　昨日助けていただいて……」


「へぇ。ハイム先輩が、ミスティア以外を助けることもあるんですね」


立ち去りたい。さりげなく腰を浮かし、逃走経路を確保する。


音を立てないよう椅子ごと身体を後退させていくと、エリクが静かに私の服の裾を掴み引っ張ってきた。


たぶん、レイド・ノクターとアリスを置いて去ろうと言っているのだと思う。またとない好機だけど、このままエリクと共に去っていいものだろうか。


アリスの中で「ミスティアとハイム先輩は仲がいい」と思われて、今後の恋愛イベントの妨さまたげになりはしないだろうか。


エリクの更生か死か。早くホームルームになってくれないか。先生早く来てくれないかと願った矢先、扉の方からガン、と鈍い音が響いた。


「時間は早いが、今日はテストの説明をする、自分の席につけ」


神様……もといジェシー先生が黒板の前の扉から入ってきた。鈍い音は身体を扉にぶつけた音らしく、肘をさすっている。攻略対象増員に変わりはないけれど、この地獄の集会の解散を促す先生は救いの神だ。


「もうそんな時間か、じゃあミスティア、また後で」


「し、失礼しますっ」


レイド・ノクターとアリスは自分の席に戻っていく。エリクもなんだか思い詰めたような表情をしながら、私に手を振り去っていった。


先生は私の方を見て不安そうな表情をしている。一瞬後ろに誰かいるのかと思ったが、誰もいない。


……もしかしてヒロインと攻略対象に挟まれ逃げ場を探す苦悶の表情を、金品を要求されて逃げ場を探している苦悶の表情と勘違いされたかもしれない。


いや、相手はレイド・ノクターだからそんなことないか。


でも先生はずっとこっちを見ている。大丈夫だと念じるように頷くと、先生は安心したように頷き返してくれた。やっぱり勘違いされていたのだ。よかった、誤解が解けて。


私は肩の力をいったん抜いて、号令の後に続くために姿勢を正したのだった。






テストが終わり、帰宅時間。私は帰りのホームルームが終了したと同時に教室を出て、二階別棟のトイレにて立て籠こもっていた。理由はひとつ。今朝のような攻略対象とヒロインが集合した現場に居合わせたくないからだ。


私の座席の都合上、どうしても人が通る。レイド・ノクターもアリスもだ。


そして今朝のエリクの言葉から、私になにかしら用があることは容易に想像できた。今、二年生は昼食の時間。いわばフリータイムだ。エリクは昼食の前に所用の消化をするためこちらの教室に来る可能性が極めて高い。三人が一堂に会してしまう危険性がある。


よってこのままレイド・ノクターやアリスの帰宅を待ちつつ、エリクのフリータイム終了を待つ。エリクの用事は重要そうだったから、今日は一旦家に帰り、頃合いを見計らってハイムの屋敷に様子を見に行くか、明日の朝自分から向かうのがいいだろう。


それにしても、別棟は人が少ないとゲームで描写されていたが、本当にそのとおりだ。一年生の帰宅時間、二、三年生はフリータイムであるにもかかわらず、トイレは八つある個室すべてが空いていたし、私が入ってからも誰かが入ってくる気配はない。


ほっと一息ついていると、静寂を打ち消すが如く大きな悲鳴と共に、金属の高い音が響いた。


反射的にトイレを飛び出し、悲鳴の聞こえた方へ走り出す。辺りを見回しながら全速力で駆けていると、本校舎と別棟をつなぐ廊下で女子生徒がしゃがみこんでいた。彼女の目の前には調理員の格好をした女性と、転がった鍋があり、そこからは湯気が立ち上っているのが見える。


「大丈夫ですか!?」


滑り込むように駆け寄ると、女子生徒の顔から肩にかけ、鍋の中身であろうシチューがかかっていた。


すぐに冷やさなければ、命に関わるかもしれない。ちょうど保健室からは遠い位置だ。女子生徒の様子を確認すると、痛みとショックでか歩けそうもない。


私一人で傷に気を使いながら運ぶのは無理だ。手伝いを求めようとしても、調理員さんはいつの間にかその姿を消していて、「誰かいませんか！　助けてください！」と私は声を張り上げた。


「どうしましたか！」


台車を押す用務員さんが、曲がり角から飛び出してくる。私たちを見て目を見開くと、こちらに向かってきた。


「ごめんなさい、手伝ってください！」


「はい！」


用務員さんの手を借りて、女子生徒を台車に乗せる。ここからならトイレ……いや感染症のリスクが……いや等距離なら流し場もある。


「すみません、保健室の先生に火傷やけどの生徒が出たとお知らせください。たぶん顔からお腹にかけてです！　別棟一階流し場で冷やしてます！」


通りがかりの生徒にお願いしつつ、台車を押し流し場に向かう。


到着し、すぐさま用務員さんと共に火傷を負った女子生徒に水をかけていると、彼女はわずかに瞳を開いた。


「い、痛いわ……私、死んでしまうの……？」


「大丈夫です、落ち着いて、私の目を見て、ゆっくり深呼吸をしてください」


正直に言えば、不安だ。けれど、火傷を負った彼女の方がもっと不安なはずだし、怖いし、痛いはずだ。私まで不安な顔をしてしまうのは、絶対にいけない。


「はい、彼女の言うとおりです。貴女の火傷の具合から言って、死に至るようなことはないはずです。安心してください」


用務員さんが落ち着かせるよう女子生徒に声をかけた。徐々に彼女は落ち着きを取り戻し始める。私もその声に、不思議なくらい不安が消えていった。


「火傷の生徒はこの子？」


切迫した声に振り返ると養護の先生が走ってきた。先生は火傷の具合を見て険しい顔をする。


「すぐに医者に診てもらった方が良いわ、辻馬車を呼ぶからここで一旦冷やし……」


「私の馬車を使ってください、すぐ呼べます」


辻馬車を呼ぶよりも、学園のすぐそばに待機してもらっているアーレンの馬車の方が早いはずだ。先生は「お願いするわ」と頷いて、ほかの通りかかった先生たちにも手早く指示を出していく。


私はアーレン家の馬車を呼ぶため走ったのだった。






アーレン家の馬車を降りて、私は夕日を背に受けながら屋敷までの道のりを歩いていく。


あれから、女子生徒はすぐさま医者の元へと運ばれた。私も同乗することになり様子を見ていたけれど、大事には至らず痕にも残らないらしい。


「ただいまー」


「お帰りなさいませ」


屋敷の扉を開くと、玄関ホールの前にメロが立っていた。愛しの大天使は出迎えのために待っていてくれたらしい。彼女は柔らかく微笑む──ものの、私を見るなり、一瞬にして青ざめた。


メロの視線の先を辿ると、ちょうど私の胸からお腹にかけてまだらにシチューの跡がついていた。トマトシチューだったから、「なにか始末した帰り」と思われたかもしれない。


「メロ、これは別にね、なんでもな──」


「御嬢様、まさか、嫌がらせを受け……？」


彼女は今すぐ不届き者の特徴をと怒りを露わにし、なにかをポケットから取り出そうとする。私はすぐに首を横に振った。


「違うよメロ、今日シチューで火傷をした女の子がいて、お医者さんに運ぶ時に付いたものだから大丈夫だよ」


「そうですか……。ああ、すぐにお召し替えを！」


メロに促され、自室へと急ぐ。しかし部屋に入るなり、彼女は私の手を取りじっと見つめた。今度はいったいなんだろう。


「その痣あざはいったいどうされたのです？」


「痣？」


「ここです」


指し示された場所を確認すると、小指の先ほどの赤い痣のようなものがあった。


「これは……火傷ですね……、すぐに薬をお持ちいたします！」


メロが部屋から出ていき、秒で戻ってきた。迅速。それに目が良い。速くて、目もキラキラしていて、そしてよく見えるなんてやっぱり私の専属侍女は最高だ。動きが遅くて目が良くなくても、キラキラしてなくても私の専属侍女は最高だけど。


メロは軟膏なんこうを塗るそぶりを見せた。いつもなら自分で塗るけれど、正直疲れているし、お言葉に甘えたい。


「お願いしてもいい？」


「当然です」


メロは熱心に私の手に軟膏を塗り始めた。まるで熟練の外科医が大手術を行っているかのような緊迫した雰囲気が周囲を包み込む。彼女が熱心に軟膏をすりこむ火傷痕を見ていると、おぼろげに昔見た火傷痕を思い出した。小さい女の子の背中に、大きな火傷の痕。


この背中は、きっとメロだ。彼女は私を庇かばってくれたのだから。


「……どうしましたか？　ミスティア様」


メロが私の顔を覗き込む。それなのに、今私の目の前にいる彼女の顔と、記憶の女の子の顔が重なるようで重ならない。髪の色も違う。


「ううん。なにか記憶が混ざっちゃったっていうか、ごめん。ぼーっとしてた」


「そうですか……？」


私の言葉にメロは首をかしげている。そんな様子も可愛くて、先ほど思い出した記憶は夢かなにかだと思い直し、笑ったのだった。






昨日の出来事で新しいものに替わった制服に身を包み、私は朝の日差しに目を細めながら校舎へと入っていく。入学して三日が経過した今日からは午後にも授業があり、昼食が解禁だ。学園には食堂があるけれど、私は料理長に頼んでお弁当を作ってもらった。


ランチバッグをさげて教室へ向かい、自分の席の周りに誰もいないことを廊下から確認していると、「あの」と後ろから声をかけられた。


「君が、ミスティア・アーレンさんかな」


振り返ると、腕に腕章をつけた男子生徒が立っていた。艶やかな髪を靡なびかせた彼は、どことなく雰囲気がレイド・ノクターに似ている気がする。有名な人なのか、周囲は彼を見て驚いていた。


「僕の名前はヴィクター・ネイン、二年生だよ。……君に話があって、ちょっといいかな？」


二年生ということは、先輩だ。知らない人についていってはいけないと言うけれど、ここは校舎内。私はそのまま一緒に別棟に向かうと、廊下の途中で先輩は止まった。


時間帯のせいか、元からこうなのか、私たち以外人っ子一人いない。先輩は私に向き直ると、頭を下げた。


「昨日は、妹を助けてくれてありがとう」


「妹？」


「昨日、君が妹の火傷を手当てしてくれて、馬車まで出してくれたと、医者や保健医から聞いてね」


「ああ、なるほど……」


ネイン先輩は、昨日の火傷していた女子生徒のお兄さんらしい。たしかに髪の色が同じな気がする。火傷で赤くなっていたところばかり見ていたからあやふやだけど、たぶんそうだ。


「妹さんの具合は、いかがですか」


「お陰様で、明後日には屋敷に帰れるよ」


ということは明後日まで入院か。感染症とかになっていなくて良かった。安堵あんどしているとネイン先輩はまた頭を下げた。


「本当に、ありがとう」


「いえ、では私はこれで失礼します」


容態も安定しているようだし、もう用はない。安心して踵を返すものの、それを止めるようにネイン先輩は「待ってくれ」と私の前に立った。


「礼をしたいんだ。アーレン家にきちんと書状を送る。そしてネイン家の──」


「あの、私はなにもしてないので。お礼は台車を貸し出してくれた用務員さんにお願いします。えっと、妹さんの状態が知れて良かったです。では、失礼いたします」


なんだか、大事になりそうな雰囲気だ。こういうときは早めにいなくなるに限る。書状とか言われても、ただの救護活動なわけで、別になにかをプレゼントしたわけでもない。私は一礼してその場を後にする。


助けてくれました、と言ったけど、肝心な私が用務員さんにお礼を言っていない。


きゅんらぶに用務員室のイベントは無いから、ジェシー先生に場所を聞いて放課後向かおう。


昼休みはエリクに用事を尋ねて、放課後は用務員室に。今日のスケジュールを決め廊下の端を曲がると、誰かの視線を感じた。


振り返っても、誰もいない。


また前へ進もうとすると、目の前にエリクが立っていた。


危うくぶつかるところだった。考えごとをしながら歩くのは良くない。


「ごめんエリク……じゃなかったハイム先輩、おはようございます」


「あいつ、ご主人のなに？」


「え？」


「あの男、なに？」


エリクの目は虚うつろだ。話を聞いていたのだろうか。もしかしたら待っていてくれたのかもしれない。


「ヴィクター・ネインさんですよ。二年生らしいですけど……」


「知ってるよ。僕が聞きたいのは、ご主人があいつを好きかだけ」


「好きじゃないと言えば、嫌いみたいな表現になってしまいそうで問題がありそうですが……今会ったばかりなのでなんとも」


エリクにどうしてネイン先輩と話すことになったのかも、説明すべきなのだろうか。でも被害者のいる話だし、私があれこれ話をして、広めるのはよくない気がする。


「なんで会ったか、言えないの？」


「言えないというか、学園側の対応によるというか……」


エリクの顔を見ると、なんだか酷く辛そうに見えた。隠しごとをされて、気持ちのいい人間はいない。でも、私がぺらぺら話すわけにはいかない。


「たぶん今日学園から説明があるだろうから。それまでは、言えない。それまでは誰かが言っていいことじゃないと思うんだ。別にエリクを仲間外れにしたいわけじゃなくて……待っててほしい」


「……そっか」


それまで黙っていたエリクが、突然じっと見つめてくる。私の手を握り、指で遊び始めた。


「……ねえ、ご主人。僕のこと、大事？」


「当たり前だよ。じゃなかった、当たり前ですよ。なんだか顔色も悪いですし、それに今日は質問も多いので……」


「なんで？」


「気のせい……なら申し訳ないんですけど、ハイム先輩、辛いとき質問が多くなりませんか？」


私の言葉にエリクはぱっと目を見開いた。今まで……といっても五年間だけだけど、どうにも彼は辛いとき、こちらへの質問が増える傾向にある気がする。しばらく彼は視線を彷徨さまよわせ、透き通るような緑色の瞳をこちらに向けた。


「僕は辛くないよ。ご主人のことが心配なんだ」


「私はなにもないですよ。健康体です。ご存じのとおり」


「違うよ、そういう意味じゃなくて」


エリクは私の言葉に苦笑する。意味を問いかけようとする前に、彼は「後でね」と私に手を振り去っていった。






廊下の掲示板に張り出されているテストの順位を眺める。エリクと別れた私は教室へと戻ろうとしたものの、私の席の近くにレイド・ノクターやアリスがいたこと、トイレに戻るには微妙な時間だったために、昨日行われたテスト結果の順位表を見つめる人になるしかないからだ。


一位にはレイド・ノクターの名前が記されている。隣には五教科分の点数──全教科満点を示す五百の文字が示されていた。公開処刑スタイル……と確認すると、どうやら張り出されているのは学年の上位十名だけだった。


レイド・ノクターの下には、私の名前が記されている。


本当に、メロとフォレストはすごい。家庭教師の方から「辞めたい」と言われることが続いていた私を見かねて、二人が教えてくれるようになりかなり経つけど、まさか学園二位の成績をとれるとは。


投獄死罪がどうにもならなくなり、使用人を一斉に解雇する際には、メロとフォレストには教職の道もすすめたい。


「アーレン嬢、おはよう」


「あ……おはようございます」


ロベルト・ワイズが隣に立った。テスト結果を見に来たらしい。熱心に結果を見て、一瞬だけ顔を歪め、すぐに笑みを浮かべた。


「自信はあったんだが……君はすごいな。四百四十八点なんて……」


できれば、読み上げないでほしかった。なにか生々しさが出る。


元々このテストは上位の成績の人間が、どれだけ点数が取れるかに重きをおいて──つまるところかなり難しめに設定してあるらしい。


現にトップはレイド・ノクターの五百点だけど、十位の点数は三百二十点だ。レイド・ノクターの成績を抜かないと平均点がちゃんと出ないように思う。


たしかロベルト・ワイズの名前もあったはず……と順位を見ると、彼は四位の成績で、四百点をとっていた。ゲーム設定で秀才とされ、レイド・ノクターにあと一歩で及ばない彼ですら、四百点。


このテスト、難しすぎではないだろうか。メロとフォレストがいなければ間違いなく凡人の私は百点も取れていなかったように感じる。今後のテストに不安しか感じない。二人から勉強を教われなくなってしまったら、予習や復習すらついていけない状態にされてしまうのではないだろうか。


ゲームでのミスティアに聡明そうめい設定はなかったし、彼女がお金の力で解決していたらどうしよう。私もそうしなければいけないのだろうか……気が進まない。


げんなりした気持ちでいると、ロベルト・ワイズがぱっと目を輝かせた。


「是非とも教えてもらいたいんだが、君はどんな勉強をしているんだ？」


どんな勉強、と言われても、予習復習をしっかりしているとか、メロとフォレストの作った問題を解いています、という答えだ。でも彼の目は期待に満ちていて、なんとなく普通の答えを求めていないような気がしてならない。口ごもると「教えてくれ」と続けられ、私は視線を少し落とした。


「えっと、家庭教師の作った問題を解いたり……ですね。二人いて、私の苦手な部分を重点的にした問題と、私の得意な部分を伸ばすようなものを作ってもらっていまして……」


「家庭教師の数がそんなに少ないのか……？」


家庭教師が二人しかいないことは、おかしなことなのだろうか……。戸惑っていると彼は「まぁ、それだけ優秀ということか」と一人納得していく。


「ではどんな家庭教師をつけているんだ？　もしかして、学者や研究者から教育を……」


「いえ、使用人の専属侍女と庭師の方にお願いしているんです。二人はとても優秀で──」


言いかけて、言葉が止まった。ロベルト・ワイズが信じられないという目でこちらを見ていたからだ。その目には疑いすら感じられる。


「えっと」


なにか補足をしようとして鐘が鳴る。今日はこんなことばかりだ。エリクの時と言い、間が悪くなってしまう。ロベルト・ワイズに一礼して、私は自分の席へと戻る。教室に入ってきたジェシー先生を見て、はっとした。


エリクになんの用事があったか聞くのを、忘れていた。


まぁ、今日エリクがなにか言ってこなかったということは、緊急ではないだろう。


私は特になにも考えることなく、そのまま一時間目の授業に備えたのだった。






放課後になり、私は用務員室に行くため廊下を歩いていた。場所はお昼の時にジェシー先生に聞いてある。先生の説明を頭に浮かべながら辺りを確認しつつ足を進めると、すぐに用務員室と札が掛けられた扉を発見した。


少し錆びついた扉をノックして、中から返事が聞こえてから手すりに指をかける。


「失礼します、ミスティア・アーレンと申します」


「ああ……あなたは」


所狭しと掃除用具が収納された部屋の中に、助けてもらった用務員さんが立っていた。「お礼を……」と伝えると彼は静かに首を横に振り、くるくると弧を描く紺色の髪を揺らす。


「いえいえ、お気になさらず。そうだ、一緒にお茶を飲みませんか？　ちょうど頂き物の紅茶があるんです」


「え」


なぜ、紅茶を？


用務員さんの様子を窺うかがっても、彼の瞳は長い前髪と分厚い眼鏡のレンズで隠れていて、鼻のあたりと口元しか見えないために表情の判断がつかない。


「このまま一人で飲んでいてもきっと駄目になってしまうから。僕を助けると思って……お願いします」


優しい声色に、なぜだか急に疑念が消えていく。私は違和感を覚えながらも頷いたのだった。






「ミスティアさんはそこにおかけください」


用務員さんが棚からティーカップを取り出し、紅茶を淹れる。


私はその姿を、用務員室の中央に置かれたソファに座りながらぼーっと眺めていた。なんだかこの部屋は、不思議な感じがする。棚は掃除用具で埋まっているけれど、所々花を描いた油絵が飾られていたり、絵本が置かれていたりする。私がよくフォルテ孤児院で読んでいたような、幼子に読み聞かせをするような本も見つけた。


本が好きな人なのだろうか。首をかしげていると、ふわりと近くに湯気が立ち上った。


「どうぞ」


「ありがとうございます」


用務員さんに差し出されたカップを受け取ると、彼は私の向かい側のソファに座って、自分のカップに息を吹きかけた。見たところ歳はジェシー先生と変わらないように見える。でも、表情がまったくわからない。


「それで、ミスティアさんは今日はどうされたんですか？」


「昨日助けていただいたお礼に伺いまして。えっと、紅茶まで頂いてしまって、ありがとうございます」


「え……もしかしてそのためだけに今日はここに？」


「はい」


「そうですか……」


用務員さんはどこかほっとしたように息を吐き、懐なつかしむように笑った。不思議に思っていると「僕、よく失敗するので、それでかと思って……」と肩を落とした。


「いえ、それどころか、昨日は本当にありがとうございました。火傷を負った生徒に自分が死ぬのか聞かれた時、かなり不安で……用務員さんの大丈夫だよって言葉に、私自身も安心しました」


「いや、僕は台車運んだだけですよ、へへ」


用務員さんは優雅な所作で紅茶を一口飲み、思い出したように話した。


「そういえば、あの女子生徒、あの場にミスティアさんが居なければ相当危なかったそうですよ」


「え？」


「どうやら彼女の家に敵対するロムーク家の差し金だったらしいです。調理に関わる者は本来国で雇われた料理人が務めるそうですが、まず仕入れの者に扮して学園内に入り、さらに調理の者に紛れたそうで……」


事故ではなく、故意の犯行……？


では、あの時あの場に誰も現れなかったら、あの女子生徒は最悪の状態になっていた可能性もあったということだ。


「元々、ネイン家は侯爵家に近い家ですからね。なにかと敵も多いのでしょう。ですからミスティアさんも気をつけてください」


「はい……」


……あれ。でも、どうしてそこまでの情報を用務員さんが知っているのだろう。貴族学園の職員、特に調理員や用務員などの技術職に就いている人は、平民出身者が占めるはずだ。不思議に思って問いかけようとする前に、彼は大きな声を発した。


「あああああああ僕はなんて失礼なことを！」


「え？」


「ま、ままままだ僕名乗ってませんでしたね！　ごめんなさい、僕の名前はアリーと申しますっ！」


用務員さん──アリーさんは、自分が名前を名乗っていないことに驚いたらしい。冷や汗までかいている。


「アリーさんですね、よろしくお願いします」


「すみません、僕、名乗りもしないのに……」


「いえ、私こそ突然お礼に伺ったりしましたし、お気になさらないでください」


「ほんとに、ほんとにごめんなさいっ」


アリーさんは完全にパニックになっている。まだ中身の入っている紅茶を慌てて片付けようとし、中身の存在に気づいて飲み干し、そしてむせた。


「ひゅっ……ごぶっ……お、おっ」


どう見ても瀕死だ。むせるアリーさんにハンカチを差し出す。彼はおずおずと受け取り口元を拭ぬぐった。


「ううう、すみませんなにからなにまで……ハンカチ洗ってお返ししますね……」


「大丈夫ですよ」


「いえ！　きっちり洗ってお返ししますから！　今週以降にお持ちいたします！」


アリーさんは引く様子がない。礼儀正しい人だし、紅茶をむせたことを気にしているのかもしれない。たぶん。いやかなり。


「……じゃあ、えっと、よろしくお願いします」


「はい！　任せてください」


頷くとアリーさんはぱっと顔を上げた。そしてその拍子で机に脚をぶつけ、悶絶したのであった。






用務員室に向かった次の日。昼の鐘が鳴り特に何事もなく授業を終えた私は、料理長に作ってもらったお弁当を抱えて立ち上がった。


お昼ご飯は基本的にアリスやレイド・ノクターがいる手前、教室で食べないようにしている。食堂への持ち込みも可能だけど、食堂でミスティアがアリスをいじめるイベントがあったから、今年度は絶対に出入りしたくない。


今日はどこで食べるか悩みながらなんの気なしに歩いていると、手に持っていたランチバッグが突如何者かに掴まれた。新手のひったくりだ。とっさに振り返ると、真後ろにレイド・ノクターが立っていた。


驚きのあまり、声すら出てこない。呼吸すら止まりそうになっている私に彼は無邪気にほほ笑んだ。


「ミスティアって、お昼は屋敷から持ってきているんだね。ねぇ、食堂って持ち込むこともできるらしいから、一緒に食べない？」


食べないと即答したい。しかし、「嫌なの？」と追撃する声色には、こちらの意見をいっさい聞く気がない圧が滲んでいた。


「いや……、で……は……」


視線を彷徨わせていると、彼は「持ってあげるね」と私のランチバッグを持ち、そのまま進んで行ってしまう。これ前にもあった。慌ててレイド・ノクターを追うと、即座に腕を掴まれた。レイド・ノクターは前を歩いているから、違う人物が私の腕を掴んでいるのは明白だけど、尋常じゃなく嫌な予感がした。


「どうしました、ハイム先輩」


レイド・ノクターが私の背後に声をかける。腕を掴んでいるのは、エリクだ。彼は私の顔を覗き込んで、レイド・ノクターを睨み付けた。


「なにか顔色が悪いけど、ご主人になにしたの？」


「ミスティアは僕と一緒にお昼を食べに行くんですよ」


「うわあ、そんなことしたらご主人病気になっちゃうよ」


「どうしてミスティアが病気になるんですか？」


「そんなの、お前が嫌いだからだよ。ねぇご主人、僕とお昼食べよう？」


エリクがじゃれつくように私の腕を引きはじめた。そんな彼をレイド・ノクターが睨む。


「ハイム先輩は駄目ですよ、一年生同士の交流ですから」


「お前には聞いてない。そんなに同学年に固執するならほかを当たれば？　いっぱいいるじゃん」


このままどさくさに紛れて逃げてしまいたい。私が逃げた後、偶然ここにアリスが通りがかって、恋愛イベント八段階くらい進んで、弟狂い、主従ごっこ狂いを治して、双方アリスと末永く幸せに歩んでくれないだろうか。


目の前の現実を直視できないでいると、視界に入ってきた人物を見て戦慄せんりつした。


前方からアリスが弁当の包みを持って歩いてくる。


駄目だ、死ぬ。たしかに偶然彼女が通りがかるように願ったけど、タイミングは今じゃない。


とにかくこの場を切り抜けることを考えなければ。さりげなく去ろうにも、エリクに腕を掴まれている。ロケットパンチみたいに私の腕が飛んでいけばいいのに。もう駄目だと思った。しかしその瞬間──。


「おい、どうした」


奇跡だ。まごうことなき奇跡がまた起きた。私たちのほうへ、ジェシー先生が怪訝な顔をしながら向かってくる。彼は攻略対象だけど構わない。もう先生しか頼れない。


なにか用事があるとかで、レイド・ノクターか、私のどちらかを連れていってもらえれば──そう期待をしていると、さらに奇跡が起きた。


「ミスティア・アーレン、俺は昼、話があるから教室で待ってろと言ったはずだが」


奇跡だ、奇跡の瞬間だ。全然話あるなんて覚えてなかったです先生！　ごめんなさい！　でも私今最高に嬉しいです！　大好き！


「そ……うでしたね、ごめんなさい……じゃあ、私、抜けますっ！　すみません、失礼します」


「仕方ない……か」


エリクが渋々私の腕から手を離す。解き放たれた腕により、私は抜群の解放感を胸に先生の跡を追ったのだった。






「し、失礼します……」


ほんの少し薄暗い室内の中へと、おそるおそる足を踏み入れていく。


ジェシー先生の跡を追って着いたのは、別棟の国語準備室だった。すこし埃っぽいにおいが漂い、棚にはいくつもの資料が重ねられている。


壁は棚や本棚が設置され、真ん中にテーブル、そしてソファが鎮座していた。窓際にはデスクがあり、どことなく配置は用務員室に似ているように思う。


「すみません先生、話っていったい……」


「特にない」


「え？」


「ない」


ジェシー先生はただ視線を落として、デスクの上に置いてある真っ白なハンカチやペン立てをいじっている。しばらくして、こちらに顔を向けた。


「ただ……お前がなにか、困ってんじゃねえかと思ってな……」


「せ、先生……！」


教師の鑑かがみすぎる。ゲームでは最後の最後まで、ミスティアのアリスに対する嫌がらせにいっさい気づいていなかったけれど、あれはミスティアがあまりに悪の才能がありすぎた結果……巧妙すぎただけだったのだろう。ジェシー先生は本来、生徒の一挙一動をしっかり確認して、寄り添えるいい先生だったのだ。


「ありがとうございます！」


「別に、礼を言われるほどのことじゃねえよ。なにかあったらすぐ俺に言え、な」


「はい！」


もういっそジェシー先生に入信したいくらいだ。二度も救われているし。入信待ったなし。先生はいじっていたハンカチから手を離して、思い出したように視線を上げた。


「……家庭訪問」


「はい？」


「お前の家、最終日の最後でいいか、提出された紙には可能にはなってたが」


家庭訪問、そういえば昨日の朝のホームルームでお知らせの紙が配られていた。私は昨夜、両親に予定を聞いて記入してもらい、今朝提出したのだ。


「はい、大丈夫だと思いますけど……」


「ならいい……ああ、それと、今日は昼はここで食え。どうせ俺しかいない。今の時間じゃどこも空いてないだろ」


「いいんですか……？」


「いつも俺一人だから気にするな、今日以降も、気が向けば来ていい」


ジェシー先生がふっと柔らかく笑った。お礼を言うと、それと同時にかしゃん、となにか荷物が落ちた音が廊下から響いた。先生が「なんの音だ？」と確認して、首を傾げる。


「どっか遠くみたいだな。なにもねえ。心配すんな」


「はい」


準備室での食事……なんてありがたいのだろう。ここはもはやセーフハウスだ。安全性が高い。たしかジェシー先生ルートのイベントで準備室は登場していないし、今日みたいに危険な状況に陥ったら迷わずここに逃げ込もう。先生のソロランチタイムを邪魔するのは申し訳ないから、いざという時だ。


いざという時に逃げ込める場所があるのとないのでは心の持ちようが違う。私は安心しながらジェシー先生とお昼を食べ、鐘が鳴るぎりぎりで教室に戻ったのだった。






晴れ晴れとした朝の青空を横目に、さんさんと日の光が差し込む廊下を歩いていく。


最高の気分だ。昨日はジェシー先生とお昼を食べその後はなにもなかったし、今日を無事に終わらせることができたなら明日から二日間の休みに入る。


清々しい気持ちで教室に入ろうとすると、私の席に男子生徒が座っているのが見えた。もしかしてと後ろ姿を注視すると、やはり二日目に教室を間違えていた男子生徒で、私は足を止める。


きっとまた間違えを指摘されたらショックだろう。でも、誰かが来る前に間違いを指摘しなければ、集団の前で恥をかかせることになってしまう。


意を決して教室に入ると、まるで待っていたかのように男子生徒はこちらに顔を向け、ニタァ、と特徴的な顔で笑った。


なんだか酷く嫌な予感がして一歩後ずさると、男子生徒は自分を指す。


「逃げんなよミスティア嬢、どーみても怪しいもんじゃないだろ？」


いや、どう見ても怪しい。正直、制服を着ているだけの不審者にしか見えない。男子生徒はニタニタ笑っている。そこに二日目で見たような「クラスを間違えてしまった少年の面影」というものはまったくない。


名乗った覚えはないのに、名前を知っているところも怖い。今からすぐに逃げたとしても、私の足じゃ確実に追いつかれるだろう。


「あぁー、まずは自己紹介からしたほうがいいか」


逃走経路を確認していると、男子生徒は立ち上がり私に背を向けた。今がチャンスだ、逃げよう。


「逃げるなよ、つまんねぇから。それに俺、お前の想像よりずっと速いぞ」


いっさい振り返らずに男子生徒は言い放つ。詰んだ。こちらの行動を読んだのか、それとも感知したのか。彼は教卓に飛び乗りくるりとこちらに振り返った。


「はじめましてこんにちは、俺の名前は最後のお楽しみ、ってことで、えー、まずは趣味から？」







    
  
  




名前を後回しにする自己紹介があるのか。斬新すぎる。


「趣味は、楽しーこと探し。楽しいことをして、楽しく生きるのが信条でございます。そしてお前が、そんな俺に面白さを、刺激を与えてくれる、ミスティア・アーーーレンっ」


突然の大声に心臓がひと際大きく跳ねた。大げさすぎる身振り手振り、口調はどこか芝居がかっている。びっくり箱を前にしている気分だ。


「お前には、がっかりしたんだよ。聖女だの言われるお前が裏表のある女なら面白かったのに。まったく以ってつまらねぇ人間だったことにさあ……」


「どういう意味ですか？」


「意味もなにもそのとおりの意味だよ！　お前はクソ！　だがなぁ、お前の周りは最高なんだよ！　さっそく女が鍋ぶっかけられるところに居合わすわ、生徒会長最有力候補レイド・ノクター様はお前に執心、エリク・ハイムもご執心、そんな奴らは平民のアリスとも関わりがあるみてえだし、お前はゴミだけど、お前の周りは面白いことに気づいたんだ」


訳がわからない。混乱していると、彼が教卓から降り、ゆっくりとこちらに向かって歩いてきた。


「んーで、やっぱり俺の直感は正しかった！　っつーことで、これからは、こそこそすんのやめて、大々的に、お前と仲良しこよしすることにしたから、よろしくってことで、ご挨拶に馳はせ参じました、ミスティア様……なんてなあ」


ぺこりと一礼。さっきまでの荒ぶりが嘘のように、綺麗な礼だ。


「そんで、最後のお楽しみお名前の御披露の時間。俺の名前はクラウス・セントリック、ながーい、ながあいお付き合いになるので、以後お見知りおきを……」


彼はするりと教室から出て扉の前に立つと、にたりと笑ってからゆっくり扉を閉じ去っていった。


なんなんだいったい、瞬間最大風速の風が吹き抜けていったようで、それでいて強い虚脱感、疲労感を覚える。


「クラウス・セントリック……？」


彼の名前を呟いた瞬間、全身に突き抜けるような衝撃が走った。頭の中に映像がなだれ込み、はっとする。先ほど彼に感じた嫌な予感は、彼のふるまいではなく、彼自身に対してだ──。


思い出した、完全に。


彼の黒髪から覗いていた金色の瞳。間違いない。彼は……、きゅんらぶの……。


「よう！」


確信に至る寸前、がらりと扉が開き、私は飛びのいた。扉から顔を覗かせるように、彼──クラウスがにたりと笑っている。


「いなくなったと思った？　いまーす！　でもまぁ、一人のお前見てても楽しくないし、今日は行くわ」


扉はゆっくりと閉められ、足音が徐々に小さくなる。今度こそ自分の教室に戻ったのだろう。どうかしている。


そんなどうかしている……、彼。クラウスははただの男子生徒ではない。


クラウス・セントリック。彼は間違いなくきゅんらぶにおいての重要人物だ。


学園全体の情報を網羅し、ヒロインに情報を与えるサポートキャラクター。「面白そうだから」という理由でしか動かず、アリスにも「面白そう」「楽しそう」と近づいていき、アリスに攻略対象の居場所や精神状況の助言をしたかと思えば、ミスティアにアリスとレイド・ノクターの仲が良さそう、と伝えてみたりとにかくひっかきまわす問題児だ。


サポートには程遠いが、サポートキャラである。悪逆非道のミスティアが存在するきゅんらぶの世界で、ヒロインの恋愛の手伝いを行うためには、ある程度なにかが逸脱しなければならないのかもしれない。


彼が私に興味を持った理由は、たぶん言葉通りのまま。私の周囲が面白いから……。なにをどう見て、どう聞いてそうなったかは意味がわからないが、レイド・ノクターとエリクが私に執心だと誤解したためだ。


このままクラウスに目をつけられてしまったら、なにをされるかわからない。


私はクラウスの出ていった扉を見つめながら、これから先の未来について強い不安を抱いていた。







異録　捕食者のしおり
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放課後の学園内は、授業中とはうって変わって騒がしい。部活動に励む声はもちろんのこと、大勢が移動することはそれなりの音が伴う。薬は効いているといえどまだ傷が痛むこともあり、喧噪けんそうに煩わしさを感じているとお兄様が生徒会室の扉を開いた。


「フィーナ」


お兄様は生徒会室で、一人書類仕事をする私を見て愕然とした顔をする。


「まだ休んでいないと駄目だ、どうしてここに……」


「いえ、お医者様には明日からの通学許可を頂いたので、生徒会の仕事をすこし片づけたほうがいいかと」


「そんなことしなくていい。はやく屋敷に帰っ──」


お兄様が声を荒げる前に、後ろからほかの生徒会役員が続々と現れた。出入り口で不自然に止まるお兄様を見て不思議そうにしている。私はすかさず目配せをした。


「あの、実は先生方に許可を頂かなければいけない案件があるので、お兄様に一緒に行っていただけないかと思っているのですが……」


「わかった。皆は待機していて」


お兄様と二人で生徒会室を後にする。しばらく歩き、行き止まりに続いている廊下で私はお兄様へと振り返った。


「明日にもミスティア・アーレン嬢とお会いしてきますわ」







    
  
  




行き止まりへと続くこの場所は幽霊が出ると噂され、長居すると恋が叶わなくなるなんて言われていたりもする。どれも根拠がなく非日常的でくだらない。でも人が集まらない場所柄、密談には適していて、私とお兄様はよくこの場所を使っていた。


「必ずや、ネイン家とアーレン家を繋げてみせます」


「フィーナ……」


ミスティア・アーレン。学園で襲われた私を助けたのは、教師でも職員でもなく、同じ制服を着た生徒だった。痛みと熱で薄れゆく意識の中、その生徒……彼女がこちらに向かい駆けてきて、私を台車に乗せ、処置をしてくれた。自分の服が汚れることすら厭いとわず。


アーレン家の令嬢だと理解するころには、私の意識は途絶えてしまい、次に目を覚ましたときには彼女が屋敷に帰った後だった。


アーレン家といえばこの国でも有数の名門伯爵家。国から高位の爵位を与えられようとしていたのに、断ってしまった家。


あの家と繋がりを持つことは、家の繁栄と直結するとも言われ、縁を持ちたがる家は多い。


「そんなことしなくていいんだよ、フィーナ……また父上になにか言われたのか？」


視線を落とした私を見て、お兄様は大きなため息を吐いた。


「……なにを言われた」


「お前はアーレン家に近付ける好機を得たのだと、その火傷は幸いだと言われました。私もそのとおりだと思います」


だからこそ、アーレン家の令嬢は注目され、その一挙一動は人々の話題をさらっていく。けれど彼女は孤児院への寄付や奉仕活動の情報によって善とされている以外の面──どんな性格なのかは誰も知らない。


私が十一歳のころ、茶会に出席した彼女を見たことがあった。普通と言えば普通で、人を拒絶しているようには見えず、一言で表すならば感情が見えない令嬢という印象だった。あの時もお父様に近づくよう言われていたけれど、結局あれこれ話しかけてみても躱かわされるばかりで成果は得られなかった。


でも火傷を負った私を運び、全力で駆ける横顔。馬車の中の私を見る心配そうな顔。医者の元へ馬車が到着した時の、安堵した顔。


ミスティア・アーレンにはたしかに表情があるようだった。


よく観察して彼女を知れば、ネイン家とアーレン家の繋がりを得られるだろう。


懐からアーレン家の封蝋ふうろうでとめられていた手紙を取り出す。お礼の手紙を送り、彼女から送られてきた返事に書かれていたのは、家の繋がりなんてまったく考えていない、こちらの回復を祈る言葉の数々だった。


年上ならまだしも年下の令嬢を手懐けるなんて簡単だ。利権と甘い蜜をちらつかせれば、途端に目が眩くらんで罠へと誘い込めるのだから。


宝石、ドレス、見目のいい役者を伴うことだっていい。お兄様は今、生徒会の副会長であるし、その容姿はとても端麗で、女子生徒から注目されている。ミスティア・アーレンには今はまだ婚約者はいないのだし、私を介して二人を近づける手段だってある。


「父上の言うことは気にするな。いくらなんでも娘に言っていい言葉ではないよ。後で抗議する」


「いいえお兄様。所詮女の私はお兄様の代わりになれない存在。自分を利用して価値を得なければ」


父は昔から厳しい人だったけれど、本来忌いむべき存在の私を表に出している。それがあの人なりの最大の譲歩であり、詰めの甘い部分だ。


だからこそ私は、女として生まれお兄様の代わりには絶対になれない分、ネイン家の繁栄のために生きていかなければならない。


「お前までそんなことを……」


私の言葉にお兄様はやるせない表情で俯く。お父様もだけれど、お兄様も肝心なところで甘さが出てしまう。ネイン家はなにかと標的になりやすく、さらにその点さえ除けば高位の家柄であるために、足をひっぱられやすい。いつだって足元には、引きずりおろさんとする手がひしめいているのだ。


かねてよりネイン家と水面下で争っていたロムーク家もまた、どうにかネイン家を潰せないかと動いていた家の一つだ。


お父様は尽力され、侯爵家に働きかけもしていたが、ずっと膠着こうちゃく状態が続いていた。けれど先日、私を襲った者たちを手引きした罪で一家全員牢ろうに入れられ、異例の速さで死罪が決まり、執行された。


こちらとしては、良い報しらせだ。本来ありえない速さですべての物事が片付けられたのは、きっとアーレン家が裏で手を回してくれたに違いない。


伯爵家でありながら、公爵家と同列の影響力がある。


その力が私は欲しい。


その力を得てこそ、きっと私はネイン家に価値のある令嬢となれる。生きる許しが、与えられるはずなのだ。


「お兄様。私は、アーレン家との繋がりを得て、さらなるネイン家の繁栄を約束します。ですからどうか、見ていてくださいませ」


「フィーナ……」


お兄様に微笑みかけてから窓に目を向け、沈みゆく夕日を眺めてから私は生徒会室へと戻ったのだった。







逢魔が時　少し手前


「どうぞ、紅茶です」


「ありがとうございます。いただきます」


アリーさんの淹れた紅茶を受け取り、クローバーが描かれたカップに口をつける。


入学して一週間が経った放課後。本来ならばエリクとヒロインの遭遇イベントが起きるはずであるものの、既に二人は出会っていて、ゲーム的にはなにもない日。浮かれていた私は、帰り道にヒロインと攻略対象たちにばったり出くわさないよう、放課後になると時間つぶしのために校内を徘徊していた。そこでばったりアリーさんと遭遇し、ぜひともハンカチの返却とお礼がしたいと用務員室に誘われ、今に至る。


用務員室は、先日来た時より掃除道具が整理され、花の小鉢や硝子ガラスの工芸品が飾られていた。もしかしたら、前回は新年度の掃除でばたばたしていた時期だったのかもしれない。


心なしか、窓から見える花々も増えた気がして目を向けていると、アリーさんがハンカチを差し出してきた。


「お待たせして申し訳ないです、僕の鞄、出しづらいところにあって」


「すみません、ありがとうございました」


受け取ったハンカチからは、ふわり、と陽だまりと花の香りがした。あれ、この花なんて名前だろう。思い出そうとしても頭の中にもやがかかって名前が出てこない。


「実はハンカチ洗って、綺麗にしたのはいいんですけど……お渡しする機会がなくて……、ずっと機会を窺っていたんです」


ああ、たしかに用務員であるアリーさんとは授業で会うわけでもない。


「あ、あ、あっ！　物陰から、とかじゃないですよ!?　僕の仕事上、あんまり生徒さんと会う機会がないので、いつお会いできるだろうと考えていただけで！」


「疑ってなんていませんよ。ただ、私からお伺いすれば良かったと思って」


「あ、ああ、なるほど、そうですか……良かったあ……」


訴えられると思ったのだろうか。たしかに、「ずっと機会を窺っていたんです」は、なかなかに誤解を招く表現かもしれない。


「良ければ、放課後、いつでもお茶を飲みに来てください！　いつでもご用意しますので！　僕、いつも一人で……声を出さない日とかあるくらいだし……」


へへ、とアリーさんは笑った後、またすぐに顔を青くした。


「だだだ、だめ……ですよね!?　ごめんなさい、調子にのりました、ごめんなさい！」


「いえ、お邪魔じゃなければ、また来たいです」


「あっ、そ、そうですか。嬉しいです！　僕はいつまでもお待ちしておりますので！　いつまでも、僕は……あれ？」


アリーさんの言葉を遮さえぎるように用務員室の扉がノックされた。誰が来たかはわからないけれど、この場に居ては私は邪魔だ。ここを出なくては。しかし、アリーさんは立ち上がろうとする私を手で制した。


「たぶん、大丈夫ですよ、……どうぞ」


彼の言葉を受け取るようにして、扉が開く。すると見覚えのある少女が立っていた。


「わたくし、フィーナ・ネインと申します。先日のお礼に参りました」


ネイン……、そうだ火傷の子だ、入学してすぐの時別棟に居た子だ。


たしかネイン家からアーレン家宛に手紙が届いて、返信した記憶がある。


その時、料理長であるライアスさんの耳に調理員がお金で雇われ生徒が襲われたことが入り、「あああああああああああ!!　もう絶対、絶対絶対絶対絶対食堂に行かないでください！　もういっそ死刑にしたらいいのに!!　調理員全員!!」と彼は暴れていた。


フィーナ・ネインさんは私にぱっと目を向ける。扉を開けた時も、一瞬こちらを見た気がしたけど、彼女は「まあ……！」と嬉しそうに声を明るくした。


「本日は、用務員さんにお礼をと思いまして、まさかミスティアさんにもお会いできるとは……このたびは、助けていただき、本当にありがとうございました」


「いえ、当然のことですし、お気になさらないでください。それに運んだのはアリーさんです」


「いえ！　僕はミスティアさんのお手伝いを少ししただけなので」


アリーさんは謙遜するけれど、あの時彼が不在だったら間違いなく処置は遅れていた。しかし私が否定すると彼は「本当に僕はなにもしていないので……！」と倍に謙遜をする。やがて、フィーナ・ネインさんが困ったようにして「どちらもです」と私たちを見た。


「……あの時、治療がもっと遅かったならば、わたくしの身体には、酷い火傷の痕が残っていたそうです。それも運が良かった話。本来なら別の病を併発して死んでいたでしょう。……今、わたくしには火傷の痕がありますが、肩を見せるドレスを着ても化粧で隠せるほど。徐々に薄くなり、数年経てば消えるそうです」


彼女は、声を詰まらせ、瞳を潤ませる。


「……今こうして、私がここで、生きて、感謝を申し上げることができるのも、ミスティアさん、アリーさんのおかげなのです、このたびは、本当に、本当にありがとうございました……！」


そうして、フィーナ・ネインさんはまた深々と頭を下げた。私やアリーさんは顔を見合わせ、どういたしましてとお互いぎこちなく返事をしたのだった。






窓が一面オレンジに染まり、廊下に暗い影が落ちる中、フィーナ・ネインさんと歩く。


あれから三人でしばらく会話をして解散となり、私はフィーナ・ネインさんと共に昇降口へと向かっていた。


彼女は所用があるらしく学園に残るそうで、一緒に用務員室を出ると私の見送りがしたいと申し出てきた。病み上がりだしと断ったけど、話の流れでこうなってしまった。


「……そういえば居残りって、部活ですか？」


この学園には高校と同じように部活動がある。きゅんらぶの登場人物で部に所属している者はいないけれど。彼女は「いいえ」と首を横に振り、窓の外、本校舎の最上階を示した。


「生徒会の手伝いがありますから、それで」


「それは……一年生から、すごいですね……」


入学して間もないのに生徒会の手伝いをするなんてすごい。しかし彼女は目に見えて戸惑った顔をしたあと、くすりと笑った。


「ああ、きっとミスティアさんは勘違いなさっておりますわ！　わたくしは第二学年ですの」


「え……？　でも、あの、先輩って……？」


「お兄様とは双子です、なので兄妹でも、同学年で、わたくしも二学年ですわ」


そうか、双子……だから同じ学年。お兄さんの方が二学年と言っていたから、てっきり一年だとばかり思っていた。


「そ、そうでしたか、すみません、勘違いしてしまって」


「いえ気になさらないでください。ミスティアさんは失礼な行いなどされていませんわ。ですから……というのもおかしな話ですけれど、ミスティアさんがこれから先、なにかお困りの際には、私たちにおっしゃってくださいね」


「え」


「わたくしは、ミスティアさんに救われました。ですから、ミスティアさんのお力になりたいのです。わたくしの一生でも到底返しきれない恩義ということは理解しておりますので。お兄様も副会長であることですし、ミスティアさんが円滑な学園生活を送れるよう、お手伝いいたします」


なにか、どんどん壮大な話になっている気がする。たしかに、命を救ったことにはなるのかもしれないけれど、逆に命に関わることなら助けるのは当然な訳で。ここまで言われるものではない。


「……では、ひとつ」


「ええ、ぜひ、なんでもおっしゃってください」


「感謝の気持ちはありがたいですが、私のことは気にしないでください。では、ここで失礼します」


やっぱり病み上がりの先輩を連れまわすのは気が引ける。ここは貴族の集う学園といえど、廊下も長い。


私は礼をすると、その場を足早に去る。冷たい振る舞いだとは思うけど、先輩のお礼は過剰な気がするし、なによりこのさき昇降口のある一階までの階段を一緒に下りるわけにはいかない。


それに、もう放課後からたぶん二時間が経過している。いつまでも御者のソルさんを待たせているわけにもいかない。


足早に階段を下りると、校舎を照らす色合いは、黄みがかった温かみのあるオレンジから一変、血のように赤い色へと姿を変えていた。


別棟は入学してからの所感として常に人気がない。なのに今、心なしか人に見られている気がするし、頬を撫でる風も冷たい。


怖々しながら昇降口にたどり着き、靴箱の扉を開く。位置的な問題なのか、夕日がさして私の靴が赤く染まっているように見えてどきりとする。いや、驚きすぎだ。そう思って靴を取り出そうとすると、ふいに私の手元に影が差し黒に染まった。


誰か、私の後ろに立っている。


錯覚だ。気にしないように靴に手をかけると、そっと私の手に別の人間の手が添えられた。


「みーつけた」


声の主に安堵する。生きている。存命の人物──エリクだ。


「ふふ、驚いちゃった？　ご主人、こんな遅い時間までどこでなにしてたの？」


「ちょっと用務員室へ借り物の返却が……ハイム先輩は？」


「僕はお掃除の準備があってねえ」


掃除の準備でこの時間までかかるなんて大変だな。


エリクは上履きを履き替えながらもこちらに顔を向けている。バランス感覚がいい。私にはできない芸当だ。私も自分の靴を履き替えていると、彼は思い出したように「あ」と呟いた。


「そういえば、来週校外学習だってね」


エリクが私に見せてきたのは、一年生の予定表だ。


「ハイム先輩がなぜ、一年生の予定表を？」


「んー？　先生の印刷手伝ってたら、貰もらえたんだー」


ああ、たしかにこの時代コピー機はないわけだから、人手は必要だ。あの、人と話すことを苦手としていたエリクが先生の手伝いをしているなんて……。


「だから僕ね、ご主人のことなんでも知ってるんだよ！　ご主人の知らないことでも！」


先生から予定表を得たことを、こんなにも得意げに話すとは。人と接することに自信がついたのだろう。エリクの成長に胸を熱くしていると、「たとえば」と彼は続けた。


「ワイズ家の子息が、ご主人に近づいていることも知ってるんだ」


「はい!?」


突然飛び出してきた言葉に絶句する。しかしエリクは「ご主人のこと尊敬してますって言うけどさぁ、釣り合わないよねえ」なんてのんびりした口調で笑っていた。


「どうしてそれを知ってるんですか？」


「見てたから、ずっとね。ねぇ、ご主人……ノクターと違ってあいつのことは嫌じゃなさそうだったけど、あいつのこと好きなの？」


「えっ」


「ねー教えて！　あいつのこと好き？　嫌い？」


「好きじゃないですよ……というかまだ会って二度くらいしか話をしていませんし、クラスメイトの一人です」


「ふぅん。ふふ！　それなのにべたべたひっつかれてるんだ！　じゃあ僕がひとこと言ってあげよっか！」


エリクはけらけら笑う。どことなく違和感を感じていると、彼が突然立ち止まる。不思議に思って彼の視線の先に顔を向けると、御者のソルさんがこちらへ歩いてきていた。背中が痒いのか、手を後ろでごそごそしている。







    
  
  




「おじょーさま、かえろーよー！　なにしてるの……？」


やはり学園に長居しすぎてしまったらしい。エリクとその場で別れようとすると、彼は「ぎゅうっ！」と私の手を握った。


「エリク？」


「いーじゃん。馬車までこうしてよーよ」


「ひ、人に見られたらまずいですよ！」


「えー見えないところならいいんだ。ご主人のえっち」


「離せよ」


エリクの手を離そうとしていると、まるでたどたどしさを感じさせない話し方でソルさんがエリクを睨んだ。


「こんやくしゃでもないのに、手つなぐの、悪いこと……！」


「そのうち俺が婚約者になるから大丈夫だよ。ノクターなんかいなくなるから」


ふっとエリクは鼻で笑う。ソルさんは口を引き結んだあと、がばっと私の脇に腕を差し込み担ぎ上げた。そのまま肩車をしたことで、私の視界は一気に浮上する。


「お前さあ、前から思ってたけどご主人に馴れ馴れしくない？」


「弟はいいの」


「はあ？」


ソルさんの言葉にエリクは意味がわからないという顔をする。私もソルさんの思考がたまにわからない時があるけど、弟分とかそういう意味合いだろう。


「まぁいいや。僕ちょっと用事あるし」


不貞腐れたエリクの声に、私は言葉をかけようとする。けれど伝える前にソルさんがくるりと身体を翻ひるがえし、門の方へ向かってしまう。


振り返っても、エリクの表情はちょうど夕日で逆光になっていて表情が認識できない。なんだろう、表情は見えないけれど様子がおかしい。もう一度声をかけようとすると、制止するように「ご主人」とエリクが私を呼んだ。


「はい」


「なにか酷い目に遭ったらすぐ僕に言うって、約束してよ。ご主人が辛かったり、しんどかったり、こいつ嫌だなって邪魔だなって、思ったやつが居たら絶対に、僕に言ってね！」


エリクの声は、笑っている。でも逆光で見えないだけでその表情は異なっている気がする。私は胸騒ぎを覚えながらエリクと別れたのだった。






日が沈み、わずかな外灯の光が窓の外に浮かぶ馬車の中で、エリクの言っていた言葉を思い返す。


……来週の、校外学習。たしか今日もらったしおりに、登る山の名前があったはずだ。


僅かな明かりを頼りに鞄から取り出して、該当のページを開く。日時、集合時間、場所……順に探して、目当ての項目が目に入った。


生徒は、この国の遺産である女神の住まう伝説の残る山、通称ビーナスレイに登り、国の地理風土を知ると共に、生徒同士の協調性を高め、親交を深めることを目的とし……。


なお、ビーナスレイの山中には、いくつもの谷が点在しており、落下には十分注意を……。


「びーなす、れい」


ミスティアは、アリスへの憎悪により、谷から落としたり、崖から落とす。その、谷がある山の名前は、ビーナスレイ。


つまり、ミスティアが、アリスを、谷へ落とすイベントだ。






晴れ晴れとした青空を横目に、絶望的な気持ちで学園の廊下を歩く。


昨日、馬車の中で一連の恋愛イベントを思い出した私は、そもそも突き飛ばす人間が居なければアリスは落ちないと、校外学習の欠席を考えた。


しかし、休むことは叶いそうもない。


私の我儘わがままをなんでも叶えようとする両親、誕生日には船を買おうとする両親、知人の娘が別荘を買ったことを聞き、瞳を潤ませ「ミスティアは別荘、いらないの？」と尋ねてきた両親は、昨日私の言った、「校外学習に行きたくない」という言葉に対してこう返答した。


「もしかして、嫌な目に遭わされているの？」


「なんでも私たちに言いなさい？」


「私たちに言いづらいなら、担任のシーク先生にお話しする？　時間を取るわ」


「あの方は素晴らしい先生よ」


……元より私は、幼少期から「子供らしくない子供」として両親を心配させてきた。そんな子供が入学式から日も経ったころになっても、会話から個人名を一つも出さず、学園生活の様子を尋ねれば、「難しい」と答える。


両親は思ったのだろう。もしかして、「娘は学園で嫌な目に遭っているのではないか」と。


フィーナ・ネインさんからのお茶会の招待状が届いたけれど、それを断ったことも「学園が嫌すぎて関係者に会いたくないのでは」と心配させてしまったに違いない。そうした不安の種が、「校外学習に行きたくない」という言葉で、一気に開花までいってしまったのだ。


ジェシー先生に連絡を取ろうとする両親をなんとか引き留め、「山登りにちょっと不安があっただけだから」と、昨晩は延々と説得をして終わった。よって私は校外学習に行くことが決定してしまった。


今思えば、仮病を使えばよかったと思う。当日料理長にお弁当を作らせてしまうと思ったけど、お弁当は屋敷の庭園で食べれば良かったのだ。完全に失敗した。


重たい足を引きずりながら教室へと辿り着く。いつも通り後ろ側の扉から入っていくと、黒板に記されていた文言に血の気が引いた。


『アリス・ハーツパールは平民の生まれ、父と母は町はずれの料理屋で平民』


そう、太字で、大きく書かれている。


なんでアリスの素性について書かれているんだ。


ぞっとした私はすぐさま黒板に向かうと、黒板消しで消していく。文字の跡すら残らぬほど念入りに。こんなことイベントにないはずだ。忘れている？　昨日の放課後から書かれていたのか、朝に突然浮かび上がったのかはわからない。どちらにせよここに記されていることは問題だ。


ゲームでアリスの素性は学園に入学して翌日、婚約者に近づく者の素性はすべて調べないと気が済まないミスティアが暴露する形で学園の生徒じゅうに広がり、以降アリスは平民だからと差別されたり、みんなと距離が開いてしまうのだ。


あと二文字消せれば完了だ。そう思ったのもつかの間、後ろの扉から足音が聞こえてきた。慌てて拭き終え自分の席に戻ろうとすると、教室に入ってきたロベルト・ワイズとばっちり目が合ってしまった。


「あっ……」


「あ、おはよう。アーレン嬢」


彼は表情を柔らげる。しかしすぐさま私の手元へ怪訝な目を向けた。


「そこ、白くなっている……黒板の掃除をしていたのか？」


見ると袖にチョークの粉がついている。私はさっと背に隠して首を横に振った。


「いっ、いえ、そういうことはなくて……。ちょっと汚れとってきますね」


ここにいて、これ以上話を聞かれたらまずい。とりあえず今日は黒板に関わってはいけない。私は逃げ去るように教室を後にしたのだった。






教室から逃げるように立ち去った私は、別棟のトイレに身を潜めていた。


基本的に私は攻略対象たちやアリスに会わないよう、休み時間や授業が始まるまでの間……衛生面で問題がある昼食の時間以外、トイレにいる。


普段は時間を潰すためにただ座っているだけだけど、今日は違う。恐怖と戦っている。


アリスの素性が、黒板に書き込まれた。


犯人は誰かわからない。そもそも犯人がいるのか、ゲームの構造的な問題……アリスの素性が周知されないと彼女がハッピーエンドを迎えられないなどの理由で、アリスのために世界が動いた可能性も大いにある。


それならもう、レイド・ノクターの弟狂い等攻略対象のおかしな面もなんとかしてもらいたいけど、とにかく問題は今だ。


これから先、本当にどうしよう。今日はロベルト・ワイズが教室にいるし、アリスの素性を書き込まれることはないだろうけど、これから早朝に登校して、アリスの素性を消し続けなければいけない可能性もある。胃が痛い。アリスが平民だとばれたらミスティア以外の人間がアリスをいじめる可能性も大いにある。これから先ずっと学園を休めない。


手元の時計を確認すると、少し早いものの、教室に向かっても良さそうな時間にはなっていた。細心の注意を払いトイレから出て、周囲を確認していると、ぽん、と肩に手を置かれる。


「なにしてんだよ、覗きか？　趣味悪いなお前」


「クラウス……さん」


「やめろ耳がかゆくなる、クラウスでいい」


彼はうんざりした顔でこちらを見る。さっきまでは居なかったはずだ。なのにどうして。


「な、なんでクラウスがここにいるんですか……女子トイレの前ですけど……？」


「いやお前に言われたくねーし、俺は廊下に立ってる、お前はこそこそ出てきた……どう考えてもお前のがおかしいだろ」


「私女子ですし」


「じゃあ堂々と出てこいよ、探してたんだぜ？　お前を」


「なぜ？」


「んなもん、せっかくの楽しい舞台に大事な役者様がいらっしゃらねえからだろーが。休みかと思って靴箱見れば靴はあるみてーだから、校舎中走り回ったんだからなぁ？　ほら……行くぞ!!」


クラウスはそう言って私の腕を掴むと、勢いよく走り出す。足が速い。腕を引かれ楽はできているのかもしれないが、ついていくのが精いっぱいどころじゃない。廊下、階段、渡り廊下を駆ける。


このままだと間違いなく転ぶ。が、転んで前のめりになりそうになるたび、クラウスが加速しギリギリ転ばない状態だ。


気のせいかクラウスは笑いながら走っている。体力が尋常じゃない。このままだと、足が千切れてどこかに置いていかれる。危機感を感じていると、クラウスが減速し始めた。


「えっと、なに？」


「……よし、着いたぜ、ミスティア……ひひ」


辿り着いたのは、舞台でもなんでもない、Ａクラスの教室。私の在籍するクラスである。


「ここが舞台ってことですか？　あの、」


「じゃあ、行ってこい！」


「うわ」


クラウスは楽しそうに扉を開くと、私を教室に向け勢いよく押した。半ば飛び込むように教室に入ると、音を立てて扉が閉められた。


ぎりぎり転ばなかったと鞄を背負い直し、すぐに妙な空気が漂っていることに気づく。いつものような、始業前のざわついた感じが……会話がない。それどころか、音がない。空気が張り詰め、音を出してはいけないような雰囲気だ。


おそるおそる周囲を見渡すと、生徒たちは皆、こちらを見ていた。全員──いや、アリス以外、プリントを持って。


彼女だけはただ茫然と立ち尽くし、俯いている。


入り口近くの女子生徒のプリントを覗き見ると、そこには黒板に書かれていた内容とまったく同じ文言がプリントに書かれていた。


「これは、どこに……？」


「朝、皆の机の中に入っていて……ミスティア様の机の中にも入っていると思います……」


全員の、机の中に……？　思えば私は朝教室に来て、黒板へ向かった。その後ロベルト・ワイズが来たことで、机の中は見ていない。


……あの時見ていれば、防げたかもしれない。


レイド・ノクターがこの場を救うのではと探しても、肝心の彼の姿が見えない。ではロベルト・ワイズはと考えると。彼はこちらへ疑念の眼差しを向けるばかりで、動く様子はなかった。


「騙だましてたってことだよね、皆を」


ぽつりと、誰かが呟く。すると、それが開始の合図とでも言うように、口々に皆アリスを糾弾きゅうだんし始めた。


「ここ、貴族の学園でしょ？」


「今まで嘘ついてたんだ」


「なんで平民がいるの？」


「前に物がなくなったってことあったよね？　誰か探してなかった？」


遠くから聞こえてきた言葉に、私の隣の女子生徒へ視線が集中する。彼女は「……嘘」とアリスに対して傷ついた表情を見せた。


「違います、私は、勉強をして、お母さんやお父さんに楽をさせてあげたくて」


アリスが顔をあげ、悲痛な叫びをあげるように釈明する。そうだ、アリスの目的は、ただ一つ。勉強がしたい、両親に楽をさせたい一心で、入学したのだ。


「じゃあどうして黙っていたの？」


生徒の一人がアリスに問いかける。


疚やましいことがないなら、説明できたはずだと暗にそう言っているのだろう。


私が「アリスは勉強をしたくて来ているだけです！」と説明をしたら、「ミスティア・アーレンに取り入ったのだ」とよりアリスが糾弾される状況になりかねない。


実際、ミスティアはレイド・ノクターがアリスを助けた時、そうして責め立てた。……周囲も、同じように。


皆が「あの人が悪い」と考え、表明した以上、突然意見を変えることは難しい。それに、アリスは平民とされる立場で、きっと周囲は叩いてもいいという認識なのだ。弱くてきっと歯向かえない相手だから、なにをしてもいいと。


……それなら、もっと、大きな力で。


「皆さん一斉になにを言い出すかと思えば、くだらないですわね」


一歩踏み出し、アリス以外のクラスメイト全員に対して、馬鹿にした目を向ける。そのままゲームのミスティアが高頻度でしていた「くすっと笑う」を行うと、周囲が明らかに委縮したのがわかった。


「……平民という体ていで入学したからと言って、いったいなんだと言うのでしょう？　この学園は本来貴族のみ入学を許された場所、そこに彼女がいるからおかしいと、彼女の入学に疑問を抱くだなんて、実に浅はかで──愚か、ですわね」


声だって、ミスティアと同じはずなのだ。ゲームでアリスに対して「私に歯向かうとはなんと愚かな。貴女こそまさに愚民という言葉が相応しいですわね」と、嘲笑う初期のミスティアを意識して、私は声を出す。


「こんな稚拙ちせつな紙一枚に騙されて、恥ずかしい。平民であるアリスさんを入学させたのは学園ですわ。彼女の入学はたしかに今までに前例のないことです。それは学園が彼女を特別な存在であると定めたのと同義。その意に反するのなら、黙ってこの学園から出ていけばよいのです。もしそうでないのなら、今すぐ、そのくだらぬ紙をわたくしにお渡しなさい」


完全に、脅迫だと思う。


主語を大きくして、攻撃的な言葉を放つ酷い仕打ちだ。生徒たちは私の、ミスティアの絶対零度の睨みを見て、慌て、怯えながら私にプリントを差し出してくる。全員からプリントを回収できたのを見計らい、私はアリスの手を取って教室を出た。


さすがに教室においてはいけない。しかし「あいつが腕を握り潰していました！」と間違っても他者に言われないよう慎重に手を引いていくと、前方からレイド・ノクターが歩いてきた。


遅い。登校時間は遅くないが、本当に遅い。あと十分早く来てくれれば良かったのにと八つ当たりしてしまう。神のタイミングを呪う。


いや、こんな場合じゃない。「死」という言葉が、頭に浮かぶ。完全にレイド・ノクターと目が合っている。逃げられないし、私は今、アリスの手を引いている。


「やあ、ミスティア」


「おはようございます。彼女をよろしくお願いいたします」


そして弟狂いを直してほしい。私は他国にでもどこにでも行くので。応援するので。なんなら結婚式のスピーチも費用も両親に頼んで全額負担します。


心の中で伝えながらレイド・ノクターの手を掴み、アリスの手を重ねる。私は二人に表情筋を総動員させた笑顔を向けると、すぐさま全速力で駆け出す。


時計を確認すると、朝のホームルーム開始まで十五分もあった。とりあえずこれを焼却炉に入れて燃やしてもらおう。昼に毎回火を入れているみたいだから、今なら間に合う。


私は階段をそのまま下り、校庭の奥にある焼却炉へと向かったのだった。







異録　あなたはわたしの
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「お父さんやお母さんの知り合いの紹介で、あなたは春から貴族学園に通うことになったのよ」


今から一か月前のこと。どこかへ出かけ、そして暗い顔をして帰ってきた両親の言葉に、当時の私は時間が止まったような感覚がした。


貴族学園という場所がどんなところかは知っている。この国の貴族が集まる学び舎で、平民とされる私は通うことなんて許されないはずだ。


学園の生徒たちが帰り、気まぐれにお忍びで店に来ることを狙って商売をしているお店もあるくらい、私たち平民とは、住む世界の違う人々が集う場所。


──そんな場所にどうして私が行かなくちゃいけないの？


お母さんに聞いても悲しそうに「頑張るのよ」と言うだけで答えてはくれない。お父さんに聞いても、「三年、通うだけでいいんだ」と苦しげに視線を逸らすだけだ。


よくわからないまま時間ばかり過ぎた。家に高級な服が届き、いつの間にか見たことのないペンや羊皮紙や鞄が揃えられ、私は自分の状況を理解することなく貴族学園に入学した。


不安で仕方なかったけれど、いつまでも混乱したままではいけない。もし学園でなにかを失敗して追い出されることになったら、両親にとても悪いことが起きるかもしれない。


私は卒業までの三年間、頑張ろうと決めた。


……だけど、入学式早々に私は心が折れた。


集合場所である講堂に向かうため、校舎の中に入ると、人が集まっていたのだ。


周りの貴族の話を聞くに、とても有名な人、レイド……様？　という人と、アーレン嬢？　という人がいるらしい。


靴を履き替える場所を囲うように人は集まっていた。


このままだと、入学式が始まってしまう。ほかの生徒は皆入学者説明会を受けたらしいけれど、私は受けていないから校舎内のことがわからない。


そして私は転びそうになってしまい、隣にいた人に助けてもらったのだ。


だからお礼を言おうとしたら、助けてもらった人に不機嫌な顔をされてしまった。その時黒い髪の女の子と目があったけれど、驚き、信じられないといった顔をしていて、怖かった。


私が平民だということがわかったのかもしれない。不安を抱えながら教室に向かうと、先ほど話題にのぼっていた人……同じクラスのレイド様が気さくに話しかけてくれた。


きっと、私は平民だということがばれたのではなく、あの黒髪の女の子の機嫌が悪かっただけだと安堵した。


レイド様は、さらさらした金色の髪をしていて、瞳は透き通って見えるくらい青くて、絵本に出てくる王子様みたいな人だ。


囲まれるのも仕方ない。周りの女の子たちは皆レイド様に目が釘付けになっている。私も輝いたり光ったりするものは好きだけど、なんとなく、もう彼と話をするのはやめたほうがいいと思った。どことなく、近寄りがたいものを感じたからだ。


教室を見ていると、私を見て驚いていた女の子の姿を見つけた。皆彼女を見て「アーレン家の令嬢だ」と言っているから、アーレン家の女の子なんだと思う。


俯いていて、肌の白さも相まってどこか不健康そうに見えた。


街で見かける貴族の御嬢様たちよりずっと線が細くて、見ているとどこか不安になる。


しばらく自分の席でじっとしていると、担任の先生がやってきた。目つきが鋭くて、怒ったら怒鳴られそうで怖い先生だ。


緊張しながら先生の学園紹介を聞き、それが終わると自己紹介が行われた。前に出て、自分の名前を話すだけというけれど、私の番になった時、名前を名乗った瞬間皆ざわついた。


私の家がどんな家かわからないからだ。ハーツパールなんて聞いたことないと言われたけど、当然だ。私の家は貴族じゃない。


だから学園に通うべきじゃない。私だって通いたくなかった。自分の席に戻って汗ばんだ手のひらを握りしめていると、黒い髪の女の子が黒板の前に立った。周りのざわつきが一瞬にして収まって、みんな彼女へと注目する。


私のことを見て驚いていた女の子は、ミスティア・アーレンさんと言うらしい。見た感じ活発さはなく、ちょっと不健康そうな彼女の自己紹介は淡々としていて、集めている注目とは対照的に前に出るのがあまり好きではないように思えた。






それからは、瞬く間に学園生活が過ぎていった。


私はお店の手伝いをしているから、簡単な計算はできる。お父さんに教えてもらって、読み書きも得意だと思っていた。でも学園の勉強は大変で、普段読まない言葉、書かない文字で溢れている。


黒板に書かれた文字の半分は理解できず辞書を使って調べなきゃいけなくて、時間ばかりがすぎてしまい、顔をあげたら今までの板書が消されているなんてしょっちゅうだ。


でも、平民とばれてしまうわけにはいかない。試験の成績は同じ教室で受けている生徒の中で、最後から五番目だった。一方、あの黒髪の女の子、ミスティアさんは学年で二位の成績だ。授業中そのことを先生が話題にすると、彼女は「どうも……」なんて言って頭を下げ、そのまま興味なさげに視線を落としたりしているし、授業中指名されて正解して先生に褒められても「ありがとうございます……」しか言わない。


あんなに頭がいいのだから、褒められるのは当たり前のことなのかなと思ったこともあった。でも、彼女はどうやら人と接するのが得意ではないらしい。


食堂でお昼を食べる皆と違って、私は持ち込んだお昼を食べる。持ち込んでいるところを見られないよう人目のつかない場所を探している時に、ミスティアさんの姿を何度か見たけど、いつも一人だ。


休み時間もさっと教室の外に出ているし、この前レイド様に話しかけられた際は、後ずさっていた。


話したことは、一度もない。まったく住む世界の違う人だけど、どこか自分に似ているところがある気がする。彼女の姿が気になって、いつも私は、黒髪を揺らし一人で歩く彼女の背中を目で追っていた。






「なに、これ」


登校すると、机の中に一枚の紙が入っていた。


そこには『アリス・ハーツパールは平民の生まれ、父と母は町はずれの料理屋で平民』と、私がみんなに隠していたことが書かれていた。


周りは私を異物を見るようにしていて、さっと人が引いている。


嘘を吐いて私は平民じゃないと言えば、ごまかすことができるかもしれない。


そう思うのに声も言葉も出なくて、ただ唇だけが震えた。


いつしか皆は私に疑問を投げかけていく。私が盗んだわけじゃないのに、物がなくなった話をされ、犯人にされる恐怖を感じて足がすくむ。お父さんとお母さんの顔が浮かんで、無性に泣きたくなった。頭の中は熱をもっていくのに、指先は冷たくて動かせない。


なにも言い返せず、ただただ目に涙が浮かぶ。目をこすって泣いていると知られたくない。俯くと同時に、鼻で笑う声が聞こえた。


「皆さん一斉になにを言い出すかと思えば、くだらないですわね」


声のする方向に目を向けると、黒髪の女の子。ミスティアさんが口角を上げ、馬鹿にするようにくすくす笑った。かと思えば、ため息を吐く。


「……平民という体で入学したからと言って、いったいなんだと言うのでしょう？　この学園は本来貴族のみ入学を許された場所、そこに彼女がいるからおかしいと、彼女の入学に疑問を抱く、実に浅はかで──愚か、ですわね」


彼女は、こんな子だっただろうか。こんな、人の前で堂々と話すような子ではなかったはず。けれど皆の前で堂々と話す姿を見ていると、ぼんやりと頭の中に映像が浮かんできた。頭がずきりと痛み、心臓がひときわ大きく鼓動する。


「こんな稚拙な紙一枚に騙されて、恥ずかしい。平民であるアリスさんを入学させたのは学園ですわ。彼女の入学はたしかに今までに前例のないことです。それは学園が彼女を特別な存在であると定めたのと同義。その意に反するのなら、黙ってこの学園から出ていけばよいのです。もしそうでないのなら、今すぐ、そのくだらぬ紙をわたくしにお渡しなさい」


……なにか、私は忘れている気がする。なにかはわからない。いつの間にかミスティアさんは私の目の前に立って、手を掴んできた。


そう認識した瞬間、頭の中が光って、なにかが流れ込んでくる。


『だイがく』に通って『れポーと』と戦う私。笑顔を浮かべ、『ハンばーガー』を売りながら『レじうチ』をする私。


そうして得たお金で得た、宝物。


お母さんじゃないお母さんに『かれしをつれてきなさい』と言われ、荒んだ心を宝物で癒す、私。


画面の中の私の『■■■■』に、いつも元気をもらっていた。会いに行きたいと何枚も何枚も『■■』を買って、光を見に行った。


けれど、『バイと』の帰り道、白と黒の横棒が描かれた道で、赤色の丸が青に変わり、一歩踏み出した瞬間私の元へ飛び込んできた、大きな塊。


あれは、たしか、『ダンプカー』だ。


あまりにも写実的に見える動く絵のようなものが、頭の中に流れ込む。痛む頭を押さえながら、目を開く。


いつの間にか私の手を取っていたのは、ミスティアさんではなく、レイド様に変わっていた。彼は怪訝な顔で私を見た後、去っていくミスティアさんの背中を見つめている。


そうだ。思い出した。私は……。


「私の光……！」


呟くと、レイド様は私を見て眉間にしわを寄せた。平民だと知られたけれど、もういい。どうでもいい。私はこれから、光を追って生きていく。


私はこれからの未来に期待を持ち、俯いてひっそりと笑ったのだった。







記憶ごと燃えてしまえば


ゲームでは、焼却炉へ向かうとろくなことが起きない。


焼却炉に行けば、ミスティアはたいていレイド・ノクターがアリスに与えた品々を燃やしている。さらに止められるとアリスごと焼却炉に放り込もうとするからだ。


けれど今私が燃やすものは、アリスの私物ではなくプリントである。それは彼女自身がわかるだろうし、プリントを集めた以上教室の人間が証人となるのだから、安全に焼却炉へ近づける。


安心しながら薄暗いレンガ造りの小道を歩いていると、焼却炉の前に人影が見えた。


「アリーさん、おはようございます」


「ああ、ミスティアさん」


アリーさんは焼却炉に向けていた顔をぱっとこちらにむけ微笑んだ。なにかを燃やしている最中らしく、焦げた臭いが漂っている。


「良ければ貸してください。僕がきちんと処分いたしますので」


「あっ、ありがとうございます」


手を差し出され、プリントを渡す。アリスの素性が明かされた紙は炎に包まれ、一瞬にして焼かれていった。


「今僕も不要な紙や落ち葉の処分をしていたんです」


アリーさんは火かき棒片手に微笑む。焼却は昼と聞いていたから、タイミングが良かった。あのプリントは、早く処分した方がいいし。


「今度焼却炉を使用する時は、ぜひ僕に声をかけてください。使用は昼と定められているだけで、鍵を持っているのは僕なので」


「では、なにかあったら用務員室に行きますね」


「ぜひ。ミスティアさんの不要なものは、きちんと処分いたしますので」


アリーさんは「火力を上げてきます」と焼却炉の裏手へ回った。燃えていく炎や、うっすらと見えるキャンバスらしきもの、服などを見つめていると、疑問が湧いてきた。どうして洋服なんて燃やしているんだろう。それも燃えにくい素材らしく、半袖の、体育で使う襟らしきものが見える。


「アーレン嬢」


声をかけられ視線を向けると、ロベルト・ワイズが木々を掻き分けこちらへと向かってきた。表情はだいぶ険しく、どこか躊躇ためらいも窺える。


「どうしました？」


「少し、聞きたいことがあって」


彼は暗い顔で、一度視線を落とす。けれど意を決するように、私に目を合わせた。


「……ハーツパール嬢について書かれていた紙と同じ文言の紙……あれは朝に黒板に書かれていなかったか？」


疑念を含んだ声色に、心臓が縮み上がった。


声なき声が出そうになって、口を引き結ぶ。


完全に、疑われている。ロベルト・ワイズの苦し気なこの表情といい、間違いなく私が黒板に書いて、そして彼に見つかりかけたから消して……そう思われている。下手に動揺して、なにかあると思われたら、終わりだ。


「私にはなんのことだか……」


「今朝教室で会った時、黒板の方に君はいただろう？」


「……お会いしたでしょうか？　そもそも覚えがありませんわ」


ミスティアの堂々とした感じを意識して返事をすると、ロベルト・ワイズは目を見開いた。「会ったよね」と言った相手が自分を覚えていないのだから、失礼な奴だと思ったのかもしれない。


彼はぱっと目を逸らして、「失礼する」と焼却炉の前を去っていった。


「ミスティアさん」


振り返ると、アリーさんが焼却炉の裏から顔を覗かせていた。もしかしたら話を終えるのを待ってくれていたのかもしれない。謝ると彼は首を横に振った。


「それより、なにかあったのですか？」


「実はクラスメイトの素性が書かれた紙が、生徒の机の中に入れられる……ということがあって」


「いつですか？」


「朝来たら机の中に入ってて……」


彼は「朝に？」といつになく鋭い口調で切り返してきた。頷きながら、はっとする。被害者がいることで広めてはいけないことだったのに、なぜ私は言ってしまったんだ。メロならまだしも。


「あの、このことは内密でお願いします」


「もちろんです。……あ、そろそろ時間ですね」


話をしている間に鐘が鳴る。


私はアリーさんと別れ、教室へ帰ったのだった。






アリス素性暴露事件が起きてから日々は過ぎ、校外学習を明日に控えた本日。今は四時間目で、ジェシー先生による大型ホームルーム真っ只中だ。


しおりを片手に、先生は校外学習の最終確認を行っている。生徒たちは隣の席や前の席とあれこれ楽しそうに話をして、アリスも緊張した面持ちながらしおりを見つめていた。


あれ以降、アリスがいじめられたりしている雰囲気はない。気づかれない程度に注視しているけれど、移動教室の際一緒に行かないかクラスの女子生徒に話しかけられ、授業でペア組の際に困っている様子もなかった。みんなと和解はしたようだ。


一方の私はといえば、クラスから完全に浮上、つまり完全に浮いた。


完全浮上である。もはや飛行していると言ってもいい。ふわっと言えば飛行形態。直球で言えば浮いている。


元々、私は普段からなるべく教室にいないようにしており、レイド・ノクターとしか話をしたことがない。むしろクラスメイトよりアリーさんと会話をしている時間が圧倒的に多い。しかしながら目に見えて避けられることはなく、いてもいなくても気づかれないような、「嫌われはしていないが好かれもしない」存在だった。


印象を尋ねられたら、「ああ、そんな生徒いた気がする、一度だけ話したことあるよ」なんて答えが返ってくるような、とにかくそんな感じであったが、アリス素性暴露プリント事件で目に見えて避けられるようになった。


私が移動すると、砂鉄をばら撒き反発する磁石をあてたかのようにさっと人が引く。これだけではない。私が教室に入ると突然空気が張り詰めるし、クラスメイトは一瞬会話を止め、かと思えばじっと見られたりするのだ。


原因は、元々の非社交的で根暗な性格に加え、あの件で「なに貴族代表みたいな言い方して物申してんだよ」と思われたことが決定打になったのだろうと思う。


どんな時にでもクラスに居ない、クラス運営に消極的な生徒が我が物顔で発言すれば、まあ「とりあえず関わらないでおこう」と思うのは無理もない。


あの事件でクラスの皆を恐怖させ、ゲームのミスティアのような行動を取ってしまったが、今のようにクラスでのカーストが地に墜ちていれば、「ミスティアがクラスメイトに命令してアリスを苛めました！」なんてことにはならないし、こうしてカースト最下位に地盤を固めておけば、むしろなにかと有利である。


「じゃあ、これで校外学習の説明は終わりだ」


いつの間にか鐘が鳴り、ジェシー先生が教室を出ていく。


今日のお昼はどの空き教室で食べようか考えつつ席を立つと、視界の隅にレイド・ノクターが映った。なにより怖いのは、アリスと視線の先が同じこと──二人して私を見て、こちらに向かってこようとしていることだ。


私はすぐに鞄を掴み、飛び出すように廊下を出る。荒くなりそうな息を整えながら、私は行き先も決めずに教室から離れていく。


レイド・ノクターのあの目つき、あれには見覚えがある。私になにか用があるときの目だ。とりあえず別棟を目指すことにして角を曲がると、廊下の端からフィーナ・ネインさん……ネイン先輩が歩いてきていた。


「ミスティアさん、ちょうど良かった。今からわたくし、貴女をお昼に誘おうと思っていましたの」


「えっと……」


先輩と、お昼……？　突然のことでどうしていいかわからない。後ろをちらりと見るとぼんやりレイド・ノクターらしきシルエットが見え、私は慌てて頷いた。


「ぜひ！　私で良ければ」


「では、行きましょう」


ネイン先輩は驚いたようにしながらも、にこりと笑った。共に歩いて、しばらくすると辿り着いたのは食堂だった。しかし先輩は中へ入ることなく、手前の格式ばった扉を開いた。


「えっ……」


そこは、従業員の人とかが使う扉では。そう思ったのもつかの間、広がったのは、食堂とはまた違った雰囲気が異なる内装だ。食堂は落ち着いた木の温かみがある、親しみやすい現代の高校の学食みたいだったけど、ここは聖堂のような、白を基調とした大理石の床で、壁には厳かな調度品がかかっていた。


「ここは」


「生徒会や生徒会に関わる生徒のみ使用が許された場所ですわ。ミスティアさんとは落ち着いて話がしたいから、ここでと思って」


「生徒会専用……ですか……」


きゅんらぶにこんな部屋があっただろうか……？　ジェシー先生は生徒会関係者じゃないし、ほかの攻略対象生徒三人組も生徒会役員ではない。


この部屋についてゲームで関わっていなくても当然だ。でも置かれている凝った美術品やどう見ても食堂とはデザイン性の異なる、素人目に見ても画面映えする空間を見ていると不安感がぬぐえない。


「ミスティアさんはランチバッグを持ってきているとお伺いして、デザートなら一緒に食べることができると思いましたの。ここのシェフはとても優秀で、お気に召していただければ嬉しいのですけれど……」


ネイン先輩と窓際の席につく。先輩は嬉しそうに私にメニュー表を差し出した。そして手早く自分のお昼の注文をして、デザートは後で頼むからまた来てほしいと給仕に伝えていく。


「わたくし、前から貴女と話がしてみたいと思っていましたの。ですからこうしてお昼をご一緒できて嬉しいですわ」


「以前、どこかで……？」


「いいえ、ちょうど今から五年ほど前に、十歳前後の令嬢が集まるよう定められた公爵家の茶会がありましたでしょう？　それからひと月程経ったあたりの……子爵令嬢の茶会でお見掛けいたしましたの」


ネイン先輩の言葉に、五年前の茶会をひとつひとつ思い出していく。公爵家の茶会は行っていないから、たぶんノクター夫人が襲われる時期に開かれたのだろう。そのころは自分たちより上の爵位の茶会だろうが両親は断ってしまっていたし。そして茶会に出席するようになったのは、メロと出かけたあたりだから……。そう思い返していると、たしかに子爵令嬢の茶会に行ったような気はした。けれどネイン先輩と出会った記憶はない。


「良ければ、今度わたくしの開く茶会に招待させていただけませんか？　ネイン家は公爵家の補佐をする立ち回りの家ですから、公爵家の令嬢の方々にもぜひミスティアさんをわたくしからご紹介させていただけないかと思っておりますの」


「紹介……」


公爵家に、紹介。


ネイン先輩に公爵家の令嬢を紹介してもらい、その令嬢と仲良くなって、レイド・ノクターの婚約を破棄するよう圧力をかけてもらえば、彼と婚約を解消することができるかもしれない。


でも、投獄死罪にネイン先輩、そしてまだ見ぬ公爵家の令嬢を関わらせることになってしまうし、万が一のことを考えると危険だ。できない。


「えっと……」


「ミスティアさんに救ってもらったお話もしたいですし……そうだ。お兄様にお願いして、茶会ではなく観劇をするのはいかがでしょう？　お兄様の知り合いで劇の役者がおりますの、流行りのチケットもすぐに手に入りますわ」


ネイン先輩は焦ったように私を見た。なんだろう、もやもやした感じがするのは。あれこれ提供し、与えようとする彼女の挙動を注意深く観察して、私はある仕草に思い当たった。


……孤児院で、親に酷い目に遭わされた子供と、同じだ。


親を早くから亡くした子供のほかにも、孤児院では親に酷い目に遭わされてきた子供も保護をする。そういう子の約半数は、対価を払わなければ保護者になにかをしてもらえないと思っている。


親が幼い子供に食事や住む場所を与えるのは当たり前のことで、食べさせてやっている、住まわせてやっているなんていうことは絶対におかしくて、酷いことだ。


でもそういう目に遭った子供たちは、なにかを引き換えに得ることが当然だと感じてしまい、保護された後もこちらに見捨てられないよう、見限られないよう執拗に対価を提示してくる。


ネイン先輩も、そんなふうに見える。先輩は今、酷い目に遭わされているのではないだろうか……。お兄さんはいい人そうだし、妹を心配しているように見えた。でもあの瞬間本気で心配していても、次の瞬間人が変わったようになる可能性もある。


お父さんに相談することを考えていると、ネイン先輩は朗らかに笑った。


「きっとあの事故がなければ、こうしてお話をすることはできなかった。そう考えると感謝をしなければならないかもしれませんね」


ネイン先輩は当然のように話をしている。自分を襲った相手を許すだけではなく、感謝をしようとする。心が広いのかもしれないけれど、でも、どこか違う気がした。


「それは違うと思います」


「え……」


「ネイン先輩はあの事故で、酷い怪我を負いました。医者の話を聞きましたが、痕にならなかったのはただ運が良かっただけです。心も傷ついて、自分の身にふりかかるべきことだったと思いたくなるのも、無理はありません」


辛い思いをして、ただ自分が嫌な目に遭っただけで、マイナスになってしまったと思うことも辛い。でもきっとそんな事故がなくたって人と人は出会うものだし、悪いことがあったからこそいいことがあったなんて絶対にない。


一方的に遭わされた事故に、意味なんて持たせる必要なんてない。


「ネイン先輩の身に降りかかったのは一方的な、身勝手な思いで引き起こされた事故で、感謝なんてせず、怒っていいことだと私は思います。……感じ方は人それぞれ、ではありますが……」


でも、それは私の気持ちだ。勢い余って言ってしまったけれど、この言葉がネイン先輩の心を傷つけたかもしれない。


「ごめんなさい。あくまで私の意見で……、すみません。これも言い訳ですね」


「いえ……そんなことは」


先ほどまで饒舌じょうぜつに話をしていたネイン先輩がぼんやりとし始めた。駄目だ。完全に会話を誤った。


その後結局ネイン先輩はずっと心ここにあらずな様子で、私はどことなく気まずい空気を変えられないまま、一緒のお昼を終えたのだった。







異録　決壊する夢


ＳＩＤＥ：Ｅｒｉｃ






ミスティアが学園に入学したら、きっと彼女とたくさん会える。もっともっと近くにいける、そう思っていた。学園に入学すれば侍女との時間は減り僕との時間が増える。彼女の一番になるのはきっと僕になる。


でも、彼女が入学しても会える時間が増えることはなかった。邪魔者は増え、彼女との距離も離れるばかり。彼女が入学して、きっと明るく楽しい学園生活が訪れると思っていたのに、思い描いていた学園生活と、実際の生活はあまりに乖離かいりしていた。


たとえば、ミスティアの入学式。一緒に行こうと迎えに行ったのに彼女はいなかったし、追いかければ校舎に着いたところで邪魔が入った。


目の前で転びそうになる新入生を反射的に抱き留めると、そこをミスティアに見られてしまい、一瞬嫉妬しっとしてくれないかなと思ったけど、彼女はほかのことを考え、僕のことなんかまったく気にしていなくて、ぱっといなくなってしまった。


だから入学式が終わるのを待って、ミスティアの教室へ会いに行ったのに、教師がやってきて邪魔された。


教師は彼女を変な目で見ていて、二年生である僕が新入生である彼女と話していたからだとは思うけど気持ち悪い。


そして一緒に帰るために放課後彼女を待っていれば、数人の女子生徒が話しかけてきて、僕を囲んできたのだ。「かっこいい」だとか、くだらないことばっかり言ってきて、べったりして甘ったるい声から離れようとした隙に、レイド・ノクターに彼女を連れ去られてしまった。


ミスティアの入学式は一度しかないのに。彼女に「おめでとう」と言ってお祝いはあげたけど、それは一か月前で今日じゃない。


彼女の屋敷に行こうか迷ったけど、入学祝いで家族でどこかに行ったりしていそうだし、疲れているだろうと考えてやめた。


翌日も、ミスティアに会いに行くとレイド・ノクターに邪魔され、挙句「昨日助けてもらった……」なんて女子生徒が近づいてきて、ろくにミスティアと話ができなかった。


休み時間は、移動教室が多くてミスティアに会いに行けない。教室で僕の傍にいるのは彼女じゃなくて、どうでもいい人間ばかり。媚こびるような目も、求めてくる声も、全部、全部気持ち悪い。


ミスティアは午前授業で、放課後一緒に帰ることはできない。だけど彼女が帰宅する時間と昼休憩の時間は合うはずだと、昼の鐘が鳴ってすぐ彼女の教室に行った。でもすでに彼女は帰った後で、重い足取りで教室に戻ると、既に僕の席の周りは邪魔者で溢れていた。


二年になっても変わらない光景は、どんどん酷くなっていくばかりだ。


一緒に昼を食べようとか、昼を作ってきただとか。纏わりついてきて気持ち悪い。


「気分が悪い」と保健室に行こうとすれば、塊でついてこようとする。


ミスティアと話がしたい。彼女とずっと会えるなら、ずっと彼女以外と会えなくなっていいのに。彼女と街づくりをしていたころ、「悪い魔法使いは生贄いけにえを用いて儀式をするんだよ」と彼女が話していた。この邪魔者たちを生贄にして、彼女とずっと一緒にいられたらいいのに。そんなふうに思った。






ミスティアが入学して三日目の朝、隠れて彼女を待ち伏せしていると、僕と同じクラスの男、ヴィクター・ネインを見つけた。奴はあろうことか彼女を呼び出して、妹を助けてくれたことへのお礼を言っていた。


僕のいない間にミスティアが誰かを助けた。僕以外の人間を助けた。彼女はいいことをした。だけど彼女が僕以外の人間を助けたことが心底気に入らなかった。


ミスティアの屋敷と僕。そして邪魔で邪魔で仕方ないレイド・ノクターで構成されていた彼女の世界が、どんどん広がってきている。


今すぐミスティアを連れ去ってしまいたい。二人きりで、いつかみたいに真っ暗な部屋の中で一緒にいたい。そう考えていると、ヴィクター・ネインとミスティアの話は終わった。奴と別れたミスティアに会いに行き、僕は彼女を問い詰めた。


話の内容は、知っている。でも彼女が正直に話をしてくれるか知りたかった。


結果、ミスティアは僕にヴィクター・ネインと話をした内容を教えてくれることはなかったけど、終始彼女は善意と、僕に対して正直でありたい気持ちで揺れていて、僕で頭がいっぱいになっていて、可愛かった。


被害者がいる手前、話をすることができない。ミスティアならそう考えると思っていた。けれど、言えないと僕を切ってしまうのではなくて、僕のために苦しんで葛藤してくれた。嬉しい。苦しそうに言葉を紡つむぐ彼女が、かわいそうだとも思ったけど、満たされた。


でも、心配だとも思う。ミスティアは善意を持っているせいで人を助けてしまう。弱みに付け込んで、悪いことをしようと考えるやつが必ず出てくる。現にレイド・ノクターがそうだ。


僕がミスティアに心配していることを伝えても、彼女は全然違う解釈をするし。僕がちゃんと見てなきゃいけない。


それから次の日は、ミスティアをお昼に誘おうとして失敗した。でも最悪なのは、そのさらに次の日に起きた。






「エリクはミスティア・アーレンのことが好きなのかしら」


昼休憩の時に廊下を歩いていると、どこかねばついた気持ちの悪い声が空き教室から聞こえてきた。


慎重に音を立てないよう教室に近付き中の様子を窺うと、同じクラスの生徒や隣のクラスの生徒数人が、輪になって話をしていた。僕が一年生の教室へと行っていることと一緒に、ミスティアについてあれこれ勝手なことを言って、下品な笑い方をする。


孤児院に寄付をしているのは点数稼ぎだとか、ミスティアの両親が前は酷い人だったとか、彼女が聞けば嫌な気持ちになるようなことを平然と口にして、盛り上がっていた。


さらに、ミスティアの体育着に悪戯までしているらしい。泥をかけた、なんて言っているけれど、彼女からそんな話は聞いていない。でも、もし泥をかけられても彼女は、自分が追い詰められても言わないのだと、一人納得してしまった。


よく、ミスティアは僕に「皆と仲良くしてね」と言う。だから僕はほかの人間に纏わりつかれても我慢していたし笑っていた。けれど、ミスティアを悪く言う奴らと仲良くすることを彼女は望むのだろうか。頭の奥がぐらぐら煮えて、僕は空き教室の扉を力任せに開き、ミスティアの悪口を言っていた奴らの前に立った。


中でミスティアを笑っていた奴らは取り繕った笑みを浮かべ、僕の機嫌を取り始める。けれど、掴もうとした腕を振り払った僕を見て愕然とした。


「もういいよ。邪魔だよお前ら。ミスティアが言うから仲良くしてたけど、最初からお前らなんていらなかったんだよ」


駄目だ。もう。


僕の言葉に、ミスティアの悪口を言っていた奴らは反省どころか言い訳を始め「そんなつもりじゃない」だとか、「エリクのためを思って」なんて言い出して、僕は拳をぎゅっと握りしめ、そのまま壁に打ち付ける。


許せない。


今すぐ全員この場で切り刻んで、ぐちゃぐちゃにしてやりたい。僕のため、僕のため、僕のため僕のため僕のため。ミスティアを傷つけることが僕のため？


「もういい。俺の目の前から今すぐ消えろ」


自分でも驚くほど、冷たくて低い声が出た。ミスティアを傷つける邪魔者たちは、皆怯えた顔で空き教室を後にする。全員まとめて窓から落としていきたい。いつかミスティアと人形遊びでしたみたいに、磔はりつけにしてやりたい。でも実際やってしまったら、ミスティアは嫌がる。


悲しむし、きっと僕を怒る。そんなことは、きっと望んでくれはしない。


でも、今日であいつらに優しくするのはやめだ。


最初からどうでも良かった人間には変わりがない。ミスティアが心配すると思ったから優しくしていただけだったけど、彼女の優しさを受けるには、あいつらは汚すぎた。


僕の世界には、ミスティアだけで良かった。それ以外は邪魔者でしかなかった。どう仲良くしようとしても、ミスティアが理由になる。僕は結局、ミスティアだけが欲しいのだと、強く思い知っただけだった。


だから僕はミスティアの世界を優しくて綺麗なものにしようと、決めた。







    
  
  




安全な選択


校外学習当日。ほかのクラスがどこか緊張した面持ちで、はたまた楽しそうに山へと登っていくのを、私は死んだ目で眺める。


我が貴族学園のしおりから抜粋するに、校外学習は「自立性を高めよう」という教育方針の元、一学年の生徒は山登り……ビーナスレイに登る。


一旦学園に集まり、用意された馬車で山に向かい、後はバラバラに登山。頂上で点呼をしてクラスごとに昼食を食べて、最終的にクラスでまとまって下山という流れだ。


まぁ校外学習らしいというか、貴族らしさより現代的な雰囲気が漂っているこの行事は、きゅんらぶ、レイド・ノクタールート最初の山場である。ヒロイン対悪役令嬢の初戦だ。


このイベントにおいて、アリスはミスティアと同じ山行きの馬車に乗ることになってしまう。


運命の悪意を感じる巡り合わせだ。そこでミスティアは馬車で取り巻き四人を伴い、アリスを逃げられない状況に追い込んでから糾弾するのだ。


「貴女、レイド様と距離が近くないかしら？」


「お育ちが良くないの？　人のものが良く見えてしまうの？」


「お金に目が眩んでいらっしゃる、とか？」


「あら、その靴と鞄、平民の貴女には不釣り合いじゃない？」


そう言ってミスティアは、アリスの靴と鞄を取り上げようとする。


登山を目前にして相手の装備を奪い去るのだ。殺意の波動が強い。


そして山賊令嬢ミスティアから鞄と靴を奪われそうになったアリスは、「違うんです、レイド様とはただ楽しくお話しているだけです！　私はそんなつもりじゃありません！」と言い返しミスティアに歯向かう。


いや、言い返すというより、ただ鞄と靴の受け渡しを拒否しているだけなのだが、ミスティアは「私に歯向かった！」と解釈してしまう。


カッとなったミスティアがアリスの頬をビンタする手前で、馬車が停まり山に到着する。事態は収束したかのように思われた矢先、ビンタ不発で怒りに震えるミスティアは登山の最中、誰も見ていないのを見計らいアリスを思い切り、フルスイングで突き飛ばし谷から落とすのだ。


普通ならば、谷底にまで落ちる威力で。


しかしアリスは谷底には落ちず、落下地点から二メートルと半分くらいのところに落下する。ヒロイン補正での生還だ。


そうして、なんとかして自力で上がれないか模索している間に、レイド・ノクターが通りがかり、アリスを助け、一緒に頂上を目指すシナリオだ。


レイド・ノクターに助けられ彼に惹かれるアリス。アリスと会話し、飾らない態度や、素直な感性に惹かれはじめるレイド・ノクター。恋の序曲である。


一方ミスティアは完全なる傷害罪、殺人未遂だ。破滅への序曲。裁判ではもはや、犯行を行ったことに対してではなく、「殺意の有無」や「責任能力」が焦点にあたるレベルだ。


そして今日、なんとしてでもレイド・ノクターやアリスに関わらないと思っていたのに、学園の集合時、山に向かう馬車を前にして彼は当然のように「ミスティア、同じ馬車に乗ろうよ」と言い放った。


いつもならレイド・ノクターの圧力に屈してしまうが、今回は策を講じていた。「体調不良の生徒で埋まっていなければ、先生と同じ馬車がいいのですが……」と、前日ジェシー先生へ申し出ていたのである。


元はアリスと同乗しないよう考えた策で、レイド・ノクターから「同じ馬車に乗ろう」なんてまったく想定していなかったが、どのみち地獄除けとしては同じだ。


よって行きと帰りだけは安全が約束されている。今現在はクラス点呼も終わり、ぞろぞろと生徒たちは出発し始めていた。私はこのまま、最後尾をキープしながら登るだけでいい。簡単だ。


他人を突き落とすというシナリオがある都合上、私は下の位置に、できれば最も低い位置にいる方がいい。


でも、そろそろ私も出発しなければ。アリスは早々に一人で出発していったし、彼女が出発して少し後、レイド・ノクターは男子生徒たちと共に発った。もう二人が出発して随分経過しているし、今私の周りにいる生徒は数人程度だ。


そっと木陰から顔を出すと、突然ぐわっと私の顔を覗きこむように何者かの……いやクラウスの顔が横から出てきた。


「しけた面でなにしてんだお前？　死に場所でも探してんのか？」


常軌を逸したサポートキャラ、クラウスの登場だ。彼は驚く私の背中をばしばし叩き始める。


「ほら、お前の婚約者様もう登ってんぞ、早く追えよ？　なんなら俺が婚約者様のところまで背負ってやろうか？」


出発していく生徒たちを指すクラウス。そんな自ら死に場所に向かうようなことするかと考えながらはっとした。


婚約者ってなに？　レイド・ノクターのことを指している？　それどころかなんで婚約者がいることを知っている？


……もしかしたら、かまをかけているのかもしれない。危ないところだった。


「誰のことをおっしゃっているのか、よくわかりません」


「ごまかすなよ、俺とお前の仲なんだから……つうかなんだお前？　天下のレイド・ノクター様との婚約隠してえのか」


「すみません、なにを言ってるのかよくわからな……」


「それ以上つまんねえごまかししたら、ミスティア・アーレンとレイド・ノクターが婚約中って学園中に言いふらすぞ」


「……どうして知ってるんですか」


「教えるわけねぇだろうカス。それよりミスティア、最近つまらねえと思わねえ？　ちょっとでいーからさあ、引っ掻き回してくれよ。面白くしてくれよ」


「私は、平穏が一番だと思っていますので」


「だからその平穏を壊そうとする俺とは関わりたくない、って感じか？」


ものの見事に心象を言い当てられ驚愕する私を見て、クラウスはよりいっそう口角を上げた。


「じゃあさ、不敬ってことで親に言ってなんとかしてもらえば？　アーレン家なら、俺の家なんて簡単に潰せるだろ」


クラウスから笑顔が消える。なにを言っているんだ？　意味がわからない、「自分の家を潰せば？」なんて正気の考えじゃない。恐怖すら感じる。


「じ、自分がなにを言ってるかわかってるんですか？」


「ああ、どうせお前はできねえからな、なんとでも言えるわ」


クラウスは諦めたような、呆れた様な口調で溜息を吐く。実際そのとおりだ。返す言葉もない。


「……たしかにそのとおりなんでこっちはなんとも言えないです」


そう答えると、クラウスは俯き、肩を震わせ、やがて大声で笑いだした。


「ふ……ふはっ……ははは……あははははははははは！　肯定かよ！　なにか言い返せよ！」


目に涙まで浮かべている。大笑いだ。苦しいと言わんばかりに腹を抱えている。


「あはははは！　……はあ。でもお前は、度胸はあるくせに、一時的っつーか、そういうとこ、なんにも面白くねーな」


「はい？」


「せめてお前の考えとレイド・ノクターの考えが逆だったらなあ……。欲しいもん手に入れるためなら、なにしてもいい的な」


ん？　もしかして、レイド・ノクターが弟狂いであることを知っている……？　可能性は充分にある。ということは、私が、なにかに狂うというわけで……。


ゲームのミスティアか。


クラウスの娯楽の価値観は、彼女の凶悪性とおそらく噛み合っている。


「じゃ、俺は行くわ。頂上でお前が面白いことするの期待して待ってっから、さっさと登れよ」


クラウスは伸びをすると、山に向かってランニングペースで走り出した。完全に山をなめているようにしか見えない。しかし、彼は逃げ足も、それこそ追いかける足も速く持久力も高かった記憶がある。


私はクラウスとも会わないよう、彼の姿が完全に見えなくなるのを待って、ゆっくりと山を登り始めたのだった。






黙々と山を登って一時間。私は特にペースを乱すことなく山を登っていた。校外学習に選択される場所だからか、きちんと道は整えられており、山道というよりは延々と永遠に続いている。坂道に近い。


生い茂る木々の隙間から見える看板には、ここから頂上への距離が記されている。超要約すると「山の三分の二までもう少しだぞ、三分の二じゃない、三分の二までもう少しだぞ」と書かれていた。


よって今は三分の二くらい登ったのだろう。


今、アリスやレイド・ノクターはすでに頂上付近だろうか。うっかり遭遇してしまわないように前方に全神経を集中させながら山を登る。


私はおそらく、Ａクラスでも最下位の部類に入るだろう。


アリスはささっと出発していたし、レイド・ノクターは万能の人だから二人とも早々に頂上に到達して、今頃二人きりで会話をして、ぐっと距離が近付いているかもしれない。


前の方を見ても、誰の姿も見えない。遠くにうっすら人らしきものが見えているだけだ。Ａクラスだけではなく、学年最下位かもしれない。


「ミスティア」


振り返ると、ジェシー先生がいた。


先生だから困っている生徒がいないようゆっくり登っているのかもしれない。そうなると私はやっぱり最も山頂から遠い生徒では……。


「先生。お疲れ様です」


「おー……つうかお前どうした。怪我でもしたか」


「いえ。元気です。ゆっくり歩いていたら大分みんなと離れてしまって……」


「そうか。ならいい。俺は迷ったりしてる生徒がいないか最後の確認として登ってるんだが……最後はお前だったみたいだな」


ふっとジェシー先生は砕けた調子で笑う。やっぱり最後尾確定だ。それにしても先生が相手なら攻略対象といえど事件は起きないだろうし、安心だ。


「もし良かったらですけど、先生と登りたいのですが……」


「お前馬車も同じがいいって言ってたな。山、そんなに不安か？」


「あんまり慣れなくて」


「はは。自分より図体が何倍も大きな馬に登ってたのにか？」


たしかに先生に馬を習っていた時、私はかなり大きな馬に乗っていた。今でも身体が鈍らないように屋敷の馬に乗るけど、当時とは身長も違う。高所恐怖症だったら、間違いなく訓練に支障をきたしていただろう。


しばらくジェシー先生と他愛もない会話をしながら登っていると、先生が突然「あー……そういえば、だな」と、どこか迷いを見せながら口を開いた。


「女神の山には、伝説があるらしいな」


「伝説？　どんな感じなんですか？」


「頂上で、願いながら山を見下ろせば夢が叶うとか、夜に星を見れば結ばれるだとか……登る人間が大勢いる分、好き勝手言われるんだろう」


「夢……」


となると、虹は晴れた日だし、夜星が見えているのも晴れた日。願いが叶うかは天気次第なのか。思えば雨の日の伝説とか、あんまりない気がする。


……今私が願うとしたら、間違いなく投獄死罪が回避できますように、だ。レイド・ノクターやエリクの狂いの補正も願いたいけど、願いは一つだけ、というのが多いし、投獄死罪回避が確定できれば、捨て身じゃない大胆な立ち回りが可能になる。


家族、使用人の幸せと、レイド・ノクターとエリクの更生は必須事項だ。


「お前は叶えたい願い、あるか」


「あります、でも、絶対叶えなきゃいけない願いでもあります」


「そうか……」


ジェシー先生は頷き、周囲を確認した。本当に先生がいてくれて良かった。私は登り始めた時にはまったくなかった安心を感じながら、頂上に向かい歩みを進めたのだった。






頂上に到着すると、ジェシー先生は「教師同士の打ち合わせがある」と行ってしまった。さすがに「お昼も一緒がいい」と我儘は言えない。


先生を見送った私は、せめてアリスたちのいる自分のクラスの人間が集う位置よりも低いところへ、ゲームシナリオのように人を突き落とすことが決してできない場所に行こうとして──、


「ミスティア。お昼、一緒に食べよう」


レイド・ノクターに指を掴まれた。


視覚から突如カットインしてきたため、反応に遅れてしまった。


完全に中指から小指のあたりを掴まれている。五本指のうち三本だ。離してもらおうと抵抗しても、びくともしない。


「え、いや私は、ほら、あの、食事は一人で食べる派なので」


「ネイン先輩に声をかけられていなかったっけ？　妹さんのほうの」


「最高上限は二名でして、でもレイド様は、学級長ですし、皆様と食べられたほうがよろしいかと……」


「僕と二人だけど、食べるの、嫌？」


レイド・ノクターの豪速球の問いかけが直撃する。いつも彼は全速力の投球をしてくる。挙句地獄の二択。答えられる訳がない。


「行きます……」


「うん、行こうね」


まずい。後ろを取られた。さりげなく鞄まで掴まれている。おそらく彼は、クラスの統率を強固なものにしようとしているのだろう。クラスの皆でとか、団結を強いるスタイル、本当にやめてほしい。あれ、でも二人って言って……？


クラスの皆が集まる場所に向かうと、揃えたように周囲は私を見て驚いた顔をした。


レイド・ノクターが一歩前に出て、木陰の方で食べようと指示をし、大きな木の下を指す。ただ立ち止まっていたクラスメイトたちは、どんどん彼の示した方向へ向かっていた。


私はクラスメイトからほんの少し離れつつ、隅の方で布を広げると木陰の影がより暗くなった。


想像がつく。絶対レイド・ノクターだ。最近悲しいことに、足音でわかるようになってきた。


「どうも」


先手をうち振り返ると、彼は少し驚いたような顔をした。が、すぐに穏やかな笑みを浮かべ私の隣に布を広げ始めた。


クラスメイトたちの集団から離れた場所を選んだことが完全に仇あだとなってしまった。あたかも二人きりの空間ができてしまっている。


ちらりと横目で見ると、レイド・ノクターの紺の敷布には草木の刺繍ししゅうがあった。色鮮やかな寒色系で統一されている。


「綺麗な刺繍ですね」


「そうかな」


「はい。こことか、こんなに細かく影がついてて、色の配色とかも鮮やかで、時間かかったんだろうなって思います」


「ああ、母の刺繍なんだ。いつも家族で使うんだけど、借りてきたんだ」


「ノクター夫人が……」


すごいなあ、と眺めていると、レイド・ノクターが私の敷布の上に置いた鞄を自分の敷布に移動し始めた。


「え、な、なにしてるんですか？」


「一緒に食べようって言ってたよね？　荷物、僕のところに置いていいよ」


「いや、いいですよ、せっかくの家族の愛がつまった布なんですから、ご家族で仲良く」


「君はいずれノクターになるんだよ、まあ僕がアーレンに入ってもいいけど」


怖い。ザルドくんにスムーズにノクターを継がせるための計画を、ここまで大々的に表明してくるとは。


計画まで隠さなくなってきたし、本当にそろそろアリスになんとかしてもらわないとまずい。殺されるかもしれない。


「座りなよ、食べる時間減るよ？」


レイド・ノクターに促されるまま、ノクター夫人の敷布に座る。もう、なるべく早く食べて撤退しようと考え、自分の敷布を畳んで鞄にしまいランチボックスを取り出した。


「入学してから食事を一緒にとるのは、はじめてだね」


「そうですね」


「ミスティア、いつも忙しそうだから」


「ええ、まだ慣れなくて」


「じゃあ、慣れたら一緒に食べれるのかな？」


「そうなるんですかね……」


「なるよ。いつだろうね。なるべく早いうちがいいな」


レイド・ノクターはランチボックスを取り出し、包みを外した。彼と校内で一緒に食事なんて死の匂いしかしない。


一生不馴れでいようと誓いながらランチボックスの蓋を開けると、料理長お手製のサンドイッチが現れる。ボックスには仕切りが取り付けられ果物が添えられており、ハートや星型に切り抜かれていて、食べやすいように小ぶりのピックが刺さっていた。


ありがとう料理長、美味おいしく食べます。帰ったらお礼を言おうと心に誓っていると、レイド・ノクターが私のお弁当を見る。


「アーレン家の料理長が作ったの？」


「はい。手先がものすごく器用なんですよ……！　前に実際に切っているところを見てたんですけど、動きもすごく速くて」


「そういえばアーレン家の料理人って見たことないな。どんな感じの人なの？」


「いい人ですよ。新作ができるといつも報告してくれて」


この間も、執事経由で料理長は新作のケーキを届けてくれた。ケーキのネーミングセンスが独特で、「思いあまったケーキ」「ずっと食べてほしいプリン」「イッソコ・デタルト」など多岐に渡り、楽しい。


「そうなんだ、食事は全部その人が？」


「はい、本当はもっとたくさん人を雇って、休んでほしいと思っているんですけど耐えられないって、なにか、ほかに人が来ると、自分が辞めなきゃって不安に思うらしくて」


「ふうん……」


サンドイッチを一口食べ、ふと気づく。レイド・ノクターは、なぜアリスと食べないのだろうか。


どうして、アリスを昼に誘わないんだ。頂上でお弁当とか、結構いいシチュエーションのはずなのに。彼女の姿を探せば、ぎりぎり声が聞こえるくらいの場所で手を合わせていた。「いただきます」と命に感謝している。


レイド・ノクターとアリスの親密度がまだ低いから二人は一緒に食事をしない……？


きゅんらぶは、本編終了の三月の好感度の状況によって、三つのエンディングに分岐する。


たとえば、レイド・ノクタールートの場合。ハッピーエンドでは彼がヒロインに告白し結婚。ノーマルエンドではヒロインに告白することなく来年期待エンド。バッドエンドではミスティアと結婚しヒロインとは結ばれない。


そして結末が異なる三エンディングの中で唯一共通しているのが、ミスティア・アーレンの投獄……そして死罪である。親密度によって発生イベントが無くなるなんてことは無かったはずだが、普通に考えて親しくない人間と食事を摂ろうとは思わない。レイド・ノクターが私を誘うのはクラスの統率を図るためや幼少からの知人だからだろうけど。


黙々と食事をしていると、彼は前方を見据えた。


「そういえば、クラスの皆と彼女は和解したみたいだよ」


「和解？」


「アリス・ハーツパール嬢」


紡がれた名前に、眩暈がした。私はレイド・ノクターと彼女の話はしたくない。ゲームで彼がその名を口にするたびにミスティアが「そんな女の名前を口にしないで！」と言っていた。気持ちのベクトルは違うまでも、同じくらい口にしないでほしかった。


怖いから。とても。


「クラスで君が庇ったと聞いた」


「そうなるんですかね……」


「まさか平民の子が学園に入学してくるなんて、驚いたな」


庇った。いい印象を抱かれる言葉だろうけど、実際にしたのはヒーローのように悪からアリスを救ったというより、権力をちらつかせクラスメイトを脅迫しただけだ。曖昧に頷いていると彼はじっと私を見つめた。


「特別とはいえど、素性を紙に書かれ配られる生徒だ。彼女と接するときは気をつけたほうがいいと思う」


レイド・ノクターの目は真剣だ。こちらを見つめ、そしてアリスへと視線を向け「恨みを買っているかもしれないし、ね」と呟く。


「君の交友関係に口を出したいわけではないんだ。ただ付き合う相手は選んでほしい。やはり僕たちと彼女では、住む世界が違う。僕たちが当たり前のように与えられる装飾品は、彼女だけじゃなく彼女の家族まで不自由なく暮らせるくらい価値があり、そのくらい彼女とは、暮らしの差があるんだよ」


「えっと……」


「君はほら、使用人に対しても分け隔てるような振る舞いをしないから……。それを責めているわけではないけれど、彼らは少なくとも君より年上で社会を知っている。でも、彼女は同じ年頃だ。もしかしたら、もっと夢見がちの可能性もある」


アリスと付き合うなと言いたいのだろうけれど、こんなことゲームでは絶対言わない気がする。


これも弟狂いの影響だろうか。ちょうどいい婿むこ養子縁組先であるアーレン家になんらかの問題が発生してはいけないと、彼は慎重になってしまっている……？　だからアリスとのイベントが進展しない……？


「まぁ、庇ったことであっちからお礼を言ってくるかもしれないけどね……。無視しろとまでは言わないから。僕も気を付けておくけどさ……」


「はい……」


アリスを警戒するレイド・ノクター。明らかに、ヒロインを見る目ではないし、もっといえばイベントが進む気配もない。私は危機感を覚えながら、ヒロイン不在の中、彼の隣で弁当を食べていたのだった。






「……はあ」


私はレイド・ノクターと食事を終えると、ノクター夫人の刺繍を傷つけないよう敷布を畳むなど撤収作業を手伝い、お手洗いに行くと言って速やかに撤退した。彼は渋っていたけれど、「本当にトイレ行くの？」とまでは、当然聞かない。紳士だし、常識人だからだ。弟に狂っているとはいえ。


よって私は今、頂上の手洗い小屋の個室にてなにをするでもなく座っている。


本当なら景色のいいベンチで座ってぼーっとしたり、今後について考えたかったけれど、レイド・ノクターが「皆でちょっとした遊びでもしようか」などと言い出したため、トイレから出られなくなった。


一瞬どこか木陰にでも身を隠そうと思ったけれど、見つかった時がまずい。「ちょっとした遊び」なんて可能性が未知数すぎて危険すぎる。鬼ごっこでもして、アリスが目の前に現れたら死ぬ。


今日は最悪、山頂での休憩時間はすべてトイレに籠ることも視野に入れていると、なにやら複数名の女子生徒の声が聞こえてきた。


さすがになにもしないのに個室をひとつ圧迫するのはよくない。手洗いをしてトイレを後にし、絶対安全地帯に向かうべくジェシー先生を探していると「待て」と後ろから声がかかった。


厳しい顔をしたロベルト・ワイズが、苦々しい顔つきでこちらに向かってくる。


「ハーツパール嬢の素性を暴露した紙をクラスの人間の机に入れたのは君だろう」


彼は私を睨みつけ、冷たい声で言い放った。私は突然のことに頭が真っ白になりながらも首を横に振る。


「……そんなことしていません」


「あの紙は、君の机にだけ入れられていなかったようだった。さらに君は朝会った時、黒板にハーツパール嬢の素性を暴露する書き込みを消していた。本当は人知れず黒板に書いておくつもりが、俺が来たから、慌てて消したんだろう！」


「ち、違います！」


「君は努力家で、聡明な人間だと思っていた。でも、成績だって教師にいい顔をして不正に得ているのだろう？」


「いや、私は普通に家庭教師は庭師と侍女で」


「嘘なんて聞きたくない。俺は君がシーク先生と一緒にいるところを見た。一緒に昼を食べていただろう」


そう言われてはっとした。たしかに入学してすぐ私はジェシー先生と一緒にお昼を食べた。でもそれだけで不正に成績を上げてもらっている、というのは判断としておかしいものがある。


現に学園内で生徒と教師が昼を一緒に食べることは一般的ときゅんらぶで描かれていたし、実際空き教室で生徒と教師がお昼を食べ、みっちり補習までされているところを何度も見た。そのせいで使える空き教室がなくなり、何度か校庭で食事をしている。


「君は庭師や侍女に勉強を教わっていると聞いたが、あれも本当は俺を馬鹿にしていたんだな。挙句の果てに、俺が君に付き纏っているだと……冗談じゃない。君みたいな女は……！」


「なにかワイズさんは誤解しています、私は……！」


弁解しようとすると、言葉を紡ぐ前になにかが私の横を通った。


「彼女を侮辱するのはやめてくれないか」


声の主……レイド・ノクターが、私の前に立つ。ゆったり話しているが、その声には明確な怒りと冷たさを感じた。


脳がレイド・ノクターの存在を認識した瞬間、すっと頭が冷えていく。


私は悪いことをしていない……はずだけど、なんとなくまずい気がして慌てて私はレイド・ノクターに声をかけた。


「れ、レイド様、これ、違うんですよ、誤解しています。ちょっと待ってくださいあのですね、とにかく違うんですよ、侮辱とかじゃないんです、全然違くて」


「ミスティアは彼を庇いたいのかもしれないけど、学級長としても今の発言は見逃せないからね」


「ノクター、君には関係ないだろう！」


ロベルト・ワイズがレイド・ノクターまで睨み付け始めた。二人がいがみ合うなんて、ゲームにはない。特に双方が関わるイベントはなかったけど、レイド・ノクターがアリスに対してよく思っていない今、私がアリスに意地悪する以外、ゲームと異なることは少しでも起こしたくない。


「あの、レイド様、誤解で……」


「話をすり替えないでくれないかな？　僕は、一方的に相手を侮辱するなんて、ワイズ家の当主になるものとして恥ずかしくないのかと、君に言っているんだよ」


「くっ……！」


穏やかにレイド・ノクターは話す。対してロベルト・ワイズは憎々しげに顔を歪め押し黙った。


ワイズ家の立派な当主を目指しているロベルト・ワイズにとって十分すぎる精神攻撃だ。二人の間に溝ができてしまう。


「待ってください、レイド様。私は侮辱なんて……」


「それに、関係ならあるんだよ。僕とミスティアは昔から家同士の繋がりが深い。彼女の両親から、学園で悪いことがないよう頼まれている。今年……それも今月に出会った君よりもずっと関係があるんだよ」


レイド・ノクターの言葉に、ロベルト・ワイズは大きく目を見開いた。ぐっとこちらを睨みつけ、皮肉めいた笑みを浮かべる。


「なんだそういうことか。教師や先輩に飽き足らず、ノクターまでも君の虜とりこというわけか。アーレン家の令嬢は、男を誑たらし込むのが随分と上手いらしい」


「それは、アーレン、ノクター両家に対する侮辱と捉えていいのかな？　裁判になれば、君の家は負け、路頭に迷うことになるよ？　妹さん含めて」


「……っもういい、君たちに割く時間はない」


ロベルト・ワイズは顔を歪め、後ずさりをして足早に立ち去っていった。その背中を呆然としながら見つめた後、レイド・ノクターに振り返る。


彼はなぜか「ごめんね」と私に謝ってきた。


「え……、な、なぜ……？」


「助けに入ることが遅くなってしまったから」


「ああ、いえ。こちらこそありがとうございます」


私がお礼を言うと、レイド・ノクターは首を横に振って、ロベルト・ワイズの去っていった方向を見つめる。


「彼、いったいなんなんだろうね。あんなに感情的になるなんて。もう近付かないほうがいいよ」


ロベルト・ワイズ。彼はミスティアを嫌っている。だから正しい反応だけど、どうしてこうも突然攻撃的な反応を示し始めたのだろうか。


私が知らないうちになにかしてしまった……？


ゲームの強制力のようなものが原因だとするならば、なぜレイド・ノクターは私とお昼を食べようとするんだ……？


隣に立つ彼の姿を見ても、その青い瞳はどこか昏くらく、真意は掴めない。私は声をかけることもできないまま、ただその場に立ち尽くしていた。






校外学習から一夜明け、穏やかな日常……いや平常授業が戻ってきた。


瞼まぶたが重いのは、今が四時間目だからだろうか、それとも前日の疲労が残っているからか。それとも、地学の授業によるものか。


首が勝手に前へ倒れそうになるのを必死で耐えると、揺れるカーテンが視界を遮る。乳白色のカーテンを背景にして淡々と教科書を読み上げるレイド・ノクターの声すら、子守歌に感じた。


お昼を食べたら仮眠をとろうと考えていると鐘が鳴った。


地学教師が教室から退出するのを見計らい、ランチボックスの包み片手に弾丸の如く飛び出す。


まだ昼休憩になってすぐということもあり、廊下に人気はない。滑り込むように別棟へ避難し、空いている教室がないか物色していく。


思い出してないイベントがあるかもしれないのだから、学園の中、特に廊下は気が抜けない。


しかし、いつも通り空き教室の扉を開こうとしても、鍵がかけられ開かなかった。


隣の教室の扉も固く閉ざされている。


たいてい、別棟の教室半分は解錠されており、自由に出入りできる。


防犯の観点から疑問が出されそうなものだけど、貴族の学園ということで、校門、校舎入り口などには守衛さんが過不足なく均一に配置され、外の守りは固められている。


だからか、学内の教室は自由に出入りできたはずなのに、開かない。


さっきから、ひとつひとつ空いてる教室を確認しているけれど、どれも開いていない。


ここは二階だから、大人しく上るか下るかして、階を移動するのが妥当かもしれない。三階は渡り廊下から教室へ簡単に移動できる階層で、危険地帯だ。


「ミスティアさん？」


「アリーさん」


声のほうへ視線を向けると、アリーさんが廊下の端から工具箱を持ってこちらにやってくるところだった。


「どうしました？　こんなところで？」


錆びついた工具箱が、がしゃんとアリーさんの動作に倣い音を立てる。


まさか、避難してきましたとも言えない。言葉に詰まっていると、彼は俯いた。


どうやら私の手元に視線を向けているようだ。


「あれ、それ、お昼……ですよね？」


「はい。いつも空き教室でお昼を食べているのですが、今日は開いていなくて……今一階に降りようとしていたところで」


私の言葉に、アリーさんは「あっ」と声をあげた。


「今日はたしか教室があまり使われない日なので、放課後まではどこも開いてないと思います。良ければ用務員室で一緒に食べませんか？」


「え？」


「紅茶、出せますし……嫌じゃないなら、ですけど……」


「いいんですか？　お邪魔になったり……」


「いえ!!　大丈夫です！　むしろ、ミスティアさんが嫌じゃなければ僕は大歓迎というか……！　あああ、変な意味じゃないですよ!!　その、いつも僕一人で……!!」


アリーさんの声色に不安が滲む。また彼は誤解しているのだろう。用務員室で食べることは私にとってありがたいことだ。私は安心してもらえるよう「大丈夫です」と頷く。


「では、お言葉に甘えて……よろしくお願いします」


「はい！　とっても嬉しいです!!」


アリーさんが嬉々として笑う。


そうはっきりと認識できたのは、一瞬だけ前髪の隙間からその色が覗いたからだ。


窓の光を受けるアリーさんの瞳は、とても優しい向日葵色をしていた。






アリーさんとお昼を過ごした私は、予鈴の鐘を聞きながら教室へと戻った。


いつもどおり席に着こうとすると、黒板に記された異様な四角形の群れに気づく。


座席の見取り図のような、まるで今から席替えをするとでもいうかのような書き込みだ。


教卓には、先生ではなくレイド・ノクターが立っており、彼はいかにも『くじ引き』にうってつけな箱を持っていた。中央には金縁で飾られた手を突っ込むための穴まである。


……え、なにこれ、席替えでもするの？


呆然と立ち尽くしていると、彼がこちらにやってきた。


「ああ、ミスティア、おかえり」


「どうも……、あの、これはいったい」


「席替えだよ、五限目の数学が国語に変更になって、シーク先生の授業だから席替えになったんだ」


は？　意味がわからない。


数学が国語に変更になるのは理解できる。よくある時間割変更だ。しかしなぜそこで席替えに直結する？


しかしレイド・ノクターは満面の笑みを浮かべるばかりだ。


「そろそろ皆、名前を覚えたころだろう？　席を替えて、新しい交流の輪を広げようってことで、昼休みの時に僕が提案したんだ」


学級長として、彼は正しい。座席を入れ替えて交流の輪を広げ、クラスの親睦を深めようという心意気。素晴らしい。学級長の鑑だ。しかしその行いは、私にとっては死を招く。地獄の片道切符の発券にほかならない。


現状今の席は最も安全な席である。即入室、即退室が可能な、廊下側最後列。遠く離れたレイド・ノクターとアリス。さらに二人はまとまってくれている。今が最も良い。ということは後は落ちるのみだ。


最悪の想像が鮮やかに脳内に上映される。


右にアリス、左にレイド・ノクター。逃げるのが困難な窓側、中央。前後でも死ぬ。斜めでも死ぬ。死のゲーム。デッドエンド。


「お疲れ様です……」


絶望を抱えながら着席すると同時に、レイド・ノクターは踵を返し、黒板の横で壁に背を預けるジェシー先生に箱を差し出した。


「先生、はじめに、僕の番号を引いておいてもらえませんか？」


「おう」


席替えはレイド・ノクター主導で行うらしい。学級長としてなのか、言い出しっぺだからかわからない。


先生はくじを引き後ろ手に持った。窓際の最前列から順番にレイド・ノクターがくじ箱を運ぶ。


その流れを見るに、私は最後に決定しているようだ。引く順番の権利すら与えられない。


いや、……逆に考えよう、完全なる神の采配だ……駄目だ神の采配は。信用できない。今までいろいろ酷い目に遭わされているし、特に留学書類の神隠しについては恨みしかない。


「はい、引きなよ。ミスティア」


レイド・ノクターが私に箱を差し出す。引きなよと言われても、もう一つしか残っていない。だというのに「引きなよ」とはいったい。


そう思いながら箱からくじを引き抜く。私にふられた数字は……四番だった。


「僕が数字をふっていくけど、気に入らない席だったら、ごめん」


黒板の前に立ったレイド・ノクターは、チョークを手に取り困ったように笑う。教室はわっと和やかな空気になり、各々笑みを浮かべた。


「いや、俺がする、ほら、お前のくじ」


先生が、レイド・ノクターの手からチョークを取りくじを渡した。レイド・ノクターは驚きながらも「ありがとうございます、先生」と着席する。


「お前ら悪い席になってもやっぱり無し、は無しだからな」


先生が、黒板に番号をふっていく。


クラスはなかなか奇妙な雰囲気に包まれている。ここにいるのはほぼ貴族。良い席でも「やったあ！」と暴れるようなことはしないし、悪い席でも「やだあ！」と暴れるようなこともしない。


私は場合によっては心の中で暴れるけれど。


やがて黒板に書かれた座席にすべての番号が埋められた時、私は時が止まったような感覚に陥っていた。


……奇跡だ。奇跡が起きた。私の新しい席は、今と同じ席だ。座席が変わっていない。


最後尾最端廊下側。奇跡の無移動。やった！　この即時撤退可能な席が確定しているなら、少なからず安心である。神は私に味方したのだ。ごめんなさい神様、私あなたのこと誤解していました。人に致死量の試練を与える無邪気な鬼畜だと思っていました。


「ほら、授業も残ってる。さっさと移動しろ」


先生の言葉で、ぞろぞろと動き出す。レイド・ノクターは自分の鞄を持って前の方へ移動していった。窓際最前列の座席だ。すごい、これはいける！　最高の席替えだ。レイド・ノクターはこれで後ろの扉を使用することはほぼない！　はじめレイド・ノクターが席替えを提案した時は、絶望し、呪詛じゅそすら送りかけたが訂正する。ありがとうレイド・ノクター！　この席替え最高です！　最高！


喜びに震えていると、隣の席に人が立った。ゲームではミスティアの取り巻き、今は普通に学園生活を謳歌おうかしている生徒だ。席替え前の状態でも、彼女とは席が近かった。安心、安全、完璧な周囲環境だ。嬉しくて内心狂い踊っているのを悟られないよう、机をじっと眺める。「移動し忘れているやつ」だと思われても別に構わない。だってここは私の席で間違いないのだ。くじだってこの手にある。ああ、最高だ。


「……これで荷物は、全部だいじょうぶ……。忘れ物も、ない……」


横から聴こえてくる声に違和感を覚えた。あれ、彼女の声、なにか違くないだろうか……？　この声、爽やかで甘いし、教室であまり聞かないようにしていた彼女の──、


「あのっ、ミスティアさまっ、こっ……れからよろしくお願いしますっ！」


声をかけられ、振り返った私は彼女の姿に釘付けになった。なぜなら私の隣に座ったのは、桃色の乙女。アリス・ハーツパールであったからだ。







    
  
  




異録　未来への挨拶


ＳＩＤＥ：Ｊｅｙ






馬車に乗り、家庭訪問としてミスティアの屋敷に向かう。


生徒の屋敷へ訪問するのだから、屋敷訪問だろと思うが先輩教師が言うには家庭訪問らしい。


家の様子を見て問題があるか判断したり、学園での様子を保護者に伝える教師としての大事な仕事だ。


だがそれは、あっさり終わった。元々俺のクラスには問題児や王族みてえな生徒はいねーし、成績が酷いやつもいねえ。


学内唯一の平民生徒、アリス・ハーツパールの家は貴族と比べてしまえば貧しさはあるものの、しっかりと健康的な生活をしている。両親との仲も良好で安心した。


車窓を眺めれば、アーレンの屋敷に近いところまで来ていることに気づく。よく見ていた景色だ。


だが、ミスティアの屋敷の中に入ったことは今までで一度たりともない。誕生日パーティーは秘密の関係である以上出席は無理。屋敷での逢引は、関係が暴かれる可能性を考えて今までできなかった。


今日はいい印象を残して、将来俺が挨拶に来た時、「こいつなら娘を任せてもいい」と思われるようにしねえとな。


手土産のひとつでも持っていきたかったが、今回は娘の恋人ではなく生徒の担任教師として屋敷に入る手前、断念した。


アーレンの屋敷に到着し、馬車から降りて、ぐるりと辺りを見渡す。


ハンカチを返すために……毎日毎日この門の前を、向かいの通りから見つめていた。


まるで付き纏いみたいだったな、と懐かしみながら門番に名前を伝え、中へと通される。


茨を模した黒地の塀は、ほかの屋敷よりずっと高い位置まで屋敷を囲っていて、ミスティアを囚える檻に見えたこともあった。


だからか、屋敷の敷居を跨またいだ時、感慨深いような、歓喜の衝動が沸き起こった。ああ、俺はここまで来たんだと、教師としてで、恋人としてじゃねえけど。


遠くないうちに俺は、ここをミスティアの恋人として跨ぐ。


アーレンの屋敷に入ると、ここでミスティアは生活しているのだと考え、普段なら関心すら持たない調度品の類が愛おしく思えるから不思議だ。


執事に客間へと通されると、そこには伯爵と夫人……ミスティアの父親と母親……俺の未来の家族がいた。


挨拶もそこそこに、座るよう促され深紅のソファに腰かける。


伯爵は神妙な面持ちで口を開いた。


「あの、先生、どうですか、ミスティアは……学園で、いじめられたりしていませんか……？」


そんな奴いたら殺してます。


なんて言えるわけがねえ。ミスティアの様子は教師としても、恋人としても注意深く見ている。思い返しても苛められている様子はない。あいつはクラスの人間に自分から距離を取り、クラスの奴らはそれを見てどうしたらいいかわからないといった様子だ。


きっとミスティアは、誰と仲良くするか、相手の本質を見極めようとしているとばかり思っていたが、あいつを苦しめ、両親を不安にさせる出来事でもあったのだろうか。


「そういったことはありませんが……なにか気になることが？」


「いえ……、あの子は、本当に優しい子で、人に気を使って行動できる子なのですが、気難しいところがあると言いましょうか、人と積極的に関わろうとしない子なので……」


伯爵は目を伏せる。


ミスティアは優しい。そして気遣いができる、本当によくできた恋人だ。俺なんかにはもったいないくらいの、恋人。


俺との将来を考えて育児本を読んだり、将来を見据えた行動がとれる聡明さもあって、度胸もある。その魅力は人を惹きつけるし、その分妬まれることもあるだろう。クラスの奴らはあいつを羨望の眼差しで見ているだけだと思ったが、今まで嫌な目にも遭ったことがあるのかもしれねえ。


それに思えば、エリク・ハイムや、レイド・ノクターなどクソガキ二匹に困らされているところならよく見た。その後ミスティアは疲れた顔をしている。まだまだ子供でも、ミスティアは奴らに比べれば大人だ。


伯爵はミスティアのそういう様子を見て、いじめがあると思って心配したのか。


「あの」


口を開くと伯爵が一瞬たじろいだ。いけねえ、気張ったせいで目つきが悪くなっちまった。


「あの、ミスティアさんは、俺がしっかり見ています。今までも、これからも。ミスティアさんがいじめに遭う、なんてことがある前に、俺が絶対に、必ず、必ず対処します、俺がミスティアさんを守ります。ですから、どうか安心してください」


教師として、一人の男として、恋人として、そして、旦那として。


学園でも、学園を卒業しても、ずっと、永遠に。


「それに、ミスティアさんの優しく気遣いのできる人柄を、周囲の生徒も理解していますよ。ミスティアさんと仲良くなりたい、と考え慕したう生徒も多いです、私自身、彼女はとても素晴らしい…………生徒だと思っています」


そう、最近ミスティアは生徒の話題に上るようになったのだ。


道を教えてもらっただとか、荷物を運ぶのを手伝ってもらった、体調を崩していると保健室に付き添ってくれたなど、男女問わず。そしてミスティアになにかしてもらった人間は、改めてお礼を伝えたいと思っても、ミスティアは休み時間はすぐに教室から立ち去り、教室への滞在時間が極端に少ないため、どうお礼を伝えればいいのかわからないという相談をすでに数件受けている。


相手は生徒といえど、男には、邪よこしまな目で見て手でも出してみろ、ぶっ飛ばすぞと思うし、ミスティアの良いところは俺だけ知っていればいいと思う。しかし、ミスティアが褒められる嬉しさもたしかにある。


「娘が……」


伯爵は目を見開いた。ミスティアはあまり自分の話をしない方だ。俺のこともあるし、あまり学園生活について親に話をしていなかったのだろう。


ミスティアは人助けをすることを当然と捉えている節があるし。俺もミスティアになにかしてもらった奴らから相談されるまで知らなかった。本当に、性格が良すぎるというか、損をしやすい性格なのか。俺がちゃんと見てやらないと……なんて考えていれば、伯爵と夫人が俺の手を取った。


「先生、どうか、どうか娘をよろしくお願いします……！」


二人は感極まったように俺に懇願する。


あ、これ、駄目だ。とうとうミスティアを嫁に貰える時が来たのだと、うっかり勘違いしそうになっちまう。落ち着け俺、これは、家庭訪問。まだ俺は挨拶に来ていない。教師として、家庭訪問に来たんだ。


……よし、落ち着いてきた。


「はい!!　もちろんです！　俺が、責任を持ってしっかり娘さんを、ミスティアさんをお預かりします……！」


そして、一生幸せにします。だから安心してください、お義父さん、お義母さん。


俺は二人の目をしっかり見て、力強く頷いたのだった。







    
  
  








それからしばらくして、校外学習が行われた。


そこで驚くことにミスティアは、山へ向かう馬車は俺と一緒が良いとお願いしてきたのだ。なんて可愛いお願いだろうか。「体調不良の生徒で埋まっていなければ」と前置きしてのお願いが、なんともミスティアらしい。本当に可愛い。


隣のクラスの担任も同乗していたため、会話もできなかったが五回も目を合わせてきて、柄にもなくときめいた。


あいつは登る時も俺にくっついてきたし、わざわざ一番遅く歩いて俺を待っていた。手はつなげないものの、無意識なのか歩くたびにちょっとずつ近づいてきて、服の裾が当たることも多かった。周りに人がいれば俺がさりげなく避けて調整し、気づかれないようにするけど、これくらいはいいかと二人で並んで山を登った。


そして、しばらく他愛もない話をして歩いていた時だ。ミスティアになんとなく山の伝説の話をしていると、愛の告白をされた。


願いがないのかと俺が尋ねた時、「あります、でも、絶対叶えなきゃいけない願いでもあります」と、俺の目を見てミスティアがはっきり伝えてきたのだ。


ミスティアに告白されたのはあいつが十歳の秋で、以降気持ちを伝えあうことはなんとなく避けていた節があった。手紙もお互いの屋敷の人間が見る可能性があるし、誰が聞いているかもわからないからだ。


でも、俺の恋人……いや嫁は本当にすごい。山という二人きりの状況下の中、まっすぐ愛を伝えてくれた。


勇ましさすら感じさせる。毎日毎日惚れさせ続けて、人間の死因に惚れ死があるとしたら俺は毎日死んでいるし、ミスティアは毎日俺のことを殺している。


ミスティアになら殺されてもいい。いや、でもミスティアは置いていけねえ。それに俺が死んだら悲しませる。嫁を悲しませるなんて旦那として絶対しちゃいけねえことだ。


頂上に到着して、俺は打ち合わせに行ったからミスティアと昼を食えなかったが、さりげなく自然な流れで一緒に下山できるよう、あいつを呼び止めて自然な流れで一緒に下山してしまった。


俺の思惑なんて簡単にわかっているらしい。ミスティアは帰りの馬車でも俺に「ちょっと帰りも不安が……」と同乗を求めてきた。


俺の嫁、本当に世界一可愛い。


俺は浮かれていた、だから、ギリギリまで気づけなかったのだ。クソガキの魔の手が、ミスティアのすぐそばまで迫っていることに。






「入学して結構経ちますし、席替えをしたいと思うんです」


昼、授業変更の告知をするために教室に向かうと、学級長であるレイド・ノクターがそう言ってきた。特に断る理由もなく承諾し、昼休憩を終えた授業は席替えに決まった。


別に、席替えはいつかしようと思っていたし、今でも構わない。


レイド・ノクターの自由にさせていると、奴は俺に自分のくじを引かせた。ちらりと覗き見ると、紙は薄く、箱を持っている側は光の加減によっては簡単に中の番号がわかる。


クラス全員の番号を記憶することは不可能だろうが、どうしても離れたい、近づきたい一人の番号を把握して、操作することはたやすい気がした。


……対象の人間が引く順番が、最後なら、特に。


もしかして、あいつ、席替えで自分のいいように動かす気じゃ……嫌な予感がして、レイド・ノクターが回った順路を確認し、そこから次に行く順路を辿っていくと、最後にミスティアへ辿りついたのだ。


クソガキ、ミスティアと隣の席になろうとしてやがんな。


頭が痛むほどの苛立ちをミスティアの顔を見ることで抑える。ミスティアは不安そうにしていた。大丈夫だ、ミスティア。俺が守ってやるから。


しかし番号がわからねえ。今からミスティアの近くに行って、番号を盗み見るかと考えると、ちょうどクソガキがミスティアにくじを引かせた。ミスティアの口が、「よん」と小さく動く。


やっぱり運命だ。俺たちの邪魔は誰にもできねえようになってる。


「僕が数字をふっていくけど、気に入らない席だったら、ごめん」


そう言って笑うクソガキの手からチョークを取り、黒板に数字を書く。ミスティアは前と同じ席だ。


本当は最前列が良いが、そこまでしたら職権濫用だし、あの席は廊下後方から帰ってくると自然に会話ができる。


後はしっかり混ざるように番号を書いていく。やがて十三番、クソガキの番号を書くときが回ってきた。


僅かに横に突っ立っているクソガキの雰囲気が緊迫したものに変わる。てめえの思惑はわかってんだよ、それに番号もな、とミスティアの席と正反対の位置に番号を書いてやった。


すべての番号を黒板に記入してまた教卓の方に向き直ると、ミスティアは嬉々としていた。


大丈夫だ。俺が守ってやるからなと思いつつ、移動を促すと生徒たちは移動していく。ミスティアは動かない。見すぎだと考え視線を手前に戻すと、クソガキ……レイド・ノクターは静かに、そして確実に俺を探るような目をこちらに向けていた。







手を差し伸べる者


席替えをして翌日の朝。私は廊下にて先生が教室に入室するタイミングを狙っていた。なぜならば、最高だと思っていた隣の席は、昨日からアリスの席になっているからだ。


視力がよくない。


席替えにおいて、その決められた采配をひっくり返す大技である。


私の隣の席の人間はくじ引き時点では、普通の、安心安全の一般的なクラスメイトであった。一家使用人離散投獄死罪爆弾でも、この世界の絶対的ヒロインでもなく。


しかし、その普通のクラスメイトこそ、油断してはならない相手だったのである。


彼女は視力がよくなかったからだ。本来ならば席替え前に前の席への移動を嘆願することが望ましかったが、レイド・ノクターが空気を掌握しくじ引きで席を決めるという空気の中意見をすることは難しい。


もしかしたら前の方の席になる可能性だって捨てきれない。わずかとも言い切れないその可能性にかけた結果、彼女の得た席は最後列廊下側から二列目だ。


絶体絶命の窮地である。そして彼女はたまたま前の座席を得ていたアリスと座席を交換した。


優しい、どんな人間にも慈愛を持つアリス。「前の席じゃないと黒板が見えない」という生徒の願いを叶えないわけがない。視力のよくない生徒は、慈愛の守護神アリスにより、「黒板が見えない」という状況から救われたのだ。……私の屍しかばねを越えて。


これはもう仕方ないことだ。見えなければ授業を受けることが難しくなる。しかし、私に訪れるのは強い絶望、深い悲しみだ。なんだよ、アリスが隣って。殺す気か。


これでレイド・ノクターまで近くの席だったら死んでいた。そうじゃなかったことを喜べということか、神よ。


なぜ私がアリスの移籍ならぬ移席の経緯を知っているのかと言うと、アリス本人が話をし始めたからである。よろしくという挨拶の後に。すべてを話したアリスに私が返した言葉は「あっ……なるほど」だった。


簡単な相槌あいづち……たとえば「へえ」ひとつでも、冷たい「へえ」もあるし、興味のある「へえ」もある。どう受け取られるかは相手次第。レイド・ノクターがいい例だ。


私がうっかりザルドくんと話を盛り上げてしまうと、彼の相槌は、それはそれは冷たい絶対零度の「へえ」になる。逆に天候や季節などザルドくんにまったく関係ない話題だと、興味ありげな「へえ」になる。「ふぅん」も同様だ。


だから「なるほど」を選択した。本当は「あっ……」なんてはじめにつける予定はなかったのだが、気づいたら口から出ていた。


遠くから様子を見るならまだしも、至近距離でアリスの様子を窺い「睨まれたかも」と思われたら怖いし、椅子を座り直してうっかりぶつかって「ぶつけられたかも」と思われるのも怖いし、教科書や筆記具をうっかり飛ばしてアリスの頬に直撃、なんて災厄が起きたら死ぬしかない。


その後の五限目六限目はいかに気配を殺し、動かないかに集中して授業を受けた。


今日だって本当は欠席したかったが、席替えの次の日に欠席というのは露骨すぎる。良い具合の時間になるまで別棟のトイレの便座に着席していた。もはやトイレは学園内での私の屋敷と言っても過言ではない。


そして現在、鐘が鳴りジェシー先生がやってくるのを今か今かと待ちわびている。


扉の窓から察するに、おそらくアリスはすでに着席している。ほんの少し窓から覗く桜色はおそらくアリスの頭頂部だ。周囲には誰もいない。レイド・ノクターの気配も感じないものの、念には念を入れる。


「ミスティア・アーレン」


振り返るとジェシー先生が後ろに立っていた。


「おはようございます、先生」


「おはよう、……ずっとここで待ってたのか？」


先生が不思議そうな顔をする。なにかあって教室に入らないのだと思われたかもしれない。


「ええ、あの、ちょっと廊下に用事があって」


「そう……か、悪い、わざわざ聞くことじゃなかった。デリカシーがないな、俺、本当悪い」


ジェシー先生の言葉に、私は「大丈夫です」と首を横に振った。


それにしてもデリカシーとはいったい。「なにしてんの？」「ただぼーっとしてるだけだけど」みたいなちょっと気まずくなる会話にしてしまった、ってことなのだろうか。


「……そろそろ時間か。教室、入らなきゃだな」


「はいっ！」


教室に入り着席する。なるべく下を向き、誰とも目が合わないように。


朝のホームルームが始まると、アリスが「あ」と声を漏らした。その後ごそごそと横から聞こえてくる。


気になるが、見ない。あまり俯いていても不審だから今度は視線を前に固定して、ジェシー先生の言葉だけを聞き先生だけを見つめ続ける。


「そして、今日の一時間目は俺の授業だ、このまま始める……その代わり、終了もその分早める、安心しろ」


ジェシー先生は朝の連絡を終えると、教科書を取り出し、そのまま授業に移行した。これでホームルーム終わりから、一時間目授業開始の五分間避難のため校内をうろつかなくて済む。良かった。


ジェシー先生はさっそく教科書を開き始めた。先生の授業は、とても好きだ。わかりやすいし、丁寧でなにより面白い。物語を読み解く授業では先生がなにを思ったか、というところも詳しく話をしてくれるため、「この話はあまり好きじゃないな」と思っても、先生の話で身近に感じやすく、そして考えやすい。


鞄から教科書、筆記具、ノートを取り出し机にのせ、いつもどおりレイド・ノクターとアリスの位置を確認……、と横を向いてはっとした。


そうだ、確認もなにも今私の隣はアリスだ。アリスは鞄の中身を熱心に漁り、こちらをいっさい見ていない。セーフだ。


安堵しつつ教科書を広げる。今日はたしか新しい物語の読解だ。学籍番号と今日の日付は関係ない。指名されて音読することはないなとペンを取りだし黒板に目を向けると、まだ隣からごそごそと音がした。


視線だけを、横に移す。アリスの机には筆記具とノートは出されていたものの、教科書は出ていない。アリスは鞄を漁るのをやめ顔を上げ、私は急いで視線を前に戻す。


……これは、もしかしなくても、アリスは教科書がないのでは。


ジェシー先生の授業は国語。教科書が必須だ。科学や物理など、実験してレポートだけなんてものではない。教科書がメインだ。


横目で見ると、アリスは、教科書を机に出すことはなくノートのみで授業に挑もうとしていた。無理がある。


忘れたのか、それとも隠されたのだろうか。わからない。でもミスティアが秘密裏にアリスの私物を持ち出すのは、レイド・ノクターが与えたものだけだ。


それ以外……誰とも関わっていないアリス単体の品物は、隠すことはなく徹底的といえるほど目の前で切り裂いたり、水に沈めたり積極的に損壊していた。こそこそ盗んで燃やしていたのは、レイド・ノクターが関わったものだけだ。


やっぱり彼女は教科書を忘れた……？


ならば忘れたとして、このままではアリスが授業を受けることは不可能だ。ジェシー先生の授業は教科書の内容を黒板に書く、というより教科書を読みつつ解説を書く授業。でも言葉を交わすのはリスクが高い。


アリスと会話をしているところを人に見られて、「そういえば嫌味を言っていたな」なんて思われれば死ぬ。


……筆談か？


鞄からメモを取り出し、『教科書は？』と書き込み、アリスに見せる。アリスはメモをじっと見つめると首を左右に振った。


やっぱりないのか。


さすがに、机をくっつけることはいじめにあたらないだろう。


思い切り机ごとぶつかり相手に怪我をさせる、くっつけると言いながらぶつける、などの暴力行為のためでなければ。……いやでも相手が嫌がるかどうかだ。わからない。聞くか。


『机を近づけてもいいですか』


メモに書き提示すると、アリスは戸惑った表情をしながらもこくりと頷く。彼女のほうに慎重に机を寄せ、開いた教科書を中央に置いた。上からさらに教科書を押さえつけ見やすいようにして、『よければ』とメモをはさむ。


そのまま私は、視線を下に落とした。


たぶん、これで大丈夫なはず。ちらりとアリスを盗み見てノートを取り始めようとすると、アリスがメモを差し出してきた。


『ありがとうございます』


返事がわりに会釈をして前を向く。これくらいならきっと関わったことにはならないけれど、節度が肝心だ。私はいつも以上に気を引き締め授業を受けたのだった。






授業が終わり別棟に避難をすると、昼の鐘が鳴る。ようやく昼だ。私はすぐさま弁当を持つと廊下に出た。


窓の外は満開の桜が散り、青々とした新緑に変化していた。地面に落ちていた桜の欠片も、もう見えない。風に揺れながらも葉の一枚もさらわれることのない姿は生命の強さを感じさせるが、一方の私は弱り切ったため息を吐いた。


アリスが隣の席になり、二週間が経過した。


正直席が替わり、疲労は八倍増加した。


今までは精神的疲労のみだったが、肉体的疲労もすごい。授業中の視線を、黒板と机という二点のみに集中しなければいけないため目が痛い。背中も重く、誰かをおぶさっているみたいだ。


それにここ二週間、授業中のアリスの指名率が異常に高かった。乙女ゲームヒロインあるある補正のためかアリスはよく考えごとをしており、読む場所がわからない、答えがわからない、そもそも話を聞いてないという窮地が多発し私がその都度メモ書きで伝えていたのだ。


いっそ放置すべきかとも考えたが、己しか平民がおらず周囲は貴族に囲まれている。もし私がアリスであったら、心細い。アリスはどう感じているかわからないし、「次こそはちゃんと答える！　頑張る！」と思っているかもしれない。


けれど、「環境変化怖い、死にたい」と思っていた場合、授業で指名され、「わかりません」と答えクラスの注目を浴びるのは大ダメージであり、放置は心苦しい。


一瞬、これは関わりを持っていることになるのでは？　と考えたが、業務連絡しかしていないし、私は基本机と黒板しか見ていない。


アリスの私に対する印象は、「常に机と黒板に視線を固定してるよくわからない奴」程度の認識になっているはずだ。


しかし疲れた。もう休みたいし、もう早退したい。だが今日欠席早退したところで明日も明後日も、隣がアリスという投獄死罪一家使用人離散爆弾であることに変わりはないのだ。


別棟ランチをするため渡り廊下を歩いていると、窓の外、校庭に見覚えのある姿が視界に入った。フィーナ・ネイン先輩だ。


先日先輩から、手紙が来た。かなり豪華な菓子折りと共に。


正直、「接点ないし、食事の席台無しにしたし関わることはもうないだろうな」と思っていたから盲点だった。そして、その手紙には、友達になりたいという旨が記載されていた。


その返事を、私は出せていない。彼女の家庭環境を知るうえで友達になるというのはいい手段だと思う。でもいいのだろうかと疑問も浮かぶ。


いずれ来るデッドエンド、使用人の皆は、解雇して新しい就職先を見つければいい。家族は一緒に連れて逃げればいい。エリクはミスティアがバッドエンドに向かう際、必然的にアリスサイドに行くため無問題だ。


だけど、普通の友達は違う。私が、投獄死罪を受けた場合、巻き込んでしまう恐れがある。


もしかしたらあらぬ疑いをかけられてしまうかもしれない。かといって一年後、投獄死罪が落ち着いたらなんて返事ができるわけがない。自分勝手すぎる。


どうするのが一番いいのだろうかと考え、返事が出せていない。


正直、友達になりたい、と言ってくれる人が現れるなんてまったく考えていなかった。エリクとは自然とそうなったところがあるし、私は元々非社交的でクラスから浮くような性格をしている。前世時代も今も変わらない暗い性格、口を開けばユーモアのひとつもまぶせない会話。極少範囲の人間関係。


恩を感じているからか、社交辞令かとも思ったが、手紙からは熱量が感じられた。どうすべきか、なにが正しいのだろうか。


考えながら空き教室を目指し歩いていると、不意に背中に視線を感じる。ゲームで神出鬼没だったクラウスを疑い振り返ると誰もいない。大丈夫か、と思いまた前を向くと、アリーさんが立っていた。


「ミスティアさん……？」


「アリーさん」


「どうされました……？　体調が優れないようですが……」


アリーさんがこちらの顔色を覗き込む。


「保健室行きますか？　僕で良ければ付き添いを」


「いえ、体調不良じゃないので、大丈夫ですよ」


「では、なにかお悩みがあるんですか？」


アリーさんが、心配そうに首をかしげる。前髪に隠れて目は見えないが、確実に心配をかけていることは痛いほどに伝わってきた。


「……僕には、話せませんか？　僕は絶対誰にも言いませんし、話をするだけでも、楽になるかもしれませんし、もしかしたら、お力になれるかも」


「えっと」


「用務員室へ行きましょう。紅茶もあります、水筒より、温かい淹れたての紅茶の方が、きっと落ち着きますよ」


アリーさんが提案してくれる。このまま大丈夫だと言っても余計に心配をかけるだけかもしれない。私は用務員室に向かうことにした。






「あの、うまく説明できるか、わからないんですけど」


「大丈夫ですよ、悩んでいる時は、誰しもどう話していいかわからないものなのですから」


用務員室のソファに座り、前置きするとアリーさんは、紅茶を出しながら穏やかな笑みを浮かべた。そもそも瞳は前髪で隠れて見えない。目が合っていないというのに、安心する笑顔だ。


「た、たとえば、ですよ。自分と仲良くすると、相手に悪影響を与えてしまうかもしれない状況で、友達になりたい、と言ってくれる人が現れたら、どうしますか……？」


考えず、すんなりと悩んでいることが口から出てきたことに、自分でも驚く。さきほどまであれだけ悩んでいて、どうしようと悩んでいたことのはずなのに、なぜこんなにもすらすら言葉が出たのだろう。


「悪影響……とは？」


「最悪、相手に悪評を与えてしまいかねないような……、すみません、抽象的で」


投獄や、死罪になる予定の人間の友人とは、さすがに言えない。


「なるほど……、自分のせいで相手が悪い状況になってしまうから、友達を作りたくない、と……」


窓から差し込むあたたかな日差しを受け、アリーさんの紺色の髪はきらきら輝いて見える。彼はふわふわの髪を揺らして、首を傾げた。


「それのなにがいけないのでしょうか？」


「えっ……」


アリーさんの率直な問いかけに、私は言葉を失った。彼は「だって」と言葉を続ける。


「誰だって、ある日突然悪い状況に陥ることがあります。ミスティアさんは今、自分が悪い状況に陥ると悩んでいるようですが、それはネインの御令嬢も同じでは？　彼女は裏で、とても悪しきことを行っている可能性が絶対にないと、ミスティアさんは言い切れないでしょう？」


アリーさんの言葉に、静かに頷く。たしかにネイン先輩が自覚していないだけで、悪いことに加担させられてたり、なんてことがあるのかもしれない。彼女のあの様子だと、家でなにかさせられている可能性も、否定はできない。


「僕だって、裏で何人も殺した人殺し、なんてことだってあるかもしれません。ミスティアさんにそういう面を見せてないだけで。ミスティアさんの考えている心配は、本来前提として組まれていること、なのではないでしょうか」


「前提？」


「もしかしたら、相手は自分のせいで不幸になるかもしれない。でももしかしたら幸せになるかもしれない。そういったものを沈めて、見ないようにして相手だけを見る。ミスティアさんは、ネイン先輩と友達になりたいですか？」


「……なれれば、いいなとは、思います」


なれればいいと、たしかに思う。まだどんな性格かも、わからない。しかし、「友達になりたい」と相手は思ってくれたわけで。その想いに、応えたい。


「なら、お友達になればいいと思います。それにもしミスティアさんの状況が悪くなってしまったら、一言あの子とは友達じゃない。ネイン家の家柄がいいから、利用してたと言えばいい。ちょうどあちらは公爵家とも繋がりのある家なのですから」


アリーさんは、にっこりほほ笑んだ。いざとなったとき、手を離す。それでいいのだろうか……？


「それに、進むかもしれない未来ということは、進まないかもしれない、ということでしょう？　わからない未来のために、なにかを得たり、準備することは大切ですが、そのために、なにかを切り捨てなくてもいいんじゃないですか？　成功したときのことも、考えたほうがいいですよ」


進まないかもしれない未来。もしかして、とばかり考えていたけれど、考えすぎて、悲観しすぎていた面もあったのかもしれない。


成功……デッドエンドを逃れたとき。どうやって生きるかなんて、考えてこなかった。


「ミスティアさんの今は、もう戻らない、時間は巻き戻せない、だから、切り捨てるんじゃなくて、たくさん楽しんで、幸せになるべきなんですよ」


そうだ、投獄死罪があるから、この一年はそれだけ、と思っていたけれど、この一年は、もう二度とない、過ぎたら返ってこない一年でもある。その一年を、切り捨てない形で、投獄死罪も、回避する。友達も、家族も、メロも、使用人の皆も、切り捨てないように……。


「それに、きっとミスティアさんはきっと大丈夫ですよ！　……絶対に。あなたは幸せになるべき存在なんですからね」


幸せになるべき存在……あまりの言葉に驚いていると、アリーさんは「あなたは、幸せにならなくてはいけないんです」と、念を押すように呟いた。


「……頑張ります、ありがとうございます」


アリーさんの言葉に、じわじわと心の底から活力が湧いてくるのを感じる。そうだ、山登りだって上手くいった。今から投獄死罪のエンディングが決まったわけじゃない。


「さ、お昼を食べましょう、ミスティアさん、顔色がだいぶ良くなりましたし、お腹、空いたでしょう？」


そういえば、顔色が悪いとアリーさんは心配してくれた。つまり、顔に出ていたということだ。


自分について、今まであまり顔に出ない人間だと思っていたけど、実は顔にとても出やすい人間なのでは。


それにしても、私、ネイン先輩のことアリーさんに言ったっけ？


考え込むと、アリーさんが「あああ」と声を漏らし、慌て始めた。


「え、や、ただ、なんとなくそんな感じがしただけで、あのずっとじーっと見てたわけじゃないですよ、違いますっ！」


「大丈夫です、そういうの疑ったわけじゃなくて、むしろ自分では、あまり表情に出ない方だと思っていたので」


「なるほど……でも接していれば段々と……って感じなので大丈夫ですよ！　露骨に出ているわけじゃないです。安心してください」


え、じゃあ接していればわかるということでは、と考えているとアリーさんが思い出したように立ち上がる。


「あ！　紅茶、淹れますね」


「ありがとうございます。紅茶も、悩みについても、その、本当に元気出て、お話しできてよかったです。今までも、いろいろ……」


「気にしないでください。……お役に立てることが僕の喜びで、ただひとつの幸せなんですから」


アリーさんの言葉も、紅茶も、魔法みたいに安らぎを与えてくれる。


彼に目を向けると、前髪に隠れ向日葵色の瞳は見えないものの、優しく微笑んだように見えた。






「また用務員室？」


アリーさんと昼食を終え、用務員室を後にして歩いていたら、廊下にエリクが立っていた。


エリクもどこかに行った帰りかなと頷くと、彼はなんだか腑ふに落ちない表情をして、用務員室を振り返る。


「あの人、去年いなかったよ」


「そうなんですか？」


アリーさん、今年から働いているのか。となると入って間もない時期で学園全体を任されているということだ。過酷すぎる……。


「仲良いの？」


「何度か窮地を救ってくれまして」


「へえ……」


アリーさんには助けてもらってばかりだ。処置活動のとき助けてもらって、お昼ご飯の場所を提供してくれて、こうして相談にものってくれた。本当に感謝してもしきれない。


「あの人に変なこととか、嫌なこと、されてない？」


「え？」


前も「嫌なことがあったら言って」と言われた。


今日、顔色が悪い、とアリーさんが話をしていた。もしかして今日、死神みたいな顔つきになっているのではないだろうか。


「嫌なこととか、なにかされたりとかはまったくないよ」


今のところアリスが隣席という事実に一方的に疲弊しているだけでなにもない。それに彼女からしたら「よくわからない奴が隣にいる」という精神的疲労を与えてしまっている。


「なら、あいつは？」


「え？」


「さっきから、ご主人のことずっと睨むみたいに見てるんだけど」


エリクの視線の先には、ロベルト・ワイズが立っていた。


このまま本校舎に行くには、彼の前を横切り、渡り廊下を通らなければいけない。


「えっと……」


ひと悶着あったことを伝えるべきか言いよどむと、エリクは私の肩を掴み抱き寄せるように歩き始めた。


「え、ちょっとエリク？」


「なにかあいつ、すっごい危なそうだから、ごめんね？　あいつの前通り過ぎるまでこのまま、普通に会話をしながら歩いて」


「普通の会話って」


「じゃあ、勉強のこと、ご主人、今どんな授業受けてるか、僕の質問に答え続けてて」


そのまま肩を抱かれたまま歩き、エリクの質問に答える。誰かほかの人間に見られてはいないだろうかと考えながら周囲を気にすると、ちょうど誰もいない。


そのままロベルト・ワイズの前を通り過ぎる。エリクが間にいたため、ロベルト・ワイズの表情はわからない。本校舎の廊下の角を曲がりロベルト・ワイズから離れたところで、エリクが私の肩から手を離した。


「よし、もう大丈夫……あーいうのって、思い詰めたらなにするかわかんないタイプだし、ご主人を見る目つき、ちょっとおかしかったからね、強引なことしてごめんね」


「いや……こちらこそありがとう」


エリクは、私を守ってくれていたのか。


ロベルト・ワイズに嫌われているのは知っているけれど、嫌われている本人ではなく、第三者から見て「ちょっとおかしい目つき」って、あまりいいことではないのかもしれない。嫌われることは正しい反応だけど、なんとなく引っかかる。


「ねえ、なにか嫌なことがあったら、すぐに教えてよ？」


懇願するような声色のエリクに、反射的に顔を上げる。


彼は寂しそうにも見えて、慌てて頷くと小指を差し出された。


「じゃあ、約束のゆびきり、しよ？」


「えっ」


「ほら」


エリクはもう片方の手で私の手首をつかみ、私の小指と自分の小指を絡める。


「ゆーびきり、げーんまん、はりせんぼんのーますーっと」


きゅんらぶ世界にも、ゆびきりがあるのか。感心していると、エリクがにっこりと笑った。


「約束、破らないでね？　ご主人」


「はい……」


「で、どうする？　僕があいつも消しちゃおっか？」


「だ、駄目だって」


エリクの発言に目を見開く。いや、そんな気軽な感じに消すって。取り乱した私を見て、彼はくすくすと笑った。


「冗談だよ、本気にしちゃったご主人も可愛い。ほら、階段のぼろ？」


エリクに促され階段を上る。あまりに自然に「消しちゃおっか」なんて言われたものだからつい本気にしてしまった。そのまま一年の階に着くと昼休憩終了の鐘が鳴る。


「あーあ、踊り場のあたりでお話ししたかったのになあ、鐘鳴っちゃった。またね」


「はい。今日はありがとうございました」


エリクは二年だから一つ上の階だ。階段を上るエリクを見送ってから、私は教室に戻ったのだった。







異録　取り返しのつかない初恋


ＳＩＤＥ：Ｌｏｂｅｒｔｏ






ワイズ家の長子に生まれた俺にとって、家を継ぎ、立派な当主として生きることは俺の生まれた使命であり、意味だ。


かといって学園に通うことに対して、俺は前向きになれなかった。一対一での家庭教師の勉強より、一対集団での授業のほうが効率的だとどうしても思えなかったからだ。


しかし、医療に関わった経営をしているアーレン家の令嬢であり、慈善活動に熱心なアーレン嬢と共に学園で生活できることは嬉しく、楽しみでもあった。


貧しい者にも学び、人としての暮らしを与え、そして育てる、貴族のあるべき姿。俺の父や母の姿とは程遠い。清廉せいれんな姿に憧れ、こうなりたいと強く思った。説明会で会えた時は、これから先の学園生活が楽しみになり、柄にもなく高揚感を覚えたくらいだ。


アーレン嬢の本質が、実は醜く歪み、腐りきっているとも知らずに。


学園に入学して、そこで出会うアーレン嬢の姿に、俺は度々強い違和感を覚えることがあった。


はじめは入学式の日。彼女の馬車からはなぜかノクターが出てきて、さらに教室に集まった時、彼女は誰とも婚約していないはずなのに、先輩である男子生徒と親密そうに話をしていた。


かと思えばノクター家の子息と同じ馬車で帰る。翌日にはその二人に挟まれるように会話をしていた。


対して社交的なそぶりを見せているわけでもなく、女子生徒とはいっさいの会話をしない。異性とばかり接し、さらに先輩に対しては、やけに柔らかく接する姿にどこかもやもやとしたものを感じた。


でも、その日アーレン嬢が人を手当てする瞬間に立ち会った。彼女は火傷を負ったらしい生徒を台車に乗せ、駆けていた。


彼女は俺を認識すると、すぐに保健医を呼んでほしいと、半ば叫ぶように頼んできた。


俺は走って保険室へ向かい保険医を呼んだ。先生と共に指定された場所に向かうとアーレン嬢は火傷の対応にあたっていた。


しっかりと服の上から流水をかけ、その後の行動も迅速で馬車は自分の家のものを使ってほしいと申し出て、率先して動いていた。


その間、俺はただ立ち尽くすばかりで、なにもできなかった。


立派なワイズ家の当主として、勉学に励む一方で、医者の夢を諦めきれず、学んでいたはずなのに。なに一つできなかった。まったく動けなかった。


ただアーレン嬢が動くさまを、ただじっと見つめていた。






次の日の朝、廊下にテストの順位が張り出されていた。俺の順位は四番。一位はレイド・ノクター、二位はアーレン嬢だった。


一位だと、思っていたはずの四位。悔しさも感じたけれど、アーレン嬢に負けたことへの敗北は感じなかった。むしろ清々しいような、誇らしさすら感じた。そこで彼女と少し話ができたけど、勉強の秘訣を尋ねたら使用人に教わっていると言う。


そんなことはあり得ないはずなのに、でもアーレン嬢が言うことなら本当だろうと思った。昨日真摯に救護活動を行っていた彼女が、嘘なんて吐くはずないと思いなおした。


おそらく家庭教師はもともとつけていなくて、気になったところだけ第三者の意見を求めているのだろう。


アーレン家の令嬢でありながら、欲に目が眩まない。他者に向ける親切心を持ち、聡明で、医術の心得と、そしていざという時迅速に動ける判断力……俺にないものを、すべて持っている。


屋敷に帰りテストの順位を報告すると、両親はいい顔をしなかった。


当然だ。一位ではなく、四位なのだから。でも今まで両親から叱咤しったされた後に感じる辛さはなく、それを悟られてか母は俺の身体を打った。


見えないところだから誰にも気づかれない。俺を怒鳴りつけていた父も驚く勢いで、すぐに止めた。


けれど母の気は収まっていない様子で、俺がレッスンを受けていたピアノの楽譜をすべて暖炉に投げ込むことで憂さを晴らそうとし、結局それでも収まらず、火かき棒でまた打ってきた。


母は、気に入らないことがあるとすぐ暴力を振るう。ただ、服で見えないところを狙うし、俺自身もう慣れてしまっているから、時間が過ぎるのを待つだけだ。でも母に打たれた時、ふいにアーレン嬢の姿が思い浮かんだ。


彼女はあまり感情を出さない。落ち着いている。


あの姿こそ、本来の貴族のあるべき姿だ。あの姿こそが正しい。


俺は気位ばかり高く持ち、その実なにも持ち合わせていなかったのかもしれない。


……俺もいつか、ああなれるだろうか。アーレン嬢は当主ではないけれど、彼女のような当主になりたいとそう思った。


アーレン嬢の、いや、あの悪女の穢れた本性を見るまでは。






それから日が経った昼休み、俺は別棟の図書館に向かおうと廊下を歩いていた。そこで、担任であるシーク先生とアーレン嬢が準備室で一緒にいるところを見てしまったのだ。


教師が補習をしながら生徒と食事をすることはよくあると聞いていたし、見たこともある。でも彼女を前にした先生の表情は担任でいる時の無愛想なものではなく、恋人に向ける優しいものに見えて嫌悪感を抱いた。


生徒に手を出すなんて最悪な教師だと、アーレン嬢を助けに行こうとして、足が止まった。俺が助けようとしたアーレン嬢は、嫌がるどころか親しげに先生と会話をしていたのだ。


廊下からはいっさい声が聞こえなかったが、感激したように先生を見つめていて、何度も頭を下げていた。


俺は見ていられなくて逃げるように去った。


なのに、いつまでたってもその光景が頭から離れない。担任もアーレン嬢も普通に生活しているのに、俺だけが取り残されたような、胸にわだかまりがいつまでも残っていた。　


教師についてアーレン嬢に聞いたほうがいいかもしれない。


そう思った矢先だ。彼女が男子生徒と俺の話をしているところを聞いたのは。


「好きじゃないですよ……というかまだ会って二度くらいしか話をしていませんし、クラスメイトの一人です」


俺が好きなのか問われて、困ったようにそう言ったあの声が何度も耳を木霊している。好きじゃない。別にそれは構わない。好きだと思われるほど接していないのだから。


でも、まるで存在を拒絶されたように感じた。彼女と俺が釣り合わないことなんてわかっている。でも俺は話をしようとしただけだ。近付こうとしたわけじゃない。


ただ、憧れて、その想いに触れたいだけだった。医学について、話ができる人間が、話をしたいと思う人間が、やっと見つかっただけだったのに。


その日の晩、なんの気力もなくなり勉強を疎かにしていたことを見抜かれ、母親に打たれた。


ただ時間が過ぎるのを待っていただけのはずなのに、それでも俺は今までなんらかの反応はしていたらしい。母親の怒りは収まらず夜通し俺は罵声を浴びせられ続け、はだしのまま屋敷の外に出るよう命じられた。


母が眠ったのを見計らった家令が朝焼けを背に現れるまで、俺はただ地面を見つめていた。






朝学園に向かうと、アーレン嬢がいた。黒板を熱心に消していて、袖には白い粉がついてしまっている。それを指摘すると、彼女はなにか酷く慌てた様子で教室を去ってしまった。


不思議に思いながら俺は自分の席について、鞄の中の教科書を机の中へと入れていく。なにか引っかかるものを感じて、机をあさった。


中には紙が一枚入っていて、記された文言を見て、俺は息を呑む。


『アリス・ハーツパールは平民の生まれ、父と母は町はずれの料理屋で平民』


この紙の、最後の二文字。それはアーレン嬢が消していた二文字と一致していた。嫌な予感がしてほかの人間の座席を調べると、どの座席にもハーツパール嬢の素性を明かす紙が入っている。おそるおそるアーレン嬢の机の中をあさると、彼女の席にだけその紙は入っていなかった。


まさか、あの、アーレン嬢が苛めを？


そんなことはないはずだ。彼女は親切で、優しい心を持っているはずだ。そんなことはない、そう思っても疑念は消えない。


男子生徒と親しそうに話すアーレン嬢の姿が思い浮かぶ。そして、手を掴まれていく様子。一緒に同じ馬車に乗り込む背中。そして、担任教師と親しげにする、表情。


……もしも、もしも、点数稼ぎのために、良い令嬢を演じて、裏で、苛めをしているのだとしたら。


成績がいいのは、教師に媚びを売っているから……？


いや、苛める理由なんてないじゃないかと考え直して、ふと、入学して二日目のことを思い出す。思えばアーレン嬢はレイド・ノクターと自分と親しい男子生徒とで話をしていた時、アリス・ハーツパールが加わると顔を強張らせていた。


親切なふるまいをするのは皆の中心にいたいからだとするなら、これは単純な苛めなんかじゃなく、もしかしてハーツパール嬢を陥れて救ってみせて、自分を善人に仕立て上げるつもりでは。


立ち止まり考え込んでいると続々と生徒が教室に入ってきた。皆が来る前に紙をすべて回収しようと思っていたのに、動けなかった。


今後の策を考えている間にハーツパール嬢が現れ、皆が彼女を糾弾し始める。止めに入らなければ。そう思って踵を上げた瞬間、笑い声が聞こえた。


誰の声か、一瞬わからなかったけれどこの声は間違いない。


顔を上げると……やはりアーレン嬢。いや、ミスティア・アーレンが皮肉めいた笑みを浮かべ、皆を見据えていたのだった。







異録　見ている者　明度の断片


ＳＩＤＥ：？？？






彼女の後ろ姿を眺める。


揺れる長い黒髪は、光を受け反射している。そこから覗く雪のように白い肌、血のように赤い瞳はいったいなにを映しているのだろう。青いものは紫に、緑のものは濁って、黄のものは橙に見えるに違いない。彼女の赤い世界の一部に、もう一度なってみたい。


そう思いながら、僕は彼女に気づかれないよう、そっとついていく。


彼女との出会いは入学してすぐ。彼女から話しかけてきてくれた。ただ漫然と歩く僕を、彼女が呼んで必要としてくれたのだ。


交わした言葉は数少ないものだったけれど、それからは彼女の姿を探す自分がいた。


彼女を見ているうちに、その心根が優しいことを知った。どこか自己犠牲的なところもあるけれど、自分を顧みず人に手を差し伸べる彼女はとても素敵だ。


徐々に僕はただ偶然見かけて、ついていくのではなく、自分から彼女を見に行くことが増えた。


彼女の教室の近くまで行くこともあるし、屋敷の近くに行くこともある。この間の休日は住んでいる屋敷まで彼女の姿を見に行った。


僕はまだ、彼女について知らないことが多すぎる。


朝早く来て、黒板が汚いと綺麗に拭き直すことを知っている。テストがあると人が来るまで教室で予習することを知っている。


授業は国語が好きなことを知っている。学年二位だってことを知っている。休み時間はたいてい別棟にいることを知っている。その間本を読むことを知っている。その本がどんな内容なのかも今どこを読んでいるのかも知っている。お昼にランチボックスを嬉しそうに抱えて教室から出ていくことを知っている。それを大事そうに嬉しそうに食べることを知っている。教室に戻る時、ちょっと憂鬱ゆううつそうな顔をすることを知っている。帰る時、一度別棟で時間を潰すことを知っている。


けれど、それだけだ。もっと知りたい。もっともっと知りたい。もっともっと知れば、きみは僕のことを好きになってくれるのかもしれない。僕を愛してくれるかもしれない。


そして、気づいてくれるはずだ。


君が気にしている。レイド・ノクターや、エリク・ハイムよりも、僕はずっとずっと、きみを見ていることに。







    
  
  




隠れた呪縛


入学式から二か月が経過し、徐々に暑さを覚え日差しの熱が増したころ。


私は机の木目を見つめながら悩みに悩んでいた。


私の頭を悩ませる問題……それはつまり、アリスとレイド・ノクターの親密度についてである。


二人は入学式以降から、親しくしている気配がない。


はじめのうちは、「平民だし……」なんて言いながらも仲良くなると思っていたが、進展どころかレイド・ノクターとアリスが交流しているところを見たことがない。


秘めた感じで恋愛しているのかな、とさりげなくアリスとレイド・ノクターを観察してもこの二人、いっさい関わっていなかった。


席替えをしたのも要因の一つではあるが、ゲームではなにかとアリスを気にかけ移動教室や、授業の際は声をかけていたレイド・ノクターが、彼女にまったく話しかけない。それどころか、彼女にいっさい近づかないのである。


休み時間レイド・ノクターは読書、アリスは予習をしていて昼休みも別行動だ。


実験の班が同じはずの授業でも淡々としているし、下手したら知人という関係にすらなっていない。


しかしアリスにレイド・ノクターの弟狂いを早急に、一刻も早く、絶対に治してもらわなければ私がこの学園から逃亡できない。このままだとザルドくんは監禁でもされてしまう可能性があるからだ。レイド・ノクターの瞳は日に日に私に対して苛立ちを覚えている気がするし、彼は正義感が強いから己の心の鬱屈を溜め込んだ結果突拍子もない行動を取らないかひやひやする雰囲気がある。


なにかしら対策やイベントが必要だが、そのイベントがない。


きゅんらぶのレイド・ノクタールートは、校外学習の次は定期テストへ向けた「お勉強会」までイベントがない。勉強会シーズンは六月末に相当し、テストは七月。


その間打つ手がない。まったくない。新しい恋愛イベントを作ってしまうことも考えているが、いい案が思いつかずただ二人に接触しないよう務める日常を送っているだけである。ままならない。実にままならない。


「で、次は月末にある体育祭についての選手決めだな」


ジェシー先生が黒板に「体育祭」と書く。


前世時代、身体能力に自信がない私はなるべく団体競技のみに参加し、徒競走、リレーなどの個人競技への参加は避けに避け、綱引きや玉入れに総力を注いでいた。


……いや待て体育祭？　そんなイベントあったか……？


学園行事に体育祭がある、というのは当然だけど、ここは貴族学園だし、きゅんらぶイベントの中に体育祭はなかった。レイド・ノクターだけでなく、エリクやロベルト・ワイズ、ジェシー先生ルートのイベントにもない。


……端折った？


体育祭は、学園行事の代表格のひとつ。運動系イベントの代表として、文化系最大イベントである文化祭と学園行事の双璧を成している。学園を舞台にしたゲームでは文化祭の次に最も使われる題材ではないのだろうか。


……ゲームでは体育祭のイベントがない。ということは、体育祭でなにかしても、正規のイベントを壊したり、影響を与えることはない？


エリク家庭教師事件のように攻略対象のトラウマの根幹になりうるシナリオは、本編が開始された今、存在しない。


イベントがないということは、悪役のミスティアがヒロインのアリスをどうにかすることもない。


……かなり好き勝手動ける、唯一の、それこそ無敵の時間では……？


「今から配る紙にどの競技に参加したいか書いて、終わったら前に回せ、俺が集める。言っておくが第一希望が絶対通るとは限らない。第三希望までしっかり考えて決めろよ」


ジェシー先生が希望用紙を配る。回ってきた紙には、徒競走、障害物競走や借り物競走、リレー、玉入れなどなど体育祭らしい競技が説明と共に並んでいた。団体競技は全員参加、個人競技は必ずひとつ参加するシステムらしい。


あまり走るのは得意ではないし、徒競走は第三希望に、借り物を第二に、障害物競走を第一にしよう。


空欄を埋め記入して、用紙を前に送る。


ジェシー先生は各座席列の先頭からそれらを回収し、まとめると教卓に立った。


「それで、だ。体育祭は実行委員だけじゃない、運動部、文化部の部活動関係者も手伝いに回るがそれだけじゃ足りない、強制では無いが時間が空いている者は有志の手伝いに参加してくれると助かる」


先生が有志の手伝いについて説明を始める。立候補すると体育祭委員が放課後集まって準備をする時、一緒に参加し体育祭委員の手伝いをするらしい。大変そうだと考えてから、はっとした。


……ということは、なにかしらの決定の場に居合わせることも可能かもしれない。


なにか決めたりするということは、普通の生徒でいるよりも早く体育祭の情報が得られる。


そして体育祭委員は、レイド・ノクターでも、ロベルト・ワイズでもない。普通の生徒だ。


体育祭の情報を先に仕入れられれば、なにかと先手を打てるのでは……？　……もしやこれは、完全なる、好機。


「で、参加してくれる者はいるか？」


「はい」


手を挙げる。ジェシー先生は目を見開いた。行事などの有志の手伝いの人員不足は、前世時代と同じなのかもしれない。


「いいのか？　ミスティア・アーレン」


「はい、ぜひ参加させてください」


「わかった、さっそく今日の放課後、委員会がある、頼んだぞ」


「はい！」


頷いて手を下げる。この参加、私は純粋な手伝い目的ではない。己の保身のためだ。


イベントがなければ作ればいい。乙女ゲームはきゅんらぶをプレイしたのみであるが、人と人が仲良くなるイベントは、妹が読んでいた少女漫画を参考にすればいい。


レイド・ノクターと、エリク。私は攻略対象二人とヒロインであるアリスの体育祭恋愛イベントを作り上げ、二人の狂いを治す。


今までどうしてこうなったんだろうとか、神は死んだとか主に留学書類の件で思っていたけれど、今度こそ神様は私に味方してくれたのだ。私は前を見据え、体育祭の成功を心の中で誓ったのだった。






放課後、私は帰っていく生徒たちの流れに逆らいながら本校舎の階段を上っていた。有志として体育祭委員会に出席するためだ。会は特別棟の教室で行われるらしい。


本来ならば体育祭委員と一緒に参加することが望ましいのかもしれないけれど、教室に姿が見えず探そうか悩んだ結果、「まあ別に一緒じゃなくてもいいか」と一人で向かうことにして今に至る。


「ミスティア・アーレン」


後ろから呼び止められ振り返ると、階段下にジェシー先生が立っていた。


「どうしました？」


「ちょっと話があるから、準備室に来てくれないか？」


ジェシー先生は深刻そうな顔つきだ。そのまま先生についていき準備室に向かうと、ジェシー先生は周囲を確認し内側から鍵をかけた。深刻そう、ではなくかなり深刻な事態なのかもしれない。


「委員会のこと……とかでしょうか？」


「あー、なんていうか、アレだ、レイド・ノクターのことなんだが……あと、エリク・ハイムも……」


ジェシー先生の口からその二人の名前が出るとは思わず目を見開く。先生は私の表情を見て眉間にしわを寄せた。


「お前、あいつらになにか、変なことされたりしてないか？」


「いえ、されていません」


「本当か？　エリク・ハイムはまだしも、レイド・ノクターとは会う機会も多いだろ」


不安そうな声色だ。いじめの心配をしているのだろうか。思えば、レイド・ノクターをあからさまに避けようとする私をジェシー先生は何度か目撃していた。綱引きにされるところもだ。


となるとやはり……いじめの心配をされている。なんて言えば先生を安心させることができるか考えていると、先生が重々しく口を開いた。


「お前はあいつのこと、どう思ってるんだ」


「学級長だな……と。怖いとかそういう思いはないです。ただのクラスの生徒以上も、以下もないというか……」


「そうか。なら、いい」


あと投獄死罪一家使用人離散爆弾……とも思っているけれど、それを言うわけにはいかない。私の答えに安心したのか、ジェシー先生の表情が穏やかなものに変わっていった。


「悪いな、時間取らせちまって、今から委員会だろ？　途中まで送る」


「いえ、悪いですよ、それにここからすぐですし」


「それくらいは大丈夫だろ。ただ歩くだけなんだし。ほら、行くぞ」


ジェシー先生が扉を開く。


私は途中まで先生と話しながら、委員会の教室に向かい、準備室へ戻る先生を見送ってから中に入る。


そこはすでに各クラスの委員の半数以上が集まっていた。制服に差異はないため、一年の集まっている場所が判断できない。


黒板を見ると、委員会は前で有志は後ろの席と書かれていた。


とりあえず一番後ろの端の席に狙いを定める。窓際はエリクが男子生徒と会話をしていた。


あれ、エリク……体育祭委員だったっけ……？


有志の可能性もあるけど、前側にいるから委員かもしれない。一瞬どきりとしたけど、イベントを作りながら彼の動向を知れるのはいいことだろう。


エリクはなんだか難しい顔で先輩たちと話をしているし、声はかけないほうがいい。しかしさっと教室の後方へ進むと、彼がこちらへ振り返った。


「あれ……？　ご主人？」


「こんにちは」


エリクは驚きながらも素早く男子生徒との話を切り上げ、こちらに向かってくる。


「なんでここにいるの？　どうしたの？　体育祭委員じゃないよね？　そっちの委員、男子じゃなかった？」


「私は補助の有志参加で」


「そうなんだー！　じゃあ体育祭の準備一緒にできるんだ。こんなことってあるんだね、すっごく嬉しいよ！　やった！」


「ハイム先輩は委員参加ですか？」


「うん！　僕のクラスの女子がねえ、退学したんだあ」


「退学……？」


こんな時期に……？


まだ、新学期始まって間もない。なのに退学者とはいったい……？


しかし考えている間にも、「あら？」と後ろから声をかけられた。振り返ると、妹さんのほうのネイン先輩が立っていた。


「ミスティアさん、御機嫌よう。もしかして……貴女も体育祭委員？」


「いえ、私は有志の手伝いの参加で」


ネイン先輩とこうして面と向かって会話をするのは、あの昼食の席以来はじめてだ。その時より、大分顔色が良くなった気がする。


「ネイン嬢、先日はどうも」


「あら、ハイムくん。こんにちは」


エリクがネイン先輩と挨拶を交わしている。人と会話ができないことで苦しんでいたころの彼を思い出した。胸が熱い。良かったね……と声をかけたくなるのを我慢した。


「貴女も……ということは、ネイン先輩も委員の参加ですか？」


「ええ。体育祭委員に欠員が出て、生徒会役員補助の私が引き継ぎをお引き受けいたしましたの」


「なにかあったのですか？」


「ええ、元の委員の方がね、退学なさって」


「退学……」


「それで私に決まったのは一週間ほど前。私もこの実行委員会に参加するのは、ミスティアさんと一緒ではじめてなの」


どこもかしこも退学とは。二年生になにが起きているのだろうか。いわくつきすぎじゃないか。偶然といえど体育祭委員になった人間が次々に退学していくなんて、完全にホラー案件では？


「お二人とも、大変ですね……」


「代わりは得意だから大丈夫。それに、ミスティアさんと一緒だとわかって、とっても嬉しいの」


「僕も僕も！　嬉しい誤算だよ！」


連続して生徒が退学するなんて異常事態なはずなのに、二人は笑っている。私も知り合いがいることは、嬉しいけれど……。


「お、集まってますね、席についてください、委員会はじめますよー」


委員会顧問らしき先生が教卓に立った。エリクや先輩はそのまま私を挟むようにして座る。


「え、いいんですか、委員の方って前の席じゃ」


「大丈夫だよご主人。座席なんて皆把握してないよ」


左に座るエリクはどこか楽しそうだし、私の右に座るネイン先輩も穏やかに笑っている。もしかして、一年で慣れていない有志だから、気を使ってくれているのかもしれない。たしかに慣れていないからありがたいし、知り合いが傍にいるというのは心強い。


私はそのまま、エリクとネイン先輩の好意に甘え、一緒に説明を受けたのであった。






それから二日の休みが入り、休みが明けると、私は体育祭委員になっていた。


我がクラスの男子生徒が、家が忙しく放課後の居残りが不可になったと辞退したのである。







すぐ背後には


週明けすぐ体育祭委員を任されてから三日後。


私は早朝、別棟の空き教室で一人数多あまたある用紙と格闘していた。


傍はたから見れば特に面白みもない作業だ。しかし、なぜかそこにクラウスが顔を出してきた。


「よーう、呪われた体育祭委員、こそこそ一人でなにしてんだよ。変態かよ」


「選手決めです」


そう、選手決め。有志の手伝いから体育祭委員に昇格した私は、希望をとった競技の選手を実際に選定する作業を任されていた。


まだ委員会へ提出する期限まで余裕があるものの、希望が通らない生徒だって当然出てくる。説明する時間も必要で、昼と放課後に委員会の仕事も山積みだ。


だから私は朝校内をうろついていた時間を有効活用しているのだ。


「呪われた委員会に在籍した気持ちはどうだ？　呪われ令嬢」


「偶然なのでなんとも思いません」


クラウスの問いかけに即座に答える。エリクもネイン先輩も大変だなあ、と思っていたら、まさかの私のクラスでも欠員が出た。


元の体育祭委員の生徒は家庭の事情というが、若干顔色が悪かったし体調も良くなさそうで、「これ本当に呪いとかいわくとか、危ないのでは」と疑わざるをえない。


しかし呪いと認識してしまえば怖くなるし、非科学的だと考えるようにしている。


「はぁー。そうかよ」


クラウスは望む回答が得られなかったのか、ため息交じりの返事をすると私の前の椅子にまたぐようにして座る。私は校外学習で聞きそびれていたことを聞くことにした。


「……あの、アリスさんの素性について黒板に書いたり、紙をばらまいたのって、貴方ですか」


アリスが平民だと書かれた黒板や用紙。


彼女を平民だと知るのは、私かクラウスか教師陣。


教師がそれをする理由はないし、となると消去法でクラウスになる。けれど彼が黒板に書いたと考えても、どうにも腑に落ちないのだ。


面白いことが好き、人の苦しむ顔が大好きという彼は、むしろ書かない理由がない。にもかかわらず、どうにも納得できない奇妙な違和感があった。


……直感と言えば、それまでだけど。


「ちげーって言ったら信じるのか？」


クラウスが試すような目をこちらに向ける。私が返事をする前に、彼は大きく溜息を吐いた。


「まーあ？　俺じゃないけどな、あんなゴミクソつまんねータイミングで晒さらしても、なーんにも面白くねーしよ。つうかなに？　黒板にも書かれてたのかよ。俺全然知らねー、……ああ。お前が消したのか」


白しらけた視線を向けられ、私は見返す。


「では、いつがいいタイミングだと思うんですか」


「間違いなく体育祭前後だな、クラスメイトの馬鹿どもの友情ごっこが、いーい感じに煮詰まった時だ。アリス単独じゃなく、全員分の裏情報込みでな。今まで一緒に汗を流し、頑張ろうって言いあってた温ぬるい雰囲気が、一気に凍りつくなんて最高に楽しいだろ、今から俺のクラスでしても悪くねえな」


クラウスは信憑性に欠ける人物ではあるが、彼の享楽主義の性格には、彼の言うベストタイミングの方が合致する。


……となると、いったい誰が。アリスを平民とバラして、陥れたい人物なんて、いるだろうか？


それか、シナリオの強制力が働いたのか、私以外にここがきゅんらぶの世界だということを知っている人間がいるかだ。


しかしアリスを陥れるメリットがない。


アリスの苦しむ姿を見たいなんて言う人間はゲームのミスティアか、それこそどんな人間の苦しむ姿も見たいクラウスくらいだ。


……調べたほうがいいのだろうか。


考える私の顔を見て、クラウスが気だるげに口角を上げる。


「探偵ごっこ始めたところで、まったく意味ねーと思うぜ」


「どういうことですか？」


「呪われ女が気づくよーな間抜けなら、もうすでに消されてるだろ。まぁてめーが気づかねー間抜けでも消えてるけどな」


右と左の人差し指を突き立て、くるくると回しながらクラウスは話す。どちらも消されるとはいったい。


「消されてるって……」


「俺も全員把握はできてねえがな。あと一人は確実にいるのはわかったんだけどよ……クソ手強いっつうか、なかなか尻尾出さねーんだわ、これが」


クラウスは机の上にあった競技希望用紙を一枚つまむと、それを気怠そうに指ではじく。


「……希望ねえ、うーわあ、くそつまんねーなあ、学年リレーは絶対嫌ですだあ？　なあこいつ、絶対学年リレーにしろ、恥かかせろ。追い詰めろ」


「いや、絶対しませんよ、嫌って言ってるんだから」


取り返すと、案の定用紙の中心に皺しわが寄っていた。伸ばしながら抗議すると、クラウスは心底うんざりした顔をする。


「はーゴミ、良い子ちゃんゴミ発想、こういうやつ走らせて。クラス中から非難受けさせれば楽しいパーティーが始まるだろ」


相変わらず、発想が下劣極まりない。


しかも楽しいと本気で思っているから手に負えない。人の嗜好しこうをとやかく言うのはよくないことだが、クラウスの嗜好は放っておいては危険な気がしてならない。


「……貴方はなんの競技に出るんですか？」


「ただ走るやつぜーんぶ」


「全部って、本気ですか？」


そんな精力的な性格なのか、彼は。むしろ競技の妨害や、ラフプレーをいかに審判にばれずに行うことを競いそうなのに。


「おー、障害物は面倒。借り物は面倒。後も面倒。俺は走るのが得意。つーことで、クラスの馬鹿どもからの評価一気に集められるいい機会なんだよ」


「なにが狙いなんですか、人望を集めてなにする気ですか」


「相変わらずつまんねー奴だなお前は、信用を得れば、好きなだけ引っ掻き回せるだろ？　お前が付き合ってた彼女、この間あの家の子息と歩いてたなんてカスみてーな一言が、信頼してる相手から言われたら鉛なまりになんだよ」


「痴情ちじょうをもつれさせるために……走る……」


「俺はなあ、面白いことならなんだってする男なんだよ。……なあ、お前の信用も俺に分けろよ、どーせわかんねーんだから」


「は？」


クラウスが、私を指で差し、その指をぐるぐると回す。


「お前は底ぶち抜けたくそ花瓶だからなあ」


「馬鹿とか、そういう意味ですか？」


「いーや？　……少なくとも俺の花瓶に底はあるからな、ただ途方もなく入り口がせめえだけだ、むしろ針くらいしか通らねえだけで、俺のは。水注ぐのは一苦労だけどな。ひひ」


道化じみた、演技がかった声で紡がれる言葉は、意味がわからない。しかしそれでいてものすごく真理をついている気がして、酷く不安な気持ちになる。


「ぶち抜けてなかったらなかったで、どうせぶっ壊れてるからどっちもどっちか」


クラウスは立ち上がると、鼻で笑いながら去っていく。いや去るなら去るで椅子を片付けて去ってくれ、と思いながら私は前の椅子を戻したのだった。






「終わった」


選手名簿から顔を上げる。伸びをしながら目を向けると、時計の針は朝の予鈴が鳴る数分前を差していた。


このまま教室に戻って仮の選手名簿を発表すれば、ちょうどジェシー先生が訪れいい感じに黒板前から去れて、気まずさを感じる前にホームルームが始まる。


計画を立てた私は速やかに教室に戻ることにして、駆け足で自分のクラスの扉を開く。私の姿を認識した生徒たちは、一瞬にして静まり返った。


まごうことなき通夜の空気である。


しかし、ちゃんと説明しなければいけない。実はこの選手名簿、生徒の希望にまったく沿っていないからだ。


今回我がクラスでは徒競走に人気が集中した。クラスの九割が徒競走を選択していたのだ。恐ろしい偏りである。


今年入学し、初めての学園行事。ただ走るだけのシンプルな競技に人気が集中するのは必然である。


ということで、俊足の生徒を徒競走へ、障害物競走の中に楽器演奏をしながら走るなどと恐ろしい箇所があったため音楽をしている生徒を割り当て、借り物は、物怖じしない、誰にでも話しかけられる生徒にしたのだ。当然本人たちの希望には沿っていない。


私が意を決して教卓の前に立つと、空気がどんどん張り詰めていくのを肌で感じた。「こいつはいったいなにを言い出すんだ」と思われているのだろうが、体育祭のことしか話さないから安心してほしい。


「体育祭委員としての連絡です、希望表を見て選手を決めましたが、希望が多かった徒競走を選んだ方につきましては、ご期待に沿えない結果になっていると思います。申し訳ございません。これから決定した名簿を配ります、競技ルールも書いてあるので一度ご確認ください」


とりあえず一人ひとり、名前とどの競技なのか書いた紙を配っていく。


一枚の紙に書いて張り出した方が手っ取り早いが、後の競技をどうしても変更したいという相談をする時にし辛いかと思い、面倒だが一枚一枚個別に通知することにした。


「なんらかの事情や気になったことがある場合は、明日までに相談していただければと思います。都合がつかない場合、この箱にメモを入れておいてくだされば、対応します」


そう言って、箱を教室後ろの棚に置く。


現在私は教室遊泳の民ならぬ浮いた人間である。直接会話はちょっと……というほぼ大多数のために用意したのだ。


レイド・ノクターは探るような目をこちらに向けてくる。私は自然になるよう目を逸らし、そっと自分の席に着いたのだった。






選手仮発表から一夜明けた放課後、私は真っ赤な夕焼けを横目に廊下を歩いていた。


校庭では、二年生の行事らしい大縄跳びの練習をする声が聞こえる。


昨日発表した参加競技の割り当てに、クラスメイトからの変更申し出はなかった。後は決定した選手表を体育祭委員会室に提出するのみだ。


さすが貴族の学園、莫大な寄付金により、各種委員会専用の教室というものが存在する。


委員長、書記、会計などの委員会の中でも上位の人が利用する部屋で、ちなみに最上階最奥には生徒会室があるらしい。


さらに最上階への階段は一つだけで、一般生徒が使用すると声をかけられるそうだ。生徒会は腕章をつけるらしいし、特別待遇というやつなのだろう。


そういえばこの辺りの階段だなと視線を向けると、ちょうど妹さんの方のネイン先輩が下りてきた。


「あら、ミスティアさん。今お帰り……ではないわね、もしかして委員のお仕事？」


「選手決めの紙を提出に、委員会室へ」


「もう決まったの？」


ネイン先輩は驚いたように目を見開く。私はそんな大したなことではないと首を横に振った。


「……クラスの半数以上が徒競走を選択したので徒競走の倍率が高く、半数以上の希望は通っていませんが…………」


「やはり、一年生は徒競走が人気なのね」


一年生は。ということは、一年生だけに、人気ということだろうか？　徒競走が？　そんな特殊な競技ではなかったはずでは……？


「二年生になると変わるのですか？」


「ええ、一年生の時に徒競走を選んで、足の速い生徒と一緒に走って……なんて言えば良いのでしょうね、引き離されてしまう生徒が多くて……そういったふうにはなりたくないと、二年生の時には皆、徒競走以外を選択するの」


公開処刑大会による、心の傷……。気持ちはすごくわかる。トラウマになる。……あれ、じゃあ先輩は徒競走以外の競技なのだろうか。


「先輩はどの競技を選択されたのですか？」


「徒競走よ。走ることは嫌いでは……ううん、好きで。ミスティアさんは？」


「私は走ることより、じっとしている方が得意なので、借り物競走です」


答えると、ネイン先輩はくすくす笑う。先輩は走ることが好きなのか。なんだか意外だ。


ここのところ昼や放課後、元気な、というか通常状態の先輩を見る機会が増えたけれど、そのどんな姿も、生粋の御嬢様……。頭の先からつま先まで美しい所作で、完璧な令嬢という印象だ。レイド・ノクターが完璧な王子様だとしたら、先輩は完璧な王女様だと思う。それか、前世的に言えば大和撫子だ。


「ねぇ、ミスティアさん」


「はい？」


「……困ったことがあったら、私になんでも言ってほしいの。恩を返したいというのも、もちろんあるけれど、ミスティアさんは突然委員になったのだから、大変でしょう？」


「ありがとうございます、心強いです」


ネイン先輩が、労うように私の手を取る。どうやら先輩は私が突然委員になったことを心配してくれているらしい。


ありがたいと思っていると、先輩が思い出したように口を開いた。


「あと……それと……もしよければ、私のことは、名前で呼んでほしいの」


一瞬思考が停止する。名前で、呼ぶ？


なにか、警告とか、注意とかではなく？　目を丸くする私を見て、先輩は「ああ」と付け足した。


「ミスティアさん、ずっと私のことを、先輩、とだけ呼んでるでしょう？　もしかしたら、どう呼ぶべきか悩んでいるのではと思って」


たしかにそうだ。フィーナ先輩と名前で呼んでしまうのは、なんだかとても馴れ馴れしい気がするし……かといって声に出す時、ネイン先輩だと……、


「理由は……そうね、ネイン先輩、だと、兄と被るからではなくて？」


「はい、そのとおりです……」


ネイン先輩と呼ぶ選択が、ネイン先輩が二人いる、ということでできないため、もう呼ぶときは先輩しかない。しかし二人と相対したときどうするか、いやでもそんなことはあるのか？　と、どうすべきかと悩んでいた。


「名前でいいのよ、気軽に呼んでちょうだい。私も、気軽に貴女とお話ししたいの」


「……では、よろしくお願いします。フィーナ先輩……」


名前で呼ぶと、フィーナ先輩は穏やかに笑う。


なにか、いいな。穏やかな友情を築けそうな気がする。エリクとも主従とかじゃなくて、こんなふうに仲良くしたい。


そのままフィーナ先輩と一緒に委員会室へ進んでいる間にふと気づいた。あれ、先輩も委員会室に用事なのだろうか？　でもさっき、委員会のお仕事？　と尋ねられたし、なにかあるのだろうか。


「あの、先輩はどちらへ？」


「私は兄に言われて委員会室に伝言をね。だから一緒に行きましょう？」


「はい。ぜひ」


二人で他愛もない話をしながら委員会室に向かっていく。どことなくフィーナ先輩は楽しそうで、私はうれしい気持ちで足を動かしたのだった。






何重にも畳まれた布を持ち、おそるおそる階段を上っていく。


選手表を提出した私は、畳まれた布──クラス旗の布を運んでいた。


どうやら毎年クラスごとに大旗を作り、応援の時に使うらしい。


渡されたのは、あらかじめ線画が完成された状態の布で、いわばこれから大きな布にクラスの皆で協力して塗り絵をするのだ。


クラス旗を完成させ、体育祭に向けある程度クラスの団結力を高めておいてね、というのが学園側の方針だと説明され、委員長に「配りに行こうと思ってたんだけどラッキーだなあ。ハハハ」と渡され、今に至る。


そのときクラス旗の見本を見せられたけど、結構な大きさだ。


別にクラスから浮こうとどうでもいいやと調子に乗っていたけど、どうにかしてクラスの協力を仰ぎ、完成させなければいけない。


これはわりと、いやかなり深刻な状況だ。


……頭を下げよう。それしかない。一人でなんとかできる量でもないし、「クラスのみんなで団結する思い出」をクラスから奪っていい理由なんてない。


気を取り直して階段を下りていると、「ねえ」と無機質な、機械音声にも感じられる声がかかった。振り返るとエリクが立っている。


「ご主人」


「ハイム先輩」


エリクも旗の布を持っていた。委員会室の帰りか。


あれ、でも行きにも帰りにも、会っていないような。


「ハイム先輩ど……」


「どうして、ネイン嬢と仲良くしてるの？」


「え、どうしてって」


「ネイン嬢のこと、フィーナ先輩って呼んでたよね？　僕はハイム先輩なのに」


私が、フィーナ先輩と呼び始めたのは、ほんのさっきのことだ。でも、あの場にエリクはいなかった。どうしてだろうと考えていると、エリクが呟いた。


「それなら僕も、エリク先輩じゃないの」


「え……」


「もしかして、呼びたくないの？」


「いや、呼びたくないわけでは……」


人の前でフィーナ先輩を名前で呼ぶことと、彼を「エリク」と名前で呼ぶことは大きく異なる。


フィーナ先輩の場合はネイン先輩二人問題があるからだ。


「……ねえ、僕たち、友達だよね？」


「友達だよ。でも名前で呼ばな……」


「ならさ、友達は名前で呼ばないと。それともご主人は僕と友達じゃなくなっちゃった？　僕はいらない……？」


エリクが今にも泣きそうな顔をした。


違う、そんな顔をさせたいわけじゃない。エリクにはいつだって笑っていてほしい。


「それは違うよ」


「じゃあ、名前で呼んで？　また、昔みたいに。本当は邪魔だけど、先輩はついてていいからさ。ねえ。お願い……」


エリク先輩、なら、まだ、呼び捨てよりは、いい……。しかし彼の様子が異様に感じて安易に頷けない。どう返事をしたらいいかもわからない。なにか言わなければと言葉を探しても、見つからなかった。


「ずっと一緒にいてくれるって、約束してくれたもんね、ご主人は」


エリクは私の左手を取ると、小指を掴み指切りをするよう自分の指と絡め、また解いた。


「約束、破らないでよ」


エリクは柔らかく笑っている。しかし、目の前にいるのはたしかに彼のはずなのに、どことなく違和感がある。間違いなく彼は、致命的になにかが今までと違う。


「あの……」


「じゃあ、またね、ご主人」


「……はい、また……」


エリクは、笑顔で私の肩をぽんぽんと叩いてから、踵を返し去っていったのだった。






「……ということで、本日から、放課後、お時間のある方は、クラス旗の作成にご協力お願いいたします」


クラス旗を手に入れ二日の休みに入り、週明け。私は朝、教卓の前で旗の説明をして深く深く、祈りを込めて頭を下げた。


本来ならもう少し後から開始してもいいのだが、手伝いの人員確保が望めない以上、早期に制作に着手すべきだ。


昼は委員会の仕事で塞がっているし、以前ぎりぎりまでクラス旗制作が終わらないクラスが出て大変になったことで、クラス旗の締め切りは体育祭一週間前と設定されている。


たぶん今からでないと間に合わない。


顔を上げると全員が気まずそうな顔をしていた。自分の席に戻ろうとすると、がらりと扉が開いて、ジェシー先生が「お」と足を止める。


「どうかしたのか？」


「いえ、さっき委員の連絡をしていて、すみません、今どきます」


「大丈夫だ。座れ座れ」


着席しようとすると、刺すような視線を感じた。目を向けるとロベルト・ワイズが憎々しげにこちらを睨んでいる。私はなるべく気に留めないようにして、ただ黒板を見つめたのだった。






放課後を知らせる鐘とともに、教室を後にする。一瞬教室の皆に声をかけようか悩んだけど、強制はできないし脅迫をしたいわけではないのでやめた。


さて、これから楽しいクラス旗の画材運び。赤、黄、青、白、黒、茶色の塗料もといペンキ缶と筆、水入れ、絵皿を業者が昇降口に届けているから、それを教室に運ばなくてはいけないらしい。


塗料に関してほかの色は、色の三原則に従い作れ、ということだろう。おそらく茶色は慈悲だ。


それにしても、クラスの皆、一人くらいは参加してくれるだろうか……。


階段を下り、不安を覚えながら一階の廊下を歩いていると、窓の外すぐ近くでアリーさんがぼんやり花を眺めていた。


「こんにちは」


開いていた窓から挨拶をすると、アリーさんは驚いたように肩を撥はねさせこちらに顔を向けた。


「あ！　ミスティアさん！　こんにちは」


アリーさんはジョウロを持っている。用務員の仕事をしながら、庭仕事もしているのだろうか。足元には可憐なダリアの花々が咲いていて、中央には赤い薔薇の花が艶やかに咲いている。


「水やりですか？」


「はい。ここ、もとは園芸部の花壇なんですけど、今部員の方たちは正門近くを活動場所にしているので……」


アリーさんが立っているのは中庭と呼ばれる場所で、ベンチや噴水もあるのに人はあまり立ち寄らない場所だ。


図書室を利用している生徒が気晴らしに覗くくらいで、ゲームでも登場していなかったから私はよく時間つぶしに利用している。


「そうだったんですか、お疲れ様です」


「まぁ、もうすぐ雨季が訪れますから、それまでの役割ですけどね」


アリーさんの唇が柔らかく弧を描く。なんだか、少し嬉しそうだ。水やりをしなくていいから、雨は好きなのだろうか？　でも彼を見ていると、花のお世話をすることは、進んでしているように感じる。


「雨、お好きなんですね」


「はい、恵みの雨、なんて言うでしょう？　でも一番好きなのは雪ですけどね」


アリーさんは雪が好きなのか。


でもどうしてだろう。彼には冬より、夏のイメージを勝手に持っていた。


一度だけ見た瞳が、向日葵色をしていたからかもしれない。


不意に沈黙した私に「どうしました？」とアリーさんが首をかしげる。


「なんだかアリーさんは、向日葵というか夏の印象があったもので……ごめんなさい、勝手な印象で」


アリーさんはぽかんと停止している。前髪に隠れ目は見えないが、おそらく見開いているかもしれない。いや、たぶんそうだ。


「……いえ、あまりそういったことは言われないので、嬉しいです、とても」


アリーさんが、少し困ったように言葉を詰まらせる。


私の不用意な発言のせいで気を使わせてしまっている。どうすべきか考えていると彼が「あっ」と声をあげた。


「ミスティアさん、体育祭委員になられたそうで、お疲れ様ですっ」


「あ、ありがとうございます」


「途中で委員の方が抜けたと聞きましたけど大丈夫ですか？」


アリーさんの声色は、心配そうだ。まさか用務員である彼の耳にまで委員変更が入っているとは。


たしかに、委員がいなくなったり、変更になったりが学年問わず立て続けに起きれば、大事にもなるだろう。偶然と信じたいが、危うくなれば教会でお祓はらいしてもらおう。お祓いで正しいのかわからないけど。


「大丈夫です、今のところなんともなってませんよ」


「なにかあれば、いつでも教えてくださいね」


アリーさん、本当に優しい。こうして話をしてくれるし、会えば嬉しそうにしてくれる。この間はアドバイスを貰ったし。感謝してもしきれない。それに会話をしていると落ち着く。


「ありがとうございます、本当にいつもいつも助けてもらって」


「いえ、僕が好きでしていることなので」


日頃の感謝を伝えると、アリーさんは柔らかく微笑む。瞳は変わらず覗けないのに心が通じ合っている気がして、旗制作の気力が湧いた私は朗らかな気分でその場を後にしたのだった。






ペンキや絵皿、筆が入った箱を抱え、一歩一歩進んでいく。


昇降口で無事画材を受け取った私は、絶対に転ばないよう細心の注意を払いながら廊下を歩いていた。


画材を受け取る際、ほかの学年の体育祭委員の立ち話を聞いてしまったけれど、どうやら二年で退学した生徒たちはグループでいた人たちらしく、お互い仲良くしていたらしい。


そして一緒に体育祭委員に入った結果退学に至ったそうで、画材受け取りの場にいた委員の人たちは、どこかいわくつきの場所に行って呪われたのでは、なんて話をしていた。


呪い。皆はじめはふざけてる雰囲気が強かったけど、最近は本気で怯えてる人も増えた気がする。でも、まずはクラス旗をなんとかしなくては。


一人とか、二人くらい手伝い希望者がいてくれるといいな……と祈りつつ自分の教室の扉を開くと、目の前に広がった光景に言葉を失った。


「は……？」


学級裁判か、幻想か。もしくは、幻覚を見ていて、授業中なのにペンキを取りに行ってしまった？


この光景は、異常だ。


教室には、人、人、人。ほぼクラス全員いるんじゃないかと思うほどのクラスメイトたちがいる。唖然として言葉を紡げない私の前に、レイド・ノクターがクラスメイトの集団の中から現れた。


「塗料運びお疲れさま……、ってすごい量だね。僕を呼んでくれたらよかったのに」


「え、あ……、なんで、ここに」


「手伝いに来たんだよ。で、どんなふうに塗ればいいの？」


レイド・ノクターの問いかけに私は慌てて完成図の表を取り出し、皆に見えるように広げた。


「えっと、完成図はこちらになります、教室の座席、廊下側列の方は、青色、窓際列の方は赤色、中央列の方は黄色をお願いします。混色の色は後から塗ります。私は今から塗料と、絵皿、筆を配ります、それぞれ列になってください」


皆に並ぶようお願いし、順に配っていく。並ぶ列にはアリスもいた。手伝いに来てくれているようだ。皆私を見て強張った顔をしつつも手伝いには意欲的らしく、「あそこを塗ろう」「ここは私がやるよ」と熱心に布を広げ囲み始めた。


……この、集合状況。もしやレイド・ノクターが熱心に説得してくれたおかげかもしれない。


彼は統率能力がある。クラスのリーダーだ。私の手伝いはしてくれなくても、彼の手伝いなら皆頑張ってするだろう。


……いつも彼に対して無礼なことばかりしているのに。私はいつも助けられている。


「あの」


絵皿を配り終えると、私は意を決してレイド・ノクターに近寄った。


「どうしたの？　ミスティア」


「本当にありがとうございます」


「え？」


「クラスの招集を代わりにしてくださって、この御恩は、必ずお返しします。実は本当にどうしようかと思ってまして、焦っていたといいますか。ありがとうございます」


お礼を言うと、レイド・ノクターはなに言ってんだ？　という態度を取る。


あれか、皆クラス旗のために自主的に集まったから僕のおかげじゃない、という謙遜か。


「本当、助かりました。レイド様のおかげです」


「違うよ、皆、ミスティアのために自主的に集まったんだよ」


「いや、そういう慰めは不要ですよ、自分の立ち位置はしっかり、良く理解していますから」


さすがにレイド・ノクターの優しい気遣いも、ここまでくると酷だ。私はクラスから浮いているというのに。


「ああ！　ミスティアは皆に、嫌われていると思っているの？」


レイド・ノクターがなるほど！　とでも言いたげに「嫌われている」とはっきり発音する。声は大きく、教室に響いていた。


あれだけ気遣いの塊だったレイド・ノクターが、これほどまでに残酷なことをするなんて。


……もしかして断罪イベントの一種だろうか。普段のレイド・ノクターならば、人に対して「嫌われていると思っているの？」なんてデリケートな話題を大きい声で言わない。


現に今私を見て気まずそうにしていたクラスメイトたちは全員ぽかんとしている。


慈愛と正義と気遣いのレイド・ノクターが、こんな空気読めない発言したら誰だってこんな顔になるだろう。


「ミスティア様が嫌われている……？」


アリスがきょとんとした顔をする。やめて、念押ししているみたいになるから。さらにレイド・ノクターが口を開いたことで、私はもうどうにでもなれと思考を放棄する。しかし、彼の紡いだ言葉は意外なものだった。


「でも、皆も、ミスティアに軽蔑されたと思っているよね？」


「はい……？」


「あれ？　不思議そうにしてるってことは、やっぱりミスティアは皆に嫌われていると思っていて教室からいなくなったりしてたんだ」


レイド・ノクターが道化じみた、子供番組の司会者みたいな話の仕方をする。話も微妙に噛み合っている気がしなくて、ただただ理解できない。一方周囲は理解しているらしく、雰囲気が柔らかなものに変わり始めた。


「本当、ですか……？」


「軽蔑、していない……？」


「どういうこと……？」


口々にクラスメイトは私を見て納得していく。


「あの、これはいったい」


「ミスティアと同じことを思っていたんだよ、皆は」


一応この空気の先導者らしいレイド・ノクターに問いかけると、彼はにこやかに笑った。


「アリス嬢を糾弾してしまった皆を、ミスティアは軽蔑していると皆は考えた。ミスティアは、自分の言い方が良くなかったから、嫌われてしまった、と考えたってこと」


レイド・ノクターの声は変わらず大きい。


私がクラスの人間を軽蔑……？


たしかに、アリスを糾弾したことは良くないが、憤いきどおるのはアリスの正当な権利だ。それに、ある日突然、予想だにしていないことが起きて混乱する気持ちもわかる。その状況で、私がドヤ顔で物を言ったことが気に障ったの……ではないの……か？


「怒っていないのですか？」


周囲の人におそるおそる声をかけると、皆首をぶんぶん横に振った。


「ミスティア嬢は、俺たちが、ミスティア嬢を嫌っていると思っているのですか」


「え、はい」


「教室にあまりいらっしゃらないのは、私たちの顔が見たくないからですか？」


「え！　いや、そ、そんなことは、絶対にないです、あの、個人的な、理由があってのことです！」


「黙っていたのって、怒ってたからじゃないですか？」


「あ、いえ、せ、性格です」


クラスメイトの問いかけに答えると、どんどん教室の空気が柔らかく、穏やかなものになっていった。


というか、あれか。教室にいないから、「なんだこいつ」じゃなくて、人嫌いかなにかだと思われていたのか。たしかに人嫌いだと思っている人間が前に立てば緊迫する。そういうことか。


「そうだったんだ、アーレン嬢、思ってたとおりの方だったんだ」


「あはは、良かったあ」


「よし、旗作り頑張りますか！」


クラスメイトたちは、各自納得したように、自分の持ち場につき始めていく。


え、思ってたとおりの人ってなに？　どういうこと？


周囲は緊迫とした通夜の空気ではなく、団らんのような空気に包まれている。これはいったいなんだ？


「あの、良ければここ、一緒に塗りませんか？」


呆然と立つ私に、クラスメイトの一人が声をかけてきてくれる。


「あの私、この間アーレン様にノートを運ぶのを手伝ってもらった者です。その節はありがとうございます」


「ああ、どうも」


促されるまま筆を取ると、今度は隣にいた男子生徒がこちらを向いた。


「俺はこの間、道を教えてもらったんだ、ありがとう」


「あ、そうなんですか」


「実はずっと話をしてみたくて、いいかな？」


「え、ああ、私で、良ければ」


頷くと、楽しそうに男子生徒は笑う。なんだこれ。


「あ、ずるい！　アーレン様、私もこの間落とし物を拾っていただいたんですけど覚えてますか？」


「俺はこの間黒板掃除を手伝ってもらったんです、あの時は……」


嬉々としたクラスメイトたちから矢継ぎ早に言葉が飛んでくる。


なんだこれ。理解ができない。もう「あっ」しか言えない。いや、道は教えたし、ノートも運んだけれど、こんなに友好的に接される理由はない。


皆変な虚像とか、集団幻想が見えているのでは。


ずっと圧迫した空気を作り出したせいで、違うものが見えている？　もしかして、架空の私が見えて……？


身を退くと、いつの間にか真後ろにレイド・ノクターがいた。全知全能の彼に聞くしかない。この混沌をなんとかしてもらうしかない。


「あの、これ、どういうことですか、どういう状況ですか？」


「皆、ミスティアと仲良くなりたいんだよ」


「なぜ」


そう言うとレイド・ノクターは困ったように笑い、さっと作業を開始する。


いや待って、勝手に解決したことにしないでほしい。クラスメイトたちは、どこか吹っ切れたように話しかけてくる。私はなにが起きているか完全に把握できないまま、ただただクラスメイトの言葉に返答しながら作業を始めたのだった。







異録　暗い希望は愛を縛る
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入学式に誘ったところでミスティアは断る。そう思った僕は入学式当日、彼女の屋敷に出向きノクターの馬車を帰した。


たとえ誘いを断られても、ミスティアに僕の遅刻をちらつかせれば、優しい彼女は一緒に登校せざるをえなくなる。


僕は彼女の選択肢を奪うことに対し、前ほど罪悪感は抱かなくなっていた。


しかし、そこで想定外の出来事が起きたのだ。ともに馬車に乗り学園が見えてきたころ。彼女は僕を引き留めてきた。


その前に計算を始めたり、顔を青くして声をあげるなど不可解な行動もあった。でもそれらの行動がまったく気にならないほど、僕にとって衝撃的なことが起きたのだ。


他人からしたら意味もないような、ありふれた話をミスティアとした。


ミスティアが感謝と謝罪、挨拶以外で僕に話しかけることは出会いから遡さかのぼってもほとんどない。奇跡に等しい時間だ。


彼女は僕になにを話そうか考え込み、「でも、頑張ってくださいもお疲れ様も適切じゃないし……」とこぼす。


彼女はたいてい話のはじめに「えっと」「あの」「まあ」「いや……」と言い淀よどみ、なにかしらを考えながら話すのにそれが無かった。あまりの緊張で思っていることがそのまま出たのだ。


ミスティアが僕に好意的な言葉をかけようとしてくれた。


けれど、僕が油断したせいで彼女に逃げられてしまい、昇降口で彼女を追い詰めているとあの忌々いまいましいエリク・ハイムが現れた。


彼は転倒しかけた女子生徒を支えるために抱きしめ、その行動によりミスティアが嫉妬に駆られてしまうのではと不安視したけど、一緒に目撃したはずの彼女に嫉妬したりする様子はなかった。


彼が好きなら傷ついた表情をするはずなのに、ミスティアはさっさと入学式が開かれるホールへと向かった。


学園に通うことに関してエリク・ハイムとミスティアの接触の回数が増えると考えていた僕は、彼がほかの女子生徒を抱き留めても気にせず、置き去りにして走り去るミスティアに期待を覚えた。


もしかしたら僕にも付け入る隙がまだあるのかもしれないと。


新入生の挨拶は、特にミスもなく終わった。


印象に残っているのは舞台袖に白く長い髪の人物が立っていて、横切る際髪の隙間から赤が覗き、ミスティアに似た赤い瞳だと思ってしまったことくらいだ。


長年蝕んでいた恋情は、ここまでくると病に近い。入学式を終えた僕は、そんな自分に溜息を吐きながら教室へ向かった。


座席はミスティアとは離れているけど、悪くない席だ。彼女はちょうど扉の近くの席。出入りするついでにという名目でいくらでも話しかけることができるし、僕と席が近かったら彼女はすぐに僕の動きを察知して逃げてしまうだろう。


そしてなんの巡り合わせか僕の席の隣は、朝、エリク・ハイムに抱き留められていた女子生徒だった。


笑顔を作り声をかけると、彼女はアリス・ハーツパールと名乗る。


この生徒とエリク・ハイムがいい仲になってくれれば邪魔な人間が一人減る。利用できるよう顔と名前をしっかり覚え、いくつか会話をした。






帰りは当然ミスティアと一緒だ。校舎を出たところでエリク・ハイムを発見し、今日は絶対邪魔をされたくなかったから強引に彼女の腕を引いた。


僕にはずっと考えていた計画がある。


弟であるザルドの無意識の協力を得て、ミスティアを確実に自分のものとする計画が。


僕を送り届けるためにノクターの屋敷に顔を出したミスティアは、ザルドに駄々をこねられ、簡単に一緒に遊ぶことを承諾した。


彼女が昼食の準備がされているはずだと言って、場所が彼女の屋敷になってしまったことが唯一の想定外だったけど、計画に支障をきたすほどではない。


僕はそう思っていたけれど、見通しは甘かったようだ。


ザルドの行う婚姻ごっこ遊びに、小道具と称して婚姻誓約書をミスティアに渡して書かせる計画は、失敗した。


彼女は僕の渡した本物の、記入して提出さえしてしまえばすぐに夫婦として認められる婚姻誓約書をごっこ遊びの小道具であると思い込み、笑いながら記名してザルドと遊んでいた。


僕は誓約書を大切に鞄にしまい日暮れまでごっこ遊びに興じた。


楽しくて仕方がなかった。婚約が途中で解消になることなんてほとんどない、絶対的なものであるはずなのに、ミスティアを見ていると漠然とした不安が常に僕の胸を締めつけていた。その不安が、一気に霧散したのだ。


しかし、屋敷に帰ると鞄の中にあるはずの婚姻誓約書がなかった。


呆然とする頭の片隅に、アーレンの屋敷を発つ時感じた違和感が過よぎる。今までミスティアの専属侍女は僕の見送りをしたことはなかった。けれどその日だけは、冷たい藍色の瞳をこちらに向ける姿があったのだ。






完璧だと思っていた作戦が失敗に終わった後は、次の策を練ることにした。


でも、そうそう浮かんでこない。ミスティアの専属侍女が侮れないことは、書類を抜き取られるという皮肉な形で証明されてしまったし、学園内にはハイムの子息がいる。


席替えのくじ引きも担任に邪魔をされた。どういう手段をとれば彼女を手に入れることができるのか考えた僕は、ある可能性を見出した。


ミスティアを意図的に弱らせ、その隙を衝くことだ。


傷ついて打ちひしがれているところに手を差し伸べる。アリス・ハーツパールが黒板に平民だと書かれたことを聞いて思いついた。


僕がほかでもない味方なのだと、ミスティアに認識させればいいのだと。


きっと彼女は僕を好きになってくれなくても、手を取ってくれるようにはなる。


……でも、僕はミスティアを陥れるさまざまな策を練ったのに、そのどれもを実行することができなかった。


堕としてミスティアに手を差し伸べる人間が僕だけになれば、彼女は僕の手を取るしかなくなる。一番確実なはずなのに、どうしても僕は最後の最後で、その線を越えることができなかった。


心のどこかで、自分を馬鹿だと罵る僕がいる。


こんなことをしているのなら贈り物をして、手紙を書いて彼女に気持ちを伝えてしまえばいいのに。


でも、拒まれることが怖い。


拒まれて彼女をどうにかしてしまいそうで恐ろしかった。彼女に嫌われても憎まれてもいいから、彼女を手に入れようと決めたはずなのに。


崩壊を望みながら、いつだって僕は崩壊を恐れている。何度も何度も心を諦めて、何度も何度も期待する。


いつかミスティアの視線が、僕に向かうんじゃないかと期待し願う。


ミスティアに好意を持ちながらも彼女を罵ったロベルト・ワイズは酷く愚かだけれど、僕も同類だった。


アリス・ハーツパールの素性が黒板に書かれた一件以降、クラスメイトとミスティアの距離はただただ離れ続けている。


クラスメイトたちは、「今まで騙していたのか」と、アリス・ハーツパールを糾弾した。糾弾されたアリス・ハーツパールを庇ったのは、ほかでもない優しく甘いミスティア。


ミスティアは、わざと悪ぶった話し方をして、クラスメイトを責めた。自分を貶めて人を救おうとするのは、五年前から変わらない。あの時大暴れしたのだって、母を救うためだったのだと僕は確信している。


あの時、アリス・ハーツパールが糾弾されているところを見て、僕は助けに入ることを迷い廊下で時間をつぶしていた。


どことなく彼女がミスティアに関心を持っていると感じていた僕は、平民であるならばなおさらミスティアの物を盗んだりだとか、よくないことをするのではと疑い学園を去るなら都合がいいと思ったからだ。


なぜかアリス・ハーツパールを助け出したミスティアは、僕にその手を渡してきたけど。


以降、クラスメイトたちは自分たちの浅慮を恥じた。


クラスメイトたちは軽蔑されたと誤解して、ミスティアを不自然に避けている。


彼らの話す「ミスティアがクラスメイトを嫌っている行動」というのは、どれもが彼女のいつもどおりの行動だ。


ミスティアは僕を避けてクラスにあまりいない節があるし、彼女自身、人と接するのが好きという人柄ではない。


単独行動は気質であると僕は知っているけれど、それを知らない人間からすれば、同じ空気すら吸いたくないと退出しているようにも見える。


一見淡々とした態度がむしろありのままの彼女であることも、感情の起伏があまりないように見える表情が実際はかなり右往左往していることも、慣れなければわからないはずだ。


昨日だって皆から相談を受けた。ミスティアに嫌われたかもしれない。自分は困ったところを助けてもらったのに、どうやって謝罪すればいいのかと。


アーレン家の令嬢に嫌悪されたことからくる焦りもあるだろうが、親切にしてもらった相手を失望させたという辛苦も感じた。


クラスメイトたちは皆、現在ミスティアが話すのは学級長である僕だけ、唯一嫌われていない存在が僕だと思っている。


むしろ、ミスティアの心から最も遠く嫌われているのは僕なのだから滑稽こっけいだ。


このまま誤解させて距離を置かせておけば、今後ミスティアを手に入れる上では確実に有利だろう。


『たしかに、ミスティアは真っすぐな性格をしているから、君たちのしたことは、許せないだろうね』


そう言ってしまえばミスティアを貶すことなく、正当に彼女とクラスメイトの間を離すことができる。


……なのに、昨日相談を受け僕の口から出た言葉は彼女とクラスの間を取り持つようなものばかり。


ミスティアは体育祭の委員に就任した。体育祭委員会にはエリク・ハイムがいて、冷静に考えれば手段なんて選んでいられない。


つけ込む隙があるのなら最大限利用しなければいけないのに。


本当に僕は馬鹿で、ミスティアの努力は報われるべきだとどうしても思ってしまう。


ミスティアに軽蔑されていると誤解したクラスメイトたちが、このままではいけないとはっきり認識したのは体育祭の選手決めが発表されてからだ。


わりふられた競技が希望に沿えなかった者に渡された、競技の説明やコツなどがびっしり書かれていたカード。


それは選択しなかった競技に参加することになり、不安に思わないように楽しめるようにというミスティアの気遣いが手に取るようにわかるものだった。


軽蔑されていたとしてもなんとかしたい。手伝いがしたいと今日から始まったクラス旗作成には、クラスの過半数が集まった。しかし皆の態度はぎこちないままで、塗料を運んできたミスティアは教室にいるクラスメイトたちを僕が集めたのだと考え、礼を述べる始末。


このまま、僕が集めたのだと誤解させておけばいい。






「ああ！　ミスティアは皆に、嫌われていると思っているの？」


なのにわざと声を大きくして、周囲に聞こえるようにミスティアに問う。ミスティアとクラスメイトたちには誤解があるのだとはっきりわからせるために。


きっとこの行動を僕は後悔する。あの時クラスメイトとの仲を取り持たなければ、ミスティアは手に入っていたかもしれないと何度も思い返すだろう。


でもクラスメイトの走る時間を、その適性を調べていたミスティアを知っている。


空き教室で一生懸命選手表と向き合い、試行錯誤を重ねていたミスティアを知っている。


そんなミスティアの頑張りを、身勝手な想いで踏みにじることができない。今だって、ミスティアが誰よりもなによりも欲しい。嫌われたって構わない。彼女が手に入るのならば笑顔が見られなくたっていい。好きだ。大好きだ。愛している。きっと好機は今しかない。それなのに。


僕は馬鹿だ。







表裏一体救世主


太陽が徐々にその顔を覗かせるころ、私は自室の机に向かい箱と格闘していた。


驚異の盛況を見せた旗作りから約一週間。あれは一日限りだろうと覚悟していたけど、放課後のクラス旗制作は連日かなりの人数が集まっている。


うっかり反転鏡の世界にワンダーランドしてしまった可能性があるけれど、目に見えた異変はクラスメイトたちが友好的に接してきてくれることのみだ。


おそらく、レイド・ノクターがなにかしてくれたのだろう。「僕はなにもしてないよ」と言葉では言っているけれど、彼が率先してクラスメイトを先導してくれたに違いない。


ということで現在は旗作りや委員会の仕事で後回しし続けていた体育祭の恋愛イベント、及び細工に着手しているのだ。


今回、なにも私は体育祭の成功のために実行委員になったのではなく、すべてはレイド・ノクター及びエリクとアリスの仲を進展させるためだ。


本来の目的の達成のために努めないとそろそろまずい。


そのための疑似イベントの案のネタはすでに考えてある。たしか前世時代、妹が読んでいた少女漫画に、借り物競走で「大切なひと」を指定された男子生徒が意中の女子生徒を抱きかかえ運ぶシーンがあった。


違う漫画でも同じようなシチュエーションを見たし、きっと借り物競争と言えば、好きな人や大切な人を運ぶものなのだろう。


だから借り物競走のお題にアリスが選ばれるよう細工する。レイド・ノクターやエリクも運命の巡りあわせか借り物競争に参加しているし、ちょうどいい。


両者細工のしやすい最終滑走。後の問題は細工自体にある。


お題の紙をアリスの特徴のみに絞るという手段が最も手軽だが、そんなことをしてしまえば不正はすぐに疑われる。借り物競走ではなくてアリス競争になる。全学年の借り物参加者が、アリスを求める。狂気の沙汰さただ。いくらこの世界の絶対的ヒロインであるアリスもトラウマになるだろう。


借り物競走時は不正がないように委員が借り物のお題箱の前に立たなければならず、その権利は得ている。しかし周囲の目があり派手な行動はできない。


一枚少なく入れて、後から継ぎ足しなんてしたら一発でばれる。


だから私は二重底を作り、最下層にアリスカードを仕込むというところまで考えたのはいいものの、引き抜いた厚紙をどうするか、箱を処分する時に発覚してしまう難点があり今に至っている。


机には、生産と改造を繰り返され続けた無数の箱と、アリスの特徴が書かれたカード。


……さて、どうすべきか。深い溜息をつくと同時に、部屋の扉がノックされる。


「どうぞ」


「失礼いたします、ミスティア様、朝食のご用意が……ミスティア様？」


メロが部屋に入ってきて、箱を前に考え込む私を心配そうに見つめた。


私が詰んでいる状況だということを察知してくれているらしい。ごまかさず、メロに助力を求めたほうがいいかもしれない。


「メロ、全然勉強とは関係ないことなんだけどいいかな」


「なんなりとお申し付けください」


「たとえばメロが特定の人間にだけ、特定のカードを引かせたいとき、どうする？　ちなみにその特定の人が、カードを引くのは最後で……」


構造を考えやすくするため、断面が見える箱を差し出すと、メロはじっとそれを見下ろした。


やがて一本の刺繍糸をポケットから取り出し、容易たやすく二つに折る。


さらに糸とのりをつかって、なにか細工を始めた。


「こうしてカードの側面に貼りつけ、糸を折り返して接着し、側面に穴をあけ端の二本を外に出します。時期が来た時に糸を引き抜けば……」


メロが糸を引き抜いた瞬間、側面に固定されていたアリスカードが、支えを失いすべり落ちた。


「糸を箱の底面もしくは外装に擬態させ長さを調節すれば、第三者に察知されることはまずないかと思われます。いかがでしょうか」


淡々とメロは説明しているけれど、一連の所作は華麗で手品のようだった。これなら絶対ばれない。こうすれば二重底なんて作らなくていいし、糸なんて遠目から見えない。


「メロ天才だよ、すごいよ！　これで絶対大丈夫だよ！　ありがとうメロ！」


「ミスティア様のお役に立てることができ、光栄です」


メロは嬉しそうに顔を綻ばせてくれる。天使だ。後光がさして見える。メロ、頭がいいしよく気がつくし、天使だし本当に最高の侍女だと思う。


最高の侍女のおかげで借り物の細工問題はひとまず解決だ。これで借り物でレイド・ノクターとエリクにアリスを連れていってもらい、ささっとゴールしてささっと進展してもらえればささっと完璧である。


書類がないため留学ができず留年という形になることは確実だけど、隣国でシナリオが終わるのを待ち、家族や使用人が無事であるならば問題ない。


「よし、朝食食べに行こう！」


私は、未来への明るい希望を胸に抱きながら、細工した箱を片付けたのだった。






「はぁ……」


メロに細工を教わり、いろいろあって放課後。私は今日も変わらずクラス旗の制作にいそしんでいた。


……それにしても今日は疲れた。身体も疲れているし精神的にも疲れている。この疲労の原因は、今日の一限と二限をたっぷりと使った全クラス体育祭の予行演習のせいだ。


練習と言えど本番ということで走競技などではもちろんフルで走ることを求められ、本番と同じように集合、入場、競技を行い退場をした。


そして自分の参加しない競技も体験するという授業方針の元、私は徒競走と借り物競走も体験した。


徒競走は公開処刑だがそれは仕方ないから諦めるとして、借り物競走はお題を探すほうが多い競技。徒競走は普通に予定通りの公開処刑を受け予想通りの結果であったけれど、借り物競走は本当に地獄だった。


なぜなら、私が引いたお題は、まさかの「自分のクラスの学級長」だったからだ。


レイド・ノクターを連れゴールまで走る最中、視界の端に満面の笑みを浮かべるクラウスを見た。一瞬「お前か」と思ったものの、箱を引く時特に不審な点は見られなかったし、私の運が絶望的に悪いだけだろう。


また溜息を吐きそうになるのを堪え、旗を完成させるべくクラスメイトと水を汲む空のバケツを持ち、周囲を見渡す。


どこのクラスも旗作りのために水を運んだり、筆や絵皿を持ち歩いている。


今日は旗作り最終日で、明日委員会に提出しなければならないのだ。どこのクラスも佳境である。


こっちも大変だが、皆も大変だ。私も頑張らなきゃと水を汲んでいると、隣に居たクラスメイトが「あっ」と声をあげた。


「ミスティア様、大変です！」


クラスメイトが指を差す方向、というか私の手元を確認すると、紙片がふよふよとバケツの中を水流に合わせ漂っている。


つまみ上げて確認すると、体育祭の観覧招待用チケットだった。


貴族が集う学園、ということで「地域の皆さんどうぞ」と解放はできない。保護者であっても保護者と偽り部外者が入ってこないよう、チケットが配布されるのだ。


生徒一人につき一枚配布され、近親者、または使用人を三人まで招待できるのだと朝ジェシー先生が説明し、一人一枚配った。


私はチケットで、両親とメロを招待する予定であったのだが──それが、観覧招待用チケットが、今まさに、ずぶ濡れになっている。


「あの……これ、もしや、私から出てきてたものですか」


「ええ、なにかハンカチを落としたのかしらと見たら、それで……」


おそるおそるクラスメイトに尋ねると、彼女は複雑そうな表情で肯定する。


ポケットをあさってもあるはずのものはなく、乾かせばいいかと考え直し、はっとした。


このインク、水性である。


チケットを掴んでいる手に目を向けると、留学書類が駄目になった時と同じようにインクが流れていく。


この世の終わりを実感するのも束の間、ぱたぱたと後ろからこちらに走ってくる足音が聞こえてきた。


「アーレン嬢大変だ！　塗料がない」


「え？」


顔色を真っ青にしたクラスメイトが駆けてきた。塗料缶を使い切ったとか、ぶちまけてしまった、見つからないということだろうか。


死んだチケットを折り畳んで回収し呼ばれるまま教室に急行すると、教室は中央を囲むようにしてクラスメイトが集まり騒然としていた。


「塗料缶がないって、どういう……」


そう言いかけ、停止する。教室の中央にはたしかに塗料缶があった。床にぶちまけられてもいない。


しかし蓋が開いたその中身に、あるはずの塗料はなく空のまま置かれていた。


私は近くにいたレイド・ノクターに声をかける。


「あの、これは、いったい」


「皆で塗ろうと、開いたら、こうなっていたんだ」


「使い切った、ってことでは、ないですよね……」


「ああ」


昨日、塗料缶を閉じる際、使い切ったなんて話は出なかったし、無駄遣いはしないようにしてきた。なくなるはずがない。


……なにかが起きたことに間違いはないが、まず今考えることは塗料缶の調達だ。


「ほかのクラスから分けてもらうのは」


「さっきかけ合ったんだけど、どこも駄目だったよ」


レイド・ノクターが首を横にふる。塗料缶に関しては委員会室で受け取る時、クラスでしっかり配当分が決まり、予算はあっても注文するのが大変だから、大切に使ってと念を押されていた。


「塗料、美術室にあるんじゃないかな」


「でも、旗作りには協力しないって美術部表明していなかった？　備品がなくなるから、って」


「今日はその張り紙がなかったかもしれない、見ていないよ」


クラスの雰囲気がこれ以上ないくらいざわついている。委員としてこの場の空気をなんとかしなければ。


「では私は塗料を探しに、美術室、委員室と確認してきますので、ほかの方は待機でお願いします」


とりあえず、あたかも「平気ですよ、なんとかしますよ」という顔を作り、教室から出て、扉を閉める。


とりあえず駄目元で一度美術室に行って、その後委員会室に行こう。


それかもういっそ、街に出る……？　街に出た方が早いか？


しかし、時間がどれだけかかるかわからない。学園で配られた塗料缶は一般的なものなのかすら、判断ができない。


今後の方針を考えつつ渡り廊下を駆けぬけ、角を曲がった私の目の前に、突然何者かの足元が現れた。


「わっと……」


ぎりぎりのところで停止したためぶつかりはしなかったが、相手に怪我をさせてしまうところだった。


「ご、ごめんなさい、怪我はありませんか？」


謝りながら顔を上げる。すると、アリーさんがびっくりしたようにこちらを見て口を開けていた。体勢は崩していないようだけど、どこかひねったかもしれない。


「アリーさん、ごめんなさい！　大丈夫ですか？　怪我していませんか？」


「ああ、僕は大丈夫です。すみません僕も急いでて……ミスティアさんこそお怪我はありませんか？」


「私も大丈夫です、本当すみません、アリーさんに怪我なくて良かったです……」


アリーさんの手には箱がある。なにかを運んでいる途中のようだ。本当にぶつからなくて良かった。安堵しているとアリーさんが首を傾げた。


「なにかありましたか？　急いでるようでしたけど……」


「……ちょっと事故が起きて、塗料を探しに行く途中で」


「塗料？　クラス旗のですか？」


「はい、中身だけなくなってて……、このままだと完成が危うくて」


説明すると、アリーさんがそれなら、と手に持っていた箱をおもむろに開ける。


「良ければこれを使ってください」


アリーさんが開いた箱の中には塗料の缶があった。それも配布された全色の塗料缶が。


「これは……？」


「ちょうど余った塗料の処分のために運んでいたところなんですよ、そういうことならこれを使ってください」


願ってもない提案に、私は目を見開く。アリーさんはにこにこしながら差し出してきた。


「どうぞ！」


「い、いいんですか？」


「もちろんです！　処分をする前にミスティアさんに会えてよかったです。たくさんあるのに、もったいないなあと思っていたんです。でも用途がなくて……」


驚きつつ箱を眺めていると、アリーさんが「それと……」とポケットから一枚の紙を取り出した。


「これは……」


紙は間違いなく、体育祭の観覧招待チケットだ。


「僕、連れていきたいと思う相手もいないどころか当日参加しないんです。ですからきっとお友達の多いミスティアさんにお渡ししようと持っていて……良ければこれもご一緒に」


救世主がいる。間違いなく救世主だ。アリーさんベストタイミングすぎる。なんだろう、神の采配か？　もはやアリーさん、神様なのでは？


「ありがとうございます！　実はこれ駄目にしてしまっていて……ありがとうございます、頂きます」


「そうなんですか？　それはちょうど良かった、こちらこそ、貰ってくださってありがとうございます」


「こちらこそ、本当なにからなにまで助けていただいて、ありがとうございます……！」


アリーさんが居なかったら今頃どうなっていたことか。塗料問題が教室から出てこんなすぐに解決するとは。それにチケットまで……感謝してもしきれない。


「当日は行けませんが、僕ミスティアさんのこと応援してますので。ずっと！」


アリーさんは柔らかに笑う。目は前髪に隠れて見えないけれど、この笑顔を見ていると不思議と落ち着くし元気が出てくる。


「ありがとうございます、頑張ります！」


「……では、僕はこれで」


「本当にありがとうございました！　失礼します」


お礼を言ってチケットと塗料を受け取り、再度アリーさんに礼をする。そして私は教室へと引き返すため駆けだしたのだった。






アリーさんのおかげで塗料缶が手に入りクラス旗も無事完成した。


レイド・ノクターは私が盗んできたと思ったらしく、入手経路について詳しく尋ねてきたけれど、用務員さんに処分品を貰ったことを熱心に伝えれば納得してくれた。


クラスメイトたちは旗の完成にテンションが上がったらしく、「なにか一言！」と求められ、ちょうどいい機会だと思い皆に感謝の言葉を口にすると、その言葉ですら盛り上がった。


一瞬、「あれ、もしや今日が体育祭だったのでは？」と錯覚したが、そんなことはなく。準備に追われる日々は続いてようやく明日は体育祭、というところまできた。要するに、今日は体育祭前日だ。


そして授業もすべて終わり、これから体育祭委員主導の元、生徒会役員や運動部、各種委員会や有志の手伝いで校庭に競技の器具を出したり、観覧用の椅子などの設置をする。


ということで現在私はフィーナ先輩と一緒に、救護テントで用いる作業机を校庭へ運んでいる最中だ。といってもひとつ運び終わり、また校舎に運ぶ机を取りに行くので手ぶらである。


歩きながら周囲を見渡すと、まるで屍のような顔色で重そうな器具を運んでいる生徒も多々見られ、ブラック労働という言葉が頭をよぎる。


自立が校訓といえど貴族の令嬢、令息だ。椅子や机を運ぶことは日常的な動作ではない。


一方慣れない労働に苦しむ生徒とは対照的に、運動部らしき生徒たちは嬉々として重い用具たちを運んでいる。「鍛えるぞ、おー！」と掛け声を上げ笑っている姿は青春そのもので眩しい。


さらにその奥では、レイド・ノクターの指示のもと生徒たちが椅子を出していた。


彼も生徒に違いないはずなのに、なにか指示を出しては人の波が動いている光景は、指導者という言葉が思い浮かぶ。


レイド・ノクターが統率しているのはおそらく一学年の学級長たちとほかの委員だろう。カリスマ性に感心、そして恐怖しているとフィーナ先輩が口を開いた。


「ノクターくん、すごいわねえ。学年主席で人望もあって、たしか……ミスティアさんと同じクラスでしょう？」


「そう、です」


さすがレイド・ノクター、顔が広い。名門ノクター家ということもあるだろうが、彼はすべてにおいて優秀だし、名も顔も知れ渡っているのだろう。


「次期生徒会役員候補者として調べたのだけれど、非の打ちどころがない人っていうのは、きっとああいう人のことを言うのでしょうね」


フィーナ先輩は感心して目を向けている。彼女のお兄さんは生徒会役員だ。お兄さんの手伝いをしていると先輩は言っていたし、実際候補者として調べたりしているということは、現在彼女は生徒会の役員であるお兄さんのお手伝いと、体育祭委員の仕事、両方しているということだ。


……すごい大変だな。お兄さんの手伝いと、体育祭委員の両立なんて。


「本当、お疲れ様です、先輩」


「え？　どうしたのいきなり」


「体育祭委員の仕事もあるのに生徒会のお手伝いもしているなんて、すごいなって思いまして……」


「ううん、小さいころから兄の手伝いをしているから、習慣というか、当たり前みたいなものよ？」


「そうなんですか？　すごいです、掛け持ちかっこいいです」


「かっこいい……？」


「はい、手伝いをすることって、作業や、作業をする人のことも把握していないとできないことじゃないですか。体育祭委員の仕事をして、っていうのはとても大変なことだと思いますし、かっこいいなあと思います」


言ってから、フィーナ先輩が不自然に私を見つめていることに気づいた。私はどきりとして、慌てて念を押した。


「いえ、決して失礼な意味ではなく、言葉のままというか！　すみません、ご、ごめんなさい、違うんです」


「……ねえ、ミスティアさん」


「はい！」


「これからも、よろしくね」


「え、あ、はい！　こちらこそよろしくお願いいたします」


フィーナ先輩は私の手を取る。とりあえず、よろしくしてくれるということは、友達でいてもいいということだろう。私は安心して先輩に微笑み返したのだった。






フィーナ先輩と楽しく話しながら体育祭の準備作業をすること三時間。青かった空は茜色に染まり、校庭には用具が出揃い、皆運搬ではなく手入れのフェーズに入っていた。


私はといえば、得点ボードの汚れを雑巾で拭いている。フィーナ先輩は生徒会の招集がかかり出動したから一人だ。


ダブルチェックができない以上、気は抜けない。汚れで得点を見間違え誤審に繋げてはならない。なるべく綺麗に目の錯覚を起こさないように隅々まで拭っていると、「ごー主人」と後ろから声がかかった。


「エリク……」


その呼び方は、一人しかしない。振り返ると彼はすぐに予備の雑巾を手に取った。


「手伝うよ」


「ありがとうございます」


二人で言葉を交わすこともなく得点ボードを拭く。エリクとの時間は無言が苦にならない。メロと一緒だ。満ち足りたものを感じていると、やがて彼はぽつりと呟いた。


「……なにか、嫌だな、体育祭終わっちゃうの」


まだ始まってもいないのに、そんなに体育祭が好きなのだろうか。


「そうなんですか？」


「だって、ご主人と一緒にお昼食べられたし、放課後は一緒に帰れたのに」


体育祭委員会は、体育祭当日だけではなく、体育祭前日の準備の流れも把握しなければいけない。そのため最近は、放課後だけではなく昼休みも委員会の招集がかかっていた。


よって最近のお昼はずっとエリクやフィーナ先輩と食べ、放課後は途中まで一緒に帰っていたのだ。


三人で他愛もない話を交わすのはとても楽しかった。


「体育祭終わったら、ご主人とまた会い辛くなるでしょ。教室にもいないし。僕、ご主人ともっとお話ししたいのに」


エリクが俯く。胸は痛いけど、これは彼が幸せになるためだ。


実際今もなおエリクは私を「ご主人」と呼ぶ。主従関係でもない友人……それも年下に対してだ。


彼はアリスと関わることで「本当の幸せ」を見つけ愛を知る。悪役をご主人呼びしている間は、本当の幸せや愛を見つけることはできないのだ。


「ご主人の屋敷でさ、使用人として働けないかな、夏休みの間だけとか、専属執事、みたいな感じで」


「いやいや」


冗談だとは思うが、現状主従ごっこ狂いのエリクが言うと笑えない。思えば彼は町づくりのころから本格を求めるタイプだった。冗談でも「いいよ」なんて言っちゃいけない。


「ほら、当主になるため、一定期間奉公に行くっていうのもあるらしいし」


「いや、ハイム家にそんな決まりはないはずですよ」


「ないなら作ればいいんだよ、一緒に居られる時間が増えるよ！　……もしかして、ご主人は嫌なの？　僕と一緒に居るの」


さっきまで無邪気だった声色が急に冷えたような気がして、エリクの目を見る。翡翠色の瞳は三日月を描いているけど、どこか凍てついている気がした。


「いえ、エリク先輩と一緒が嫌なのではなくて、私が言いたいのは、友達の屋敷に仕える、というのは良くないのでは、ということでして」


「……なら、いいけど……」


エリクが私を見て露骨に嫌な顔をした。言動と表情が一致しない彼を不思議に思い振り返ると、遠方でレイド・ノクターがこちらを見ていた。


会釈をしたものの、気づいていないらしい。そのまま冊子類を持った生徒に声をかけられ踵を返して去っていく。


「……あいつやっぱり邪魔だ」


エリクが、レイド・ノクターの背中を睨みつける。おそらくエリクは今もなお、レイド・ノクターのことを、私との「友情関係を脅かす脅威」として見ているのだろう。


そしてレイド・ノクターは、エリクのことを、「盤石な婿入り先を脅かす脅威」として見ている。


エリクとは主従ごっこ狂いによって距離感がおかしくなっているだけで、恋愛関係にはなく友人でしかない。それにどんなルートでも、エリクはアリスに恋をする。


よってエリクは、レイド・ノクターの未来計画……、アーレン家に婿に入り、ザルドくんにノクターを継がせる計画を破壊する要因にはならない。


レイド・ノクターは弟狂いによって、アーレン家を安定した婿入り先と考えており、友人の座を狙っているわけではないし、私をむしろ不貞予備軍、もしくは幼き子供に異常な愛情を抱く人間として見ている。私と友人になりたいなんて微塵も考えていないはずだ。


それにレイド・ノクターだって、アリスに恋をする。


挟まれるのは私ではない。二人が挟み取り合うのは絶対的ヒロインのアリス、そして彼女の恋人の座だ。


なにも婿入り先や、悪役令嬢の友人の座ではない。


早く二人の弟狂い主従ごっこ狂いを更生させ、この歪んだ相互認識を補正しなければ。そのために、明日の体育祭も、その恋愛イベントも絶対成功させる。


私は固く誓いながら雑巾を手に取ると、得点ボード拭きを再開したのだった。







異録　見ている者　色相の断片


ＳＩＤＥ：？？？






早朝、彼女の教室から拝借してきた缶を丁寧に洗う。缶の中にたっぷりと入っていた塗料は、水と重なり色と色が混ざりあって流れていく。


周りはべったりとした塗料の匂いが充満している。窓を開けると徐々に生徒たちが登校しているのが見えた。


くだらない、取るに足らない存在の人の群れに嫌気がさして、缶に視線を落とす。


赤、青、黄。混ざって、黒になる。今までは水色に親しみを感じていた。空の色は美しく、何度描いても再現できない。春に舞う花の色も好きだった。でも今は赤と黒が一番好きだ。


赤は彼女の目の色。黒は彼女の髪の色。それを濁せば、僕の色になる。でも、人間の僕である色味だって重なっているはずなのに、彼女はこの世の者とは思えぬほどにとても美しい。


まるで絵画から現れた女神のようだ。作り物の美しさじゃない。奇跡のような、それこそ神が生みだしたかのような芸術品だ。侯爵家である僕の家の美術品なんて、一瞬にして骸に見えてしまう。あの美しさは人間の手では一生描き出せないだろう。


ああ、彼女と同じ体に産まれたかった。きっと神様が悪戯をして、別れて産まれてきてしまったのかもしれない。本当は僕たちは、鳥か、蝶ちょうかなにかだったのに、神様の悪戯で切り裂かれてしまったんだろう。


缶を洗い終え、さまざまな色で汚れた雑巾で拭き取る。


彼女はきっと困るだろう。一生懸命にクラスのために頑張っているのを僕はちゃんと見ていた。ずっとずっと君は選手の名簿と顔を合わせていた。今度は紙なんかじゃなくて、僕を見てくれると嬉しいな。


クラス旗の絵の具は配られた分しかない。教師だってすぐに用意することはできないだろう。きっとあの完璧超人のノクターの子息だって、女に人気があるハイムの子息だって、誰だって彼女を助けることはできない。


でも大丈夫。僕がいる。僕だけが、彼女を助けることができる。僕の元へ来てくれたら、すぐに、たくさんたくさんあげられる。


色んな絵の具だってあげる。色の作り方がわからないなら混ぜてあげる。誰にも貸さないとっておきの色を君にだけは、あげる。


彼女は少し困ってしまうけれどこれは必要なことだ。こうでもしないと、なんの取り柄もない僕には会いに来てくれないだろうから。


さて、後は教室に、空の缶を置くだけでいい。きっと彼女は放課後、会いに来てくれる。


ああ、早く会いたい。


「ミスティアさん、ううん、ミスティア」


放課後、待っているからね。







    
  
  




警笛の旋律


学園の更衣室で制服からジャージに袖を通す。中世と近世をごった煮にした世界観といえど日本のゲームだから、体育はジャージで行っている。


白を基調としたデザインで制服とは対照的なそれに着替えた。


とうとう今日は体育祭本番。開会前に朝体育祭委員会で集まり、開会式の最終確認、そして打ち合わせがある。その後は学年別クラス対抗リレーの予選だ。足の速い順で組み、すべてにおいてトップの実力を誇る絶対王者、レイド・ノクターがアンカーを務める。


彼の天性の才能とそれをおごらぬ努力の結果は、体育の授業でも存分に発揮され常に最高の成績を修めていたし、一位は確実だろう。


レイド・ノクターの並外れた能力について考えながら廊下を出ると、遠くの方でジェシー先生がぼんやりと窓を眺めていた。


「先生、おはようございます」


「おはよう」


ジェシー先生に近付き挨拶をすると、やはり先生はどこか考え込んだ様子だ。忙しいのだろうか。


あまり話しかけないほうがいいかもしれない。そのまま通り過ぎようとした瞬間、先生が切なげに口を開いた。


「なあ、……なにか俺にできることはないか？」


むしろこちらが聞いた方が良かったかもしれない。どう見ても今助けを欲しているのはジェシー先生の方だ。


「特には……、ありがとうございます。お気持ちだけで十分です」


「そうか」


なにかあるのであれば、力になりたいと思うけれど、相手は先生だ。私になにかできるとも思えない。どうすべきか。


「お前さ……」


「はい」


「あの用務員の男と、よく話してるよな？」


「アリーさんですか？」


「あ、ああ、そいつだ、……仲良いのか？」


「？　恩人、ですかね、お世話になっている方です。台車貸していただいたり、いろいろと」


「そうか」


答えると先生の瞳が戸惑いに揺れた気がした。


「なら、俺も一度、挨拶しておかねーとな」


「？　はい」


ジェシー先生は用務員であるアリーさんと会ったことがないのだろうか。それはありえないはずだ。職員同士、会ったことはあるはずなのになぜ改めて挨拶を？　話をするという意味？


ふと視線を外すと、廊下の先でフィーナ先輩が小走りでこちらに向かってきた。ジェシー先生は一度先輩の方に顔を向け、またこちらに振り返るとなぜか苦々しく笑う。


「悪かったな、呼び止めて。俺の話はこれで終わりだ。もう行っていいぞ」


「あ……えっと、失礼します」


先生に背を向け、フィーナ先輩に近づく。先輩はぱっと花咲く笑顔を向けてくれた。


「フィーナ先輩」


「会えて嬉しいわミスティアさん。委員の集まりの前に二人で最終確認をしたいと思って迎えにきたのよ」


「はい！」


返事をしてから振り返ると、ジェシー先生はもうそこにはいなかった。私は違和感を感じつつ、そのままフィーナ先輩と共に歩き出したのだった。






滞りなく委員会の打ち合わせを終えとうとう開会式の時間となった。皆校庭に学籍番号順で二列に並び、校長先生の話を聞いている。私もだ。


幸いレイド・ノクターとは番号が離れているため、安全と言えば安全である。しかし、私の斜め後ろにクラウスがいて、安心とはやや遠い。


「きっと大丈夫だよ、今日の体育祭の結果が良ければ告白すればいいんだよ。伯爵令嬢との身分差なんて簡単に越えられるって」


彼は校長の話をいっさい聞くそぶりを見せず、優しく明るい声色で自分の前にいる男子生徒に語りかけている。


さりげなく振り返ると、クラウスは男子生徒に見えないよう口角を上げ舌を出した。


ゲームでも彼は自分の同級生や、ヒロイン以外に対しては穏やかな好青年を演じ接していた。言葉遣いが荒くなるのはヒロインやミスティアに対してだけ。なぜ好青年を演じるかは、その方が信じられやすい、騙しやすいからだ。


実際男子生徒はクラウスの言葉を信じたらしく「そうだよな！」と頷いている。


おそらく、男子生徒の恋は叶わないだろう。


しかし「その人の言うことは聞いちゃいけないですよ」と言うのは簡単だが、話をしたこともない人間と、クラスメイトのどちらを信じるかは明白だ。それにクラウスは面白くなるなら嘘も本当も言う。手段は選ばない。


だから男子生徒は大丈夫なのかもしれない。……クラウスが嬉々として親切をしているということは、ハッピーエンドになるとは思えないけれど。


一抹いちまつの不安を抱いていると、雑念をかき消すような体育祭開催のファンファーレが校庭に鳴り響いた。


開会式も終わりだ。委員の指示に従い、指定された待機席に戻る。


校庭は中央を競技会場とし、その周囲を囲うように保護者席、教職員委員会、救護班、そしてクラスごとに分けられている。クラウスはＦ組であり、端のほうに向かう人の群れに消えていった。


基本的に待機場所には椅子が並び、競技に参加しない生徒は参加選手の応援をする。


クラスの座席後方にはクラス旗が掲げられ、遠方からでも自分のクラスがどこにあるかわかる仕組みだ。


待機席に座ることなく、その旗へと向かって歩いていく。待機席に座り、レイド・ノクターがこちらに来てはかなわない。ただでさえ彼はぼっち生徒を救済するためか、朝私に「一緒に見ようよ」と声をかけてきたのだ。委員会があると断ったけど。


ちょうど旗より後ろ、あまり観戦には向かない木陰に立っていると、レイド・ノクターがこちらに向かってきた。嫌な予感がして移動しようとすると「ミスティア」と声をかけられてしまい、私は立ちどまる。


「そこにいたんだ。探したよ」


にこりと笑って、レイド・ノクターは私の隣に立った。


ここまで来ると、「絶対自分のクラスで浮いた生徒は出さないぞ」という気概を感じる。一歩ずつ距離を離そうと試みたものの、同じ距離を詰められた。


「ここは日陰だけど、あまり競技を見るのに向いている場所じゃないね。だから断ったの？」


「えっと、はい……」


断じて違うけど、貴方を避けるためですとはさすがに言えない。


レイド・ノクターは「日差しは暑いからね」と頷いている。駄目だ、温度すら感じられない。これ完全に、レイド・ノクターを独占したいからと人気のない場所へ連れ込もうとするミスティア、みたいな状態だ。


「……お手洗いに」


「今日は外部からの来賓もいるし、危ないからついていくよ」


「……では、競技前に行くことにしますね」


「うん。その時はいつでも声かけてね」


駄目だ。レイド・ノクターの優しさと善意によって退路がどんどん断たれていく。


こうなってしまえば、いっそ開き直って彼が傍にいる状況を利用するしかない。


レイド・ノクターとアリスが体育祭を二人で鑑賞するよう仕向けるのだ。本来三人で一堂に会することは己の身を危険に晒すことになるが、「アリス困ってるみたいですよ」とレイド・ノクターに言えば彼は正義感から確認しに行く。私はそのまま姿を消し二人は仲良く観戦だ。アリスの姿を探すと、ちょうど彼女は観戦席の近くでしゃがんでいた。


なんだか困っているというより、一人遊びを堪能しているからそっとしておいてあげたほうがいい状態になっているけれど、私は意を決してレイド・ノクターに視線を合わせた。


「アリスさん、どこか困っている感じがしませんか？」


「そう？」


前方でしゃがむアリスの背中を指す。しかしレイド・ノクターはアリスの方ではなく、地面に目を向けた。いや、アリス埋まっていないし。あそこでしゃがんでいるし。


「ほら、あちらに。私は大丈夫ですのでレイド様は彼女の元へ行ってきたほうがいいのではないでしょうか……」


「そう？　問題なさそうだけれど」


レイド・ノクターがようやくアリスに視線を向ける、が。その先にいる彼女は、熱心に、遠目から気合十分というのが伝わるほど念入りに準備運動を始めていた。ああ、しゃがんでいるのではなく、屈伸だったのか……。


「ミスティア、心配しすぎだよ。彼女は元気そうだ。僕が行く必要なんて微塵もないね」


「ははは、そうですね……ごめんなさい」


「ううん。……あ。彼女、こちらにやってくるみたいだよ」


「え」


レイド・ノクターの不機嫌そうな声色に驚きながらも前を見ると、背を向けていたアリスがこちらに振り向き、ずんずんと向かってきた。


え、なんだいったい。レイド・ノクターに用かと一歩後ずさり、撤退の構えをすると彼女が速度を上げ駆け足でやってくる。


「ミスティア様お話があるのですが……」


私にはないです。そう言いたいけれどアリスはどこか物々しい表情で私を見据えている。居たたまれない気持ちでなんの用か、優しく、万が一にでも侮辱にとらえられないよう慎重に口を開くと、声を発する前にレイド・ノクターが「悪いけど」と彼女を冷ややかな目で見た。


「ちょっと今、ミスティアと込み入った話をしているから後にしてもらえないかな？」


「えっ、あっ……わかりました。失礼します」


レイド・ノクターの言葉にアリスは頭を下げ立ち去っていく。ゲームでこんなこと、あっただろうか。ミスティアと話をしている時アリスが来たら「彼女を助けてあげないと、学級長として」と、必ず席を立っていたのに。


不思議に思っていると、彼はこちらを振り向いた。


「前から言おうと思ってたんだけど、ミスティアはもしかして彼女と僕を近づけようとしてる？」


レイド・ノクターの豪速球が飛んできた。かつてゲームでここまで彼が直球の物言いをしたことなんてあっただろうか。いや、彼が率直に問いかけてくるほど、私の態度が不審だったのかもしれない。


「……そっ、そういうわけでは……」


「彼女の境遇に同情して、学級長の僕にも守ってもらえれば安心と考えているのかもしれないけれど、僕は彼女に学級長以上の情けをかける気はないし、平民の入学には懐疑的な立場だからね」


学級長、平民、懐疑的という言葉を強調された気がした。


ミスティアに「僕は彼女と学級長以上の想いで接することなんてしていない」「平民と貴族だって、人として平等に接するべき」と何度も訴えていたレイド・ノクターはどこへいったんだ。


顔を上げると彼はどこか怒っているような、傷ついたような目で私を見ていて血の気が引いた。


「あ、あの」


「ごめん、怒ってるわけじゃないんだ。ただ、僕は彼女に対して今以上に接しようとは思わない。たとえ君のお願いでも」


俯くレイド・ノクターに胸が締め付けられて、言葉をかけようとする。しかし彼はこの後行われる競技……、学年別クラス対抗リレーに招集され、去っていったのだった。






『一年生の最終走者は並んでください！』


指示のもとレイド・ノクターがスタートラインに並ぶのを、私は応援席からどこかほっとした気持ちで見つめていた。


勉強のテストも一位、体力のテストも一位。容姿も端麗。


文武両道を体現する彼の活躍ぶりは女子も男子も放っておかないようで、現在注目を浴びているのは走る選手ではなく並んでいるレイド・ノクターだ。


あっちからもこっちからも、彼に惹かれる声が聞こえる。


……思えばレイド・ノクターやエリク、もしくはジェシー先生やロベルト・ワイズ、彼らがこの先アリス以外の誰かを好きになるということはあるのだろうか。


人生なにが起こるかわからない。もしそうなったら……どうなるんだろう。


別の相手を好きになったとして、常軌を逸した執着がよくないことや、主従ごっこ遊びはやめたほうがいいとわかってくれるだろうか。


……わからない。けれど早急な対応が求められていることだけはたしかだ。


特にレイド・ノクターは、私が必要に迫られてザルドくんに話しかけていても、私を滅多刺しにしそうな雰囲気を持つ。このまま悪化し続ければ間違いなく血が流れる。


身震いしているとアリスの姿が見えなくなっていることに気づいた。


レイド・ノクターが走るというのにヒロインがいないなんて。


校庭を見回しても彼女はどこにもいない。なんとなく胸騒ぎがして裏手に回り探していると、聞き覚えのある名前が耳に飛び込んできて動きを止めた。


「ねえ、アリスさん」


「はい、なんでしょう」


アリスの声だ。急いで声のする方向に足を動かすと、彼女が五人の女子生徒に囲まれていた。フットサル並みの人数だ。アリスを囲んでいる生徒は見覚えがない。違うクラスの人たちだろう。


「あなたが平民という噂が流れているのだけれど、本当かしら？」


「……はい」


「まぁ、なんてこと！　ここが貴族が集う学園であるとは知っていて？」


「いったいどういう目的があってここに来たのかしら」


「ご両親は料理屋にお勤めと聞いたけれど、もしかして貴族に媚びを売って生活なさっているのかしら、不思議ねえ」


本当に、どうしてこうもアリスが平民であると知ると皆攻撃的になるんだ。


逆に平民と身分を偽り、公爵家の人間が皆の様子を観察しに来ているだとか思わないのだろうか。それに平民だからと言って、五人で囲っていい理由にはならない。


「そんなことありません。私の父と母は真面目に働いています。馬鹿にしないでください！」


教室で素性が明かされた時と異なり、アリスは強い語気で返した。あまりの勢いに、こちらがひるんでしまう。


しかしほかのクラスの生徒たちはそうではなく、一気に顔を怒りで歪めると、近くの井戸のバケツをそのままアリスの顔めがけてひっかけようとした。私は咄嗟に飛び出し、アリスと女子生徒の間に割って入った。


「きゃっ」


アリスの高い声が木霊するけれど、桃色の髪は未だ空気をまとって揺れており、水滴一つついていない。彼女はぎゅっと閉じていた瞳を開き、目を丸くした。


「みっ、ミスティア様……？」


「どうも」


ごきげんようなんて、ミスティアがゲームで嫌味を込めた発音が強いせいで言えない。どうも一択だ。アリスは「おっ、お洋服が！」と私のジャージを示す。


厚い生地だし、すぐ脱げば問題ないだろう。背中は少しひんやりするけど中までは染みていない。


アリスの無事を確認して振り返ると、他クラス五名はぞっとした顔をした。


「皆様、ごきげんよう、なにをしていらっしゃるのですか」


こっちには、ごきげんようが言える。どうも縛りはない。私を前にアリスを囲んでいた五人は、全員先ほどまでの怒りが嘘のようにそわそわ取り繕い始める。


私は追撃で一人一人と目を合わせた。


「ああ、名乗り遅れましたわね。わたくしの名前はミスティア・アーレン。皆様のお名前をお伺いしても？」


アリスを囲んでいた生徒たちは全員顔色を青ざめさせる。さすがアーレン家。影響力が大きい。さすが犯罪をもみ消すほどの力のある家だ。皆怯えている。苛めがエスカレートしないよう、釘を刺しておこう。


「わたくし、初めて知りましたわ。貴女たちのご挨拶って、複数で囲んで水を被せることなのね。お父様にも教えて差し上げないと。きっと知らないでしょうから、ねえ」


たしか、ミスティアはアリスいじめを嫌がるほかの生徒に「わたくしのお父様に教えて差し上げなくては」と脅迫していた。


「や、やめてください。も、もうしません。私たちは、ただ──」


「言い訳を紡ぐ醜い声は聞きたくないのですけれど、消えていただけます？　それと、次に彼女に何かしたとわたくしが判断した場合、貴女たちを育て、間接的にでも影響を与えた方々とお話をさせていただきますから、どうかそのおつもりで」


立ち去ってくださいをミスティア語に訳して声に出すと、アリスを囲んでいた生徒たちは蜘蛛くもの子を散らしたように去っていった。本当にミスティア語便利だ。連戦連勝、負けなし。


振り返って一応確認すると、アリスは一滴も濡れることなくおろおろしていた。


なにかしら会話をしたり慰めたりしたほうがいいのだろうが、アリスと二人きりでいるところを見られたくない。


私は濡れたジャージを脱ぎながら彼女から一歩引いた。


「教師以外の人間に呼び出された時は、人目につく場所を離れないほうがいいですよ」


遠回しに呼び出されても無視してほしいことをお願いすると、常軌を逸したゲームのミスティアの振る舞いを受け流したり、女性関係が開放的なゲームのエリクへ熱心に指導するなど許容範囲が人より格段に広いアリスが戸惑っていた。


「……今日のことは、いえ、これまでも、これからも私の存在すべてについては忘れてください。体育祭頑張りましょうね」


貴女と攻略対象の仲を、私は応援します！　という、突然伝えれば変な宗教に傾倒していると思われかねない言葉を呑み込み、私はアリスを残したまま、その場を後にしたのだった。






「はあ……」


ぐしゃぐしゃになったジャージを絞って教室に置いてきた私は、脱力気味に応援席へと歩いていた。


幸い髪も濡れていないし、あの水量ならかからなかったほうだろう。背中に冷える感覚を覚えながらクラス対抗リレーへ目を向けると、もう大多数の人間が走り終え中央の待機場所に腰を下ろしていた。


あともう少しでレイド・ノクターの走る順番が訪れるらしい。応援席の生徒たちはたいそう盛り上がっている。


私はくしゃみをしそうになりながら、応援席へと戻った。思えば学園で半袖になるのは初めてかもしれない。学園の制服は基本ブレザーのままでいたしシャツも長袖だ。体育は常に上着を着ていたし、腕なんて手を洗う時くらいしか出さない。二の腕をさすると、同じクラスの生徒が「あの！」と意を決したように目の前に立った。


「ミ、ミスティアさん」


「はい」


「上着、か、貸そうか？　お、俺ので良ければ、だけど」


そう言って男子生徒はこちらに上着を差し出す。


二の腕をさするのを見て心配させたのかもしれない。体育の時半袖の生徒は多いし、この時期長袖なのはむしろ私と極少数の生徒だけだ。使用人の皆に、というか特にフォレストに「ミスティア様のお肌はか弱いのですから！」と長袖でいることを勧められていたけど、こういうこともあるのか。


まぁ、極寒というほどでもない。断ろうとすると、「俺のも」「あ、俺もあります！」と、その場にいた生徒たちが五、六人集まってきた。駄目だ完全に重病だと思われている。今度から積極的に半袖でいよう。


「いえ、特に寒さを感じる気候でもないですし大丈夫ですよ、お気遣いいただきありが……うわ」


言いかけて、視界が突然幕が下りたように暗くなる。いや下りた。幕が下りた。物理的に頭部から布をかけられている。


「大丈夫だよ、彼女には僕が上着を貸すから」


エリクの声が聞こえる。おそらく彼に上着をかけられ肩を掴まれているのだ。いやでもこれめちゃくちゃ怖い。完全に護送スタイルだ。上着をよけると一気に視界が開け、目の前にエリクの姿が現れる。でもなぜか上着を差し出してくれていた男子生徒たちの姿が見えない。


「エリク先輩こんにちは。えっと……皆さんは」


「競技だってどっか行ったよ。それよりご主人上着どうしちゃったの？」


「えっと、それはアリ……」


エリクの問いに、ぎりぎりで止まる。駄目だ。アリスが水をかけられそうになって庇いましたなんてエリクに言えるわけがない。「アリスに水かけました」に、脳内変換でもされようものなら人生が終わる。


彼は私のことを信じてくれるだろうけど、記憶というものは曖昧なものだし、彼を関わらせてはいけない。


「汚した……というか」


「汚された？」


「……汚されかけた生徒がいて、庇いました」


地をはうほどの低音で聞き返され、正直に話す。アリスの名前さえ出さなければ大丈夫だろうとエリクを見ると彼は「あー、ご主人しそう……」と納得していた。


「でもそんなやつ見捨てちゃえばいいのにー！　ご主人のお洋服汚すことないし！　……でもご主人ができるわけないよね……。ねえ水かけたやつって誰？　知り合い？」


「ほかのクラスの生徒だと思います……」


「へー、じゃああとで特徴聞かせてね？　っていうかご主人僕の上着ちゃんと着てよ！　いっつも長袖なのに、突然そんな恰好してたら駄目だよ」


「いえ、大丈夫ですよ、寒いわけでは……」


「僕が嫌なの、着て！　さっきみたいな感じでまた囲まれるよ？　いいの？　囲まれたいの？　違うでしょ？」


「たしかに、囲まれたくはないですけど……」


「じゃあ。ほら腕上げてくださーいっ」


ほら、とエリクが上着を着せてくる。私はされるがまま彼の上着を着た。


「えっと、ありがとうございます」


「うん、ずぅっと着ててね」


エリクは満足げに頷く。彼の上着は私のものより大きい。


出会ったころはまだ私のほうが背が高かったはずなのに、今は彼を見上げるほどだ。


女の子だと間違える華奢な身体つきも、今や筋肉がついてがっしりとしている。半袖から覗く腕は筋肉隆々ではなく、多すぎず少なすぎず適度な健康体といった感じだ。


「エリク、背……伸びましたね……」


「ふふ。ご主人のこと追い越しちゃった」


「そうですね、もう、見上げるようですし」


腕の長さも全然違う。余った袖を見ていると、女子生徒がわっと歓声を上げた。


「きゃっ、ノクター様の番よ!!」


女子生徒たちの視線の先には、バトンを持ち位置についているレイド・ノクターが立っていた。


「ああ、一年生の学年リレーも終わりますね、次は二年せっ……」


エリクに声をかけようとすると、ぐい、と後ろから腕を引かれ身体が傾く……が、支えられ転ぶことはなく、身体だけがくるりと反転した。


「え、なんですか」


私を引っ張ったエリクの顔を見上げると、彼はどこか複雑そうな笑みを浮かべている。


「なんでもないよーっ。……遊びたくなっちゃって」


「？　次からは言葉で言ってください、突然腕を引くのは危ないですよ」


「はあい」


なぜか突然飛び出したエリクの無邪気。腕を引くのは転倒する恐れもあるのに、彼はどこか上機嫌だ。


「ご主人はあいつのことなんか……ううん、誰のことも見なくていいよ。僕だけ見てて。ずっと二人でいよう？」


あいつとは、レイド・ノクターのことだろう。しかしここまでくると、エリクの嫉妬心に狂気的なものを感じる。未だに友人の座を奪われると思っているのだろうか。そんなことは、絶対にありえないのに。


……いや、入学してから敬語で話をしたり距離を置いているから、そのことが影響しているのかもしれない。


「あの、ちょっといいですか」


エリクは「なあに」と顔を近づけてきた。そこまで近付かなくていいと制すと「ちゅーしてくれるのかと思ったのにい」と唇を尖らせる。


私は咳ばらいをして、さりげなく懐から委員会の紙を取り出した。これで遠目から見れば委員の話だと思われるだろう。周囲に話を聞かれないことを確認した私は、エリクの目を真っすぐ見つめた。


「あのさ、エリクに対して学園で敬語を使ったり先輩と呼ぶのは、エリクを嫌いになったりどうでもいいと思ってるからじゃないよ」


「……」


「エリクが一年生に敬語外されてるところを聞かれるとか、私と関わってると思われて悪い状況になってほしくないから、っていうのが理由だよ」


彼は私の目をしばらく見つめ続けた。やがて静かに笑う。


「うん。そういう理由だと思った。でも、やっぱり僕ご主人の全部ほしい！　ご主人がたくさん友達作るのもやだ」


「どういう意味ですか？」


「言葉のままー。誰も見ないでほしいってこと！」


「ほかの方を視界に入れないのは……生きてる限りは無理じゃないかな」


「無理じゃないよ、前みたいに籠ってれば」


「……山ごもりとか？」


「うん。どうだろ。まぁ今はしなくていいよ。それより僕嬉しいんだぁ」


「嬉しい？」


「うん！　ざまーみろって感じ。……あ、そうだ！　僕次審判しなきゃいけないんだけど、それまで一緒に確認してくれない？　実行委員の席に行こうよ」


「あー……、私も審判慣れなきゃいけませんし、そうしましょうか」


先ほど感じた危うさが嘘みたいに、エリクは爛漫と笑う。私は安堵しながら彼と競技審判の打ち合わせをするため、実行委員の座席へ向かったのだった。






エリクと打ち合わせを終えた私はぼんやりと競技を観戦していた。


そして今エリクが参加している競技も中盤に差し掛かっている。そろそろ借り物競走の実行委員として招集がかかるころだろう。少し早いが待ち合わせは早いに越したことはない。実行委員の方を目指しつつ、私は心の中で覚悟を決める。


……今回の捏造恋愛イベントを絶対に成功させて、レイド・ノクターとエリク二人を、アリスに近づけさせる。


お題箱への細工は完璧だ。さらにレイド・ノクターやエリクが走るレーンの、お題箱係の座も手に入れた。


細工もメロと試行錯誤して、指で少し糸を外すだけで細工が展開するようにしてある。


正直細工をして人を操る行為は、悪役そのものに近い手段だと、自分でも思う。


「一年Ａ組、到着しました」


委員会のテントに入ると、ちょうど招集をかけるタイミングだったらしい。「早いねえ！　これお願いね！」と委員の先輩に三年のお題箱を差し出された。


箱を受け取りながら校庭の端に目をやると、借り物競走の選手が列を形成しながら入場していく。レイド・ノクターとエリクの二人もいて、レイド・ノクターは男子生徒と、エリクは女子生徒数人と会話をしていた。


でも、どことなくエリクと女子生徒に距離を感じる。他人行儀というか、むしろエリクが女子生徒から引いているような、距離をとっているように感じた。


「よし！　選手入場したね！　指定の位置にお願い！」


エリクを見つめていると、横から先輩の声がかかった。私は慌てて箱を抱え、指定の位置につく。


順番は三年生からで、エリクとレイド・ノクターはそれぞれ最終走者だ。校庭にスタートの笛の音が鳴り響き三年の走者がこちらに走ってきて、お題箱に手を突っ込み引き抜いた。


「め、眼鏡？　探さなきゃ！」


お題は眼鏡らしい。走者は眼鏡を求め駆け出していく。学園に眼鏡の先生や生徒は一定数いる。ただうちのクラスではロベルト・ワイズただ一人だ。おそらく眼鏡キャラで被りがないように、という結果なのだろう。


三年の先輩たちが走り、お題を引いて走りを繰り返し、気がつけば三年の最終走となっていた。


次は二年だ。走る人数が少なめなのはやっぱり探す時間がかかるからだろうか。


私は委員会の待機場所に素早く戻ると、今度は細工済みの二年生のお題箱を手に取り、また指定の位置についた。


三年に引き続き、今度は二年の走者がスタートの合図で一斉に走り出す。


エリクのお題は「高い位置で髪を一つに結んだ一年生の女子生徒」である。ここでのポイントは「高い位置」だ。髪を結んだ生徒は体育祭のため複数いるけれど、高い位置で一つに結んでいる生徒はアリスしかいない。


二人は知り合いであるし、お題をエリクが目にすれば一発でアリスを思い浮かべ、彼女を探すはずだ。私はさりげなく底に仕込んだ糸に触れる。


後はエリクの番が来たら引くだけだ。引いてしまえば最後、中で細工が展開されそこに仕込んであった、「高い位置で髪を一つに結んだ一年生の女子生徒」という切り札が解放される。


本当に、この細工を考案したメロには頭が上がらない。


心の中でメロに感謝を述べつつ委員の仕事をこなしていると、エリクがスタート位置についた。


底の糸を指で擦り細工をいじると、振動で箱が展開されたことが感覚的にわかった。


開始の笛が鳴り、エリクがこちらへ駆けてくる。


思えば彼が走っているところを見るのは初めてだ。お人形遊びに限らずかくれんぼなどいろんな遊びをしたけれど、走る遊びはしなかった。


やがてエリクは息を切らせながら私の前に辿りつく。彼は私を見て柔らかく微笑んだ。


「あ、ご主人が係だったっけ、嬉しいなあ」


「どうも、この箱から引いてください」


「はあい」


エリクは無邪気にお題箱に手を突っ込み、箱からお題を引いた。そしてじーっと考えこみながら紙を見た。私が仕組んだ「高い位置で髪を一つに結んだ一年生の女子生徒」について思いを馳せているのだろう。


「よし、行くよ、ご主人」


「はい……う、ええ!?」


ぐいっと腕を引かれ、お題箱が手から滑り落ちかけ慌てて掴む。なぜかそのまま体が前に傾き、一歩踏み出した。驚いている間にエリクは私の腕を引っ張り続ける。なんだこれ。なぜ私が彼と走っているんだ。


「え、なんでですか？　なんで？　なんで？」


「僕のお題、体育祭委員だから。ご主人連れていっちゃった方がすぐに行けるからっねっ」


そんなお題なんて入れてない。箱を取り違えた？　いやたしかに糸は引き抜いたし、細工をしたのはこの箱だ。


エリクは私を連れ走り抜けると、ゴール付近の体育祭委員に紙を提示した。「合格です！」と前へ促される。そのままゴールテープを切り一位到着の笛が鳴った。


え、なんだこれ。


「やったね！　ご主人！　一番だよ！　ありがとう！」


満面の笑みのエリクがぶんぶんと私の腕を振り回す。彼が嬉しそうで私も嬉しい。もうどうでも……よくない。彼が喜ぶことは嬉しいけど……これは絶対違う。混乱していると一年生の整列が始まった。


「ごめん。エリク離して、一年のお題箱係だから私」


「はあーい」


エリクは素直な返事で私の腕を離してくれた。私は別れの挨拶もそこそこに、委員の待機場所で一年用のお題箱を受け取り指定の位置に戻った。


それにしてもなにが起きたのだろう。たしかに糸は引いたしあれは細工した箱だった。理由を思い返しているが思い当たる点がない。考えている間にスタートの笛が鳴り、一年生が駆けだしてくる。


走っている姿を目で追っていると、体育祭委員のテントの脇に、見覚えのある笑みを浮かべた人物と目が合った。


……あれは、きっとクラウスの仕業だ。


睨む私を彼は指をさしてひとしきり笑い、なにかを入れる素振りを見せると自分を指して、大きくばつを作った。


俺じゃない、と言いたい？　じゃあ誰が？


私が目を見開くと、指を差して馬鹿にするジェスチャーをする。誰にも見られていないことをしっかり確認しているらしく、クラウスの行いに周囲が気づく気配がない。


昼休憩に入ったら、クラウスに聞く……？


でも、クラウスを捕まえることができる気がしない。かといって彼の教室に直で向かえば、「面白そう」と鬼ごっこやかくれんぼを開始するはずだ。


そんなことをされたらクラウスの能力上絶対彼を捕まえられないし、悪戯に無駄な労力を費やすことになる。


奇跡的にこちらを訪ねてきたタイミングを狙うしかないだろう。


「次は、女子一年借り物競技、最終走者です」


笛が鳴り、我に返った。……クラウス捕獲は後回しだと前を向くと、スタート位置にアリスが立っていた。


レーンこそ違うものの、なぜ彼女がここにいるのだろう？　彼女は徒競走のはずだ。あれこれ可能性を考えている間にスタートは切られ、アリスは走り出す。


やがて私のすぐ隣のレーンでお題箱からカードを取りしばし眺めた後、こちらに物凄い勢いで振り返った。


私は間違っても無視したと思われないよう、前を見据える。ちょうど私のレーンの走者がやってきてお題箱を引いた。お題をクリアするために応援席に駆けていく選手を見送ると、入れ替わりでアリスが目の前に立った。


え、なんで。


「ミスティア様、すみません、一緒に来てくださいっ！」


アリスがお題をこちらに差し出す。そこには、「尊敬する人」と書かれていた。


「……は？」


「駄目ですか？」


「いえ、そういうわけでは……」


アリスの問いかけに反射的に答えると、彼女は「ありがとうございます！　では失礼します！」と満面の笑みで私の手を取り、物凄い勢いで走り出した。


アリス、ただただ足が速い。


そのまま彼女は、魔法が解ける十二時を知らせる鐘が鳴ったシンデレラの如く駆けていく。引きずられる私はたまったものではない。


待ってシンデレラ足速い。っていうかなんで私なんだ。尊敬する人でなぜ私を選ぶ。近くにクラスメイトがいたから簡単に済まそうとした？　そんな狡猾こうかつさを今出す？


混乱したままアリスと共に足を動かしゴールテープを切ると、到着の笛が鳴り響いた。呼吸を整えながらアリスの方を見ると、彼女は「ミスティア様！　一位です！　ありがとうございます！」と跳ねている。


嬉しそうでなによりだけど意味がわからない。……と、とりあえず係の位置に戻らないと。次のレースが始まってしまう。


私は思考が停止したまま、係を全うすべくお題箱を持ちなおして指定の位置へ急いだのだった。







完全崩壊する野望


「ごめんなさい、ミスティア様お願いします！」


目の前の男子生徒に頼まれ共にゴールまで走り、ゴールした私は急いでお題箱の位置に戻る。


観客からは、どっと笑いが起きていて、隣のレーンの委員の先輩が「大変だね」と苦笑している。


アリスとともに走ってからしばらくして、女子生徒の借り物競争が終わり、男子の部が始まった。徐々に借り物競争にも終わりが見えてきているけど、なぜかＡ組は皆私の手を取り駆けていた。


おおよそ二回に一度のペースでこっちに選手が向かってきて、お題を見せ付き添いを求めてくる。


お題は「髪が長い人」「成績のいい人」「恩人」「女子生徒」など、本当に誰を選んでも良さそうなラインナップばかりで、私である必要性はどこにもない。


が、原因はまさしくその点にあるのだろう。お題を引いて目の前にいる人物を連れていけば時間短縮となり一番効率的だ。


でも、私はたまったものじゃない。選手でもないのに足が辛い。痛い。若干痙攣けいれんしている。最早シャトルランと同義である。私だけ現在シャトルランを強いられている。修行か。


「アーレン嬢、お願いしてもいいですか」


「もちろん」


半ば意識もうろうとしながら、お題を手にする生徒の手を取り駆ける。お題は「優しい人」だ。もう来年から体育祭委員は連れ去り禁止になるだろうな、そうじゃないと絶対おかしい。


ゴールして、また全速力で指定位置に戻る。会場は私が戻るたびに拍手が沸くようになり始めている。もう殺してくれ。


半ば満身創痍そういの中、顔を上げると最終走者が位置についていた。


レイド・ノクターが位置についている。疲れている場合ではない。一度、さりげなく箱をゆすり、中身がなにも入ってないことを確認してから糸を引く。


おそらくエリクの時にお題が正常に機能しなかったのは、事故だ。


私が無意識でどこかいじってしまったのかもしれない。今度は大丈夫だと深呼吸すると同時にスタートの笛が鳴り、レイド・ノクターがこちらに向かってきた。


ただ走っているだけで、怖い。彼はただの選手で私を追いかける理由なんてザルドくん関連以外ないというのに、追いかけられたら絶対捕まって殺されると肌で感じる。


「やあミスティア」


「どうも」


こちらに到着したレイド・ノクターに箱を差し出すと、レイド・ノクターがそこに手を入れた。


さぁ、早くクラスの応援席にいるだろうアリスを見つけて連れていって。


お題はエリクと同じ。お題被りは容認されているためまったく同じお題にした。エリクがアリスを運んだことでいい感じにもやもやして嫉妬もしてもらえれば、と考えたこともあったけどエリクのお題作戦は失敗した。


レイド・ノクターはエリクと異なりアリスとまったく会話する素振りがないし、今回は彼だけでもアリスを……。


「ミスティア、ごめんね」


「うわわっ」


レイド・ノクターが謝ったかと思えば、突然視界が急に変わった。空が広がり、身体の支えを失って、目の前に彼の横顔がカットインする。


浮いて……いや浮いてない。膝と肩を支えられ……いや抱えられている。


この体勢は、見たことがある。お姫様抱っこだ。王子様が、お姫様にするような、やつで……？


「は？　は？　は？　え、なんでどうしてなんで、なんで？」


「ミスティア疲れていそうだったから、こっちのほうが速い」


私を抱えながらもレイド・ノクターは颯爽さっそうと走る。息切れ一つない。


「あっ、あの、下ろし……」


「ちゃんと掴まってくれないと、落ちて頭が潰れてしまうよ？」


え、怖い。怖い怖い。頭っていう具体的な言葉が出るのが怖い。


「いや、下ろしてください。お題は私ではないですよね？」


「ミスティアで合ってるよ、むしろミスティアしかいない」


「え？」


「ほら、ちゃんと首に手を回さなきゃ」


無理だ。そんな仲睦まじい感じを出すわけにはいかない。


さっきのエリクの持ち上げは彼の無邪気な人間性で「普通のスキンシップ」になるだろうがこれはまずい。レイド・ノクターに無邪気さはない。


ミスティア・アーレンとレイド・ノクターにはなにかあると思われてしまう。周囲を確認すると観戦している生徒は頬を赤らめ、レイド・ノクターに見惚れていた。


「今から僕が頭を少し下げるから、腕を回して？　下を向きながら走るのは危ないから早くしてね」


そう言ってレイド・ノクターがこちらに顔を近づけてきたため慌てて腕を回す。なんだこれ。私は断じてアリスじゃない。なんだこの接近。おかしい。







    
  
  




腕を回すと一気に彼が加速し、すぐにゴール前に到着した。新幹線か。前の体育祭委員にお題の紙をさっと渡しているけど、こちらからはまったく見えない。どうやら承認されたらしく、ゴールの笛が鳴った。


「あの、おろしてください、ほんとに」


「そうだね、このまま捕まえておくわけにもいかないしね」


レイド・ノクターにおろしてもらい、ようやく地面に足がつく。


彼は借り物競走の最終走者であるものの、私は速やかに指定の位置に戻った。同時に選手の退場が開始され、選手たちが退場していく。


はけていく生徒たちを見送りながら体育祭委員のテントに帰ると、委員の先輩の目がこちらに集中してきた。


「エリク君は知っていたけどレイド君とも仲がいいの？」


「びっくりしちゃった！　劇やオペラを見ているようだったよ！」


「ねえ、どっちが好きなの？」


案の定だ。レイド・ノクターの行動により、誤解をされている。


「いえ……、おそらくお題を持つ委員を連れていけば、最短でゴールでき効率がいい、ということが周知された結果だと思われます……」


心なしか生気の欠落した声が出てしまった。先輩たちは複雑な表情をしている。


「そ、そうなんだ、大変だったね……」


「まあ、彼らは人気だしね……、そうだよね、実際はそうよね」


「なにかあったら言ってね」


先輩たちは口々に同情の目をこちらに向け始める。まずい、必要以上に心配させてしまった。


「あーでも、大丈夫です、怪我はないので、このとおり元気です」


「でも、なにかあったらすぐに言うんだよ。ほかの子たちからの嫉妬もあるだろうし」


「はい、ありがとうございます」


頷くと、「じゃあ次の競技引継ぎの作業をしようか！」と声がかかり、集計や引継ぎの作業に取りかかった。


それらも滞りなく終わり、私は委員テントから離れ、クラスの応援席に戻ろうとする。給水や応援に行き交う人波をかき分けていると、ちょうど波が引けた先にレイド・ノクターが立っていた。


会釈をして通り過ぎようとしたものの、彼は平然と隣を歩いてくる。


「迎えに来たんだ、一人ずつクラスの応援席に戻るより、二人の方がずっといいと思って」


「え？」


「きっと、君との関係を尋ねられるだろうから」


そうか、クラスメイトもあの光景を、それだけじゃない全学年があの光景を見ていた。


婚約者であることを伝えずとも、関係を疑われる。……もうこれあれだ。ごまかすしかない。偽るしかない。


そうだ……偽ろう。実は私は足を捻挫していて、人命救助の一環だった。そういうことにしよう。レイド・ノクターは善の人だ。それは周知されている。大丈夫。そう思わないとやっていられない。


彼に促されるがままクラスの応援席に到着すると、やはりクラスメイトほぼ全員がこちらに駆け寄ってきた。


「さっきの、見ました！　素敵でした！」


「本当に、まるで物語を見ているようで……」


「レイドすごいな、抱えたまま一位なんて」


「かっこよかったー！」


口々に賞賛するクラスメイト。これは、あれか？　指定の人間を抱えたレイド・ノクターに興味が集中していて、抱えられた人間に対しての興味はいっさいないと期待しても、いいのだろうか？　偽るまでもなく、これは風化され……。


「そういえばお題、なんだったんだ？」


クラスメイトの一人がレイド・ノクターに尋ねる。そうか、お題か。まあ、体育祭委員か、髪が長い人、とかそんな感じだろう。


「婚約者だよ」


彼がしれっとした顔つきで、この場に最もあってはならない単語を発した。私はあまりのことに愕然とする。


「ほら」


彼は懐から紙を取り出した。その紙に書かれた文字が理解できるのに、脳がそれを拒絶していく。反射的に後ずさりを始めると、彼は私の肩を掴んだ。


「僕の指定は婚約者だから、ミスティアじゃなければいけなかったんだ」


レイド・ノクターは私の肩を掴みながら、当然のように答えた。そして周囲のどよめきを遮るが如く、体育祭午前の部終了を知らせる鐘が鳴り響いたのだった。






「はは！　それにしても最高だったぜ！　レイド・ノクターの茶番！」


体育祭午前の部を終えた私は、別棟の空き教室で弁当を広げていた。……クラウスの、向かいの席で。


「……まさか貴方から会いに来るとは思いませんでした」


「だろうな！　お前から会いに来るようなら隠れてたからな」


食事を摂ろうと別棟で空いている教室が無いか確認していたところ、「俺を呼んだか？」と突然背後に現れたのだ。恐ろしいものである。


そして一緒に来なければ、レイド・ノクターに私が別棟の住人であることを明かすと脅迫され、食事を摂ることになったのだ。本当に恐ろしいものである。


「それにしても、すげえ面白いことになったなあ？　てめえの婚約者様、何度思い返しても最高にいかれてるじゃねえか。婚約者ですなんて」


借り物競走を終え、レイド・ノクターは応援席で私が婚約者であると口にした。どう考えても失言である。


「いつから婚約していたのか」


「出会いは」


「過程は」


クラスメイトたちは矢継ぎ早に質問を投げかけてきて、どうにかこの状況をなんとかしなければと私は頭が真っ白になった。


しかし涼しい顔でレイド・ノクターが、「まあ、冗談だけどね？　先輩が委員を連れていったからそれに倣ならったんだ」と笑い、一瞬で「あのレイド・ノクターに婚約者がいる」という空気を、「レイド・ノクターの機転による得点」「レイド・ノクターすごい」に変えたのだった。


こうして思い返してみても怖い。一歩間違えば普通に婚約者として広まっていただろう。なにが目的かわからない人間が一番危ないというが、そのとおりだ。


「私もどうかしていると思いますよ。あの行動は」


「ぶふっ、あっちもお前に言われたくねえだろうけどな！　ひひひひひ！」


「楽しそうですね……」


ケタケタと嬉しそうにクラウスは笑う。人の不幸は蜜の味を体現している笑顔だが、邪悪さはなく子供の無垢さがある分凶悪だ。


「なんでも持ってる奴が、いっちばん欲しいもん手に入らねえなんて最高に愉快だよなあ！」


腹を抱えはじめるクラウス。今は機嫌が良さそうだから、質問に答えてもらえるかもしれない……。借り物のこと、聞いてみるか。


「あの、エリク先輩の時、借り物でなにかしたの貴方ですか」


「半分正解だな」


一部でも認めたことに目を見開くと、「けどな？」とクラウスは話を続ける。


「俺がいじくりまわしたのは前日だけ、今日はなにもしてねえ。最高だったな、練習の時のお前の顔、そしてお前に声かけられた婚約者様の顔も」


「じゃあ、今日はしてないと？」


「そうだっつってんだろ。なにかすると思わせておいて、しねーで不安にさせようと思ってたのによ、まあ面白かったからいーや、許す」


クラウスは乱雑に鞄からパンを引っ張り出し机の上に載せた。直後なにかを思い出したかのようで、こちらに身を乗り出す。


「そうだ！　それよりお前旗だよ旗、塗料全部なくなったなんて最高に楽しいもん、なんで教えねーんだよ！　人でなしか？　呼べよ俺を！　お前本当血も涙もねえやつだな！」


「……なにする気だったんですか？」


「目の前でたっぷり使ってやるに決まってんだろーが」


わかってないと言わんばかりに溜息を吐き、クラウスはさらにパンを鞄から取り出す。


「それにしても、わざわざ空の缶置いてくなんて相当な変態だな。俺でもさすがに引くわ、くそさみー奴じゃねえか」


「はい？」


「普通ならズタズタに旗切り裂いて絵の具ぶちまけて、べったり絵の具がついた鋏はさみを適当な奴の机にぶち込んで、架空の犯人捜しで疑心暗鬼になるまでがお楽しみだろ！」


そしてクラウスは嫌悪を示した表情を作り、話を続ける。


「きっと気持ちわりーじめじめしたナメクジ野郎じゃねえのか？　そこらへん這いずり回ってんじゃねえの？」


「なめくじ？」


「ナメクジはナメクジなりに、面白えことしてくれりゃあいーけどよ。きっと予想できるようなつまんねえことしかしねえしな。物騒なもんで襲いかかったりとかよお」


「はあ」


「べっとりくっついて、最後には暴れ出して、塩まかれて駆除されて終わりだろうな、きっと」


クラウスは鼻で笑った後、パンにかじりつきながら瓶と水筒を取り出す。瓶には、スプーンと粉……おそらく砂糖が入っている。彼はカップに水筒の中身を注ぎながら私を見た。


「てめえは本当次から次へと厄介なの連れてくるよなあ、一回くらい教会で懺悔ざんげしてこいよ。日頃の行いがクソでごめんなさいしてこいよ」


いや、クラウスに日頃の行いを咎められたくないし、悪しき行いをした覚えはない。私の思いが伝わったらしく、彼はにやついた。


「今俺に行けよって思ってんだろ、でも無理だぜ」


「行きたくないんですか」


「ちげーな、俺んちの近くはちっせえころに潰れちまってんだよ」


「潰れた？　教会がですか？　なんで？」


「神父が裏で珍しいガキ見せびらかして儲けてたの見つかってなあ。懺悔が必要なのは誰よりも善人気取ってる神父だったっつーわけだ。ゴミ神父を敬ってた馬鹿どもが真実を知った姿想像するだけでも楽しいよな」


クラウスは嬉々として話す。裏で珍しいガキ……、人を売り買いしていた、人身売買的な行為だろうか。それで捕まって、潰れた。神父の代打を立てるのではなく、教会ごと……。そんなことがあるのか。


「だーからあ、クソ悪い奴ほど善人面してんだよ。俺なんか随分親切だろ？」


「クラスメイトに助言していた貴方は好青年みたいでしたけど」


「当たり前だろ、身近で修羅場が見れるためなら俺はなんだってする」


「……わざわざそんなことしなくても」


「わかってねえなあ、他人の思い描くお話をぶっ壊すのは最高に楽しいんだぜ」


知らないのか？　と馬鹿にした目を彼はこちらに向ける。


「命がかかってれば、かかってるほど最高だよな。他人様がさあ、懇切丁寧に、自分の人生、命をかけた計画を、最後の最後でぶっ壊すのって、最高だろ」


生き生きと夢を語るクラウスは輝いているが、その内容が最低すぎるし、邪悪だ。


「こう、チェスで勝てるぞって油断した瞬間に、盤ごとひっくり返してえんだよ俺は。絶望の表情が見てえ。でもそういう計画してる奴なんて早々いねえしよぉ……卒業したら国の軍部でも入ってみっかな、補佐の職務で好き勝手してえわ」


「……その破壊衝動はいつから芽生えたんですか」


「生まれた時からだな」


「恐ろしい……」


「カミサマが間違えたんじゃねえの？　本当はすげー慈悲深い人間に産まれる予定だったかもしれねーぜ。こう、あんまり善人すぎっといけねーって、悪いもんちょっと入れようとしたら、こんなふうに、どんどん入れちまって……」


クラウスはカップの中に砂糖を入れ始めた。どさどさと大盛りの砂糖の山を何回も落としていき、適当に混ぜたかと思えば飲み始める。


「だ、大丈夫なんですか」


「疲れてんだよ、ほっとけ。俺はお前と違って体育祭で走り回る以外にも体力と頭使ってんだよカス」


そう言ってクラウスは一気に飲み干した。私は彼の言葉に違和感を感じながら食事に手を付けたのだった。






周囲では昼食を食べ終えた生徒が、校庭に散らばり各々談笑している。競技はまだ始まっていないからか、練習をする生徒も見受けられる。


一方、クラウスと別れた私はずっと持っているのも悪いからとエリクに上着を返して、とりあえず目的もなく歩いていた。


……恋愛イベントが失敗に終わった。


逃げ回ったり、クラウスと会話している時は気が紛れていたが、こうして一人で歩いていると気分が落ち込んでくる。


細工は完璧だったはずだ。やっぱり正規の恋愛イベントじゃなければヒロインと攻略対象は近付かないのか？　正規イベント以外で接触しようとすると反発が起こるのか？


こんなことになるならほかに恋愛イベントを用意すべきだった。行事系のイベントは一つの行事に一つだし、委員会の兼ね合いもあるしと借り物競争一つに絞ってしまったのは確実にミスだった。


肩を落とし俯きがちに歩いていると――、


「君は、誰の上着を着ていたのかな」


レイド・ノクターに肩を掴まれた。


「はい？」


「午前の部、リレーの終わりから男物の上着を着てたよね。今は半袖だけど」


彼は私の二の腕と肘のあたりを撫でた。突然触れてきたことに驚いた私は首を横に振る。


「……ご、合意の上です！　か、借りただけで奪ってないです！」


「誰に借りたの？」


「えっエリク先輩でっ」


「へえ、どうして？」


「う、う、う、上着を、駄目にしたところに、先輩が通りがかり、貸していただきまして」


「どうして上着を駄目にしたの？」


言葉に詰まる。尋問リターンズだ。エリクはまだしも、レイド・ノクターには絶対言えない。


「言えないの？」


「ちょっと、事故で濡れてしまいまして……」


事故という点を強調して説明すると、レイド・ノクターは疑いの目をこちらに向けた。彼の目は今、完全に嘘発見器だ。


あまりの視線の強さに逸らしそうになるが、なにも疚しいことはなに一つしていない。ただ、彼には言えないだけで。


「……まあ、いいや、じゃあこれ着て」


「え」


「僕の上着を貸すから」


レイド・ノクターは上着を脱ぎだした。さすがレイド・ノクター、正義と優しさと礼儀の人だ。紳士的だ。


……いや、今は感心している場合じゃない。これ以上彼との接触を増やすわけにはいかない。


「ほら」


レイド・ノクターが上着をこちらに着せようとしてきた。私はさり気なくかわし、後ずさる。


「い、いえ、あの、だ、大丈夫です、お気持ちだけで、嬉しいです、ありがとうございます」


「遠慮しなくていいよ」


「いえ、本当に寒がりとかではないので、大丈夫です」


寒がりではないことを説明すると、レイド・ノクターは不審そうにこちらを見ながらも手を引いた。


「では、私は実行委員の仕事の確認があるので、これにて失礼いたします」


たしか次はフィーナ先輩と一緒だったはずだ。そういえば、委員会のテントでジャージを借りられるかもしれない。私は一礼してから踵を返し、委員会の待機場所に向かったのだった。







異録　怨情の灯り


ＳＩＤＥ：Ｌｏｂｅｒｔｏ






競技を終え水筒を取ろうと振り返ると、視界にミスティア・アーレンが入った。奴は生徒会副会長の妹──ネイン家の令嬢に取り入っていて、不愉快さに視界から消していく。


……あの悪女とは校外学習以降会話をしていない。そもそも奴とは席が離れているし、奴は授業が終わればすぐ立ち去り、始業の鐘と共に戻ってくる。


いたとしても勉強をしているか本を読んでいるか。まるで人との関わりを自ら断っているようで、鼻につく気取った態度だ。彼女が会話をするのは担任で、媚びを売り成績を上げてもらっているシーク先生か、幼馴染のレイド・ノクター、女が好む容姿をしているらしいハイム先輩だけ。思えば同性である女子生徒と会話をしたところを見るのは初めてだ。


男好き。


アーレン家という高位の貴族の娘の癖にその自覚が足りていない。


今だってぺらぺらと話をしながら委員の活動に取り組み、先輩に媚びへつらう。


なんという浅ましさ。心の中で罵るとなぜか苦しくなる。そんな自分にもただただ腹立たしい。


忌々しげに水筒を手に取り中身を飲み干していくと、げらげらと下品な騒ぎ声が聞こえてきた。普段は気にならないのに、不愉快な名前が登場したせいで耳に入ってくる。


「さっきは本当に驚いたよな。ノクターの婚約宣言」


「ああ。本気……というか、言われれば納得できる二人だしな。成績上位二人で、ノクターとアーレンの令嬢子息だろ？　逆にそうじゃないほうが違和感あるくらいだ」


「たしかに。アーレン嬢もノクターと同じで完璧だしな」


「案外あの二人、裏で付き合ってたりして」


気にしないようまた水を飲もうとして、水筒の中が空になっていることを思い出す。乱雑に蓋を閉めていると、一人が「ええ」と下らぬ声をあげた。


「嘘だろ？　俺アーレン嬢狙ってたのに」


「ばーか家格が釣り合わねえよ」


後ろから、どっと笑いが起こる。移動しようとして、話を聞いていたからと思われるのも癪しゃくで立ち止まる。本当に、あの女に関わるとろくなことにならない。


「わりとお高い感じかなって思ってたけど、体育祭準備の時とか見ててもそうでもない感じだしさぁ、それにアーレンの伯爵と夫人は甘いんだろ？　子爵辺りならいける気がしないか？」


「まぁ、アーレン嬢は一人娘で婿取りの家だしな……。俺もいってみよっかな」


後ろの人間たちはあの悪女に話しかけてみようと盛り上がる。きっと全部あの女の計算だ。


わざと距離を置いて話しかけてくるのを待っている。話がしたいと、相手の方から言ってくるのを。


大嫌いだ。あんな打算的な令嬢をほかには知らない。拳を握りしめると、やがて後ろの生徒たちは競技に出るため集合場所へ向かっていった。あたりには誰もいない。


俺は溜息を吐いて、予備の水筒を教室へ取りに行こうとする。しかしどこからか現れたノクターが声をかけてきた。


「やあ、調子はどう？」


「別に」


笑みを浮かべ馴れ馴れしく話しかけてくるレイド・ノクターの前を横切る。歩く速度だって速めたのに奴は飄々としてついてきた。


「待ってよ。実は僕、君に聞きたいことがあるんだ」


「なんだ」


ノクターが俺に聞きたいこと？


思い当たることがなに一つない。もしかしたら、ミスティア・アーレンに謝るよう仕向けてくる気か。


「うん……どうして君はミスティアに執着するのかなって」


「は……？」


「だって、君、彼女のことをずっと見ているでしょう？」


予想外の質問に頭の中が熱くなった。俺が、奴に執着？　俺が、奴を見ている？


「っ！　そんなことはない！　ただ目障りなだけだ！」


そんなことない。ありえない。馬鹿な言葉を打ち消すべく怒鳴ると、ノクターから表情が消えた。


「目障りなら、視界に入れなければいいんじゃないかな？」


「それはっ……」


「誰だって合う人間と合わない人間がいる。嫌いだと思うことは悪いことじゃない。関わらなければいいだけだ。わざわざ最低だと罵る必要も見る必要もないんだよ」


「それ、は……っ、俺は、あの女に貴族としての自覚がないから……！」


「自覚ねえ」


関わるなと言われても、関わってなんかいない。


奴と話したのはあの一件以来一度もない。


そう言えば良いのに、言葉に詰まっているとノクターが笑った。


「ごめん、意地が悪い言い方をしてしまったね。僕は君が彼女を嫌いだと言いながら、心の底では反対の感情を抱いているのかと思ったんだ、前の僕みたいに」


前の僕？　前のノクター？　どういうことだ？


「でも、僕の思い違いだったみたいだ。ごめんね……、僕は彼女の婚約者だから、つい気になってしまって」


「まだそうやってふざけたことを言うのか」


「全然ふざけていないよ。婚約しているのは本当のことだからね」


「……は？」


言っている意味が理解できず、ノクターの顔を見た。奴の青い瞳はただ平然と周囲の光を受けていて、偽りに揺らめいてはいない。


「ミスティアが学園で学ぶ間、公私混同はしたくないと言うから発表していないだけで、婚約は本当だよ。だから部外者である君が彼女に嫌な目を向けたり、侮辱するのをやめさせる義務が僕にはあるんだ」


「……ほ、本当なのか」


「はは。さっきまでの威勢はどうしたんだろう。それじゃあ最後の走競技は不安じゃないかな。どうする？　僕と交代する？　ワイズ君」


嘲笑を含んだ声を聞いて頭に血がのぼった。そうだ。俺はこんな奴を相手にしている暇はない。


ミスティア・アーレンも最低最悪の悪女だけれど、この男も相当なものだ。きっと俺が体を動かすことを苦手だということがわかっての言葉だ。


絶対次の競技で、なにをしてでも一位を取ってやる。俺は忌々しい気持ちで奴の横を通り過ぎ、競技会場へと足を速めていった。







天啓


フィーナ先輩と委員会の仕事を終え、さらに団体競技をこなした私はクラス座席へと歩いていた。


綱引きなどの団体競技は、人数を集めるためか運営効率を重視し連続している。シャトルランのダメージも重なりじわじわと肉体的疲労が蝕んだ。そしてフィーナ先輩との仕事である得点の集計作業は、かなり根気のいる作業だった。


でも、先輩と一緒の仕事は楽しかった。合間におしゃべりをして、好きな音楽や、食べ物、読んだ本など、これから委員会がなくなって会う機会が減るのが寂しくなる。


話をしている間は、ゲームについて考えなくていいのもあるけど、かけがえのない時間だった。


……あの時アリーさんのアドバイスがなかったら。きっと距離を置いて接触することは完全になかっただろう。貴族学園での初めての友達、大事にしたい。


体育祭の恋愛イベントは失敗したけれど、体育祭はまだ終わっていない。この一年を、捨てたことにはしない。


己の気持ちを奮い立たせると、突然弾丸のようななにかが懐に飛び込んできた。反射的に受け止めると、弾丸は柔らかく人の形状を成していることに気づいた。


「みすてあお姉さまっ！」


弾丸じゃない、ザルドくんだ。


「ザルドくんこんにちは、大きくなったねえ」


約二か月ぶりに見る彼は、心なしか背が伸びている気がする。あれ、保護者の入場はもう始まっているのだろうか。それなら両親やメロももう来ている……？


「へへへ！　れーどお兄さまと、みすてあお姉さまを応援しに、来ちゃった！」


ザルドくんは抱きついてきて、私のお腹に頬ずりをしてきた。可愛い。こんなに可愛い来ちゃったがあるだろうか。「抱っこ抱っこ」と甘えてくれているため、そのまま抱えて持ち上げる。


レイド・ノクターの不意の「来ちゃった」ばかり聞いてきたせいで、若干「来ちゃった」という言葉に恐怖するようになっていたけれど浄化された。


……いや待て、周りにはノクター伯爵も夫人もいない。一人って危なくない？　五歳ってこんな野放しで平気だっけ？　なんで一人でいるの？


「ザルドくん、お父さんとお母さんはどこかな？」


「お姉さまのお父さまと、お母さまと一緒にいるよ」


「え、じゃあここまでは一人で来たの？」


「ううん、一人じゃなくて二人だよ！」


え、一人じゃない？　どう見ても一人じゃない？　どういうこと？


「御嬢様」


この声は、天使の声だ。メロだ。振り返ると彼女はこちらに歩いてきていた。侍女服ではなく、護衛着を兼ねた至福の彼女は今日も今日とて眩しい。


「へへへ、メロ来てくれたんだ」


我ながら気の抜けた笑い方になってしまった。メロはくすりと微笑み口を開く。


「はい、ただいま参りました。お怪我などはなされていませんか？」


「大丈夫だよメロ、来てくれてありがとう」


「こちらこそ、招待していただきありがとうございます」


そう言ってメロは微笑む。天使すぎる。マイナスイオンが出ているみたいだ。天使に囲まれている。ここが天国か。


「招待していただいた以上、ミスティア様のご活躍をしかとこの目に焼き付け、余すことなくすべて記憶いたしますね」


メロは目をきらきらさせて言う。嬉しいけれど、彼女は運動神経がいいから少し恥ずかしい。


彼女は動きが速いし、前に街で帽子を飛ばした時、壁とか屋根を飛ぶように伝って、すぐ取ってくれたこともあった。庭の林檎りんごを取ろうと木をゆすっていたら、下からトランプカードや小石を飛ばして落としてくれたこともある。


「……なるべく無様な姿を見せないように頑張ります」


「ぼくも、ぼくも！　応援するよ！」


忘れないでとザルドくんが手を挙げる。可愛い。純粋可愛いの権化天使メロと、無垢の権化天使のザルドくん。やっぱりここがメルヘンランド……。


「おい。それ、誰の子だ？」


地を這うような低い声に振り返ると、ジェシー先生が背後に立っていた。警戒したらしいメロが私の前に出て庇う体勢をとる。


「待ってメロ、先生だよ、担任のシーク先生だよ」


自分は声も低めだから、怒ったように思われる、なんてことをゲームの時に先生はアリスへ話をしていたけど、まさかメロが警戒するとは。


「こんにちは先生」


「……ああ」


「えっと、こちらは……」


私は先生に挨拶をして、メロとザルドくんを紹介しようとしたけれど、ザルドくんが「おろしてください、自分でご挨拶できます！」とお願いしてきた。怪我をしないよう注意しながらおろすと、ザルドくんはぴしっと背筋を伸ばした。


「ザルド・ノクターと申します！　いつも、お兄さまがお世話になっております」


ぺこりと頭を下げる姿に目頭が熱くなる。一方、先生は「は？」と口を大きく開けた。目も見開いている。


「え、お、お、お、おとうと……？　弟って、弟か？　兄弟の？」


「はい」


「兄、弟の弟か？」


「そうですよ」


「姉、弟の？」


「はい、その組み合わせもありますね」


先生は私の返事に茫然とした後、息を大きく吐いた。


「ああ、驚いた、なんだそうか、弟……、たしかに髪色も目も違うし、そうだよな、なにか、そういえば見覚えあった気がするな……」


「はい。学級長のノクターさんの弟です。そしてこちらが私の専属侍女のメロです」


そう言ってメロを紹介すると彼女は一礼した。


「俺はジェイ・シーク。こいつ……じゃなくて、君の主人と、君のお兄さんの担任教師だ、よろしく」


先生の声は心なしか明るい。なにかの警戒が解かれたのだろうと思うけど、理由はいまいちわからない。


「おねーさま、もっかいだっこお願いします！」


ザルドくんが抱きかかえのアンコールを所望してきた。何度でもしてあげるよ！　と抱える前に、先生がザルドくんを抱えあげ、自分の肩にのせた。


「こっちのが、いろいろ見やすいだろ」


「わわ、たかいぃ」


ザルドくんがすごいすごいとはしゃいでいる。でも暴れ出さずちゃんと先生の肩を掴んでいるあたり、しっかりした子だ。


「良かったねザルドくん」


「うん、せんせー！　ありがとうございます！」


「おー」


ジェシー先生は穏やかに笑う。メロはぼそりと「これで手が離せなくなりましたね」と私にしか聞こえない声で呟いた。顔を見ると冷静に先生を見ているから、肩車に対してだろう。


「なにか、こうしていると、家族みたいだな」


「そうですね」


たしかに先生がザルドくんを肩にのせていると、年齢的にはそう見えないけれど、親子感が出る。


「よし、じゃあこのまま保護者席まで連れてってやるか、挨拶もしないといけないしな」


「わーい！」


はしゃぐザルドくんに、愛おしい気持ちが溢れる。微笑んでいるとメロがきゅっと私のジャージの裾を掴んでいた。可愛い。メロも可愛い。私は心やすらかな気持ちで先生、ザルドくん、メロと一緒に保護者席へ歩いていったのだった。






貴族学園の中庭は、噴水が設置され、噴水を囲むようにベンチが置かれている。そこで私は花壇が立ち並ぶ景色を眺めながら、ベンチに座っていた。


ノクター夫妻にザルドくんを送り届け、アーレン、ノクター家両方に顔を出してから、メロと二人で散歩をしようという話になったからだ。


「では、まず髪を解いて梳とかしますね」


そして次が障害物競走ということもあり、髪を結んでもらっている。


辺りの景色は、公園を思い起こさせるビジュアルだ。ここでよくミスティアはアリスに詰め寄ったり、噴水に突き落としたり、花壇の土をかけたりする。どうかしている。


「お怪我、なさらないでくださいね……」


「大丈夫だよ、学園の競技だしね。皆やっていることだよ。台の上に乗ったり、くぐったりするだけで」


「しかし、気が狂った人間が、台の上に乗る御嬢様に無粋な真似をする可能性も否定できません」


「いや、本当、戦いに行くわけじゃないからね、そんな競技じゃないからさ、妨害は失格になるし」


一応優勝などは決めたりするらしいけど、クラスメイトの体育祭への関心は、勝利や優勝を目指すよりも、自分がいかに恥をかかず体育祭を終えられるかという感じだ。


「今から、ミスティア様以外の参加者が居なくなれば、競技は中止になりませんか……？」


なにか、雲行きが怪しくない？　メロ、めちゃくちゃ縁起悪いこと言ってない？


「いやいやいやいや、本当、なんて言うんだろう、安全に留意した競技だから、学園も国がね、関わってるから、大丈夫」


「……では、ミスティア様のお言葉を、信じます」


メロは渋々納得した声色で、静かに髪を結う。たぶん三つ編みにしているのだろう。彼女は器用で頑張り屋だ。勉強もできて運動神経もいいから、選手を消すなんて冗談も洒落にならない空気が出る。


「それにしても、メロとザルドくんが一緒に来るとは思わなかったな」


「ちょうど学園の前で、当主様と奥様がノクター夫妻とお会いしたのです。そして当主様が、これから家族も同然なのだから一緒に見ようと……」


なるほど、ばったり会った形か。私はレイド・ノクターとばったり会わないよう気をつけよう。


「……しかし、ミスティア様は、いずれ別の方をお選びになるのですよね？」


「え」


「婚約についてよく思っていませんよね。ミスティア様は」


メロの言葉に頷く。彼女に隠しごとはできない。さすがに前世のことは話せないけど、私の気持ちを隠したところで、すぐにばれてしまうだろう。


「……貴女は今の婚約……ノクターの御子息についてどう思われていますか」


ほかの人が相手なら、不用意な発言で彼を悪く思われないよう、そして私が好きだと思われないよう気遣わなくちゃいけない。でもメロならすべてわかってくれるだろう。


「レイド様はいい人だよ、気配りができて、社交的で」


……そう、本当に、弟狂いさえなければレイド・ノクターは善良な人間だ。


クラスをまとめ上げ席替えを提案したり、率先してリーダーシップをとったり。そんな善良な人間を、私は弟狂いに突き落としてしまったのだ。絶対更生させねば。


「家、私が継げたら良かったんだけどね」


男に産まれていたら家が継げたはずだ。アーレン家にそういったものはないけど、いくら長男に生まれたといえど、家を継ぐのに条件や決まりがある家もあるらしい。


当主になるものは一年間留学すること。厳しい儀式を受けること、必ず武功を残すこと。そういった慣例は公爵家や侯爵家、辺境の辺りに多く、もちろんない家もある。


……男として産まれていたら。


そもそもレイド・ノクターとの婚約の話は絶対出ず、完全に安全が保障された状態で産まれてきたわけで。投獄死罪なんて絶対にない……安全地帯のはずだったし、慣れ親しんだ屋敷にずっといられたのに。


今からどうにかなるのは無理な話だ。できるとするなら使用人の皆を一斉解雇、再就職させた後に馬で逃亡する時、髪をばっさり切って男装して逃げるなどだろう。


「御嬢様……」


メロは不安そうな声色だ。彼女を不安にさせるのが辛くて、私は話を続けた。


「あのねメロ。私は結婚が嫌ってわけじゃないんだ。私は将来両親やメロと、使用人の皆と仲良く幸せに暮らすのが夢だから、ちゃんと誰かしらとは結婚するし、メロは心配しなくて大丈夫だよ」


かけがえのない私の友達で、家族。


メロのため、両親のため、使用人の皆のために、投獄死罪は回避する。


なにがあろうとそれだけは絶対にまっとうする。


五年前夕焼けの中でした約束を思い出しながら、私は心の中でしっかりと誓う。やがて、メロの手が私の髪から離れた。


「できました」


メロは私に手鏡を渡してくれる。そこには綺麗な三つ編み姿の私がいた。


三つ編みは丁寧にまとめられていて、ぶら下がらないようになっている。こうしていれば、なにかに絡まるリスクは低い。


「ありがとうメロ。私頑張るね！」


ベンチから立ち上がりメロにお礼を言うと、彼女は優しく目を細める。


彼女のためにも頑張ろう。怪我をせず、さらにかっこ悪いところも見せないように！


「じゃあ、行こうメロ！」


私は障害物競走に挑むため、彼女の手を取り校庭に向かったのだった。






「訓練かなにかか。絶対難易度バグってるでしょあれ……」


メロに見送られ万全な状態で挑んだ障害物競走を完走し、退場した私は息を切らしながら校舎裏近くの水場を目指していた。


あれとはもちろん、障害物競走のことだ。


その競技の準備に関与していなかった私は、ここはどこまでも日本に準拠した世界観だし、前世時代のものと変わりないだろうと思っていた。


しかし結局ここは貴族学園であり、越えるべき障害は貴族のスパイスで味付けられたことで地獄の様相を露わにしていた。


平均台を渡り玉を乗せ運ぶ競技で用いるスプーンは、玉の大きさにまったく見合わないティースプーン。


神経をすり減らした後に立ちはだかったのは、並々と注がれた水を一滴でもこぼせば失格のバケツ運び。


ほかにも、這いつくばる行為が良くないと判断されたのか、立ったままくぐり抜けるはしごに、網。跳び箱が存在しないためかよくわからない高めの台を越え、へろへろになったところに、綱渡りまでさせられた。


前世で慣れ親しんだはずの障害物競走は拷問に変化していたのだった。


私の結果は三位だ。五人中で三位。怪我はないし、途中棄権が多数出た中でよくやったほうだと思う。でも競技の間、なぜかアリスが嬉々として赤い棒を振っていて怖かった。


そして障害物競走で得たのは三位という順位だけではない。砂もある。


はしごを無理やり抜けたり、いろいろしている間に腕や足が砂にまみれた。ほかの生徒も同様で、現在校庭から近い水場は障害物競走を終えた生徒で溢れ、列をなしている。


よって私は校庭から遠い、校舎裏手付近の水場を狙った方が早いと考え、現在校舎裏手を目指し進んでいるのだ。


ふと、競技に視線を向ける。今は三年のリレー競技だ。生徒たちは中央を駆ける選手に声援を送っている。


……体育祭は、滞りなく進んでいる。平和に今日を終えることができそうだ。


ほっと安堵していると、水場に辿り着いた。腕と手を洗い、ズボンをまくりながら靴下を脱いで今後の予定を考えていると、明るかった手元に影が差す。


並ばれている？　いや、隣は空いている。なんだ？


振り返ると青年……らしき、独特な雰囲気を持った男の人が立っていた。


長く白い髪は眩しく、光に反射してきらきらしている。前髪も同じで、隙間から赤い片目が覗いていた。


生徒の、保護者……？　先生ではなさそうだし、質の良さそうな服を着ている。服装も髪と同じ純白で、金や灰色の刺繍が施されている。


どう見ても、体育祭の補助に入る服装ではない。よくわからない人物なのに、不思議と警戒心が抱けない。いや、警戒はしなければいけないが。


でも、学園は不審者が入ってくるような警備体制ではない。黙っていると、男の人が私の腕を見つめながら口を開いた。


「怪我をしているのか？」


「ああ、いえ。競技中に砂をつけてしまったので、洗っています。隣、あいていますよ」


隣が空いていることを伝えると、男の人は頷き、なぜかこちらにハンカチを差し出してきた。







    
  
  




「これを」


「いえ、ハンカチはあるので、大丈夫ですよ」


「砂で汚れるだろう？」


いや、人のハンカチを汚すわけにもいかない。それに洗えば綺麗になる。


「いえ、洗えばいいだけなので大丈夫です、ありがとうございます」


「そう、か」


断ると男の人は静かにハンカチを懐にしまった。そして私に近づき腰を下ろすと、勝手に私の足を洗い始めた。


「えっちょっと」


「そこに手をついていろ。転ぶ」


私は慌てて水場の手すりを握った。どうしてこの人は突然初対面の人間の足を洗っている……？


この男の人と学外で出会っていたならば、彼は完全に不審者である。でもここは貴族学園。警備はしっかりとしているし、この人は、いったい……。撤退を考えていると、男の人が口を開いた。


「……この学園は、どうだ」


「え？」


「この学園はどうだと聞いている」


学園について尋ねてくるということは、関係者？　なにか、上層部っぽい人なのだろうか。楽しいかについての質問なら、答えても平気か。家のことでもないし。


デッドエンド回避は精神的にしんどいものがあるが、学園自体は楽しい。授業も楽しいし、フィーナ先輩、アリーさんと、一緒に食事をしたり話すことは楽しい。


「楽しいです」


「なにが楽しいんだ」


「えっと、先輩と食事をしたり、あと、用務員さんとお話したり……」


用務員さん、という言葉になぜか目の前の男の人はぴくりと反応を示した。かと思えば溜息を吐いて、少し不機嫌そうに口を開く。


「なにか、困ったことや、辛いことは？」


「特には……」


「そうか。今日両親は来ているのか？」


「はい」


問われたことを答えながら、はっとする。今、親が来るか自然に答えてしまった。完全に家に関することだ。


でもまだ名前を名乗っていない。名前さえ答えなければ平気な……はず。様子を窺っていると、私の両足を洗い終え、男の人は手を離した。


「当主様」


声のするほうに視線を向けると、深く帽子を被り、黒いコートを羽織った男の人が立っていた。黒コートの人は、私たちの傍に寄ってくる。


「お話中のところ失礼いたします。当主様、お時間でございます」


「……ああ、そんな時間か、今向かう」


私の足を洗っていた男の人は短く返事をすると、こちらに向き直り笑ってみせた。


「では。体育祭くれぐれも怪我をしないように」


「えっと、あ、ありがとうございます」


二人の男の人はそのまま去っていく。黒いコートの人は執事……だろう。当主様って言っていたし。でもどこかの当主の人がなんで突然他人の足を洗うんだ。


私はとりあえず二人の姿が見えなくなるのを待って、校庭へ戻ることにしたのだった。






校庭に戻った私は、体育祭委員の仕事もひと段落つき、保健委員の仕事である、怪我人の手当てをしていた。


障害物競争の難易度が異常だったためか、保健委員会のテントは何人もの生徒が軽傷の手当てを受けている。


「次の人」と声をかけると、ロベルト・ワイズがテントの中に入ってきた。


彼は膝から血を流しばつが悪そうに歩いている。しかし私を見てすぐに方向転換し、こちらに背を向けた……が、動きはぎこちなく、右足に体重をかけないように歩いている。


どうやら怪我をしているらしい。


私は慌ててロベルト・ワイズの手を取った。


彼はこちらにばっと振り返り、私を認識すると憎々しげに睨み付けてきた。


「なんだ！」


初めから嫌悪エンジン全開である。強い怒りの表情も、痛みによっていまいち覇気がない。


「手当てしますので、座ってください」


「別に点数稼ぎにはならないぞ。俺はお前の本性なんて、全部知っているんだからな」


点数稼ぎ……主に、「人の心象を良くしようとする」という意味で用いられる言葉だけど、素人の応急処置もどき、さらにもどきで。そして、現在彼は嫌いな人間である私に触れられている状況下で上がるわけがない。普通に好感度じゃなくて嫌悪度だだ上がりだろう。


「別に思っていません。それより座っていただけますか」


「俺は騙されないからな、お前なんかの術中にはまってたまるか」


さっきから彼はなにを言っているんだろう。


ロベルト・ワイズがミスティアを嫌うのは、シナリオ上正常な動きだ。だから前の「尊敬する」みたいなことを言っていたほうがおかしい状態ではある。


でも、今の彼との間には誤解がある気がする。でも、とりあえず手当てが先決だろう。足の動きがあとあと悪くなってしまったら大変だ。


「座ってください。手当てをしたら私はもう、話しかけません」


ロベルト・ワイズをテントの中のイスに座らせ、私は彼の足元にしゃがんだ。水で洗う処置はされているらしい。救急セットを開いて消毒を開始する。


「この塗り薬は、過去に使ったことありますか？」


「……」


「この塗り薬は、過去に使ったことがありますか？」


「……」


「この塗り薬はー！　過去にー！」


「……ああ！　その時特におかしな症状も出なかった」


「ありがとうございます」


てっきり聞こえないのかと大きい声をだすと、彼は頷いた。切れているところは軟膏を塗って、きちんとガーゼで塞いだ。さらに上から丁寧に包帯を巻いていく。素人なりに上手くできただろう。彼の足から手を放すと彼はなにかを押し殺す声を発した。


「いくら醜い商魂を持っていても……それでもお前は、医療の心得はあるんだな……」


「ありませんよ」


言葉を返すと、ロベルト・ワイズはまた驚いた顔をした。アーレン家が医療や福祉に寄付をして、薬の研究所の経営をしているだけで私は医者を目指していない。


「誤解があると思うのですが、私は医学の道を志しているわけではありません」


「は……？」


彼は一瞬縋すがるような目で私を見た。「私は医者になろうと思っていないので」と続けると、彼の瞳は昏いものに変わっていく。


「お前は、騙していたのか？」


ぞっとするほど怒りを込めた低い声で、彼が呟く。私は意味がわからず聞き返した。


「どういう意味ですか？」


「ずっと、お前は、お前は俺を笑っていたんだな……！　心の中で！」


ロベルト・ワイズはさらに怒りだす。大きな声に周囲はざわつき始め、テントの外からも生徒が集まってきた。彼は周りに目もくれずこちらを睨み、今にも暴れだしそうだ。


「俺は！　お前みたいな奴が大嫌いなんだよ！」


大嫌い。ここまで強く人に言われたことははじめてだ。前世時代妹に「本当嫌いあんたのそういうとこ」とか、ちょくちょく言われていたけれど喧嘩の予兆に近い状態だったし、これほどではない。


強い怒りを前にして、混乱していた気持ちがすっと冷えた。なにか誤解があると思っていたけれど、案外そんなものはなかったのかもしれない。


「えーと、じゃあ私はこれで。もう関わらないので、では失礼します」


立ち上がり、ロベルト・ワイズから離れようとする。しかし彼は顔を歪め、私の腕を掴んだ。


「お前は、どこまで人を裏切れば気が済むんだ……！」







    
  
  




ぎりぎりと腕に力が込められる。なんで離れようとしたのに掴んでくるんだ。離そうとしてもびくともしない。それどころか倍の力で握りしめられ、骨が軋きしんでいるのではと錯覚するほどの痛みが襲う。


「あの、離してください。腕、痛いので……！」


「お前は、全部、あるのに。全部、持っているのに、本当に、人の気持ちがないのか……？」


「だから……！」


「お前は、やっぱり最悪な人間だ！　信じた俺が馬鹿だった！」


ロベルト・ワイズが怒鳴った瞬間、何者かが目の前を横切ったかと思えば、視界いっぱいに桃色が広がる。


そしてぱんと、叩くような音が響いた。同時にロベルト・ワイズの手が離れ、私の腕が解放される。


「ミスティア様になにをしているんですかっ」


この声はアリスのものだ。彼女が、目の前に立っている。声色から怒りが伝わってくるけど、私に背を向けているから、ロベルト・ワイズに対してだろう。


……なんで？　いったいどういうことだ。


叩かれた彼も同じことを思ったのだろう。しばらく呆然とした後、口を開いた。


「どうして君がミスティア・アーレンを庇うんだ！　彼女は君を陥れてたんだぞ！　言っただろう？　俺は君に！　朝、黒板近くにミスティア・アーレンがいたって！　袖にはチョークの粉がついてたって」


「ミスティア様はいつだって私を助けてくれました！　心優しく清らかで尊い方なんです！　ミスティア様は、そんなこと絶対しません！！　私はミスティア様だけを信じます！　ミスティア様が正義なんです！」


「え？」


怒鳴るアリスの言葉に絶句した。なんだ優しく清らかで尊いって。


……なにか、彼女の中で架空の私が出来上がってないだろうか。というかロベルト・ワイズは、私が素性を暴露した犯人だと思っていて……、それをアリスに伝えて……？


え、怖いなにそれ……。あれでもアリスは私を信じていて……？


「で、……でも！　さ、さっきだって君は泣いていたじゃないか！　あれはミスティア・アーレンに詰め寄られたんだろう⁉」


「たしかに、詰め寄られました。でもほかのクラスの人にです！　ミスティア様は私を庇って自分の服を濡らしながら助けてくれたんです!!　詰め寄られた涙じゃありません！」


「う、う、う……嘘だ、み、ミスティア・アーレンに言わされて……」


「嘘じゃありません！　勝手に私の気持ちを決めつけないでください！」


「……あ、そ、そ、そんな。なら、おれ、は……、なにもしてない、ミスティア・アーレンを、責めて……」


「もしかして、ミスティア様を誤解して、暴力を振るったんですか？」


「あ……」


アリスの問いに、ロベルト・ワイズは、俯いた。するとアリスが、ぐるんとこちらに振り返る。


「ごめんなさい、ミスティア様、私のせいで……、ああああ、ミスティア様の御尊体に傷が……」


アリスは目に涙を浮かべながら私の手を掴む。そこにはロベルト・ワイズが掴んだことでできた痣があった。アリスはロベルト・ワイズをきっと睨みつけると、泣きそうな顔であわあわと私の腕に向かって手を彷徨わせる。


え、なんだこの状況は。脳の許容範囲を超えている。処理ができない。


「ミスティア」


ただでさえ混沌とした状況の中で、今一番聞こえてはいけない声がする。ゆっくりと振り返ると、レイド・ノクターがテントの入り口に立っていた。


これ、一番よくないパターンではないだろうか。しかもレイド・ノクターは、目に見えて怒っていた。今まで目は笑っていない、声だけが笑っていないなど、やんわり包んだ怒りの表明をしていたのに、今の彼には表情らしきものが欠片も感じられなかった。


「どうしたの？」


「全然なんでもなくて──」


「ミスティア様がワイズさんに暴力を振るわれたんです！　見てくださいこの痣を！　折れるところだったんですよ！」


私の言葉を遮るように、アリスが声を張り上げる。彼女がここまで能動的に被害を訴える姿は見たことがない。三月に行われる断罪イベントですら申し訳なさそうにしていた。しかし今の彼女は裁いてくださいと言わんばかりだ。


一方レイド・ノクターはアリスに「ミスティアの腕を冷やしてもらえる？」と短く言葉を発し、ロベルト・ワイズへと向かっていく。


その雰囲気は今まで恐れていたレイド・ノクターの殺意が霞むほど怒りに満ちていて、私は首をぶんぶん横に振った。


「レ、レイド様もご一緒でお願いします」


アリスは今、「ワイズさんに暴力を振るわれたんです！」とか言っているし、レイド・ノクターもそれを聞いた。


ということは状況的に間違っても私がアリスに暴力を振るったという印象は抱かないはずだ。アリスとレイド・ノクターと三人の状況は最悪すぎるけど、ここでレイド・ノクターとロベルト・ワイズを残しておくより百倍ましな状況な気がしてならない。


「え……？」


「安全面も踏まえ、ど、どうかアリスさんとレイド様のお二人に付き添いいただきたく……！」


私の必死さが伝わったのか、レイド・ノクターは怪訝な顔をしながらも頷いた。アリスは私の提案に「人手がたくさんあったほうが速やかに冷却できますね！」と力強く返事をしている。


一方のロベルト・ワイズは、ただただ茫然と立ち尽くしていた。


でもどうしよう、安全面とか言ったけど、今が一番危険では。


私が二人に挟まれるように支えられると、競技終了、そして体育祭の全競技終了を知らせる笛がテントの中でも聞こえるほど鳴り響いたのだった。
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僕が体育祭委員になったことは誤算だった。


ミスティアを悪く言う奴らは体育祭委員で、僕は結果的に半分の委員を消すことになったり、ほかにも彼女に害を為なす奴らがいないか探っていたら、体育祭に興味があると勘違いされたのだ。


突然委員が半減したことで教師も必死になっていて、無理矢理入れられる形となった。


一回だけ参加して、適当に群がってくる人間に任せてしまおう。僕を好きだと言ってべたべた触ってきたのだからそれくらいしてほしい。そう思っていたら奇跡が起きた。有志希望で、ミスティアが現れたのだ。


ミスティアがいるなら、面倒な委員会だって最高の委員会に変わる。あまりに嬉しくて、彼女のクラスの体育祭委員に委員会を辞めるようお願いした。


伯爵家の僕が男爵家である彼にお願いすることは、お願いというより命令に近い。でもすんなり聞いてくれて本当に良かった。


消すのは案外、面倒だし。


でも、楽しい日々が始まるかと思っていたら、思わぬ邪魔が入った。ネイン家の令嬢だ。あいつはミスティアと馴れ馴れしいから嫌い。


ミスティアはあいつのこと、名前で呼ぶ。消そうか迷ったけれど、ミスティアはまた僕のことも名前で呼んでくれるようになったし、あいつは女だ。彼女とは結婚できない。


だけど僕はミスティアの全部が好きだし、全部欲しい。一番になりたいのであって、男の中の一番じゃない。


だからやっぱりネイン嬢には死んでもらいたいけど、ミスティアはあいつと仲良くしたいみたいだし、悲しんでほしくないからやめた。


それに、ネイン嬢の存在はノクター対策にもなる。僕とミスティアの二人だと割って入ろうとしてくるのに、ネイン嬢が居ると体育祭の仕事をしていると判断するらしい。こっちを睨みつけてくるだけで近づいては来ない。


だから、体育祭が始まるまでの間は楽しく過ごせた。今日、体育祭を迎えるまでの時間が、あっという間に感じるほどに。


開会式を終えてミスティアに会いに行くと、彼女は邪魔者に囲まれていた。


男子生徒が皆、虫みたいにミスティアに群がっていたのだ。気持ち悪い。


半袖になったミスティアに上着を貸したいなんて、上辺だけだ。善意を気取りながら、下心がある目で彼女を見ていた。死んでほしい。


急いでミスティアに僕の上着を被せて牽制すると、面白いくらいに散っていった。


そんなに簡単に散るなら、最初から群がらなければいいのに。


ミスティアに僕の上着を着せて校庭中央に目をやると、ちょうどレイド・ノクターが学年の競技かなにかで位置につき、走り出す瞬間だった。


なのに奴の視線は彷徨いミスティアを探している。そしてとうとう僕を視界に入れた後、僕に上着を着せられているミスティアを見つけた。


憎悪に近い視線を感じて、笑い転げそうになった。


名前ばかりの婚約者。ミスティアはお前のものじゃない。だからお前の気持ち悪い頑張りなんて見ないんだよと彼女に背を向けさせると、奴はスタートするまでこちらを睨んでいた。ざまーみろ。


それからミスティアと審判の打ち合わせをした。誰が勝とうが負けようが心底どうでもいいけど、彼女に質問すると一生懸命答えてくれる。唸って考える姿が可愛いくて、良い時間が過ごせた。


だから、僕は油断した。


僕はミスティアが借り物競走の係になると知ってから、ある計画を立てていた。


競技中、指定があったという名目で係のミスティアを連れ、手を繋いで校庭を走る計画だ。


指定のカードはそもそも引かず、箱に仕込んでいたカードを引いたように見せた。


学園中の生徒全員が見ている前でミスティアの手を取り走れば、間違いなく彼女と僕はなにかしら関係があると知らせることができる。


そうすればミスティアに群がるゴミを牽制できるし、勝手な嫉妬をして彼女に害を為そうとする連中をあぶり出して消せる。


体育祭委員を探っている途中に知ったけれど、僕がたまたま話した人間が避けられたり、詰め寄られたことは度々あったらしい。


僕の特別になりたいと、気味の悪いことを言う連中が揉め合うのも少なくないと聞いた。


やった方もやられた方も、顔も知らなければ名前も知らない。死のうが殺されようが心底どうでもいいけど、ミスティアがそんな目に遭うのは絶対に嫌だ。


だから派手に動いて誘き出して、全部潰す。


そう思って、ミスティアの手を取りゴールするまでは良かった。


その後だ。平民といううわさがある邪魔者、アリス・ハーツパールがミスティアの手を取ったのは。僕のミスティアの手を取って僕の計画を潰したのだ。


あの女のせいで皆ミスティアの手を取りゴールし始めた。


僕のミスティアなのに。全員今すぐ殺してやりたいと思っている時、とうとう奴の順番が回ってきた。一番の邪魔者。名前だけの婚約者。図々しいレイド・ノクター。


奴は走り出し箱からカードを引くと、なにを思ったかミスティアを抱き上げ、ゴールまで駆けた。


ミスティアとなにかしら言葉を交わしながら走り抜けていくと、その途中でミスティアはレイド・ノクターに触れたのだ。


支えがないから掴んでろと言われたのだと思う。奴はゴール直前、僕を見て嘲笑った。今まで僕は奴を消さなきゃといつも思っていたけれど、その時初めて殺そうと思った。


一番惨くて、残酷な方法で。






昼食が終わった僕は、ミスティアを探していた。でも、校庭にもどこにも姿が見えない。


「あら、ハイムくん」


不安に思いながら足を動かしていると、ネイン嬢が声をかけてきた。


僕はこいつが嫌い。ミスティアに名前で呼ばせるところも、密着して怒られないところも。そしてなにより気に入らないのは──。


「ミスティアさんは一緒ではありませんの？」


「探してるんだけどね。見つからなくて」


「まぁ。誰かに呼び出されているのかしら」


穏やかに微笑むネイン嬢は、酷く胡散臭い。貼りつけたような笑顔をして、いつも人の中心にいる彼女は、最近雰囲気が変わった。


「……でも、こんな人気のないところで貴方と会ってしまうなんて、わたしもついておりませんねぇ」


くすくすとおかしそうに笑う。クラスの女子と会話をしていてもどこか一歩引く姿は、完璧な淑女だとか、麗らかな姫君ともて囃はやされているけど、俺には周りに巣を張り獲物を狙う蜘蛛くもにしか見えない。


「どういう意味？」


「ふふ、だって……消されてしまいそうですもの」


模範的な笑みが消え、好戦的な笑みに変わる。やはり、正体を現した。こいつも、いずれ潰さなきゃいけない。


「ずっと私のこと、邪魔に思っていたでしょう？」


僕が返事をしないでいると、ネイン嬢は話を続けた。


「わかるわ、私も同じことを思っているのだから。女の子のお友達同士仲良くお話がしたいのに、貴方はいつも引き裂くように入ってくる」


「笑える。最初はあの子のこと、利用しようとしてたくせに」


こいつはアーレン家に取り入ろうとしていた。だからすぐ消そうと思っていたのに、ミスティアはこいつのことを気に入ってしまった。それにもう取り入る動きは見せなくなったことで、消しづらくなったのだ。そこが一番気に食わない。


「ねえ、体育祭委員が辞めていったの、貴方のせいでしょう？」


自信を持った口ぶりだけど、勝ち誇った感じもしない。真意がわからず黙っていると、目の前の蜘蛛はさらに口角を上げた。


「家の不正がわかって……辺境との婚約が急遽決まって。彼女たちが学園を離れた理由はさまざまだったけれど、皆貴方が近づくミスティアさんに対してよく思っていなかったらしいわね」


ネイン家は公爵家の補佐をし、国の政に深く関わる家だ。情報収集能力にも長けている。


どうしてやろうか、消すのは今までで一番厄介だし、もう殺すべきか。ノクターを殺す練習に、ちょうどいいかもしれない。


「さすがはネイン家。情報取集には長けてるんだね。で、どうするの？　ミスティアに言うの？」


「いいえ？　ただ調べ物をしてひとつひとつの可能性を潰していった時に、見つかったことを言っただけよ、本題は別」


「生徒が消えたことはどうでもいいってこと？」


「ええ、別に構わないわ。ミスティアさんに意地悪をしようとしてたのでしょう？」


ミスティアさんミスティアさんミスティアさん。いつもこいつは馴れ馴れしい。


早くミスティア、こいつのこと嫌いになってくれないかな。


「それが次期生徒会長補佐の言うことかな」


僕の問いかけに、ネイン嬢は首を横に振った。


「だって、どうでもいいんですもの。それに新入生に詰め寄るなんて下品なことをする生徒は、この学園に不要よ」


冷たく切り捨てるような声色だ。元々こういう性格だったんだろう。ただ器用だから、それを上手に隠して普通の人間に擬態して生きてきたんだ。


……化け物。心の中で罵ったのが伝わったのか、ネイン嬢は僕に冷ややかな目を向けてきた。


「ただ……もし貴方が思い余ってミスティアさんを傷つけるようなことをしたら、こちらは全面的に争うわ」


「それはこっちが言いたいよ。ミスティアがお前に興味なくしたら、お前も、お前のお兄様もすぐにどっかにやるからね」


「ふふ。安心して頂戴。手間はかけさせないわ」


ネイン嬢は不敵に笑い、「私は仕事があるから」と去っていく。その姿を見送った後、不意に背後に気配を感じた。


「隠れてるのはわかってるんだけど」


「……どうも、こんにちは」


茂みを睨みつけると、そっと知らない男子生徒が姿を現した。どこかゆがんだ笑みを浮かべてこちらに近付いてくる様子は、ただただ気味の悪さを感じさせる。


「誰？」


「ふふ、僕はクラウス・セントリックと申します。実は貴方にぜひお伝えしたい情報があるんですよ。アーレン嬢のこと……聞いていただけますか？」


金色の瞳は日差しを受けても輝く気配がない。嫌な予感を感じながらも、僕は彼の言葉に頷いたのだった。







続録　波は続く


午前の授業終了の鐘が鳴り、鞄からランチボックスを取り出す。


体育祭が終わり二日が経過した。昨日は一般生徒は休みで、体育祭実行委員と各種委員会、運動部は全員片付けをして、とうとう委員会も解散の運びとなった。


ちなみに体育祭の結果はといえば、一学年の優勝は私の在籍するクラスだった。あらゆる走競技においてトップのレイド・ノクターがいたことが要因となっていることは間違いない。


しかし、優勝の立役者はなにもレイド・ノクターだけではない。女子の部門では、あらゆる競技でアリスが一位を取ったのだ。


後に確認すると、借り物競走に出場したのはアリスきっての希望だったらしい。クラスに迷惑をかけたから得点に報いたいと志願し、変えてもらったとクラスメイトたちが話をしているのを、勝手に盗み聞いた。


そうして長い準備を経た体育祭も終わり、今日も今日とて別棟ランチだ。ランチボックスを片手に立ち上がり、私は扉に手をかける。


「あの！　ミスティア様」


あと一歩で廊下に出るタイミングで、アリスから声がかかった。


振り返るとやはり私を呼んでいるらしい。アリスは私を見ている。なんだろう、今日の一時間目の歴史の授業で彼女に教科書を見せて以降、関わってはいないはず。声をかけられる覚えはない。このまま逃げてしまいたいけど、無視するのもよくない。


「はい」


「実は昨日学級長が、体育祭のお疲れ様会をしようって、それで今日クラス皆で昼食を取ろうって話になっていまして、ミスティア様にぜひ……」


「やっぱり、体育祭委員であるミスティアは参加しなきゃ駄目だよね？」


アリスの言葉にかぶせるように、レイド・ノクターがアリスの隣に立った。恐怖のあまり胃からこみあげてくるのをお腹をさすり耐えた。


打ち上げなんて考えもしなかった。なんにも準備してない。なにも武器がない。


「わ、たしは、お昼、は……」


「もうランチボックスは持っているね。行こうか、ほら、皆移動し始めてるよ」


レイド・ノクターの言葉に周囲を見渡すと、たしかに各自ランチボックスを持ち、移動を開始していた。


「学食の座席はしっかり予約してあるんだ」


そう言って「はよ廊下出ろ」と言わんばかりに、レイド・ノクターは促してくる。おそるおそる廊下を出ると、彼は「疲れてるよね？　掴まっていいよ」と笑って私の腕を掴んできた。


言ってることとやってることが違う。犯人確保スタイルで進む床は、本当に床なのか不安に思うほど感覚がない。しかも手口が巧妙で、周囲は私がレイド・ノクターに支えられているようにしか見えないらしい。


私は愕然としながら死刑台へと進んでいったのだった。






金縁の大きな扉を開くと、学園の学食にしては異常な景色が広がる。


壁の至る所に絵画が設置され、いかにも高級そうな額で額装されている。


床は落ち着いた色合いで、窓は上部がステンドグラスになっており、光が差すことで極彩色の光を生み出していた。


中央にはピアノが設置され、ピアニストが曲を奏でている。四方八方豪華。さすが貴族学園。


フィーナ先輩と来たときは学園の食堂みたいと思ったけれど、じっくり見るとちゃんと貴族らしさが出ている。


「こっちだよミスティア」


周囲を観察しているとレイド・ノクターがこちらに呼びかける。


彼の方に目を向けると、ちょうど机と椅子が長々と並べられ、クラスメイトが着席していた。机には予約席と書かれているし、個々で注文したであろう食事ものっている。


「ミスティアはここの席だから、入って」


言われるがまま席に座る。端の席だ。挟まれるより落ち着く席だなと考えていると、極めて自然な流れでレイド・ノクターが隣に座った。


立ち上がろうとすると、腕を掴まれ引き戻される。


「本当に、手洗い？」


「いえ……」


逃げられない。追い詰められている。そして向かいにはアリスがいた。彼女はぺこりと一礼してきたため、礼を返す。


駄目だ。この席は死ぬ。殺される。私は運命に殺される。


なんとか助かろうと周りの様子を窺うと、ロベルト・ワイズの姿がないことに気づいた。彼は朝、学園に来ていたはずなのに。


「よし、皆座ったね」


レイド・ノクターは皆、と言う。皆じゃないのでは？　一人欠けている。戸惑う私にぐるりと彼はこちらを振り返った。


「では、ミスティアから一言もらってから食べ始めようか」


「え」


レイド・ノクターの突然の無茶ぶりによって、クラスメイトの視線がこちらに集中した。人殺しだ。人殺しがいる。彼は私を完全に殺そうとしてきている。


と、とりあえずなにか言わねば……。


「えっと、こ、このたびは、クラス旗の作成、希望が半分以上通らない選手決めなど、たくさんの困難を強いてしまい申し訳ございません。あの、本当、えーと、み、皆さまのおかげで、無事終えることができました。ありがとうございます。く、クラスメイトの皆さんに、大きな怪我がなくてすごく良かったです」


一礼して着席すると、拍手と共に生ぬるい空気が流れる。


なんだこの空気は。無茶ぶりしたんだからなんとかしてくれよとレイド・ノクターを見ると、彼は懐かしむような笑みを浮かべている。


そして前方の拍手の大きさがすごい。ちらりと見やるとアリスが満面の笑みで拍手していた。一人で喝采を生み出している。


「では、食べようか」


レイド・ノクターの言葉で、各々食事を始める。アリスの拍手に反応する気配はないし、彼女もレイド・ノクターの言葉で拍手をやめた。


ランチボックスの包みを広げ、フォークとスプーンを取り出して、私はふと思いついた。


……この場で腕にフォークを刺せば逃げられるだろうか。


いや、そんなことをしたらクラスメイトたちに、「初めての体育祭、そしてその打ち上げで委員が己の腕をフォークで刺した」というトラウマ級の思い出を与えてしまう。できない。


……昼食を食べ終えたら、委員会の所用があると言っていい感じに抜けよう。


念のため水筒が間違いを起こしてアリスにかかったりしないよう、ぎゅっと閉じてある蓋をさらに閉める。


「そういえばアリス嬢は、借り物競走でミスティアを借りていたけれど、お題はなんだったの？」


レイド・ノクターの言葉に、沈んでいた気持ちが一気に浮上する。え、今、アリス嬢って言った？　アリスに話しかけた？　私の名前が混入していたことに恐怖は感じるも、世間話ではある。


「尊敬する方、です」


アリスが緊張しながらも、嬉々とした微笑みをこちらに浮かべた。まさしくヒロインの微笑みだ。


あれだけ、接点なく、交流がなかったのに。恋愛イベントだって、大失敗したのに!?


これは、もしかして、見ていない間に、仲良くなった……？


完全にフラグが立っている。進展している。


レイド・ノクターとアリスが、なぜか互いを見ずにこちらを見ているのは気になるけれど、おそらくレイド・ノクター意識をして見られないとかそんな感じだと思う。


希望が見えてきた。段々、料理長のお昼ご飯、味がしてきた。このオムレツ美味しい、美味しいです料理長。味がする。味がするよ！　ありがとう料理長。私は、元気です！


隣にレイド・ノクターがいて前にアリスがいるのにうれしくて、味がして、運がとうとう私に味方したのだと私は喜びに満ち溢れていた。






「体育祭、終わったね」


「そうですね……」


どうしてこうなったんだろう。お疲れ様会から解放された私は、鬱々とした気分で廊下を歩いていた。足音は二人分。私とレイド・ノクターだ。


あれからさりげなく途中退散をしようとすると、クラスに馴染めない私を気遣うレイド・ノクターに話を振られ、結局最後まで残ることになった。


解散の際さりげなく一人で消えようとすると、「お疲れ様会は教室に帰るまでだから」とさらに気遣われ、食堂を出るまではクラス皆が居たはずだがいつの間にか廊下を二人で歩いている。怖い。


さりげなくトイレに行こうにも、トイレはこの廊下を渡った先の先。


それまでは二人で歩かなければならない。逃げられない。怖い。「ミスティアはレイド・ノクターについて歩くもの」という強制力が働いているとしか思えない。


己の運命を呪いながら歩いていると、ふと彼が立ち止まる。


「……僕さ、体育祭を終えて、気づいたことがあるんだ」


「はい？」


振り返ると、レイド・ノクターは白けたような、どことなく思い詰めた表情をしていて、澄み渡る瞳は昏く濁っているように感じた。


この表情は、間違いなくザルドくんの地雷を踏みぬいた時の……。


「ある程度自由にさせるには、周りを整えないといけないって」


「なんの話ですか」


「逃がさないためだよ、ほかの誰でもない……」


レイド・ノクターが私の頬に触れた。そしてなにかを言いかけると同時に、ドサッっと重たいものが落ちる音がする。


音のする方向に目を向けると学園指定の鞄が落ちており、鞄の傍には、淡い髪色をした美少女が立っていた。


別のクラスの生徒だろうか。二つに結われ、毛先が緩く巻かれた髪は、その愛らしい顔立ちと相まって、完全無欠の可憐さとしか言いようがない。薄桃色の瞳は蜜を含んだ如く輝き、「私、実は変身して悪と戦ってます、魔法使えます」と言われたら、「なるほど」と頷いてしまうような、そんな美少女だ。


「レイド様……」


少女はその愛らしい唇で、愛おしい人の名を呼ぶように言葉を紡ぐ。


え、待て、レイド様って言った？　レイド・ノクターの方を振り向くと、彼は大きく目を見開いていた。


「君は……」


「そうです!!　ヘレンです！　ああ、なんということでしょう……、レイド様にまたお会いできるなんて……！　私、父の都合で、明日からこの学園に通いますの……」


そう言って、少女はこちらに駆けてきて──、


「また、会える日を、ずっとお待ちしていました……。夢みたいです……レイド様……！」


レイド・ノクターの手を取り、満開の花のように微笑んだのだった。






「えっと、転入してきました。ヘレン・ルキットと申します。どうぞよろしくお願いいたします」


お疲れ様会から一夜明け朝のホームルーム。教卓の前に立ち、ツインテールが特徴的な美少女は、そう甘やかに微笑んだ。


ライトノベルであれば、平凡認識が明らかに常軌を逸しているタイプの自称平凡ヒロインを慕う妹として君臨し、人気投票で幼馴染系献身ヒロインを食ってしまうような妹ヒロインを彷彿とさせる美少女である。


「ってことだ。座席は……一番後ろの、そこだ」


ジェシー先生が淡々と座席を指し示すのは、昨日までは用意されていなかった、窓際最後列に一人分追加された座席だ。


先生の指示のもとヘレン・ルキットさんはそこへ向かって席につく。シンプルな動作なのに、ひとつひとつの仕草が愛くるしく可憐だ。


彼女は昨日、愛おしそうにレイド・ノクターの名を呼んでいた。


彼が一方的にしてきた説明によれば、時折家族で向かう旅先の、親戚の知人主催の茶会での顔見知りらしい。「ああ、お知り合いなんですね」と返事をしたら、「違うよ、家族で向かう旅先の、親戚の知人主催の茶会での顔見知りなんだけど」と、謎のこだわりを発揮していた。


思えば、五月の大型連休明け、レイド・ノクターから旅行のお土産が届いた際同封された手紙に、「今年も知人の茶会に参加した」「次は婚約者として紹介したいから一緒に行こう」など、アリスと添い遂げ知人に彼女を紹介する時若干気まずくなるとしか思えない誘いが書かれていた。


「彼女はあんな感じだったけど、特別親しくした覚えは無いからね」


レイド・ノクターは教室へ戻る間際、私に強く訴えていた。


おそらく婚約者である私に、不貞はしていないと伝えたいのだろうと思う。「お前と違ってな」という副音声ならぬ意思をひしひしと感じたけれど、そう私も断じてしていない。


アリスと目が合わないように配慮しつつ、ヘレン・ルキットさんの様子を窺う。するとちょうど彼女もこちらを向いており、私を睨みつけていた。


睨む。


それは主に敵に対し威嚇する時に実行する手段である。


しかし、私は敵認定されるような行いを彼女にした覚えはない。別に彼女の故郷の村を焼いた覚えもないし、彼女の親族や友人知人の仇でも無い。


ただ、昨日の、レイド・ノクターを見つめる瞳。甘えたような声。そして、現在、私を睨む鬼のような形相──そこから導き出される答えはただひとつ。


ヘレン・ルキットさんは、レイド・ノクターに想いがあるということだろう。


やはり、神はいた。私を見捨ててはいなかった。


ただ隣を歩いていただけの私を憎悪してしまうほど、彼のことが好きなのだ。


体育祭によって、レイド・ノクターとアリスの距離は縮んだ。


さらにそこでヘレン・ルキットさんがレイド・ノクターに接近すれば、きっとアリスから「なんだろう、レイド様がほかの女の子と接しているともやもやする」みたいな嫉妬を引き出せるはずだ。


私がレイド・ノクターに近付きアリスに嫉妬させることは、周囲に彼が好きだと思われ婚約解消がし辛くなり死に近付く。


さらに、彼は自分が私の腕を掴む時は平気な顔をしているが、一度軽く手が触れ合ったとき、暗い顔で自分の手を見ていた。


あれは間違いなく、雑菌が付着していないか入念にチェックをする瞳。


それに反して、ヘレン・ルキットさんがレイド・ノクターの手に触れた際、彼は顔を歪めなかった。触られてもいい相手なのだろう。


アリスではなくても、彼女と恋をすることでレイド・ノクターの弟狂いが治ることだって、あるかもしれない。


昨日ザルドくんの監禁を匂わせてきたレイド・ノクターを、早急になんとかしてもらわなくては。


転校生の存在なんて聞いていないけれど、ミスティアは三月に学園を燃やそうとしたとき、


「レイド様に近付く愚か者には自分の立ち位置をわからせてやったわ」


「そして、貴女だけよ、最後まで私の邪魔をした者は、忌々しい！」


とアリスに己の犯行を自供していた。


ヘレン・ルキットさんは――いやルキット様は、きっとゲームではミスティアに消されていた令嬢だ。もうここは、彼女に助けてもらうしかない。


私は頭を下げ、救世主ルキット様の顕現に、大きな希望を感じていたのだった。







問録　転入令嬢の思惑


見慣れぬ教室の座席に座り、自分に頭を下げてきた赤い瞳の女を見て、そっと手のひらを握りしめる。


今日はレイド様の通う学園に転入して、初めての登校日。自己紹介は完璧なはずだった。母譲りの庇護欲を掻き立てる瞳に、華奢に整った小鼻、口付けたくなる唇……。ふわふわで触りたくなる髪だって、この日のために丹念に手入れをした。


教室の令息たちは、一人を除いて皆私に見惚れていた。


……なのに、今ただ黒板を見つめこちらを振り向きもしない恋しい人──レイド様だけは、ただの一度も私を見なかった。机を見て、私になんの興味も示してくれなかった。


でも気に入らない女、ミスティア・アーレンは嬉々として私を見ている。


睨みつけてもいっさい動じることはなく会釈までしてきた。腹立たしい。腹立たしくて仕方が無い。


あの女のせいで、ずっと、ずっと待ちわびていた運命の人との再会は最低なものに変わった。


昨日、転入の説明を受けるため学園に来た時、一目会えないかと校内の見学をお願いした。ちょうど私の担任になる先生はいなくて、勝手のわからないほかのクラスの教師が対応にあたったのも良かったのだろう。馬鹿そうな男の教師は簡単に承諾した。


そうして好きな人の姿を探せば、私の運命の王子様──どこまでも素敵で麗しいレイド様はすぐに見つかった。


レイド様は、貴族学園の制服に身を包んでいた。私も同じ学園の制服。夢じゃない。


何度も鏡の前で練習した笑みを浮かべ駆け寄ると、彼の隣には既に別の女がいた。


雪のように白い肌。艶々とした黒髪、怜悧でいて血のように赤い瞳。すぐに彼が婚約したアーレン家の令嬢、ミスティア・アーレンだとわかった。


アーレン家の令嬢は長い黒髪で、色が白く赤い瞳をしている。


その雰囲気は独特で、一目見れば忘れられない。そう聞いた時は鼻で笑いたくなってしまったけれど、噂のとおりだった。


彼女の雰囲気は異質で、死の淵ふちような気味の悪さがあった。さらに当然のようにレイド様の隣を陣取り、私を見ても、まるでなんとも思っていないみたいで気にしない。


一方レイド様は、私を歓迎しながら、ずっとミスティア・アーレンを気にしていた。


そして、今、じっと気づかれないよう彼女を睨んでいると、後ろでカタン、と物音がして、私はすぐさま振り返った。どうやら後ろの棚に置いてあった教科書が倒れたらしい。


心臓の鼓動が激しくなるのを抑えるように深呼吸をして、そんな自分に嫌気がさし、窓へと目をやる。


あの男は、学園にまで入ってくることはない。私は自由だ。


……明日の朝はレイド様の御屋敷へ向かって、彼と一緒に登校しよう。


ミスティア・アーレンがいるかもしれないけれど、きっとどうにでもなるはず。きっと、大丈夫。


家格が合っていただけでレイド様の婚約者に収まった女になんて負けない。絶対にレイド様は渡さない。最後にレイド様が選ぶのは絶対にこの私。誰にも邪魔できないはずだ。


だってレイド様は、私を助けてくれた運命の人なのだから。
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「お兄様、そろそろ学内の巡回の時間ですわ」


「わかった。行ってくるよ」


生徒会室で作業をしていると、補佐のフィーナが時計を示した。僕は部屋の中央の椅子から腰を上げ、机の上に置いていた腕章をつけ部屋を後にする。


放課後の廊下は、半数の生徒が帰っているためか静かだ。校庭から反響するように聞こえる声は部活動に励む生徒たちのもので、剣術部が体力をつけるべく走りこみ、その近くでは体育祭委員の生徒たちが徒競走用の線を引いていて、遠目からでも和気あいあいとしているのが伝わってきた。


僕は少しだけ開いてあった窓に手を伸ばして、ため息を吐く。窓の下で熱心に走りこむ姿は、体力的に苦しそうだけれど楽しそうだ。誰かが努力している姿を見ることは好きだけど、段々と苦しい気持ちになってしまった。


副会長として学園内で活動していても、所詮学内を出てしまえばただの学園の生徒でしかない。


まして制服を脱げば僕に残るものはネイン家の子息という肩書しかなく、目立った特技や趣味もない、つまらない人間だ。


昔からなんでも良くできたことは自慢になってしまうかもしれないけれど、飛びぬけて絵がうまかったり、音楽ができるわけでもない。成績は今のところ学年首位だけど、試験なんて卒業をしたら使わない情報のほうが多い。学力とは関係ない頭の良さに関しては僕は人並みで、要するに僕は周りの評価に対して悲しいくらい反比例した人間だった。


美術室を覗けば、対照的な髪色をした二人が互いに切磋琢磨しあうように絵を描いていて、音楽室では生徒たちが演奏に励んでいる。部活動の予算がきちんと使われているか確認することは大事な仕事だけど、自分がいかにくだらない人間であるか知らしめられているようで、好きになれない。


「あ、ネイン先輩」


廊下を歩いていると、向かいからアーレン嬢が歩いてきた。綺麗な礼をしてから「お疲れさまです」と言ってそのまま素通りしていく。観察していると、妹のフィーナの言うとおり動きが少し独特で、憂鬱な気持ちが和らいだ。


アーレン嬢がこの学園に入学してきて、およそひと月とちょっと。彼女の入学は当初かなり話題になっていた。


なにせ、アーレン家には公爵家に匹敵するほどの莫大な資産がある。侯爵家や伯爵家など彼女の身分と釣り合う家の子息や令嬢たちは、彼女に取り入ろうと必死だった。


それは僕の妹も例外ではなかったけれど、生徒会が動くほどのことにならなければいいという僕の心配に反して、あっけなく事態は沈静化した。


というのも、アーレン嬢を学内で発見することは、困難を極めていたからだ。休憩時間にも、昼食の時間にも教室にいない。彼女に取り入ろうと周りを張っていても、鐘が鳴るぎりぎりで教室に入ってしまったりして話しかけられない。


そんなことがずっと続き、しばらくは様子を見ようとアーレン嬢をつかまえる動きは収まっていった。


けれど、皮肉なことに、アーレン嬢と会う気が無い僕が最も遭遇率が高いらしい。生徒会の仕事の途中や本を借りに行くと、よく彼女と顔を合わせる。


話をする限り思ったけれど、彼女は驚くほどに普通の女の子だった。能力こそ普通とはかけ離れているし、容姿だって人間を屠ほふる悪魔のように美しいなんて言われているけど、中身はぼーっとしている子だ。受け答えははきはきしているし、ちょっと騎士団の訓練生みたいな話し方をするけど、周囲に違った印象を持たれているところが、僕と同じ世界に生きているように感じた。






予定より早めに生徒会室に戻ってくると、フィーナが机に資料を広げ淡々と書類を作成しているところだった。彼女は僕の存在に気づき、顔を上げる。


「おかえりなさいませ、お兄様」


「うん。特に変な活動をしてる部活もなかったよ」


そう言って、彼女の後ろを通り過ぎ、部屋の中央にある僕の座席につこうとする。生徒会室は一番窓側に生徒会長の席があり、そこに沿うように副会長の席がある。会長は今日欠席だから、なにかあれば僕が代理として務めなければならない。


「少し、空気の入れ替えをしようか」


僕が窓を開くと、外との空気と温度差があってか、ぶわっと強い風が隙間から入ってきた。慌てて閉じて振り返ると、机の書類は床に散らばっている。特にフィーナの周りの被害が大きい。僕は慌てて駆け寄って資料を拾い集めた。


「ごめん、インクとか垂れたりしていない？」


「大丈夫ですわ」


心なしか妹の声が冷たい気がして、ひっかかりを覚える。書類をすぐ集めて彼女に渡そうとすると、目に入ってきた文字に手が止まった。


『土地売買権利書』


明らかに生徒会がらみではない書類に、息が止まった。なぜこんなものがここにあるのか、購入と記された文字に並ぶ土地の名前は、アーレン領と地続きになっている山で、購入の名義はフィーナになっている。


「なに、これ……」


「土地の権利書ですわ」


「いや、それはわかっているよ。どうしてフィーナが、これを？」


「土地を購入すると、その証明として資料を作成しなければならない決まりでしょう？　お兄様、どうなさったのですか？」


まるでおかしいことを言っているかのように、フィーナは僕に問いかけてくる。なんだろう頭痛がしてきた。「そんなお金はどこから」とおそるおそる尋ねると、彼女は「大丈夫ですわ」と僕の肩を撫でた。


「不当な金銭は用いておりません。少々私のアクセサリーを侍女に売ってもらって……先日隣国で大きな嵐があったでしょう？　あらかじめその国に頼りきりの資材を輸入し、売ったのです。天候を読もうと思えば、今までの天候記録から読めますものね。ふふ」


想像よりずっと話の規模が大きすぎてついていけない。お金の出所はわかった。順当に聞いていこう。たぶんこのまますべてを聞いたら、頭が混乱してしまう。


「なぜ、買ったの」


「実はねお兄様、私、考えましたの。今ネイン家とアーレン家の屋敷は、お茶会を開こうにも、比較的遠いところに位置しているでしょう？　公爵や侯爵が開くような茶会は、わりと別々になってしまうといいますか……ほら、お互い住む領地が離れているせいで、関わりのある家も異なってしまっているから」


「うん」


「なので、アーレン領の近くに別荘を持つというのも考えたのですけれど、なんだかあけすけでしょう？　ですからいっそアーレン領の隣の山を買って、新しい事業を始めたいと思いましたの！」


フィーナはドレスを買ってもらおうとする少女のような、きらきらした瞳で僕を見る。でも言っていることは友達に会いたさで土地を買収するというなんとも言えないことで、僕は天井に遮られている空を仰いだ。


「あのね、お兄様。アーレン家は医療に関する経営をしているでしょう？　医療で扱う器具の制作や薬品の支援も幅広く。でもね、そういった器具や薬品を遠方に運ぶ効率的な仕組みのほうは、隙……こんな言い方はよくないわね。まだあまり確立していないようなの」


「なるほど」


「だからネイン家でそこを補えないかと思って。ネインとアーレンが経営面でも関わるようになれば、学園を卒業しても会う機会がありますから」


「うん。それは、ネインとアーレン、双方の利益にはなると思うけど……でも、ネイン家は公爵家の補佐をしなければならないんだよ？　お父様が許すかどうか」


「お父様の許しなんて必要あります？」


「は？」


「だって、お父様が今は当主ですけれど、永遠にお父様が当主なわけではありませんのよ？」


当然のように言い放つフィーナの言葉に、僕はあいた口が塞がらなかった。彼女と父はあまりうまくいっていない。というか、父は一方的に彼女に対して冷たい振る舞いをしている。双子の片割れは恥ずべき存在で外に出してはいけないとされている中、学園に通わせているところを見ると、それなりに愛はあるようだけれど……。


そしてフィーナもそういったところを理解はしてか、父になんとか認められようと邁まい進していた。見ているこちらが痛々しくなるくらいに。そんな彼女の張りつめた空気が最近は改善してきて、僕も安心していたけれど、これは……。


「それにね、お兄様。もしかしたらお兄様がどこかに婿入りする可能性だってあるでしょう？　そうなれば、必然的に私が婿取りをしなくては」


妙に具体的な言葉に、返事すらできなかった。今まで僕が婿入りする可能性の話を、一度だって父からされたことはない。なぜ今更そんな話が湧いて出てくるのか、底知れぬ恐怖を感じて僕が押し黙る一方、フィーナは笑みを浮かべた。


「ねぇお兄様、以前お兄様は婚約者について、誰でもいいとおっしゃっておりましたよね？」


そう問いかけるフィーナの瞳は、僕と同じ色なはずなのに鈍く光っている。曖昧に頷くと「そうよね？」と念押しされ、張りつめた空気が全身に刺さっていくようにも思えた。僕はさりげなく肩を縮めながら、また首を縦に振る。


「い、言ったね」


「私、お兄様の婚約者について、考えておりましたの。ネイン家は、私とお兄様の二人の後継者がいるでしょう？　爵位をお継ぎになるのはお兄様と決定はされていますけれど、今のところは」


今のところはという言葉が強調された気がして僕は背筋が冷えた。


「そうだね、今のところはね。うん」


「でも、ほら。たとえばお父様が認めるしかないような家の……アーレン家との縁が組めそうであるならば、お兄様がネイン家を出る選択肢も出てくるんじゃないかしら」


「えっ」


「なんだか最近、よくお会いするでしょう？　ミスティアさんと。それって運命じゃないかしら。ねぇお兄様」


フィーナが僕の腕を掴んだ。妹の手だ。以前は僕が引いていたはずの華奢な手が、蛇へびに巻き付かれているように見えるのは、気のせいじゃないはず。


「もしかしてフィーナ、僕がアーレン嬢に遭遇するよう画策してたなんてこと、ないよね？」


「まぁ、あまりに進展がないから、もう薄々勘付かれていたかと思ったのですけれど」


ふっとフィーナは笑う。唇は弧を描いているけれど、瞳の奥は笑っていない。仕事が上手くいかず、苛立っている時の父と同じ瞳をしていた。


「えっと……そんなことをしていたの……？」


「そうですわ。ミスティアさんはねえ、わりと日によって行動を変えてはいるのですけれど、だいたい同じような順路を同じような周期で回っているのよ。だからお兄様の目的地と重なるようにすれば、週に三度は偶然お逢いできる計算でしたの」


作られた出会いを、偶然とは言わないんじゃないかな。僕はあいた口が塞がらず、ぎこちなく頷くことしかできない。


「私からもお兄様についてミスティアさんには話しているのですけれど、ふふ、そうすると彼女私について質問して……ふふ、話が逸れましたわ。現在、ミスティアさんにとってお兄様はとてもどうでもいい存在になってしまっているの」


なんだろう。間接的に僕は今かなりフィーナに傷つけられている気がしてきた。でも、父との仲を取り持てなかった以上、仕方ないのかもしれな──、


「ですから、いっそお父様に謀ってアーレン家に婚約の打診を送るようにしてみたのですけれど、どうやらもうミスティアさんにはノクター家の婚約者がいるらしくて……、もうここはお兄様が彼女と過ちを犯すしかないと思いますの」


「えっ？」


「過ち、と言ってもミスティアさんを傷つけることではありませんのよ。お兄様がアーレン家の屋敷に行って、それはそれは高価な……弁償できないほどの美術品を壊して、その償いにお兄様はアーレン家に婿入り、ということですわ！」


「いや待って全然わからないよフィーナ？　なんで僕は身売りされているの⁉」


「私じゃ婿に入れませんもの」


「だ、だからってアーレン家の屋敷の美術品を壊すだなんてどうかしているよ」


「まぁ、そんなことわかっていますわよ。癇癪かんしゃく持ちならまだしも、ミスティアさんならお兄様を想って受け取りを拒否なさるでしょうからね」


じゃあなんでそんな話をするの……？　明らかに人でなしな物言いに、僕ははじめて妹に対して恐怖を抱いた。


「ですからお兄様にこう、アーレン家の屋敷の中で重傷を負っていただいて……そうね、命に別状もなく、今後特に活動に支障をきたすことはないまでもアーレン家で治療を受けていただければと…………」


「具体的すぎるよ。あとさらっと重傷を負っていただくってなに……？」


どうしてフィーナの計画の中の僕はことごとく人間の権利をはく奪されているの？　それに僕がこの計画を聞いて「わかった！　壺壊してくるね！」と言うとでも本当に思っているのだろうか。もしかして、そうならざるをえない状況に追い込んでくる気では……。


「フィーナ。アーレン家に取り入るなんてことはやめたんじゃなかったの？　友達になったんでしょう？」


「ええ。でも友人というものを作るのは初めてで、勝手がよくわからなくて」


フィーナは常に女子生徒に囲まれ、羨望のまなざしを受けている。令嬢の代表として先頭に立つ人間だ。けれど、たしかに心開いて接しているというよりは、利益の取捨選択をしながら見ている節があった。アーレン嬢と接するということは、手探りなことなのかもしれない。


「女同士の友情は儚いって言いますでしょう？　私はミスティアさんとの関係を大切にしたいのですわ」


でも、だからといって兄を囮おとりに周りを鉄格子で固めて、上から煉瓦れんがを組み上げるような真似はやめてほしい。事業を始めるのは止めないけれど、僕をアーレン家の屋敷に送り込み山賊の真似ごとをさせる計画を立てるのは、即刻辞めてほしい。僕は人の屋敷で暴れたくなんかない。


「というか、ノクター家の令息がアーレン嬢の婚約者ってさらって言っていたけどそうなの……？」


「ええ。間違いないわ。ミスティアさんは隠しているし、彼のことを特に好きなそぶりもないから早くお兄様がなんとかしないとハイムくんにミスティアさんがとられてしまうの。このままではミスティアさんを義妹にする計画が台無しよ」


「情報量が多いよ！　っていうかハイムくんアーレン嬢のことが好きなの？」


「ええ」


ハイムくんは、とても女子生徒に人気のある生徒だ。温和で気さくな人柄だったけど、最近はいっさい女子生徒を近づけず、つまらなそうに過ごしている。それによって女子生徒たちの間でぎすぎすした雰囲気になっていたけれど、もしかしてなにか関係が──。


「……ん？　待って義妹ってなに!?」


「友情が儚いなら、別の関係であればいいと思いましたの」


フィーナは変わらず当然のように話す。顔色ひとつ変えず宣のたまう彼女の顔を見て、わずかな違和感を覚えた。


……これだけ用意周到に仕組んでいる彼女が、生徒会室でまとめていた書類をうっかりばらまくことがあるのだろうか。


たしかに、窓を開いて風が入り込んだことで書類は散らばった。しかし、窓を閉めて部屋を温めていれば、部屋の中と外の温度差が激しくなり、窓を開いた瞬間風の流れが起きるだろう。


嫌な予感がして暖炉に目を向けると、たしかに中の炎は怪しく揺らめいていた。


この時期、暖炉をつける必要なんて無いのに。


でも、なぜばらまいて僕に情報を与えるようにする必要があるんだ？


……もしかして、僕に計画の協力をスムーズに行わせ、本気を示すため？


フィーナが突然土地の権利書を持ってきたとして、僕ははたして簡単に受け入れることができるだろうか。彼女になにかがあると、騙されていると疑ってしまうかもしれない。でも彼女のうっかりによって偶然発見し、さらにそこから流れるように情報を与えられれば、僕は受け入れてしまうだろう。


現に今、受け入れているのだから。


おそるおそる、フィーナを見る。彼女はなにを言うでもなく、悠然と笑って見せたのだった。







    
  
  




「メロはさ、将来はなにをしたいとかある？」


この春入学した学園に向かって歩く途中、隣を歩くメロに顔を向けると彼女は即座に「御嬢様の幸せな姿を見守ることです」と答えた。淡々としているけれど、声色は優しい温度を帯びていて心が安らぐ。しかし長い付き合いもあってか、彼女は私の心の機微を敏感に察知し、晴れ渡った青空とは対照的なほど顔を曇らせた。


「もしかして、婚約者様のことでなにかお悩みが？」


メロの言葉に、私は少し考えてから頷く。最近、私はあることで悩んでいる。それは彼女の指摘したとおり、婚約者についてだ。


「レイド様のことは嫌いじゃないんだよ。でもちょっと、様子がおかしいというか……」


だいたい、この国では十歳頃から婚約者を探し始めたり、婚約を結ぶことが主しゅとされている。そして私にも婚約者が宛がわれた。私は平凡でなんの取り柄もない令嬢だ。ただ家がアーレン家という、この国の伯爵家でもかなりの地位を誇る家の一人娘というだけだ。だからこそとでも言うべきか、私の婚約者として現れたのは、すべてにおいて非の打ちどころがない完璧な婚約者だった。


名前は、レイド・ノクター。見目麗しく綺麗な目鼻立ちで、かといって容姿だけ際立っているわけではなく、勉学や武術にも長けている。気立てもよく、あらゆる物事をそつなくこなす、まさに完璧と言って差支えのない伯爵令息だった。


しかし、一方の私はただの凡人でしかなく、顔合わせの時に早々に二人きりにされたものの、あちらが気遣い困ったように話をするだけで、それに上手く合わせることもできず散々な結果に終わった。今はどことなく合わなくても、これから距離を詰める……いや、お互いが同じ空間にいてもそれとなく苦痛を感じられず、いても気が張るようなことはない、空気のような関係性を目指せたらと考えていた。でもその矢先、レイド様のお母様。ノクター夫人が襲われ、儚くなってしまったのだ。


それから、しばらくしてレイド様はふさぎ込んでいた。私はそっとしておいたほうがいいと思って、しばらく経ってから手紙のやり取りをしていたけれど、ちょうど一年後にあたる春、レイド様は私の前に現れたのだ。「もう吹っ切れた。僕は僕の幸せを探そうと思うんだ。一緒に見つけてほしい」と、笑って。吹っ切れた。そう言う割に声は昏く、作り物めいた輝きを放っていた瞳からは完全に光を失っていて、どことなく不安に感じた私は、レイド様と一緒にいることにした。でも……。


「なに、僕の話をしてるの？」


羽のように軽やかな声に、内臓がきゅっと縮む感覚がした。おそるおそる振り返ると、やはりと言うべきか、私の背後にはレイド様が立っていた。


「レイド様、ど、どうしてここに……」


「君が学級長の会議に出ろと言ったから出席して、君の登校があるからと抜けてきたんだよ」


けらけらと、まるで愉快な喜劇を見物しているように彼は笑う。けれど、まったくもって笑い事ではない。学級長の会議はクラスごとの代表が今後の活動について話し合うもので、途中から抜けていいものでは決してない。


「人生、なにが起きるかわからないだろう。きちんと見ていないと」


「ですから、私は今日メロを連れて……」


「君の侍女だって、完全ではないからね」


「そんなことは……」


「僕の母だって、優秀な護衛を連れていたのに殺されてしまったんだ。父が目を離したばっかりに」


聞こえた言葉に、なにも返せなくなる。私の悩みの種は、レイド様のこの行動だ。事件から一年後、彼は徐々に、一般的に言うと「立ち直り」をし始めてから、私の行動をきちんと見ていないと気が済まなくなった。夫人が亡くなったのは弟に刺殺されてのことで、伯爵は夫人との仲が決して円満なものではなく、凶行に気づくことができなかったらしい。さらに、夫人が襲われた際、レイド様はその場に居合わせてしまったのだ。


深いと表現するだけでは足りないほどの傷を負った彼は、結婚をした相手を守るものと考え、私から目を離さぬようにと、あらゆる誘いを断ってしまうようになった。パーティーの誘い、剣術の大会、演奏会だって、私が来ないと聞けばすぐに断ってしまう。学級長の会議も同じで、私は学級長ではないのに私が出ないならば行かないと言い出し、説得の末私が護衛であるメロと登校するのであれば会議に出ると約束してもらったけれど、抜けだすなんて話が違う。


でも、指摘はできない。レイド様の口からお母様に対することが発された手前、大丈夫ですよなんて答えられない。彼の母は、大丈夫ではなかったのだから。


「とりあえず、教室に行きましょう。メロ、ありがとう」


「いえ。念のため校舎までお送りいたします」


メロは冷ややかな瞳でレイド様を見た。彼は口角を上げ、校舎に向かって歩き出す。私もついていくと、ふいに人の山が視界に入った。


「ああ。またやってるね。あれ……」


レイド様が呆れた目を向ける。その先には、何人もの女子生徒が一人の男子生徒を囲いながら校舎へと移動していた。冷静に見れば男子生徒とともに複数の女子生徒が登校している図式だけど、どう見てもその数が普通ではない。一般的に通学はどんなに交友関係が多くても四、五人くらいだと思うけど、十数名以上いる。創作物で見る後宮の主のようだ。


そしてその後宮の主はといえば、どこか気怠そうに歩いている。こちらに気づかれたら、少し困ったことになってしまう。どうすべきか考えている間に、女子に囲われ前を歩く彼はこちらを振り返ってしまった。


「ミスティア嬢。こんなところで会えるなんて奇遇だな」


「ミスティア、返事をしなくてもいいよ。行こう」


「待てよノクター、先輩様を無視するなって」


後宮の主──ハイム先輩が口角をあげこちらに歩いてくる。髪は肩にかかり、胸元は上から三番目のところまできっちり開いていて、彼の一歩に合わせネックレスが揺れていた。


「朝から婚約者の束縛に付き合わされてたまんねえな。なんなら俺が嫁にもらってやろうか？　アーレン伯爵もハイム相手なら申し分ないだろ」


「勝手なこと言わないでください」


朗らかに歯を見せて笑うハイム先輩を、レイド様が鋭い目で睨む。ハイム先輩と出会ったのは、今から二年前の茶会だ。そこで怪我をしていた彼の手当てをした時に、私の姿が見えないと取り乱したレイド様がやってきた。当時の問答が面白いと感じたらしいハイム先輩は、こうして私たちの前に現れ挑発するようになったのだ。


「まぁ、安心しとけよ。少ししたらこいつ殺してお前のこと嫁にもらってやっから」


「そういうのは冗談だとしても言っていいことではありません」


「冗談なわけないだろ？」


ハイム先輩が、喉の奥で笑う。レイド様が冷静に「ミスティアが好きなら女性関係を清算されたらいかがでしょうか」と返した。


「女たちはお前を消す切り札だからな。別に遊んでるわけじゃない。もう俺にはこいつだけって決めてるしな」


肩を組まれそうになると、ぱっとメロに腕を引かれた。彼女の体に着地することとなり、謝ると後ろから声がかかる。


「朝からいかがわしい集いか。少しはわきまえたらどうだ」


先ほど、レイド様がハイム先輩を睨んだ眼と同じくらい……いやそれ以上の強い瞳が向けられた。その瞳の主であるロベルト・ワイズ──ロベルトさんが呆れたようにため息を吐き、さらに私を見る。


「君も、少しは自分の婚約者の手綱をしっかり握っておかないか。先日の学級長会議、君と帰ると言い出してノクターは俺に会議、仕事をすべて押し付けて帰っていったんだぞ」


「そ、そんなことしたんですかレイド様」


「うん。帰り道になにかあっても困るからね」


レイド様が当然であるかのように返してきた。その言葉に意識が遠くなる。また会議を休んだのだ。


「学級長と言っても、仕事は別に僕だけしかできないことじゃない。でもミスティアを見ることは僕しかできないことだからね」


「お前がしなくても俺がするけどな。で、陰険そうな眼鏡くんはなんの用だ」


「陰険な眼鏡なんて名前ではありません。ロベルト・ワイズと申します。そして、道で立ち止まるのはやめてください。通行の邪魔です」


ロベルトさんは、私とレイド様、そしてハイム先輩の間に割って入る。


「そう言いながらなんで俺とミスティアの間に割って入るわけ？」


「どう見てもあなたたち二人が囲っているからですよ」


「ハイム先輩はともかく、僕は彼女の婚約者だ。傍にいる権利があると思わない？」


「婚約者同士ならなおさら節度のある付き合いに努めるべきだ。さっきなんて、手と手が触れあいそうだっただろう。幼馴染同士ですら不健全な距離だった」


ロベルトさんと私は、幼馴染同士だ。といっても十一歳のころに孤児院への慰問に向かった時に知り合って交流をしてからだから、約四年の付き合いになってしまう。どう考えても幼馴染とは思えない年数だけど、彼は頑なに「俺たちは幼馴染同士なのだから」との主張を崩さない。


「なに？　君とミスティアが幼馴染同士なら、僕とミスティアも幼馴染同士だけど？」


「そんなことはない。ノクターとミスティア嬢は幼馴染同士ではない。俺たちは志も同じで、屋敷も近い。どう考えても幼馴染だが、ノクターの屋敷とミスティア嬢の屋敷は遠いだろう」


ふん、そんなこともわからないのか。なんて鼻で笑うけれど、ロベルトさんは根は優しい性格をしている。困っているとすぐに現れ助けてくれるし、私が学園内で無くしものをしていると、すぐに持ってきてくれる。そしてそのたびに「俺たちは幼馴染同士だからな」と念を押すように言うのだ。とても感謝しているけれど、どうにも幼馴染の部分は腑に落ちない。


どうしようか考えていると、メロが静かに手を動かし、無言で皆を置いて校舎に入るべきだと伝えてきた。でも、さすがに私のことが話題になっている状態で去っていくのは気が引ける。レイド様は私を心配しておかしな行動をとっているわけだし、ハイム先輩はそれを面白がって、ロベルトさんは……よくわからない。あれ、考えている間にもう私はこの場にいないほうがいい気がしてきた。


「なにしてるんだお前ら。登校してきたならさっさと教室に入れ」


声のする方向に振り返ると、担任のシーク先生が立っていた。先生は「ったくお前らは……」とレイド様、ハイム先輩、ロベルトさんを呆れたようにして見た後、私の頭にぽんと手を乗せた。


「これで大丈夫だな」


「全然大丈夫じゃないだろ先生。どう見てもせんせーと生徒じゃ不適切だろ」


「その点に関してはハイム先輩と同意です」


ロベルトさんが先生に対して意見をするなんて珍しい。先生は「不適切もくそもあるか」と溜息を吐いて、レイド様、ロベルトさん、ハイム先輩の腕をまとめるように掴み、首を動かし校舎を示した。


「もうお前はさっさと行け。こいつらは押さえておくから」


「えっと……」


「早く」


先生にせかされ、慌てるようにメロと校舎へ向かっていく。メロはちらりと後ろを振り返ると、私に小さな声で囁いた。


「あの教師が不適切なのは、私も同意します。御嬢様に恋文を渡すなどと、言語道断です」


「いや、あれは先生じゃないよ。あと恋文でもないし。きっと別の人なんじゃないかな……」


私が先生の授業で提出した記入用紙などの隅に、必ず点がついている。メロ曰く、それはよく軍隊の中で用いられる音の合図のようなもので、私の用紙に書かれているのは「花が綺麗な季節だな」「雨が続くらしい、気をつけろよ」という内容らしい。


好きだとか書かれているわけではないし、恋文の内容とは違う気がするけど、彼女はわざわざ手間のかかる手段で伝えてきている時点で疑わしいと話し、さらに先生の仕業だと疑っている。メロが嘘を吐いている、とは絶対思わない。


でも、先生が私にそんなことを伝えてくるとは思わないし、そもそも教師と生徒としての関係でしかない。二回、ちょうど二年ほど前に王立図書館で教職に就くため勉強をする先生と会ったけれど、それ以降会っていなかったのだ。


だとすると、先生の犯行と見せかけた嫌がらせが考えられるけど、見当もつかない。


「じゃあ、行ってくるね。メロ」


「はい。どうかお気をつけください。ミスティア様」


歩いていると校舎に辿り着き、メロと別れる。華奢な背中が人の流れに沿って消えていくのを見届けてから、私は教室へ向かって歩き出す。


今日の授業の一時間目は、入学してすぐに受けた試験によって振り分けられたクラス別の授業だ。私は今回の試験で、メロとフォレストのおかげで二位を取ることができた。そのために一番上のクラスに入ることになってしまったから、気を引き締めなければいけない。


……そういえば、アリスさんに勉強を教えなくてはいけないんだった。


試験について考えて、同じクラスの、アリス・ハーツパールさんについて思い出した。彼女はこの国では珍しい桃色の髪をしていて、クラスの注目を浴びている女子生徒だけれど、今回の試験で最下位から二番目の順位を取り、上から二番目の私が授業を教えることになったのだ。最下位は一位のレイド様が勉強を教える決まりだけど、彼のいつもの感じだと、下手をすればその人を置いてこちらに来てしまう。そのためにアリスさんに勉強を教えるのは彼らと合同でいいか尋ねなければいけなかったのに、完全に忘れてしまっていた。


朝、アリスさんに声をかけなければ。


忘れないよう心の中で反芻はんすうしながら階段を一段一段上がっていく。落ちないようしっかり階段の段差を確認していると、上の方から悲鳴が聞こえた。とっさに顔を上げると、目の前に突然桃色が広がった。


「えっ……」


どん、と目の前から勢いよく桃色のなにかがぶつかってくる。幸い四段ほどしか上っていなかったために、そこまで大事には至らなかった。上ったはずの段差を勢いで下ろされ、踊り場にしりもちをつく。目の前の光景を確認すると、私のおなかに背を預けるようにして、聞き慣れぬ家名の女子生徒、アリスさんがそこにいた。どうやら彼女は階段から落ち、私が下敷きになった、というのが今の状況らしい。


「アリスさん……？」


「ご、ごめんなさい！　……えっと、とりあえずどきますね！」


アリスさんがばっと頭をあげる。状況を確認するために俯きがちでいたけれど、それが良くなかったらしい。勢いをつけた頭部が私のおでこにあたり、痛みとともに目眩に襲われた。じんじんと熱を持った額の痛みから、なにかが流れてくる感じがする。さっき階段を上る途中で体勢を崩した時より痛い。


さすっていると耳鳴りがして、見たことのない空想の絵図が頭の中に浮かんできた。これはちょっと、重症かもしれない。私とぶつかったアリスさんも痛いだろうと彼女に目を向けると、彼女は「うわわ、ごめんなさい！　大丈夫ですか？」とまったく傷を受けていない様子で慌てふためいていた。素早く立ち上がると、「お手をどうぞ」と手を差し伸べてくれた。


「ありがとう」


お礼を言って、その手を取る。彼女の顔を間近で、それも正面から見るのは初めてだ。綺麗な空色の瞳をしていると思いながら眺めていると、どこか落ち着かないような、大切ななにかを忘れているような気がしてきて、私は視線を逸らした。


「では、私はこれで」


アリスさんに背を向け、教室へ向かうために足を動かす。なんだか、アリスさんは不思議な魅力がある人だ。一目見た時、少し心臓が縮むような妙な感覚がしたし。


なにかで見た、乙女ゲームの出会いのシーンみたいだったな。思えば、入学式の自己紹介の時。


そう考えて、階段を上る足を止めた。


乙女ゲーム、とは？


自分で考えたことのはずなのに、意味がわからない。最近こんなことばかりだ。ふとした瞬間に口からよくわからない単語が出てくる。この間も、突然私が聞き慣れぬ言葉を口走ったことで、両親に心配をかけたばかりだ。自分でも、なんでこうなるのかわからない。本や劇を調べてみたけど、それらしい単語も出てこなかった。


まぁ。いいか。


気を取り直して、教室へ向かっていく。階段の踊り場から見える空模様は、青かったはずなのにいつの間にか暗雲が立ち込めていた。








あとがき






お久しぶりです。稲井田そうです。


今回とうとうミスティアたちが乙女ゲームのシナリオの舞台である貴族学園に入学しました。新キャラクターも登場して、終盤正体不明の白い貴族やレイドを狙う令嬢など名前を覚えるのが大変になってしまいそうなラインナップです。ぜひ名前を覚えつつ、登場人物の発言や行動の矛盾点、理由を気にしていただければ幸いです。






今回は一巻と異なり大幅にシナリオの再構築を行いました。「ちょっと変えてもいいですか？」と言いながら、物語の順番をほぼ変え新規場面を追加したので、電話越しでも殺意を向けなかった編集者の方は菩薩ぼさつだと思います。


ＷＥＢ版を更新していて、このシーンは後の方が登場人物の精神状況が追い詰められていたな、と思った部分がいくつかあり、主に体育祭終盤での某人物の睡眠薬シーンなのですが、もう少し後の方に、畳みかけるような配置の方がいいと思い三巻へと移動させました。


なので、おそらく某人物を応援している方々はご満足いただけると思います。


今回もまた登場人物について、八美☆わん先生にはイメージ通りのキャラクターを描いていただき、さらに先生デザインの素敵な装いと小物を描いていただきました。先生のおかげで今まで怖がられていたキャラにもスポットがあたり、ヤンデレものは気乗りしなかった方々が表紙を見て購入してくださるなど感謝してもしきれません。


連載がはじまるコミカライズは、宛先生に可愛らしくコミカルな攻略対象異常を描いていただきました。私は物語の構成に大きな難があるので、いつもご迷惑おかけしてすみません。本当にありがとうございます。


さらに、一巻に引き続き、二巻にあたって攻略対象異常の書籍化にあたり前線で尽力してくださりながらも、こちらのサポートまでしてくださる攻略対象異常担当編集者のＹ様に、この場をお借りして感謝を申し上げたいと思います。


攻略対象異常が薄まることなく、さらに登場人物の置かれる環境が悪化しているのは、「これやってもいいですか……？」という私の思いつきに真摯しんしに答えてくださり、私が自由にできるよう尽力してくださる編集者さんのおかげです。


ずっと前から淀よどみを共有してくれる、私の無二の友人にも、鋭く深い感謝を贈ります。


そして、ここまで読んでくださった皆様。一巻の時ファンレターを送ってくださった皆様。ＷＥＢ版を読んだり、ツイッターで応援してくださる皆様に大きな感謝を。知名度もなく、万人受けもしない、私だけが面白いと思っていたこの話は、皆様の応援により編集者さんの目に留まり、編集者さんの尽力により八美☆わん先生にイラストを引き受けてもらい、宛先生にコミカライズをしてもらい、なおかつ二巻が皆様に届いております。ありがとうございます。


では、おそらく読んだ後皆様があとがきのテンションにはなれないあの章が収録されるであろう地獄の三巻でお会いできれば幸いです。









    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




電子版特典SS


解き放たれた理知ある獣～ＳＩＤＥ：Ｆｉｎａ～







この国で双子は、不吉な存在とされていた時代があった。


本来一人で生まれるはずだったのに、前世の業が清算しきれず生まれてきたから二人分の顔と身体がある。よってどちらか一方は決して外に出してはならないし、笑わせてはいけない。でないと神が怒り、周りの者まで罪を償わせようとしてしまう。


根拠はまったくない話ではあったものの、長く語り継がれたそれは、子殺しが許されないと国で定められ、百年が経ってもなお色濃く残っていた。私たち兄妹を生んで母が儚くなり、さらに後妻を設けることもなく私を表に出す判断をした父は、少なからずこちらへ情を向けてくれていたんだと思う。


「わたくし、お兄様をお支えするために、領地経営についてより深く学びたいのです。どうか東のはずれにある山と、ふもとに住まう領民の手を借してはいただけないでしょうか、御父様」


体育祭も終わり雨季へ近づくころ。書斎にて机に向かう父の前に立つけれど、私と同じ色をした二つの瞳はまったくこちらに向けられない。先ほど渡した、権利譲渡に関する書類に視線を落としたままだ。父の背にある窓から浮かぶ月は、部屋の照明に劣ることなく、こちらを照らしているというのに。


「この山はただの山ではない。鉱石を保有する山だ。そして民は、落石や崩落の危険に晒されながらも税を納めるため励んでいる。家を継ぐこともできぬお前に、こんな紙切れ一枚でその指揮を譲るとでも思っているのか」


権利に纏まつわる書類は歪いびつな音を立てて引き裂かれていく。真っ二つに分かれたそれは、無造作に投げ捨てられた。


「お言葉ですが、この地で採掘できる鉱石は年々減っております。昨年の記録は全盛期に比べ二十分の一もありません。それにこのまま雨季が来れば、いずれは土砂崩れに苛さいなまれると領民の代表から嘆願が届いております」


「なぜそれを知っている」


「お兄様と孤児院へ慰問に向かった際、訴えを聞きました。伯爵は私たちの声を聞かず鉱石の発掘に努めろと言う。娘である御嬢様ならば話を聞いてくれるだろうと」


「小賢しい真似を……それでお前は情に訴えられ、望みを聞こうと言うのか」


「いえ、こちらに逆らう領民の存在や、年々減少傾向にある税収から考えて、私が領地の経営を学ぶためにこの土地をお譲りいただけないかと思いお願いに参りました」


「女のくせにか」


「私はお兄様の影となるものですから」


「まぁ、いいだろう。どうせ死んだ土地だ。ただネインの名に傷がつくような真似だけはしてくれるな」


「承知しております」


先ほどは鉱石を保有する山と渋っていたのに、こちらの手に渡ることを了承した瞬間死んだ土地と蔑さげすむ。私は心の中で父に冷ややかな目を向けながら、書斎を後にした。


父は私を見ようとしない。けれど、まだ私が小さいころ、一緒に狩りへ連れていってくれたことがあった。射撃の名手としても知られていた父は、瞬く間に鴨や兎うさぎを仕留め、人々に持て囃はやされていた。


でも、より強く記憶に残っているのは死にゆく動物たちの目だ。


あれだけ光を受けて輝いていたはずなのに、一瞬の判断によって父の矢を受け死んでしまった。私はこうはなりたくない。選択を間違えず、最適解だけを選び取って生きていく。目の前の動物の生が失われる瞬間を見て、たしかにそう思った。






「ねぇお兄様、お友達っていったいなにをすればいいのでしょう？」


父に領地経営の許可を貰った翌日、私は学園へ向かう朝の馬車の中、ずっと抱えていた悩みを兄へ打ち明けた。


「普通に話をしたりだとか、食事をしたりじゃないかな」


「普通の話っていったいどんな話ですの？」


「天気とか、令嬢同士ならドレスや化粧品とか、装飾品話をすればいいんじゃないかな」


「お兄様、天気もドレスも化粧品も興味がない御令嬢はおります。真面目に考えてはいただけませんか？」


強い口調で訴えると、兄が天を仰いだ。そして「もしかして、アーレン嬢と仲良くなりたい話……？」と、こちらの顔色をうかがってくる。


「ええ。そうです」


「俺はフィーナがいつもどおり接してれば自然と仲良くなれると思うよ？」


「いつもどおり？」


「うん。実際フィーナは三年生の先輩にも気に入られているし、女子生徒のお手本だって教師からも褒められているんだから、自信もって」


「お兄様。私は別に励ましてほしくて相談しているわけではありません。対処法や改善案をお兄様にお聞きしたいだけです」


「それが対処法や改善案を求めている態度なのかな……俺は朝から恫喝どうかつにあっている気分なんだけれど……」


私の言葉に兄が肩を落とす。でも、私は困っている。一つ年下の後輩、アーレン家の令嬢であるミスティアさんとお友達になったはいいけれど、その後どうしていいかがさっぱりわからないからだ。


ほかの令嬢と親睦を深めるとき、いつも私は相手のことを調べ上げ、適度に称えて自分と付き合う利点をちらつかせ、懐柔してきた。すべてはネイン家の繁栄のため、取捨選択を行って。


ミスティアさんと付き合うことだってもちろん有益だ。近づいた理由も利己的なものだったけれど、今は違う。ただミスティアさんの話を聞いたり、一緒にいたいと思う。


でも、今まで人に対してそんなふうに思ったことがないせいで、どうしていいかわからない。


だから、自然な心のまま人間関係を形成している兄の意見を聞こうと思ったものの、兄は困り果てた顔をしている。


「ミスティアさんの心が金品や装飾品で買えたらどんなに簡単だったことか」


「うん。なかなか最低なことを言っているよフィーナ。それにお金で買えるような令嬢だったら、フィーナはそんなふうになっていないんじゃなかな？」


「諭さとすように話をすり替えないでくださいませ。私はお兄様になにかいい案を出してほしいと思っておりますの。励ましではなく結果を強く望みます」


「……フィーナが得意で好きなものを見せるのはどう？　共通の趣味を作ればいいんだよ」


「銃で的を撃ち抜くさまをミスティアさんに見せろと？」


「いや、バイオリンとかピアノとか、外国文学の朗読のほうだよ」


「ああ……」


私は他者から一目置かれる存在であるために、万人受けし、尊敬される趣味を持つことにしている。楽器演奏や外国文学を読むことはその一環だ。実際は好きでもなんでもない。好むのは身体を動かすことや射撃だ。幼いころ、兄のふりをすれば他人は私に優しくなってくれると知って、兄のふりをして御爺様に会いに行ったりしていた。その時に教わったのだ。


もちろん私が射撃を好むなんてこと、御爺様も御父様も知らない。


「今日のお昼の時に、ミスティア様の趣味について探りを入れてみますわ」


「うん。あと探りって言い方も妙に物々しいから、聞いてみるとかにしようね。そういうところから、変わっていこう……」


最近兄は顔色が悪い。こんな状態になったのは、私がミスティアさんときちんと仲良くしたいと思い始めてからだ。さりげなく兄を紹介してミスティアさんを口説き落とさせたいのに、こんな貧弱な状態では会わせられない。早く元気になってもらわなくては。兄には大事な仕事の準備があるのに……ん？


「ああ……その手が」


「フィーナ、なに？　今なにを思いついたの？」


「なんでもありませんわ。お兄様」　


兄の体調が悪いと言って、なにかいい薬がないかミスティアさんに調べてもらうことで繋がりを得られる。そう気づいた私は兄に笑みを浮かべ、学園に到着するまでを過ごしていたのだった。






「ねぇ、ミスティアさん。ミスティアさんはどんな趣味があるの？」


兄と相談してから一週間後。お昼休みに彼女を捕まえた私は、さっそく趣味について尋ねた。


「趣味……散歩、ですかね？」


ミスティアさんは昼休み、すぐに教室から出て学園内を巡回する。食堂で過ごすことはほぼ無い。だから今までの行動の統計と合わせて探したけれど、それでも一週間は彼女を見つけることができず、ようやく今日生徒会専用の広間に招くことができた。でも今日は、最も美しい『花の間』では兄が交流会を開いていて使えない。だから甲冑かっちゅうが並び、景色は劣るものの密談には向いている『風の間』にした。


「散歩？　どういったところを？」


「私の屋敷の庭が多いというか……ほぼ庭です」


以前にも思ったけれど、ミスティアさんはお休みの日に出かけている気配がまったくない。この間歌劇に誘った時もさりげなく断られてしまったし、屋敷を出ることがあまり好きではないのかもしれない。お茶会でもあまり姿を見ないし。


「お出かけはあまりなさらない？」


「……たしかにそうですね。外でなにかたくさん身体を動かしたり……はないです」


となると、狩りも走ることも不可だ。私の趣味からミスティアさんと親睦を深めることはできない。


「では、なにかミスティアさんの好きなものや……興味のあるものはなにかないかしら……？」


「好きなもの……」


彼女は頭を悩ませ、食事の手を止めた。


なんだか、私は質問ばかりしている気がする。ほかの……たとえば公爵家の令嬢たちと言葉を交わす時、私は常に聞き役だ。相手を立てて、時には知っていることも知らないふりをして、相手の聞いてもらいたいことを引き出す言葉を返す。


けれど今の私はどうだろう。


いつも我先に我先にと令嬢たちは私に話を聞いてもらいたがるのに、ミスティアさんは甲冑を見つめ考え込んでいる。


私はほかの人と話をする時、相手を物かなにかだと思って会話していた。でも、人間を相手にしていると思うと会話はこうも難しくなるものなのだろうか。


私は改めて、過去の自分が人間関係を形成するとき残酷であったかを思い知りながら、ミスティアさんと食事をしていたのだった。






「お兄様、相手に心があると思うと人と人との付き合いって、どうしてこうも難しくなるのでしょう」


学園の授業が終わり、生徒会の仕事も片づけた私は兄と帰る馬車に乗り、夕焼けを眺めながら呟いた。朝はあれほど晴れ晴れしていたのに、今は厚みのある雲に覆われ遠くの空を暗くしている。


「え？　今までフィーナは相手に心がないと思って人と接してきたの……？」


「言葉って難しいですわね。なんてお伝えすればいいのでしょうか。今まで私は、相手の望む言葉を伝えてきました。けれど相手にはちっとも興味がありませんでした。……犬に餌えさをやれば懐なつく。たくさんの犬を飼っていた感覚……だったのです」


「うん。詳しく説明してくれてありがとう。悪化したね。うん。見下してたんだね」


「でもミスティアさんは犬ではないでしょう？」


「うん。アーレン嬢含めて、みんな犬ではないからね」


兄は私の肩を優しく叩いた。兄の言うことは絶対に聞くよう父に言われていたけれど、そうは思えない。興味のない存在に対して、無理やり興味を持つことなんて不可能だ。


「ミスティアさんとはこんなにも仲良くしたいのに、全然うまくいかなくて、今日も質問攻めにしてしまって……」


「質問攻めって？」


「趣味を聞いたのです。それで考え込ませてしまって、申し訳ないと思ってなにか答えやすい質問……と考えたら、小さいころ楽しかった思い出や、食べてみたい料理、将来どうなりたいか、老いていった時どんなふうに過ごしたいか……」


「結構根掘り葉掘り聞いたね……考え込ませた時点で止めなかったんだ……」


「聞く予定がないことまで、私は聞いてしまって……」


「なんだろう、人見知りの子が友達を見つけた反応に近いとは思うんだけど、微妙に込み入ったところまで聞いていくね、フィーナは」


このままでは、ミスティアさんに苦手意識を持たれてしまう。彼女は話すことが得意なようには思えないし、会話の時考えながら話をする。その仕草は好きだけど、困らせたくはない。


「もっと面と向かって話すことはないような……別の手段がほしくて……なにかいい案はありませんか？」


兄は私の問いかけに、暗い顔をすることなく頷いた。


「絶対そうくると思ってた。実は、今日周りの女子生徒に助言を求めたんだ。フィーナの名前は伏せてね。交換日記ってどうかな？」


「交換日記？」


「一日目はフィーナ、二日目はアーレン嬢と、日記帳を回していくんだ。枠線が引かれていないものを使えば、絵も描きやすくていいらしいよ」


交換日記……たしかに手紙をやり取りするよりも時間がかからず済む。それに一度書いた言葉を後から見返せるのだから、あれこれ質問攻めにする前に、自分がなにを伝えたいか明確にしてミスティアさんに届けることができる。


「日記って、なにを書けばいいのでしょうか？」


「その日あった楽しいことや、書き残したいと思ったことだよ」


「書き残したいこと」


思いつくものが、なにもない。書き残したいこと。それに相手はミスティアさんが読むものだ。おかしなことは書けない。でも、嘘も吐きたくない。ミスティアさんと仲良くなれるなら、嘘を吐いたほうがいいとは思うけれど……。


「きっと仲良くなれるよ」


「絶対？」


私の言葉に兄は顔を引き攣つらせた。心なしかぴくぴくと頬を痙攣させている。とりあえず、ミスティアさんと交換する日記帳を手に入れなければ。私は御者に伝え、そのまま日記帳を選びに街へと出たのだった。






無事日記帳を購入して屋敷に戻った私は、用事を済ませてから日記をつけようと、父に渡さなければならない書類を抱え自室を出た。


「父に用事？」


振り返ると、回廊の途中で兄が不安げな顔をしていた。今まで父に用事があるときはすべて兄を通していた。別にそういった決まりはないけれど父に所用があったとき、陰であるべき捨て駒の私ととる時間は無いと切り捨てられてからは、直接伝えることは避けていた。


「はい。今朝お譲りいただいた山の切り崩しが終わりまして、来週からは工場群や貨物庫の建設が開始されるのでそのご連絡を」


「ま、待ってフィーナ。東の山に貨物庫の建設？　なにそれ？　あそこの山は鉱山だから建物なんて建たないだろう？」


兄は私の言葉に驚いた顔をした。


「今朝全部更地になりましたよ。ちなみにこれが貨物庫の設計図です。この絵のとおりになればいいのですが……」


私が差し出した紙面を見て、兄はまばたきを繰り返す。


「えっ、え、今朝譲ったって言ってたよね？　そんな早くに山なんて崩れなくない？　それに貨物庫ってなに？　なに建てるって？」


「貨物庫は貨物庫ですわ。伐採はもうすでに行われていましたから」


「いっいつ始めたの？」


「心からミスティアさんと仲良くなりたいと思って、翌日に計画を立て始めましたから……」


「それ結構前のことだよね？」


「はい。業者や大工を雇いましたが、元々領民は鉱山に対して否定的な目を向けていて……男性はほぼ全員参加していたので、想定よりずっと早く終わりました。伐採した木々を今すぐ資材にすることは叶いませんが、鉱石含めて土もなかなかの価値で取引されましたし、いい報告を頂いてしまいましたわ」


「へ、へぇ……一応、俺もついていっていいかな。父への報告に」


「どうぞ」


兄は終始落ち着きがない様子だ。でもまぁ、御父様は兄には弱いし別に付き添われても大丈夫だろう。頷いて私は書斎に入り、そこで仕事をしていた御父様に兄へしたとおりの説明をすると、案の上罵声が飛んできた。


「いったいお前はなにをしているんだ！　領地の山を切り崩すなんて気は確かか？」


「はい。あの山は年々鉱石の採掘量が減少し、湖や川も流れていないことで動物も暮らせぬ土地です。さらに山の上部の地盤は緩く雨季には土砂崩れが起こります。山が存在することと領民の生活の安定は繋がらないと思いましたので、更地にしました」


「私になんの断りもなしにか！」


「こうして御父様が声を荒げた様子からして、私が丁寧にお伝えしても余計なことはするなと反対しかなさらないと思いましたので、民の危険もありますし、先手を取らせていただきました」


「勝手に山を崩した金なんぞ、私は絶対に払わないからな」


「もうすでに費用は支払っております。そしてこれが私の名義に振り込まれる、山を切り崩して得た資産です」


一枚の書類を手渡すと、御父様は目を剥いた。ただ山を鉱山として扱っていれば一生手に入らなかったであろう資産額が、そこには記されているからだ。名義は御父様でもお兄様でもなく、私の名義だ。


「お前は、私に復讐を始めるつもりか……？」


「復讐？　まさか。そんなこと致しませんわ」


ずっと父に対して、疑問を抱くことがあった。なぜ殺した鴨や兎を持ち帰ってしまうのかと。


血の香りをさせほかの動物をおびき出せば、さらに大きな獲物を狙えるというのに。なぜ選択肢を捨ててしまうようなことをするのかと。


でも、今ならわかる。御父様は……いや、父は愚かだったのだ。そして人の心があった。でなければ私を外に出しながらも、こちらから目を背そむけることなんてしない。私を隠すこともできず、かといって世間の言い伝えから逃れることもできない。自分の選択に責任が持てない、自分の機嫌すら処理することのできない子供なのだ。


挙句、感情のままに選択をして結局失っていることに気づかない。それでもネイン伯爵家を潰してはいない。けれど私の功績を見て復讐かと怯える姿にただただ心が冷えた。


「御父様には今日の日まで私を殺さずにしていただいた御恩がありますもの」


父は私を殺さずにいた。でも、生かしたり育てることはしていなかった。ただただ殺さなかっただけだ。


けれど私はそれでも、感謝しようと思っていたのだ。いつの日か父に頑張ったと認めてもらいたかった。私を見てもらいたかった。


「フィーナ……」


でも、私に震える姿を見て、こんなもののために励んでいたのかと乾いた笑いが出そうになった。はしたないと気を引き締め、前を見据える。悪意を向けもしていないのに、兄は私に怯えていた。嫌なところを父から引き継いでしまっている。


「御父様、私は、このままお譲りいただいた土地を発展させて、薬品や医療に用いる品々を保管し、ほかの領地に届ける……領地と領地を繋ぐ架け橋にしたいと思っておりますの。大丈夫。ネイン家を廃してしまうだなんて絶対に致しません。お兄様の代が最も栄えたと後世に伝わるよう努めてまいります。ね、お兄様」


兄に微笑むと、覚悟を決めたようでしっかり頷いている。


「フィーナは別に、誰かを苦しめようとしたわけではなくて、領民の話を聞いて僕や将来のことを考えただけなんだ。どうか許してほしい」


「……わかった」


父が兄の言葉で頷いた。別に私は許しを欲しいとは思っていない。山は元々父が手に入れた領地ではなく代々受け継いできただけで、父はなにもしていないのだから。契約書上、父の財産となっていただけだ。私は頭を下げ、そのまま兄と共に部屋を後にした。


「フィーナ、薬品の保管庫って……もしかして……」


おそるおそるといった兄に、私は微笑んだ。


「そうですわ。アーレン家の薬品の保管庫です。将来も友情関係であるためには、必要でしょう？」


「アーレン嬢は家との繋がりがなくても仲良くしてくれると思うよ……、それに家の繋がりがあって彼女とクラスだって同じなのに、あまり関わりのない家だって多いでしょう。ほら、以前軍事系の武器の輸出をしていたアンジー家とかさ」


兄はそう言うけれど、友情なんて儚いものだ。自分が友人だと思っていても、相手が同じ気持ちを返してくれるかなんてわからない。実際私がそうだ。今までいろんな令嬢から、あなただけだ、一番の友達、信頼していると言われていたけれど、私は誰一人同じ気持ちだったことがなかった。


いつだって皆は、使える駒でしかない。歯車のひとつ。将来の兄の発展への布石。


だから私はミスティアさんにとって、仲良くしていて良かったと思われる存在でありたい。価値のある存在になる。


私は兄へ曖昧に微笑み返して、自室へと戻ったのだった。






ミスティアさんに購入した日記を渡せるのは、一週間は必要かもしれない。そう覚悟していたけれど、私は父と話をした翌朝、別棟の空き教室で彼女を見つけることができた。


「ミスティアさん」


「あ、フィーナ先輩。おはようございます」


私は挨拶を返しながら、彼女の隣に座った。「なにを読んでいるの？」と問いかけ目を向けると、銃を構える老婆が描かれた挿絵が視界に入って驚いた。恋愛小説は好みそうではないと思っていたし、なんとなく流行りの小説を読む印象もなかった。でも……これは……。


「えっと……冒険談……といいますか、お婆さんが悪い家で育った男の子を拾いまして、その子供の命を狙って次々現れる刺客を倒していく話です」


「好きなの？」


「はい。お婆さんが次々刺客を銃で撃っていくさまは痛快で……。これ、実は第二巻なんです。第一巻は別のお婆さんが主人公で、剣術に秀でているお婆さんが男の子を拾って戦う話で……お婆さんたちがお互いの話に出演されているんですよ」


ミスティアさんはこの本がよほど好きらしい。趣味について聞いていた時より、話の仕方にたどたどしさがない。声色こそ淡々としたものだけど、普段伏し目がちの瞳も輝いて見える。


「このお話のどういうところが好き？」


「ほかの方は、お婆さんと子供の家族愛が感動すると書評で見ました。でも私はなんというか……、お婆さんが敵を撃ったり切っていくさまが爽快だなって。ああ、先日フィーナ先輩に招いていただいた風の間の剣と似たものが、一巻にも出てて……あっ」


ミスティアさんが、はっとした顔をした。そして一気に顔を青ざめさせる。彼女はいつも落ち着いていると思っていたけど、こんな顔もするのか。


「この話……あの、楽しくて心の温まる部分は穏やかな描写ではありますが、その、残酷な描写がありまして……」


「ああ。そういうことなら大丈夫よ。私、祖父の狩りについていったことがあるから。私は狩りではなく射撃を好むけれど……表現については安心して」


「射撃って、銃ですか？」


「そう。的を撃って得点を競うようなことが好きなの」


「すごいですね……わぁ……！」


瞬く間に瞳をきらきらさせ子供のような顔をするミスティアさんを見て、心臓の奥から一思いに抱きしめたいという衝動が芽生えた。小さな子供を見ても、皆の言う「可愛い」や「守りたい」なんて感情は微塵も抱かなかったけれど、こういうことなのだと思う。


「今度、私が祖父から頂いたものをお見せしますわ」


「いいんですか？」


「ええ。屋敷にたくさんあるから。そうだ、今度一緒にネイン家の別荘へ行きましょう。射撃場を案内するわ」


「ありがとうございます……！」


私の言葉にミスティアさんが嬉しそうに頬を緩めた。打算で話をしていた会話よりも、今のほうがずっと話がしやすい。これが自然な会話、なのかもしれない。


「ねぇ、私日記帳を持ってきたの。交換日記が流行っていると聞いて……」


そう言って私は彼女に日記帳を差し出す。今日みたいな出来事を綴つづっていきたい。あれほど内容が思いつかなかったはずなのに、今はどんどん書きたいことが思い浮かんで仕方がない。


「あ、ぜひ……よろしくお願いします」


私はミスティアさんの返答を聞いて、本当に嬉しいと笑えたのだった。
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「またやってしまった、今日は御嬢様の婚約者が来るのに」


秋も過ぎ去り、空気が凍てつく朝。目の前にはチョコレートで作った薔薇のホールケーキが置かれていた。


間違いなく俺が作ったものだが、今日はパーティーがあるわけでもないし夕食の準備は済んでいる。


御嬢様のことを考え手を動かしていたら、勝手に出来てしまった。


作業には集中して取り組んだから、自信作ではある。当主様と夫人用の朝食を作っていて、ふいに御嬢様が庭園の薔薇が綺麗と言っていたことを思い出し、庭師から薔薇を貰いシロップを作って、生地を焼き上げチョコレートで薔薇を作り装飾したこだわりの一品だ。


そう考えると、当主様と夫人の食事を適当に作ってしまったのか……？　と自問自答するが、俺は御嬢様の食事が作りたい一心でこの屋敷に勤めているのだ。仕方がない。


それにただでさえ雪がちらつくこの時期は、どうしても御嬢様のことが頭から離れなくなる。


冬は御嬢様の季節だからだ。


御嬢様の誕生日は春。御嬢様が俺の作った誕生日ケーキを頬張るから、春は御嬢様の季節だ。


夏は御嬢様が俺の特製シャーベットを、溶ける前にと熱心に食べるから、夏も御嬢様の季節。


秋も「食欲の秋ですね……」と御嬢様が言ったから、秋だって御嬢様の季節ではある。


でも俺にとって御嬢様の季節は冬だ。御嬢様との出会いの季節であり、御嬢様が俺を救ってくれたあの雪の日。


雪が降る、冬こそが。






俺が料理を作り始めたのは十二歳のころだった。


奔放な母親とその多情さに耐え続けていた父親。そんな二人を両親に持つ……兄と俺。


母が誰を想っていても耐え忍んでいた父親にとうとう限界が来て、両親は十二歳の夏に離縁した。母は子供を不要とし、兄と俺は父に引き取られることになった。


元々母は俺にあまり関心が無く、男たちから貰ってきたであろう贈り物を気まぐれにこちらに投げる程度で、後は俺たちをいないもののように扱っていた。


一方父は、兄だけはきちんと接していた。兄は父によく似ていたからだ。しかし俺は父に似ていない。どこの誰ともわからぬ男の子供だと、父は俺に対してずっと冷えた目を向けていた。


そんな父が俺を引き取ったのは、母に対しての愛が残っていたからだ。愛を持っていたからどんなに母が奔放で、数多の男と関係を持っていることを知っていても耐えていた。


屋敷を空けることが多かった母だが、母がいたことで屋敷が成り立っていたのもまた事実で、父は生活を整えるために兄を留学させ、俺は三か月ほど父方の祖父の屋敷に預けられることになった。


祖父は声が大きく人に壁を作らない、よく言えば豪快、悪く言えば大雑把だ。元々暗く引っ込み思案だった俺はそんな祖父を苦手としていたから、屋敷に預けられると聞いた時は率直に「どうしよう」と思った。


家のことを根掘り葉掘り聞かれるんじゃないか。それとも俺はなにか責められるかもしれない。屋敷に向かうまで抱いていた不安をよそに、祖父は家族のことにはいっさい触れず、料理を作って俺に食べさせた。


祖父の手料理はまるで魔法がかけられているように美味しくて、俺はすぐに平らげてしまった。


どうやってこんなに美味しい料理を作っているか尋ねれば、祖父は次の日、実際に料理を作っているところを俺に見せてくれた。


そこで目にしたのは、曲芸のような手さばきだ。祖父がさっと出した料理はすべて複雑で、大変な工程を経て作られていた。豪快だと思っていた祖父の動きはとても丁寧で、繊細だった。


俺のために一生懸命こんなに難しいことをしていてくれたのかと思うと、美味しい美味しいとがっついて食べていたのが申し訳なくなった。謝罪をすれば、祖父は、「うるせえ！　笑え！　うまかったんだろ？　辛いことあったらうまいもん食べて忘れるのが一番だ！」と豪快に笑った。


いつか大人になったら自分でも作ってみたい。素直な気持ちを伝えると「今からでもできる」なんて言われて、それから祖父の手伝いをしながら料理を教わり始めた。


食材の選び方、切り方、炒め方、煮方、盛り付け方。どれをとっても今までにない経験で、料理を作るたびに自分の世界が広がっていく感覚が心地よかった。両親の離縁の手続きが終わり自分の屋敷に戻った後も、俺は料理本を読み漁り祖父の屋敷に通い続けるほど、料理の世界にのめりこんでいった。


祖父と共に過ごすたびに料理人への憧れが強くなっていく。いつか料理屋を開いたら、祖父に一番のお客さんになってもらいたい。


そう夢見ていたけれど、俺が十六歳のころ、祖父は船の事故に巻き込まれて死んだ。


もう二度と、一緒に料理をすることができない。


もう二度と、祖父の作った料理が食べられない。


もう二度と、祖父と一緒に、出かけることは叶わない。


昨日まで身近にあった笑顔が消えた。声も消えた。あかぎれが多く無骨な手は、棺ひつぎの中で冷たく硬くなってしまっていた。俺は料理をすることもなくなった。


それから十年。俺は補佐官である兄の秘書として働いていた。同僚も部下も勤勉で、申し分のない職場だった。結婚もして、毎日が充実していた。


妻は気立てが良く温厚で、菓子作りを好み、妻はケーキを焼くと必ず職場に差し入れをしてくれる。


親同士の縁で知り合い政略結婚ではあったものの、いい関係を築けていると思っていた俺は、二度目の結婚記念日に料理をしようと決めた。祖父が死んで一度も厨房には立っていなかったが、俺に尽くす妻を見てもう一度包丁を握る決意をしたのだ。


そして結婚記念日当日、俺は職場に向かうふりをして、屋敷で夕食の仕込みに取りかかった。妻と二人だけのパーティーは、夕方に開く。だから昼までに終わらせる予定だったが想像以上に早く終わり、俺は自分の昼食用に仕込みで余った具材でサンドイッチを作って、パーティーを始めるまでの間、書斎に隠れようとした。


しかし、妻に見つからぬよう部屋へと向かう途中、客間から彼女の声が聞こえた。


誰かを招いているらしい。侍女か執事と結婚記念日の準備でもしているのだろうか。この場を離れようと踵を返そうとした瞬間、ふと妻と話す誰かの声が、聞き慣れたものであることに気づいた。


「そろそろ帰らないと」


聞こえてきたのは同僚たちの声で、瞬間的に背筋に冷たいものが走った。嫌な予感がして、ここにいてはいけないと思う。なのに足元が床に縫ぬい付けられたかのように動かない。


「大丈夫、今日はあの人帰ってこないのよ」


「本当ですか？　嬉しいなあ」


「悪い人ですねえ、奥さんも」


笑う同僚たち、笑う妻……。扉の隙間から覗くと、部屋の中で妻は甘い言葉を何度も吐き、複数の同僚と口付けを交わしてはうっとりとしていた。


そして俺の妻……いや、そうだったはずの女が笑う。


「いいのよう、私はお金と結婚したの。心は貴方たちのものなの……でも今は、身体もかしら」


菓子を焼いていたのは評判だったからじゃない。差し入れをして同僚たちに会うためだった。かつて妻だった女が男たちに微笑みかける姿を見つめながら、段々と心が冷えていったのがわかった。


結局、俺を心の底から見てくれるのも愛してくれるのも祖父しかいなかった。


でももう祖父はどこにもいない。


どこにも、もういない。






俺はそのままふらふらと屋敷を出た。


もう全部が面倒臭い。このまま死んでしまおう。ずっと眠っていたい。馬車の前に飛び込むか、川に飛び込むか、そんなふうに街の風景を眺めて街のベンチに座った。


いつしか雪が降り始め、このまま凍死するならそれでいいと目を閉じる。


やがて時刻は昼に差しかかって、道を行きかう馬車の量が増えてきた。そろそろ頃合いかと立ち上がって行き交う馬車の方へ向かう。


殺してほしい。死にたい。もう、終わりたい。


「あの……」


あと一歩を踏み出そうとしたところで、つん、と服の裾がなにかに引っかかった。


ぼんやりと足元を確認すると、人形のように無表情な子供が俺の服の裾を掴んでいる。


「あの、本当に間違いだったら申し訳ないのですが、死のうとしてませんか……？」


「……は？」


「あの、馬車はおすすめしません。絶対痛いと思います。ほかのがいいです、絶対」


この子供は、いったいなんだ？　俺が馬車に飛び込もうとしているのが、なぜわかる？


突然のことに道路へ向けていた足を引っ込めると、子供は考え込みながらも話し始めた。


「馬車に轢ひかれたことは無いんですけど……、本能的に、絶対痛いと思うと言いましょうか……。絶対やばいと思……あれやばいってなんだ。……ああすみません、変な話して」


「いや……」


子供は三歳くらいの見た目なのに、幼子特有のたどたどしさはなく異質だと感じた。


「あの、死にたいという辛い気持ちを否定はしません。今ここで私が止めて、明日今より酷いことが起きるかもしれないですし……、それに貴方の全責任を取ります！　って、言えませんし……。でも、でも、逆を考えれば良いことがあるかもしれない可能性も、もちろんあって……」


子供は視線を彷徨わせながら、一生懸命に話してくる。ただ声は淡々としていて、大げさな身振り手振りによりかろうじて必死さが伝わってくる状態だ。


「あの、とりあえず一回、なにか美味しいものでも食べてみませんか？　辛い時は美味しいものを食べるのおすすめですよ」


祖父の口癖とあまりに似ていて俺は目を見開いた。この子供と会話をしてもいいという気に、一瞬にしてなった。


「死のうとは、してないよ」


「え！　そ、そうですか、あ！　うわ、ああ、す、すみません、なんたる無礼を……」


「……でも、食べたいとは、思う」


「え？」


「一緒に、食べてくれる？」


自然と口から零れた言葉にはっとする。俺はこんな子供相手になにを言っているのだろう。


慌てて訂正しようとする俺とは対照的に、子供はきょとんとしながらも落ち着いた様子で頷いた。


「いいですけど」


「えっ、い、いいの？」


「はい。私の分のお昼買ってくるので、ちょっとだけ待っててください」


「え」


「？　それ、昼食……ですよね？」


子供が俺の手元を指したことで、俺がサンドイッチを入れたボックスを抱えたままでいることに気づいた。


「あの、これを一緒に食べてもらうっていうのは、駄目……かな？」


「私は駄目じゃないですけど……でもそれだと貴方の分が足りなくなるのでは？」


「俺だけじゃ無理なんだ。たくさん食べれなくて」


「そうですか……なら、ここは寒いので移動しましょう。持ち込み可能の喫茶店を知っています、そこに行きませんか？」


子供はすっと街の大通りを指し示す。促されるままついていくと、やがて奥まった路地に建つ喫茶店へと入った。


中は照明がやや薄暗く、内装の色味も鮮やかさはない。でもどことなく温もりを感じて落ち着ける雰囲気だった。客は俺たち以外誰もいない。しばらくして店主が奥から現れた。


「ミスティアちゃんその人誰？　今日こそは親戚？」


「今日こそは親戚って……」


「だってそうでしょ。ミスティアちゃん初めて来てからずっと知らない人連れてくるじゃない」


「まぁ、そうですね……。今度は……両親も連れてきます……。今度は」


子供は店主とやり取りを交わすと、「ここは、食べ物だけが持ち込み可能なんです。買えるのが飲み物だけなので」と俺に座るよう促した。差し出された品書きに目を通すと、子供の言うとおり飲み物しか書かれていない。


「食事を分けていただくので、飲み物代は私が支払います。好きに頼んでください」


「え、いや、俺が出すよ、君みたいな子供に出してもらうわけにはいかない」


「大丈夫です。お小遣いはしっかり貯めてますから」


「いや、でも」


そう言って財布を取り出そうとするが、無いことに気づく。あのまま出てきたのだ。元々帰るつもりも無かった。財布なんて持って出ない。当然だ。


「じゃあ水でいい……」


「コーヒー飲めます？」


「飲めるけ……あっ」


「すみません、季節の果物の飲み物とあたたかいコーヒーをお願いします」


子供は店主に注文を伝えると、店主は「はい、かしこまりました」と奥の扉へと入っていく。


さっきから、なにがなんだかわからない。


どう見ても歳のわりにしっかりしすぎた異質な子供と、その子供に順応している店主。異なった世界に入り込んだ気さえしてくる。


子供を観察すると、平民の服こそ着ているものの揺れる黒髪は艶やかで貧しい様子は無く、どこかの貴族の子がお忍びで街におりたようだった。


どうしてこんなことになったんだろう。ぼんやり考えていると店主が飲み物を抱えてやってきた。子供がお礼を言って、俺へと向き直る。


「ではお昼にしますか」


「あっ……ああ」


サンドイッチの入ったボックスを開くと、子供が目を輝かせる。


「きれい……。すごく丁寧なお仕事ですね。さっそくですが、食べてもいいですか？」


「どうぞ」


子供はサンドイッチを一口齧かじる。所作一つ一つが美しく、しっかりと教育を受けているのだとわかった。やはり貴族の子供なのだ。


「美味しいですね。料理のお仕事をしている方ですか？」


「いや、違うよ」


「こんなに美味しいのに……？　……あぁ、人には事情がありますからね。すみません。でもこれ本当に美味しくて……」


美味しい、美味しいと言う子供。会った時は表情がまるでないように感じていたけれど、楽しそうに笑っている。


俺の作った料理を食べて。


「それにしても、こんなに美味しいものが作れるなんて、貴方はすごい方ですね、すごく美味しいですよ、これ」


「そ、そうかな」


「ええ、食べやすいように、具材が零れないように切ってあって……私はこのサンドイッチ大好きです」


「……」


「昼食を奪うような形でこんなこと言ったら不謹慎かもしれませんが、私は今、貴方に出会えて、これを食べられてものすごく幸せです。ありがとうございます」


そう言って子供はにっこりと笑う。反射的にぼろぼろと、涙が頬を伝った。


「え！　嘘、え、なんで、え、どうしよう、すみません不快でしたか⁉　どこか痛いとか⁉」


子供が慌てて立ち上がってとこちらに来る。「どうしよう」と繰り返していて、「大丈夫」と返したいのに声にならない。


ずっと俺を見てくれる、認めてくれる人間なんて祖父以外現れないんじゃないかと思っていた。


妻は認めてくれた。それは偽りだった。


だから死のうと思った。ただ一人俺を見てくれた祖父の元へ行きたかった。


この世界に、俺を認めてくれる人間なんていなかったから。


でもこの子供は、彼女は俺の料理を食べて笑顔になってくれた。どことなく祖父に似ていて、それでいてまったく異なる笑顔。それに、俺と出会えて幸せだと言ってくれた。


一度祖父に、なぜ料理をするようになったのか聞いたことがあった。「そりゃあ自分で作ったもん、大事な奴に食ってもらって、笑顔にできたら幸せじゃねえか」と答えてくれた。


祖父が料理をするようになったきっかけは、今は亡くなった祖母に若いころホワイトデーのお返しとしてクッキーを焼いて渡したら、美味しいと笑ってくれたことがきっかけらしい。


もし今死んだとして生まれ変われるなら、俺はこの子に料理を作って、笑顔にしたい。


「えっと、な、泣いても大丈夫です。わ、私がついているので……」


彼女はおそるおそるといった手つきで俺の背中を撫でる。声をあげて泣く俺を気味悪がることもせず、あやすように。


その声も手もなにもかもが温かくて、俺は母にすがる子供みたいに泣いていた。






涙が止まるころには夕方になっていた。いつの間にか雪も止んでいて、しばらく他愛も無い話をしていると彼女の護衛がやってきてそのまま別れた。


別れ際彼女はサンドイッチのお礼を伝えながら、仕事が無いとか住むところが無いならいろいろ紹介しようかなんて言ってきた。名前を尋ねると、彼女は「ミスティア・アーレン」と名乗った。


アーレン家は、伯爵家でありながら財力は公爵家に匹敵するということで、高位の貴族の中でも名の知れた家だ。


豪華絢爛ごうかけんらんな伯爵家の馬車が遠ざかっていくのを眺めている時は切なくなったりもしたけれど、朝感じていた絶望は嘘のように消え、空に広がる赤い夕焼けのように俺の胸の中には燃える想いが湧き上がっていた。


なぜなら新しい夢ができたからだ。


俺は生きると決め、夢のためにもう二度と帰ることは無いと思っていた場所に向かった。


屋敷に戻ると俺の行動は早かった。すぐに妻だった女に今朝見た同僚とのことについて伝え、屋敷と遺産をくれてやるから今すぐ俺と別れろと離縁状に記名をさせ、荷物をまとめて屋敷を出たその足で離縁状を提出した。


そして兄の元を訪ね、仕事を辞めさせてもらいたいと頼んだ。はじめこそ聞き入れてもらえなかったものの、死んだものだと思ってほしいと伝えると、なにかを察したのか最後には了承を得た。


それから祖父の知り合いだった料理屋に頭を下げ住み込みで働いた。その縁で料理屋やさまざまな厨房で修行をすること一年。元が高位の貴族と知られればと円滑に使用人にはなれないと思い、俺は平民の料理人として、彼女の……御嬢様の前に立つことになったのだ。


それから半年で料理長の座に上り詰め、季節は何度も過ぎ去り、もう御嬢様は十歳。この冬を越し春になれば十一歳になる。


御嬢様は俺をまったく覚えていなかったが、身体をかなり鍛えたことで体格も全然違うし、顔つきも変わったから仕方のないことだ思う。それに情けないところしか見られていないから、初対面のふりをし続けて今に至る。


でも、屋敷に勤めて初めて御嬢様にサンドイッチを作った時、「具材は違うんですけど、このサンドイッチ、前に食べた、人生で一番おいしいサンドイッチと同じ味がするんですよね」と御嬢様が話しているのを聞いて隠れて泣いた。


本当に、俺が屋敷に仕えてから今日に至るまで、いろいろなことがあった。


御嬢様がパン職人の焼いたパンを美味しいと言って笑ったのを見た俺は、パン焼きを習得してパン職人を辞めさせた。


どうしても御嬢様が、俺以外の食事で笑顔になることが嫌だったのだ。


それからしばらく経ったころ。御嬢様が、菓子職人の作った菓子を美味しいと言って笑ったのを見た俺は、国主催の菓子のコンクールに名を伏せて出場し、優勝を納め菓子職人を辞めさせた。


パン職人と菓子職人を辞めさせると、だんだん元いた料理長が邪魔に感じるようになった。


そのとき俺はしがない料理人で、御嬢様にお出しする料理を決めるのは料理長の役目だった。これから先なにを作るでも俺が御嬢様へ作るものに料理長が関わるのだと思うと嫌な気持ちがして、国主催のコンクールに優勝を果たし、相手の矜持きょうじを徹底的に踏みにじって辞めさせた。


そしてとうとう厨房を完全に任された俺は、ほかに勤めていた料理人や助手たちを一斉に辞めさせた。


俺もさすがに悪人ではないから、しっかりとした職場に紹介した。コンクールに何度も入賞した俺が推薦するということで、全員身の程より優れた場所に行けたのだから文句はないだろう。


そうして毎日御嬢様に料理を作る充実した日々を送っているが、御嬢様が十歳の誕生日を迎えた今年、御嬢様に婚約者が宛がわれたのだ。


「ケーキ……どうするか……婚約者が今日来ると言っていたし屋敷を案内するとも言っていたな……ホールで見てもらいたいが婚約者にナイフを入れてもらいたくはない……とりあえず隠しておくか」


出来上がったケーキを、食材を冷やすために使っている奥の倉庫へ運ぶ。氷も扱っているけれど、場所によっては冷却が弱い場所があるから大丈夫だろう。おもむろにケーキを置く場所を調整していると、御嬢様の声が聞こえてきた。


「調理場はこちらです」


婚約者はすでに屋敷に到着していたらしい。どうでもよすぎて全然気づかなかった。でも屋敷をこうして案内しているということは、やっぱり婚約者が婿に来るということだろうか。


アーレン家とノクター家は同じ伯爵家同士だが、財力は圧倒的にアーレン家のほうが勝る。やがて婚約者は御嬢様の手料理をねだる言動をし始めた。


御嬢様はよく使用人に料理を作ってくれる。現状俺は専属侍女のメロに僅差で勝ち、最も手料理を食べている……がそんなことは今は関係ない。変な気を起こして婚約者が御嬢様に料理でも作らないか監視していると、そんなこともなく御嬢様はささっとホットサンドを作り婚約者に食べさせていた。


……今度は俺が作るとか言わないよな……？


じっと婚約者の様子をうかがうものの、奴は母親の話をし始めた。煮込み料理を作るのが得意らしい。ここで自分の料理技術について触れないということは、料理をしないということなのだろう。本当によかった。


以前御嬢様は、料理上手を自称する令息からクッキーを貰ってきたことがあった。俺がさりげなく回収してそっくりに焼き上げ、箱も変な粉末が入っていたらと、屋敷の設備管理もしているランズデー医師に模倣したものを作ってもらい事なきを得たことがある。


しかしノクターの屋敷で料理をふるまわれたらその手は使えない。


俺は安堵しながら、御嬢様と婚約者のやり取りを眺める。


以前御嬢様に婚約者が決まった時、「御嬢様が屋敷を出てしまう」と使用人たちは大いに荒れていたが、俺はこの間「御嬢様がご結婚なされた際には、俺を連れていってくれませんか」とお願いして了承を得た勝ち組だ。なにも憂うれうことはない。


御嬢様の口にする料理、そして御嬢様の子にも食事をご用意する権利を得ることが確約された俺は、人生の勝利を約束されている。


その後御嬢様は「そうなるとアーレン家には料理長が不在に……？」と心配していたから、断腸の思いで手伝いを雇おうとは思っているし、最終的にはそれらに当主様と夫人の食事を任せるから、俺は御嬢様専属の料理人になれるのだ。


まだ雇ってはいないが。


しばらく息を潜めていると、婚約者は帰っていった。御嬢様はノクター家の馬車を見送り、疲れた様子で大きく息を吐いている。


お疲れなのだろう。ただでさえ御嬢様は恋愛に関して興味が薄い。色恋に狂っておかしなことをしでかす馬鹿女や馬鹿男とは、次元の違う高貴な存在なのだ。


「さて、今日も御嬢様の幸せのために、世界で一番美味しい料理をご用意しなければ」


よし、と首を曲げ鳴らし、気合を入れる。


ほかでもない俺の幸せそのものでもある御嬢様のため、俺は今日も世界で一番美味しい夕食を作り上げるべく調理に取りかかったのだった。
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